高 寺 魔 術 の 教理 
序文 


古代 の 神 の 教え の 全て の 祭司 だ け の 神秘 の 例え の ヴェ ー ル に 隠さ 
れ て 、 

全て の 入門 の 影 と 不思議 な 試練 に 隠さ れ て 、 

全て の 神聖 な 書物 の 封印 に 隠さ れ て 、 

ニ ネ ヴェ や テー ベ の 残骸 に 、 

古代 の 神殿 の 砕け て いる 石碑 に 、 

アッ シリ ア や エジプト の スフィンクス の 黒く 成っ た 顔 に 、 

ヴェ ー ダ の 霊感 を 受け て 書か れ た 話 を イン ド の 神 を 確 儲 し て いる 者 
に 説明 する 巨大 な 不思議 な 絵 に 、 
錬金術 の 古書 の 不思議 な 象徴 に 、 
全て の 秘密 結社 が 実践 し た 入門 の 儀式 に 、 
全て の 場所 で 用 心して 隠さ れ た 、 全 て の 場所 で 同じ 1 つの 考え の 呈 
が 見 つか る 。 

(普遍 唯一 の 考え が 見 つか る 。) 

隠さ れ た 哲学 は 全て の 知 的 な 力 の 保母 、 代 母 で あっ た 様 で ある 。 
隠さ れ た 哲学 は 全て の 神 の 不明 の 鍵 で あっ た 様 で ある 。 

隠さ れ た 哲学 は 王者 と 祭司 の た め だ け の 知 で あっ た 時 代 の 社会 の 
女神 で あっ た 様 で ある 。 

隠さ れ た 哲学 は 祭司 マギ と 共に ペル シャ を 統治 し た 。 

祭司 マギ は 結局 、 姿 を 隠し た 。 

全て の 地 の 王 者 が 姿 を 隠し た 様 に 。 

祭司 マギ は 力 を 浴用 し た か ら で あ る 。 

隠さ れ た 哲学 は 最も 不思議 な 口伝 、 合 じ ら れ な い ほ ど 豊 富 な 詩 、 
思い や り と 敬 の 象徴 を イン ド に 所 えた 。 

隠さ れ た 哲学 は オル フェ ウス の 堅 琴 の 音楽 で ギリ シャ を 洗練 させ 
(es 

隠さ れ た 哲学 は 全て の 学問 と 全て の 人 の 知 の 進歩 の 原理 を ピタ ゴ 
ラス の 大 胆 な 類推 に 隠し た 。 

伝説 は 隠さ れ た 哲学 の 奇跡 で 満ち ああ ふれ て いる 。 

歴史 は 、 隠 され た 哲学 の 未知 の 力 の 推測 を 試み た 時 に 、 作 けり 話 と 
混同 され た 。 


隠さ れ た 哲学 は 神託 で 国々 を 揺るが すか 強め た 。 

隠さ れ た 哲学 は 王座 の 上 の 暴君 ども を 震え 上 が ら せ た 。 

隠さ れ た 哲学 は 好奇 心 ま た は 恐怖 で 全て の 人 の 精神 を 支配 し た 。 
大 箇 が 吉 う に は 、 隠 され た 学問 に は 、「 不 可能 は 無い 」。 
(マタ イ に よる 福音 17 章 20 節 「 確 合 が 有 れ ば 、 不 可能 は 無い 」) 
隠さ れ た 学問 は 四 大 元素 に 命令 する 。 

隠さ れ た 学問 は 星々 の 吉 葉 を 知る 。 

隠さ れ た 学問 は 7 惑星 の 軌道 を 傾け る 。 

隠さ れ た 学問 が 話す 時 、 月 は 血 の 様 に 赤く 成り 堕天 する 。 
(使徒 行 伝 2 章 20 節 「 月 は 血 の 様 に 赤く 成る 」) 

死ん だ 者 は 幕 で 復活 する 。 

死ん だ 者 は 頭骨 を 吹き 抜け る 夜 風 で 微 と 成る 吉 葉 を 話す 。 

隠さ れ た 学問 は 愛憎 の 、 女 性 の 主 で ある 。 

隠さ れ た 学問 は 楽園 や 地獄 を 人 の 心 に 思い 通り に え られ る 。 
隠さ れ た 学問 は 全て の 形 を 与 える 。 

隠さ れ た 学問 は 美 し さ 、 ま た は 、 梗 さ を 提 える 。 

隠さ れ た 学問 は キル ケ の 杖 で 人 を 獣 に 変え る 。 隠 され た 学問 は キ 
ルケ の 杖 で 動物 を 人 に 変え る 。 

隠さ れ た 学問 は 命 ま た は 死す ら 后 える 。 

隠さ れ た 学問 は 錬 金 で 富 を 達 道 者 に 与え られ る 。 

隠さ れ た 学問 は 第 5 元素 エー テル また は 若返り 薬 エ リク サー で 不 
死 を 達 道 者 に 与え られ る 。 

若返り 薬 エ リク サー は 金 と 光 の 結合 で ある 。 

隠さ れ た 学問 が ゾロ アス ター か ら マ ニ ま で の 魔術 で ある 。 

隠さ れ た 学問 が オル フェ ウス か ら テ ィ ア ナ の アボ ロニ ウス まで の 
魔術 で ある 。 

現実 の 大 察 の キリ スト 教 が 結局 アレ クサ ンド リア 学派 の 光 を 放つ 
夢 と 巨人 的 な 大 志 に 勝利 し て し まっ た 時 に 、 隠 され た 哲学 に 対す る 
公 の 破門 が 大 胆 に 始ま り 、 隠 され た 哲学 は 以前 より 隠さ れ て 謎 に 
成る 家 し ま ら た 。 

さら に 、 秘 伝 伝授 者 、 達 道 者 に つい て 不思議 な 不安 に させ る 、 う 
わ さ が 流さ れ 始 め た 。 

不運 の 感化 が 秘伝 伝授 者 と 達 道 者 を 全て の 場所 で 包囲 し て いる 。 
秘伝 伝授 者 と 達 道 者 は 蜜 の 様 に 甘い 吉 葉 か 力 に 夢中 に 成っ た 者 を 
立ち 行か な くさ せる か 狂わ せる 。 

秘伝 伝授 者 と 達 道 者 が 愛し た 女性 は スト リ ゲ ス に 成る 。 

秘伝 伝授 者 と 達 道 者 の 子 は 夜 の 集会 で 見 えな く 成 る 。 

大 箇 は 血 の 酒 神祭 と 憎む べき 宴 に つい て 震え 上 が りな が ら 、 ひ そ 
か に 、 さ さや いた 。 

古代 の 神殿 の 地下 室 で 骨 が 見 つか っ た 。 


夜 に 叫び が 聞こ えた 。 

魔術 師 が 近づく と 草木 の 収穫 が 枯れ 豚 の 群れ は 病気 に 成る 。 

( 
マタ イ に よる 福音 21 章 19 節 「 イ エス は 無花果 の 木 に 近づい た 。 イ エ 
ス は 実 を 結ば な い 無 花 果 の 木 を 枯らす 

実 を 結ば な い 無 花 果 の 木 は 悪人 の 例え 。 
マタ イ に よる 福音 8 章 28 節 か ら 34 節 「 騰 の 群れ 」 

豚 は 悪人 の 例え 。 

) 

大 則 は 、 常 に 、 世 界 に 時 々 現れ る 不治の病 を 達 道 者 の 邪 視 の せい 
に し た 。 

つい に 、 魔 術 を 呪う 大 則 の 世論 が 上 が っ た 。 

魔術 は 名 前 だ け で 因 に 成っ た 。 

大 則 は 、 つ うら みか ら 数 世紀 「 キ リス ト 教 徒 を ライ オン に ! 」 と 叩 
ん だ 様 に 「 魔 術 師 を 火 に ! 」 と 叫ん だ 。 

19 世 紀 の 大 軍 は 自然 科学 の 力 に だ け 徒 党 を 組ん で 陰謀 を 企てる 。 
大 衆 が 真理 を 知る 事 は 無い 。 

し か し 、 大 軍 に は 力 が 有る も の を 推測 する 直感 が 有る 。 

18 世 紀 以 降 の 大 斎 は キリ スト 教徒 と 魔術 を 笑い も の に する 。 

一 方 、18 世 紀 以 降 の 大 得 は ルソー の 話 と カリ オス トロ の 幻覚 に 夢 
中 で ある 。 

魔術 の 基礎 は 学問 で ある 。 魔術 の 基礎 は 自然 科学 で ある 。 

キリ スト 教 の 基礎 が 思い や り で ある 様 に 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 象徴 的 な 実話 で 3 人 の マギ が 、 ゆ りか ご の 
中 の 、 人 に 成っ た 神 イ エス 、 神 の 吉 葉 イエ ス に 敬礼 し た 。 

(ヨハ ルネ に よる 福音 1 章 イ エス は 神 の 吉 葉 、 神 の ロゴ ス ) 

マタ イ に よる 福音 2 章 で イエ ス の 星 が 3 人 の マギ を 導い た 。 

( 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 3 つ 1 組 の 象徴 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の イエ ス の 星 は 小宇宙 の 象徴 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の イエ ス の 星 は 人 体 の 象徴 で ある 。 

) 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ は 人 金 、 乳 和 理 、 没 薬 を イエ ス に 
贈っ た 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 つの 贈り 物 は 第 2 の 神秘 の 3 つ 1 組 で あ 


る 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 に は 、2 組 の 3 つ 1 組 で ある 六 蘭 星 の 象 徴 の 下 
に 、 カ バラ の 最高 の 秘密 が 象徴 的 に 含ま れ て いる 。 

本 物 の キリ スト 教 は 本 物 の 魔術 を 憎 ま な い 。 

し か し 、 人 の 無知 は 未知 を 恐れ る 。 


隠さ れ た 学問 は 狂信 者 、 盲 信者 の 迫害 を 避け る た め に 隠さ れ た 。 

隠さ れ た 学問 は 新しい 分 か り 難 い 文 字 で 隠さ れ た 。 

隠さ れ た 学問 の 成果 は 隠さ れ た 。 

隠さ れ た 学問 の 希望 は 隠さ れ た 。 

(パン ドラ の 箱 の 様 に 、 隠 され た 学問 の 希望 は 隠さ れ た 。) 

錬金術 の 隠語 が 創造 され た 。 

錬金術 の 隠語 は 大 則 に は 永遠 の 謎 で ある 。 

命 を 后 え る 吉 葉 は ヘル メス の 本 物 の 弟子 の た め だ け の も の で あ 
る 。 

公 く べき 事実 ! 

斉 り が 無い 教会 、 カ トリ ッ ク 教 会 は キリ スト 教 の 聖書 の 中 で エ ゼ 
キ エ ル 書 と ヨハネ の 黙示 録 の 理解 を 求め な いし 説明 を 試み た 事 が 無 
し 1。 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 上 黙示録 は 2 つの カバ ラ の 鍵 で ある 。 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ルネ の 黙示 録 は 確実 に 天 に 革 え られ て いる 。 

(マタ イ に よる 福 音 6 章 20 節 「 天 に 革 え な さい 」 ) 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 黙示 録 は 魔術 師 の 王者 た ちの 説明 を 求め 
て いる 。 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ネ の 上 黙示 録 は キリ スト 教徒 に は 7 つの 封印 で 
封 EH さ れ て いる 。 

エ ゼ キ エ ル 書 と ヨハ ルネ の 黙示 録 は 秘伝 伝授 者 の 隠さ れ た 学問 の 学 
徒 に は 分 か り 易 い !。 

タロ ッ ト は 別 の カバ ラ の 鍵 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 あ る 意味 で 普及 し て いる 。 

タロ ッ ト は 多分 、 全 て の 場所 で 見 つか る 。 

(タロ ッ ト は 普 旭 に 見 つか る 。) 

タロ ッ ト は 全て の も の の 中 で 最も 隠さ れ て いる 。 

タロ ッ ト は 全て の も の の 中 で 最も 未知 で ある 。 

な ぜ な ら タ ロッ ト は 他 の 全て の 鍵 だ か ら で あ る 。 

タロ ッ ト は 公 に 証拠 が 残さ れ て いる 。 

タロ ッ ト の 本 当 の 意味 を 大 雷 は 知ら な い 。 

タロ ッ ト は 誰 も 擦 そ うと は 夢 に も 思わ な い 所 に 実は 存在 する 鍵 で 
ある 。 

大 斎 は 全て の 鍵 を 無駄 に 別 の 所 で 探し て いる 。 

タロ ッ ト は 多分 エノク 書 よ り 古 い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 初め て タロ ッ ト の 本 当 の 意味 を 説明 する 。 

タロ ッ ト の 絵 は 原 初 の まま で 欠損 が 無く 保存 され て いる 。 

タロ ッ ト は 、 古 代 の 石板 の 様 に 、 独 立 し た 複数 枚 の 絵 で ある 。 

誰 も 注目 し な か っ た が 、 あ る 有名 な 学者 は 、 タ ロッ ト の 秘密 は 分 
か ら な か っ た が 、 タ ロッ ト が 古く か ら 存 在 し 、 タ ロッ ト の 絵 が 原初 


の まま 保存 され て いる 事 を 明らか に し た 。 

聡明 と いう より は 夢見 が ちな 、 別 の 学者 は 長年 タロ ッ ト を 研究 し 
て 、 タ ロッ ト の 重要 性 を 推測 し た だ け に 終わ っ た 。 

実に に 、 タ ロッ ト は 記念 碑 で ある 。 

タロ ッ ト は 驚く べき 作品 で ある 。 

タロ ッ ト は ピラ ミッ ド の 構造 の 様 に 強固 で 簡潔 で ある 。 

タロ ッ ト は 結果 と し て ピラ ミッ ド の 様 に 永久 的 で ある 。 

タロ ッ ト は 全て の 学問 の 要約 で ある 。 

タロ ッ ト は 無限 の 組み 合わ せ で 全て の 問題 を 解決 で きる 。 

タロ ッ ト は 思考 を 呼び 起こ す 形 で 話し か け て くる 。 

タロ ッ ト は 全て の 可能 な 限り の 概念 を 吹き 込み 調節 する 。 

タロ ッ ト は 人 の 精神 の 多分 、 傑作 で ある 。 

タロ ッ ト は 古代 か ら の 無 上 の 贈り 物 の 1 つ で ある 。 

タロ ッ ト は 普遍 の 鍵 で ある 。 

学 の 有る ギヨーム ポス テル だ けが タロ ッ ト と いう 名 前 を 説明 し 理 
解 し て いた 。 


タロ ッ ト の 最初 の 、 い くつ か の 絵 だ け で ルイ クロ ー ド ド サン マ 
ル タ ン の 舘 心 深 い 精 神 を 法 悦 に 高め た 。 

タロ ッ ト は 気 高 か っ た が 不適 切 だ っ た ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 理性 
を 回 復 し た か も し れ な い )。 

タロ ッ ト に つい て は 後 で 話す 。 

タロ ッ ト の 数 学 的 な 正確 な 説明 は 良心 的 な 作業 の 補完 と 極致 に 成 
る だ ろ つ 。 

キリ スト 教 と マギ の 学問 の 本 来 か ら の 一 致 は 、 一 度 完全 に 実証 さ 
れれ ば 、 無 上 の 重要 な 発見 に 成る だ ろう 。 

魔術 と カバ ラ の 真剣 な 研究 は 真剣 な 精神 を 、 今 まで 不可 能 と 考え 
られ て きた 、 学 問 と 神 の 教え の 一 致 、 理 性 と 信心 の 一 致 に 導く だ ろ 
つ 。 

鍵 の 保管 を 特別 な 務め と する カト リッ ク 教 会 が エ ゼ キ エ ル 書 と ヨ 
八 ネ の 黙示 録 の 鍵 を 保有 する 気 が 無 い 事 は 話し た 。 

(マタ イ に よる 福音 16 章 19 節 「 私 イエ ス は あな た ペトロ に 天 の 王 
国 の 鍵 を 上 提 え る 」) 

キリ スト 教徒 の 大 則 は 学問 と 魔術 の ソロ モン の 小 鍵 は 失わ れ た と 
考え て いる 。 

し か し 、 同 時 に 、 神 の 吉 葉 イエ ス が 統治 する 知 の 領域 で 書か れ た 
も の が 消え 失せ な い 事 は 確か で ある 。 

(マタ イ に よる 福音 5 章 18 節 「 一 点 一 画 も 消え 失せ な い 」) 

大 箇 が 理解 で き な く な っ た も の は 大 則 に は 存在 し な い だ け で あ 
る 。 


少な く と も 、 神 の 吉 葉 イエ ス の 統治 に より 、 大 崩 が 理解 で き な く 
な っ た も の は 神 の 謎 の 領域 へ 移る だ け で ある 。 

さら に 、 個 人 的 な 解放 され た 祭司 の 集団 と 吉 え る 魔術 の 領域 に 属 
する 全て の 者 に 対し て 、 カ トリ ッ ク 教 会 が 反感 を 抱き 戦い すら 始め 
た の は 必要 で あり 生来 の も の で すら ある 原因 は 、 カ トリ ッ ク 教 会 が 
社会 的 な 位階 制 の 祭司 の 集団 だ か ら で あ る 。 

カト リッ ク 教 会 は 魔術 を 無視 する 。 

カト リッ ク 教 会 は 魔術 を 無視 する か 姿 を 隠す 必要 が 有る 。 

カト リッ ク 教 会 が 魔術 を 無視 する か 姿 を 隠す 必要 が 有る 事 は 後 で 
証明 する 。 

し か し 、 カ トリ ッ ク 教 会 は マタ イ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ が 、 
ゆり か ご の 中 の カト リッ ク 教 会 の 謎 の 初 祖 イ エス を 敬礼 し た 事 を 認 
め る 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 欧 知 の 世界 の 3 つの 部 分 の 祭 
司 の 代表 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ は 隠さ れ た 哲学 の 類推 可能 な 3 
つの 世界 の 代表 で ある 。 


( 

自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 

自 由 意 上 忌 忌 思 と いっ に だ け の 34 領域 、 概念 領域 、 形 領域 。 

神 だ け の 楽園 、 冥界 、 こ の 世界 。 

) 

アン モニ オス サッ カス と プラ トン の 援助 の 下 で 、 ア レク サン ドリ 
ア 学 派 で 、 魔 術 と キリ スト 教 は 、 ほ と ん ど 手 を 組ん だ 。 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文 書 全体 に に こ ほ と ん ど ヘ ル メ ス の 考え が 見 つ 
か る 。 

シュ ネ シ オ ス は 夢 に つい て の 論文 の 構想 の 概要 を 書い た 。 

カル ダー ノ は シュ ネ シ オ ス の 夢 に つい て の 論文 の 注釈 書 を 書い 


プラ トン の 「 折 学者 が 王者 に 成っ た 」 ユ リア ヌス 帝 。 
中 略 


大 雷 は ユリ アヌ ス 帝 が 光 に 照ら され た 者 で ある 事 を 知ら な い 。 

大 雷 は ユリ アヌ ス 帝 が 無 上 の 秘伝 伝授 者 で ある 事 を 知ら な い 。 
大 斎 は ユリ アヌ ス 帝 が 神 の 唯一 性 を 信じ て いた 事 を 知ら な い 。 

大 吉 は ユリ アヌ ス 帝 が 3 つ 1 組 の 普通 の 考え を 信じ て いた 事 を 知ら 


な い 。 

要する に 、 大 箇 は ユリ アヌ ス 帝 が 、 古 代 の 世界 を 惜しん だ の で は 
な く 、 古 代 の 世界 の 大 いな る 象徴 、 疾 常に 優美 な 象徴 を 惜しん だ 事 
を 知ら な い !。 

ユリ アヌ ス 帝 は 多神教 徒 で は な か っ た 。 

ユリ アヌ ス 帝 は ギリ シャ の 多神教 の 例え に 魅了 され た グノー シス 
主義 者 で あっ た 。 


中 略 


空 に は 月 が 無い 。 
柴 し ば に 小さ な 星々 が か すか に 光っ て いる の が 見 える 。 


中 略 
石 の 中 の 十字 路 に 静か に 近づこ う 。 
中 略 


ヤギ の 頭 を か ぶっ た 王子 が 民 の 中 か ら 民 の 前 に 跳躍 し た 。 

( 

ヤギ は 身代わり の 象徴 。 

王子 は イエ ス の 例え 。 

) 

王子 は 王座 に 昇っ た 。 

( ヨ 八 表 に よる 福音 1 章 神 の 吉 葉 イエ ス は 神 で ある ) 
王子 は 民 を か えり みた 。 

王子 は 身 を か が め る ふり を し た 。 

(王子 は 苦し お ふり を し た 。) 

王子 は 人 の 顔 を 民 に 見 せ た 。 

( 

王子 は 人 と し て の 顔 を 民 に 見 せ た 。 

王子 は 人 性 を 見 せ た 。 

) 

民 は 黒い た いま つ を 持っ て 王子 の 前 に 来 て 敬礼 し 口づけ し た 。 
老人 の 様 な 声 で 笑い な が ら 王 子 は 立ち 上 が っ た 。 

王子 は 金 、 秘 密 の 教え 、 隠 され た 薬 、 毒 を 忠実 な 家 来 に 与え た 。 
( 毒 は 薬 に 成る 場合 が 存在 する 。) 


中 略 


野生 の パセリ と バー ベイ ン の 王冠 を か ぶっ た 女性 の 祭司 ドル イド 
が 金 の 短剣 で 未 洗礼 の 子 を 犠牲 に する 。 
( 未 洗礼 の 子 は 悪人 の 例え 。) 


中 略 
塩 は 知 と 不死 の 象徴 で ある 。 
中 略 


足 を 引き ずっ て いる スカ ラベ が お どり の 輪 に 加わ る 。 
ザリガニ は カス タネ ッ ト を 鳴ら す 。 


中 略 


ね つ 人 造 報道 に だ に まさ れ て は いけ な い ! 

固 と 無 上 央 を 区 別 し な く て は いけ な い | ! 

神殿 騎士 団 は バフ ォ メ ッ ト を 神 と し て 敬礼 し て いた の か ? いい 
え ! バフ ォ メ ッ ト は 象徴 で あっ た 。 

神殿 騎士 団 は メン デス の ヤギ の 尻 に くち づけ する と いう 敬礼 を し 
て いた の か ?2 いい え ! 敬礼 で は な く 合 図 で あっ た 。 

弁明 の 機会 無し に 倒さ れ た 、 教 会 と 国家 を 揺るが し た 秘密 を 有 す 
る 力 が 有る 団体 、 神 殿 騎 士 団 は 本 当 は どの よう な も の で あっ た の 
か ? 

軽率 に 剤 断 し て は いけ な いしい!。 

神殿 騎士 団 は 大 いな る 上 大 を 犯し た 。 

(巨人 プロ メ テ ウ ス が 天 の 火 を 人 に 旧 え た 様 に 、 神 殿 騎 士 団 は 大 
いな る 因 を 犯し た 。) 

神殿 騎士 団 は 大 斎 を 古代 の 入門 の 祭司 の 聖 所 に 入門 させ た 。 

(へ プラ イ 人 へ の 手紙 9 章 祭司 の 聖 所 、 大 祭司 だ け の 至 聖 所 。 ) 

神殿 騎士 団 は 地 の 王 者 に 成る た め に 再び 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 取 
けり 分 け 合 っ た 。 

法王 と 王者 より 高く 古い 神 の 痢 決 が 神殿 騎士 団 に くだ っ た 。 

創世 記 の 2 章 17 節 で 神 御 自身 が 「 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 食べ た 日 
に 、 あ な た は いつ か が 確実 に 死ぬ で あろ う 」 と 話し て いる 。( ヨ ハネ 
に よる 福音 3 章 3 節 「 再 び 生 まれ 直さ な いと 神 の 王国 を 見 る 事 は で き 
な い !」) 

世界 で は 何 が 起き て いる の か ? 

な せ ぜ 聖 職 者 と 権力 者 は 震え 上 が っ て いる の か ? (祭司 は 金銭 を 


稼ぐ た め の 職 業 で は な い 。 ) 

どの よう な 秘密 の 力 が 法王 の 三重 冠 と 王者 の 王冠 を 揺るが し て い 
る の か ? 

数 人 の 狂人 の ふり を し て いる 魔 術 師 が 国 か ら 国 へ さす ら っ て い 


る 。 

魔術 師 の 話 で は 、 魔 術 師 は 賢者 の 石 を ぼろ ぼろ の 衣 に 隠し て い 
る 。 

魔術 師 は 土 を 金 に 変え られ る 。 


( 
創世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 土 の 塵 か ら 創 造 し た 」 
エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブラ イ 語 で アダ ム は 赤い 土 
を 意味 する 」 

アダ ム は 人 の 代表 。 


) 

魔術 師 に は 食べ る 物 が 無い ! 

魔術 師 に は 枕 する 所 が 無い ! 

末光 の 光 と 恥 の 影 が 魔術 師 の 額 で 円 を 描い て いる 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 普遍 の 知 を 見 つけ た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 肉体 の 死 へ の 勝利 の 苦悩 か ら 解 脱 す る た 
め に 空しく 死 を 探し 求め る (と いう 作り 話 が 存在 する )。 

さじ を 投げ る と いっ た 、 こ と わざ を 否定 し て 、 パ ラケル スス は 、 
焼き ご て を 木製 の 人 形 の 脚 に つけ る と いっ た 不思議 な 治療 で 、 想 像 
に よる 病気 な ど を 治 し た 。 

不思議 な パラ ケル スス は ラブ レー の 小説 の 英雄 の 様 に 常に 酔っ て 
いた が 常に 意識 を 明確 に 保っ て いた 。 

ギヨーム ポス テル は 創世 か ら 隠 され て いる 絶対 の 考え を 見 つけ た 
の で 分 か ち 合い た いと トレ ント の 公会 議 の 教父 に 無邪気 に 書い て 知 
ら せ た 。 

(マタ イ に よる 福音 13 章 35 節 「 創 世 か ら の 秘密 」) 


中 略 


コル ネリ ウス アグ リッ パ は 貧し く 見 捨て られ 死ん だ 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 魔術 師 と し て は 小さ な 者 で あっ た 。 

し か し 、 大 軍 は コル ネリ ウス アグ リッ パ が 最も 力 が 大 き な 悪 人 の 
霊 の 魔術 師 で ある と 詳 和解 し て いる 。 

な ぜ な ら 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 時 々 皮肉 屋 で 秘密 主義 者 で 
あっ た か ら で あ る 。 

どの よう な 秘密 を 魔術 師 は 墓 まで 持っ て 行く の か ? 

な ぜ 魔 術 師 は 理解 され な いで 神 の 様 に 思わ れる の か ? 


な ぜ 魔 術 師 は 弁明 の 機会 無し に 迫害 され る の か ? 

な ぜ 魔 術 師 は 教会 と 社会 が 胡 散 する 秘密 の 知 の 秘伝 伝授 者 で ある 
の か ? 

な ぜ 魔 術 師 は 大 衆 が 如 ら な いも の を 知っ て いる の か ? 

な ぜ 魔 術 師 は 大 則 が 知り た いと 熱望 する も の を 隠す の か ? 

な ぜ 魔 術 師 は 園 散 する べき 未知 の 力 を え られ て いる の か ? 
(な ぜ 神 は 明 散 する べき 未知 の 力 を 魔術 師 に 所 えて いる の か ?) 
隠さ れ た 知 ! 

隠さ れ た 学問 ! 

魔術 ! 

全て を 明らか に し 、 さ ら な る 思考 の 糧 と 成る 言葉 ! 

「 知 る 事 が で きる 全て の も の と 、 そ の 他 の も の に つい て 」 

し か し 、 本 物 の 魔術 と は 何 か ? 

迫害 され て も 自信 に 満ち て いた 魔術 師 の 力 と は 何 か ? 

も し 魔術 師 に 本 当 に 力 が 有 っ た の で あれ ば 、 な ぜ 魔 術 師 は 敵 に 勝 
利 し な か っ た の か ? 

も し 魔術 師 に 力 が 無く 無 和 で あっ た の で あれ ば 、 な ぜ 大 衆 は 魔術 
師 を 長 散 し た の か ? 

魔術 は 存在 する の か ? 

款 教 が 認め る 奇跡 を 起こ す 力 が 有る 隠さ れ た 知 は 存在 する の か ? 
断 吉 と 本 書 で シュ ロ の 葉 を 受け る に 値する 2 つの 疑問 に 答え る 。 
本 書 は 断 吉 を 証明 する で あろ っ つ 。 

断 吉 は 次 で ある 。 

ルス 。 

力 が 有る 本 物 の 魔術 は 過去 に 存在 し た し 現在 も 存在 する 。 

ヤキ エス 。 

カト リッ ク 教 会 が 認め る 奇 跡 に つい て の 伝説 は 全て 真実 で ある 。 
通例 に 反し て 、 カ トリ ッ ク 教 会 が 認め る 奇跡 に つい て 、 大 箇 の 誇 
張 は 的 外れ な だ け で は な く 真 実 を 下回っ て いる 。 

本 当 に 思 散 する べき 秘密 が 存在 する 。 

エジプト の 宗教 的 な 風習 が 証明 し て いる 様 に 、 秘 密 の 啓示 は 世界 
を すでに 一 度 一 変 さ せ た 。 

モー セ は 創世 記 の 2 章 と 3 章 で 秘密 を 象徴 で 要約 し た 。 

秘密 は 死に 至る 善悪 の 知 で ある 。 

秘密 の 啓示 は 死に 至る 。 

モー セ は 秘密 を 果実 を 食べ る と 死に 至る 善悪 の 知 の 木 と し て 描い 
起 。 

(ヨハ ルネ に よる 福音 3 章 3 節 「 再 び 生 まれ 直さ な いと 神 の 王国 を 見 
る 事 は で き な い 」) 

善悪 の 知 の 木 は 地上 の 楽園 の 中 心 に 存在 する 。 


善悪 の 知 の 木 は 命 の 木 の 隣 に 存在 する 。 

善悪 の 知 の 木 と 命 の 木の根 は つなが っ て いる 。 

善悪 の 知 の 木の根 は 4 つの 神秘 の 川 の 源泉 で ある 。 

(善悪 の 知 の 木の根 は 十字 の 4 つの 神秘 の 川 の 源泉 で ある 。) 

火 の 剣 と 智 天使 ケル ビ ム が 善悪 の 知 の 木 を 守っ て いる 。 

エ ゼ キ エ ル は エ ゼ キ エ ル 書 10 章 14 節 で 智 天使 ケル プ に は 和牛 、 人 、 
ライ オン 、 ワ シ の 顔 が 有る と 話し て いる 。 

智 天使 ケル ビ ム は 聖書 の スフィンクス で ある 。 

( 
エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブラ イ 語 で ケル ブ 、 ケ ルビ 
ム は 和牛 を 意味 する 

ケル ビ ム は ケル プ ブ の 複数 形 。 

) 

ここ で 話 を 中 止 する 必要 が 有る 。 

すでに 話し 過ぎ た 恐れ が 有る 。 

イエ ス 。 

唯一 、 普 遍 、 不 壊 の 考え が 存在 する 。 

無 上 の 論理 の 様 に 、 力 が 有る 考え が 存在 する 。 

全て の 大 いな る も の の 様 に 、 簡 潔 な 考え が 存在 する 。 

全て の 普遍 、 絶 対 の 真理 の 様 に 、 分 か り 易 い 考 え が 存 在 する 。 
普遍 唯一 不 壊 の 考え は 他 の 全て の 考え の 父 で あっ た 。 

イエ ス 。 

超人 に 見 える 力 を 人 に 王 え る 知 が 存在 する 。 

16 世 紀 の へ プラ イ 語 の 手書き の 文書 で 次 の 様 に 超人 に 見 える 力 が 
数 え 上 げ ら れ て いる 。 


後記 は ソロ モン の 小 鍵 を 右手 に 、 ア ー モ ンド の 花 が 咲い た アー ロ 
ン の 杖 を 左手 に 持つ 人 の 力 と 恩恵 で ある 。 


デル メラ 。 
友 の 様 に 顔 と 顔 を 合わ せ て 神 を 見 て も 死な な い 。 
全て の 天 の 軍 に 命令 する 7 つの 寺 と 親しく 話す 。 


ベト 。 
全て の 苦痛 と 全て の 恐怖 を 超え る 。 


ギ メ ル 。 
全て の 天 を 統治 する 。 
(9 つの 天 を 統治 する 。) 


地獄 の 全て が 仕え る 。 


ダレ ト 。 
自身 の 健康 と 命 を 定め る 。 
自身 と 等 し く 他 者 の 健康 と 命 に 感化 を 己 え られ る 。 
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不運 に 不意 打ち され な い 。 
天災 に 圧倒 され な い 。 

英 に 圧倒 され な い 。 


ヴァ ウ 。 
過去 、 現 在 、 未 来 の 論理 を 知る 。 


レム 語 ン の 
死ん だ 者 の 復活 の 秘密 と 不死 の 鍵 を 保有 する 。 


前 記 は 7 つの 主 な 恩恵 で ある 。 
後記 は 次 位 の 恩恵 で ある 。 


ケト 。 
賢者 の 石 を 見 つけ る 。 


イ ヨ ッ ド 。 
永久 機関 の 法 を 知る 。 
円 積 問題 を 証明 で きる 。 


カブ 。 
全て の 金属 だ け で は な く 、 土 、 土 の 塵 すら 金 に 変え る 。 


( 
創世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 土 の 塵 か ら 創 造 し た 」 
エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ プラ イ 語 で アダ ム は 赤い 1 土 
を 意味 する 」 

アダ ム は 人 の 代表 。 

) 


ラメ ド 。 
最も 多 猛 な 動物 を 和らげ る 。 
蛇 を し びれ させ 魅了 する 吉 葉 を 話せ る 。 


メ ム 。 
普通 の 知 を 与え る 「 知 られ て いる わざ 」 を 保有 する 。 


さ 


用 意 無し に 研究 無し に 、 全 て の も の に つい て 学 が 有る 様 に 話す 。 
後記 は 魔術 師 が 最低 限 持 つ フ 7 つ の 力 で ある 。 


サメ ク 。 
男性 の 魂 の 深い も の と 女性 の 心 の 神秘 を 一 目 で 知る 。 


アイ ン 。 
自然 か ら 思 い 通 けり に 自由 に 成る 。 


ワン: 下 。 
超 自 由 意思 に 左右 され な い 認 識 不 可能 な 原因 に 左右 され な いい 未来 
を 予見 する 。 


ツァ ー テ 。 


最も 有効 な 慰め と 最も 健全 な 助 吉 を すぐ に 全て の 者 に 避 え る 。 


クオ ォ フ 。 
不運 に 勝利 する 。 


レシ ユ 。 
愛憎 を 抑 える 。 


シュ ユイ ン 。 

富 の 秘密 を 保有 する 。 
常に 富 の 主 で ある 。 

冨 の 奴隷 に 成ら な い )。 

貧し さす ら 楽 し め 方 法 を 知る 。 
みじめ な 気持 ち に 成ら な い 。 


タウ 。 
3 組 の 7 つ 1 組 に 加え て 、 賢 者 は 四 大 元素 に 命令 し 、 嵐 を 静め 、 触 


れる だ け で 病気 を 治し 、 死 ん だ 者 を 復活 させ る ! 

( 

マタ イ に よる 福音 8 章 24 節 か ら 26 節 イエ ス は 嵐 を 静め た 。 

マタ イ に よる 福音 9 章 18 節 か ら 25 節 イエ ス は 死ん だ 者 を 復活 させ 
だ 。 

) 


同時 に 、 ソ ロモ ン が 三重 の 封印 、 六 蘭 星 で 封印 し た も の が 人 存在 す 


秘伝 伝授 者 が 知る に は 十分 で ある 。 

大 雷 が 笑い も の に し よう と 疑 お うと 信じ よう と 脅 そ うと 恐れ よう 
と 、 学 問 と 魔術 師 に は 何 か 問 題 が 有る で あろ つう つか? いい え ! 学 
問 と 魔術 師 に は 何 も 問題 が 無い 。 

前 記 は 実際 に 隠さ れ た 哲学 が も た ら す も の で ある 。 

魔術 師 は 前 記 の 恩恵 が 事実 で ある と 断 吉 し て 狂っ て いる と 非難 さ 
れ た けり 詐欺 の 疑い を か けら れ て も 甘受 で きる 。 

前 記 を 実証 する 事 が 隠さ れ た 哲学 に つい て の 本 書 の 唯一 の 目的 で 
ある 。 

「 賢者 の 石 」、「 万 能 薬 」、「 錬 金 」、「 円 積 問題 」、「 永 久 機 
関 」 の 秘密 は 、 似 非 科 学 で も 狂っ た 夢想 で も な い 。 

「 覧 者 の 石 」、「 万 能 薬 」、「 錬 金 」、「 円 積 問題 」、「 永 久 機 
関 」 と いっ た 吉 葉 の 本 当 の 意味 を 理解 する 必要 が 有る 。 

(「 賢 者 の 石 」、「 万 能 薬 」、「 錬 金 」、「 円 積 問題 」、「 永 久 
機関 」 は 例え で ある 。) 

「 覧 者 の 石 」、「 万 能 薬 」、「 錬 金 」、「 円 積 問題 」、「 永 久 機 
関 」 と いっ た 吉 葉 は 、「 大 いな る 務め 」 と いう 名 前 で より 理解 で き 
る 1 つの 同じ 秘密 、1 つ の 同じ 効能 を 様々 に 応用 し た 表現 、 特 徴 で あ 
る 。 
(「 賢 者 の 石 」、「 万 能 薬 」、「 錬 金 」、「 円 積 問題 」、「 永 久 
機関 」 、「 大 いな る 務め 」 は 唯一 の 秘密 の 例え で ある 。) 

さら に 、 基 気 より 計り 知れ な い 力 が 有る 、 あ る 力 が 自然 に は 存在 
する 。 

力 に よっ て 、 力 を 応用 し 傾け る 方 法 を 知る 者 は 独り で 地上 を し 
た り 一 変 さ せら れる 。 

古代 人 は 力 を 知っ て いた 。 

力 は つり 合い を 無 上 の 法 と する 普遍 の 代行 者 に 存在 する 。 

普遍 の 代行 者 の 心 を 傾け る 事 は 超越 的 な 魔術 の 大 いな る 秘密 に 租 
結 す る 。 

普 包 の 代行 者 の 心 を 傾け る 事 に よっ て 、 季 節 の 順序 すら 変え られ 


夜 に 昼 の 現象 を も た ら せ ら れる 。 

地上 の 一 方 の 端 か ら 他 方 の 端 の 間 で す ぐに 通じ 合え る 。 

ティ アナ の アポ ボロ ニウス の 様 に 、 地 上 の 他 の 場所 で 起き て いる も 
の を 見 られ る 。 

触れ な いで 治し た けり 傷つけ られ る 。 

普遍 の 成功 と 反響 を 吉 葉 に 所 えら れる 。 

メス メル の 模 信 を する 者 の 不確か な 方 法 で 普遍 の 代行 者 は か すか 
に 表れ る 。 

中 世 の 達 道 者 は 普遍 の 代行 者 を 「 大 いな る 務め 」 の 「 第 一 質 料 」 
と 正確 に 呼ん だ 。 

グノー シス 主義 者 は 普遍 の 代行 者 を 神 の 聖霊 の 火 の 体 と 表現 し 
りー 

バフ ォ メ ッ ト 、 メ ン デ ス の 両性 具有 者 の 象徴 的 な 形 の 下 で 、 サ バ 
ト と 神殿 の 秘密 の 儀式 で 、 普 遍 の 代行 者 は 敬礼 され た 。 

前 記 の 全て を 証明 する つも り で ある 。 

前 記 が 隠さ れ た 哲学 の 秘密 で ある 。 

前 記 が 歴史 に お ける 魔術 で ある 。 

本 と 業 に 表れ る 魔術 に つい て 目 を 通 そ う 。 

人 入門 と 儀式 に 表れ る 魔術 に つい て 目 を 通 そ う 。 

石板 タロ ッ ト に 全て の 魔術 の 例え の 鍵 が 見 つか る 。 

石板 タロ ッ ト は ヘル メス の 作品 で ある と 考え て いる 。 

タロ ッ ト は 隠さ れ た 学問 と いう 建物 全体 の 要 石 と 呼べ る 。 

タロ ッ ト は 無数 の 伝説 を まとめ た も の で ある 。 

タロ ッ ト は 伝説 の 部 分 的 な 解釈 を まとめ た も の で ある 。 

タロ ッ ト は 伝説 の 様々 な 形 に よる 無限 の 新た な 解釈 を まとめ た も 
の で ある 。 

時 々 巧妙 な 例え 話 が 時 代 を 特徴 する 大 いな る 叙事詩 と 調和 し て 混 
ざる 。 

秘伝 伝授 者 で は な い 者 に は 例え 話 と 史実 を 見 分 ける 方 法 や 理由 が 
不明 で ある 。 

例え 話 と 史実 が 混ざっ た 金 羊毛 の 伝説 は ヘル メス の 考え と オル 
フェ ウス の 魔術 の 考え を 要約 し ヴェ ー ル で 隠し て いる 。 

ギリ シャ の 神秘 の 詩 、 金 羊毛 の 伝説 に つい て だ け 話 す 。 
な ぜ な ら 、 エ ジ プ ト と イン ド の 祭司 の 聖 所 の 伝説 は 、 豊 富 さ で あ 
る 程度 意気 豆 失 させ 、 豊 富 さ の 中 で 選択 に 迷う か ら で あ る 。 

さら に 、 芝 呈 人 Wa 


で ある 。 
テー バイ ド は 無限 の 例え 話 と 吉 え る 。 


人 オル フェ ウス の 神 性 の 様 に 、 テ ー バ イド は 人 の 命 の 輪 の 両極 を 
含ん で いる 。 

区 く べき 事実 ! 

「 テ ー バ イ 攻 め の 七 属 」 の 象徴 と ヨハ ネ の 睦 示 録 の 象徴 は 同じ 意 
味 を 持っ て いる 。 

「 テ ー バ イ 攻 め の 七 閣 」 で は テー バイ に は 7 つの 門 が 有 ! り 、 ヨ 人 ハ 
ネ の 睦 示 録 5 章 1 節 で は 神 の 書 に は 7 つの 封印 が 有る 。 

「 テ ー バ イ 攻 め の 七 属 」 で は 7 人 の 性 軍 が テー バイ を 攻め 、 ヨ 八 
ネ の 睦 示 録 13 章 で は 7 つの 頭 を 持つ 獣 が 神 を 冒 流す る 。 

「 テ ー バ イ 攻 め の 七 属 」 で は 7 人 の 性 軍 が テー バイ を 守り け 、 ヨ 八 
ネ の 上 示 録 で は 7 つの 霊 が 説明 する 。 

「 テ ー バ イ 攻 め の 七 閣 」 で は テー バイ を 攻め る 7 人 の 性 軍 は 犠牲 
の 血 に 暫 い 、 ヨ 八 ネ の 黙示 録 5 章 で は 犠牲 の 子羊 イエ ス が 神 の 書 の 7 
つの 封印 を 開く 。 

ヨハ ルネ の 本 示 録 1 章 18 節 の 「 死 ん だ が 生き て いる 者 」 は ヨハ ネ の 
黙示 録 5 章 の 犠牲 の 子羊 イエ ス で ある 。 

血 を 流す 果実 の 様 に キタ イロ ン の 木 に 吊る され て 見 つけ られ た オ 
イデ ィ プ ブス の 神秘 の 生ま れ は 民 数 記 21 章 8 節 か ら 9 節 の モー セ の さ お 
に 吊る され た 火 の 蛇 と 創世 記 の 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 思い 出さ せ 
る 。 
オイ ディ プス が 知ら な いで 父 と 戦い 角 す 象徴 的 な 実話 は 、 知 無し 
で 盲目 的 に 解放 され た 理性 を 心配 する 予 音 で ある 。 

(マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 ) 

オイ ディ プス は スフィンクス に 会 つう 。 

スフィンクス は 象徴 の 中 の 象徴 で ある 。 

( 

スフィンクス は 神 の 象徴 で ある 。 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 神 は モー セ に 存在 の 中 の 存在 で ある と 名 
乗 つ た 。 

) 

スフィンクス は 大 衆 に は 永遠 の 謎 で ある 。 

スフィンクス は 賢者 の 知 の 堅固 な 基礎 で ある 。 

スフィンクス は 大 食い の 沈黙 の 巨大 な 者 で ある 。 

(スフィンクス は 知 の 無い 人 を 食う 巨大 な 者 で ある 。) 

スフィンクス の 不変 の 形 は 大 いな る 普遍 の 神秘 の 唯一 の 考え を 表 
す 。 
どの よう に 4 つ 1 組 を 2 つ 1 組 に 変え て 3 つ 1 組 で 説明 する の か ? 
より 通俗 的 に 象徴 的 に 吉 つ うと 、 朝 は 4 本 足 、 昼 は 2 本 足 、 夜 は 3 本 
足 の 動物 は 何 か ? 

( 四 足 獣 と いっ た 人 以外 > 女性 > 男性 ) 


哲学 的 に 吉 う と 、 ど の よう に 四 大 元素 の 力 の 考え は ゾロ アス ター 
の 両極 性 の 考え を も た らし ピタ ゴラス や プラ トン の 3 つ 1 組 の 考え で 
要約 され る の か ? 

例え と 数 の 究極 の 論理 は 何 か ? 

全て の 象徴 の 究極 の 意味 は 何 か ? 

オイ ディ プス の 答え は 簡潔 で 思 散 する べき 吉 葉 で あっ た 。 

オイ ディ プス の 答え は スフィンクス を 倒し た 。 

オイ ディ プス の 答え は 推測 する 者 を テー バイ の 王者 に し た 。 
スフィンクス の 謎 へ の オイ ディ プス の 答え は 「 人 」! .……… 不適 
切 で ある ! 

(スフィンクス の 謎 へ の 正しい 答え は 「 神 」 で ある 。) 

オイ ディ プス は 見 過ぎ た 。 

(オイ ディ プス は 人 の 神 性 を 見 た 。) 

オイ ディ プス は 不透明 に 見 た 。 

自ら 盲目 に 成る 事 に よっ て 、 す ぐに オイ ディ プス は 不運 な 不 完全 
な 推測 を つぐ な わな けれ ば いけ な し り 。 

(オイ ディ プス は 自身 の 目 を え ぐっ た 。) 

オイ ディ プス は 嵐 の 中 に 姿 を 隠す 。 

スフィンクス の 謎 の 答え を 全て の 意味 と 神秘 の 理解 無し に 推測 し 
た で あろ う 全 て の 時 代 の 全て の 文明 が 嵐 の 中 に 姿 を 隠し た 様 に 。 
人 の 運命 の 巨人 的 な 叙事詩 で ある オイ ディ プス で は 全て が 象徴 的 
で 超越 的 で ある 。 

(巨人 プロ メ テ ウ ス は 人 の 身代わり と 成る 巨人 的 な 愛 を 実証 し 
7 

2 人 の 敵対 する 兄弟 は 大 いな る 神秘 の 2 番目 の 部 分 を 表し 、 ア ン 
ティ ゴネ の 犠牲 が 神 の 様 に 完結 させ る 。 

最後 の 戦い が 来る 。 

相互 に 負 し 合う 兄弟 。 

カ パ ネ ウス は 冒 流し た 神 の 雷 に よっ て 倒さ れる 。 

アム ピア ラオ ス は 土 に 飲み 込ま れる 。 

テー バイ ド の 非常 に 多数 の 象徴 的 な 実話 は 、 真 実 さ と 偉大 さ で 、 
3 つ 1 組 の 祭司 だ け の 意味 を 見 通す 者 を 驚か せる 。 


中 略 


ホメ ロス は 古代 の 入門 の 秘密 の 書 を 知っ て いた 。 

ホメ ロス は アキ レス の 眉 の 絵 で 古代 の 入門 の 概要 と 主 な 象徴 を 精 
密 に 摺 い た 。 

し か し 、 す ぐに 大 箇 は ホメ ロス の 優美 な 例え 話 を 原始 的 な 管 蒙 の 
単なる あい まい な 事実 の 記録 と 思う 様 に 成っ た 。 


人 は 形 に と ら わ れ て 概念 を 忘れ る 。 

象徴 は あり ふれ る と 力 を 失う 。 

ホメ ロス の 時 代 に 魔術 は 地 に 堕ち た 。 

テッ サリ ア の 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 魔術 を 最も 神 を 冒 す る 誘惑 術 
に 変え た 。 

オイ ディ プス の 大 は 死に 至る 果実 を も た ら し た 。 

中 途 半 端 な 善悪 の 知 は 悪 を 神 を 冒 流す る 神 に 持ち 上 げた 。 

人 は 光 に 疲れ て 具体 的 な も の の 影 の 中 に 逃げ る 。 

大 衆 は 空虚 の 夢想 を 神 で 満た す 。 

すぐ に 大 衆 の 目 に は 空虚 の 夢想 が 神 よ り 大 いな る も の に 見 える 。 

大 則 は 地獄 を 創造 する 。 

本 書 の 中 で 、「 神 」、「 天 」、「 地 獄 」 と いっ た 神 加 な 言 葉 を 使 
う 時 、「 神 」、「 天 」、「 地 獄 」 の 魔術 師 の 意味 は 大 が 連想 する 
意味 と 遠く 離れ て いる 。 

(「 神 」、「 天 」、「 地 獄 」 の 魔術 師 の 意味 と 大 香 の 意味 は 遠く 
離れ て いる 。) 

秘伝 伝授 が 大 箇 の 思っ て いる も の か ら 遠 く 離 れ て 隅 た っ て いる 様 


に 。 

魔術 師 に は 、 神 は 賢者 の AZOT で ある 。 

( 

Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は へ プラ イ 文 字 の 最初 の 文字 KN、 ア レフ 
また は ラテ ン 文 字 の 最初 の 文字 また は ギリ シャ 文字 の 最初 の 文字 
A、 ア ルフ ァ と ラテ ン 文 字 の 最後 の 文字 z と ギリ シャ 文字 の 最後 の 文 
字 Q、 オ メガ と へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 文字 h、 タウ で ある 。 

Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 最初 か ら 最後 まで の 普遍 と 最初 で 最後 
の 唯一 を 意味 する 。 

普通 で 唯一 な も の は 絶対 な も の で ある 。 

Azoth、AZOT、 ア ゾ ッ ト は 絶対 を 意味 する 。 


) 

魔術 師 に は 、 神 は 「 大 いな る 務め 」 の 有効 な 究極 の 原理 で ある 。 

オイ ディ プス の 例え 話 に 戻る 。 

テー バイ の 王者 オイ ディ プス の 因 は スフィンクス を 理解 し な か っ 
た 事 で ある 。 

(オイ ディ プス の 固 は 神 を 理解 し な か っ た 事 で ある 。) 

オイ ディ プス の 固 は テー バイ へ の 天罰 の スフィンクス を テー バイ 
の 民 の 代わ けり に 清 い 十分 な 完全 な つぐ な い 無 し に 倒し た 事 で ある 。 

(オイ ディ プス の 因 は つぐ な い 無 し に スフィンクス を 倒し た 事 で 
ある 。) 

結果 と し て 、 す ぐに 巨大 な 者 スフィンクス の 死 へ の 報い と し て 伝 
染 病 が テー バイ を 襲っ た 。 


オイ ディ プス は テー バイ の 王者 か ら 退 位 さ せら れ た 。 

オイ ディ プス は スフィンクス の 明 散 する べき 死ん だ 霊 に 自身 を 犠 
牲 に する 。 

スフィンクス の 死ん だ 雲 は 、 形 の 領域 か ら 概念 の 領域 へ 移り 、 肉 
体 が 死ぬ 前 より 命 に 満ち 大 食い に 成っ た 。 

オイ ディ プス は 人 と は 何者 か を 推測 し た 。 

(オイ ディ プス は 人 の 神 性 を 推測 し た 。) 

オイ ディ プス は 神 と は どの よう な 者 か 見 な か っ た の で 、 自 身 の 目 
を えぐ っ た 。 

オイ ディ プス は 大 いな る 秘密 の 半分 を 大 衆 に 口外 し た 。 

(オイ ディ プス は 人 に 神 性 が 有る 事 を 大 衆 に 口外 し た 。) 

民 を 守る た め に 、 オ イデ ィ プ ブス は 国外 追放 に 成り 、 講和 流 まる 
秘密 の 残り 半分 を 墓 まで 持っ て 行く 必要 が 有 っ た 。 

(オイ ディ プス は 神 と は どの よう な 者 か と いう 秘密 を 墓 まで 持っ 
で 行 た だ 。 ) 

オイ ディ プス の 巨人 的 な 例え 話 の 後に に 、 プ シュ ケ の 優美 な 詩 が 見 
つか る 。 

アプ レイ ウス は モー セ の 創世 記 を 元 に プシ ュ ケ の 例え 話 を つく っ 
『 

プシ ュ ケ の 例え 話 は 大 いな る 魔術 の 秘密 を 神 と か よわ い 人 の 神秘 
AA 


大 いな る 鹿 術 の 秘 語 は 神 と 人 の 結合 で ある 。 
大 いな る 魔術 の 秘密 は 神 性 と 人 性 の 結合 で ある 。 
大 いな る 魔術 の 秘密 は 強い 者 と 弱い 者 の 結合 で ある 。 


) 

プシ ュ ケ は 石 の 上 に 独り 裸 で 見 捨て られ た 。 

プシ ュ ケ は 自身 の 概念 的 な 高綱 さ の 秘密 に つい て 無知 な まま で あ 
る 必要 が 有る 。 

プシ ュ ケ は 夫 で ある 愛 ( の 神 エ ロス ) を 見 る と 愛 (の 神 エ ロス ) を 失 
つう 必要 が 有る 。 

アプ レイ ウス は プシ ュ ケ の 例え 話 で モー セ の 創世 記 を 解説 し 翻訳 
し て いる 。 

メン フィ ス と テー バイ の 聖 所 が イス ラ エ ル の 神 と アプ レイ ウス の 
神々 を も た らし た の で は な いか ? 

(イス ラ エ ル の 神 が メ ン フ ィ ス 、 テ ー バ イ 、 ア プレ イ ウ ス の 神々 
で ある 。) 

プシ ュ ケ は エヴァ の 妹 で ある 。 

と 吉 う より は むしろ 、 プ シュ ケ は 霊 化し た エヴァ で ある 。 
(プシ ュ ケ は エヴァ の 民 で ある 。) 


エヴァ と プシ ュ ケ は 知り た いと 望ん だ 。 

エヴァ と プシ ュ ケ は 試練 の 栄光 の た め に 無知 を 失う つ 。 

エヴァ と プシ ュ ケ は 地獄 に 降り る に 値する 。 

プシ ュ ケ は 古代 の パン ドラ の 箱 を 持ち 帰る 。 

エヴァ は 古い 蛇 の 頭 を 見 つけ 圧倒 する 。 

古い 蛇 は 時 と 悪 の 象徴 で ある 。 

古代 の 巨人 プロ メ テ ウ ス が プシ ュ ケ の 四 を つぐ な うろ 必要 が 有る 。 
AI 

キリ スト 教 の 伝説 の ル シ フ ェ ル が エヴァ の 四 を つぐ な うろ 必要 が 有 

る 。 

マタ イ 4 章 1 節 か ら 11 節 で 救い 主 イ エス が ル シ フ ェ ル を 圧倒 する 
大 いな る 魔術 の 秘密 は プシ ュ ケ の ラン プ と 短剣 で ある 。 

大 いな る 魔術 の 秘密 は エヴァ の 善悪 の 知 の 木 の 果 実 で ある 。 

大 いな る 魔術 の 秘密 は 巨人 プロ メ テ ウ ス の 天 の 火 で ある 。 

大 いな る 魔術 の 秘密 は ル シ フ ェ ル の 燃え る 王 六 で ある 。 

大 いな る 魔術 の 秘密 は 救い 主 イ エス の 神聖 な 十字 架 で ある 。 

大 いな る 魔術 の 秘密 を 十分 に 知り な が ら 溢 用 し た り 大 押 に 口外 す 
る 者 は 全て の 苦難 を 受け る に 値する 。 

大 いな る 魔術 の 秘密 を 知る べき 様 に 知る 事 、 つ まり 、 大 いな る 魔 
術 の 秘密 を 応用 し つつ 隠す 者 は 絶対 の 主 に 成 れ る 。 

4 文字 の 唯一 の 吉 葉 が 全て の も の を 含ん で いる 。 

(4 文字 の 唯一 の 吉 葉 、 テ トラ グラ マト ン は 全て の も の を 含ん で い 
る 。) 


へ ブラ イ 人 の テト ラ グラ マト ン 。 

ir、YHWH、 ヤ ハ 八 ウ ェ 。 

( 
高等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 上 の 吉 葉 で 
あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 」 

ny、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 4 文字 で ある の で ギリ シャ 語 で 4 文字 を 
意味 する テト ラ グラ マト ン と 呼ば れ て いる 。 

) 


錬金術 師 の テト ラ グラ マト ン 。 
AZOT、Azoth、 ア ゾ ッ ト 。 


ジフ シー の テト ラ グラ マト ン 
ドー 小 。 


カバ パリ スト の デ ト ラ クラ マドン 。 


TarO。 


4 文字 の 唯一 の 吉 葉 は 疾 常 に 多数 の 方 法 で 表 さ れる 。 

(4 文字 の 唯一 の 吉 葉 、 テ トラ グラ マト ン は 非常 に 多数 の 方 法 で 表 
され る 。) 

大 則 に は テト ラ グラ マト ン は 神 を 意味 する 。 

哲学 者 に は テト ラ グラ マト ン は 人 を 意味 する 。 

(哲学 者 に は テト ラ グラ マト ン は 人 性 を 意味 する 。) 

達 道 者 に は テト ラ グラ マト ン は 人 の 知 の 究極 の 吉 葉 と 神 の 力 の 鍵 
を 避 え る 。 

秘密 を 明らか に し て は な ら な い 必 要 性 を 理解 する 者 だ けが 秘密 を 
応用 で きる 。 

仮に オイ ディ プス が スフィンクス を 殺す 代わ り に スフィンクス を 
圧倒 し て 戦車 に つなぎ テー バイ に 入門 し て いれ ば 、 近 親 相姦 無し に 
不運 無し に 国外 追放 無し に 王者 の まま で いら れ た で あろ っ う 。 

仮に プシ ュ ケ が 柔和 さと 情 に 訴え か け て 愛 の 神 エ ロス が 自ら 自身 
を 明らか に する 様 に 説得 し て いれ ば 、 プ シュ ケ は 愛 の 神 エ ロス を 失 
わな か っ た で あろ っ つ 。 

愛 の 神 エ ロス は 大 いな る 秘密 と 大 いな る 代行 者 の 神話 の 象徴 の 1 
つ で ある 。 

な ぜ な ら 、 愛 の 神 エ ロス は 自発 性 と 受容 性 、 空 間 と 充満 、 矢 と み 
ぞ を 同時 に 表す 。 

( 矢 と みぞ は 男性 器 と 女性 器 の 例え 。) 

秘伝 伝授 者 は 理解 する で あろ う 。 

大 察 の た め に 、 よ り 明 ら か に 話す 気 は 無い 。 

不思議 な アプ レイ ウス の 黄金 の ロバ バ か ら 薔 薇 十字 団 ま で の 間 、 魔 
術 小説 は 見 つか ら な いり!。 

415 年 以降 に アレ クサ ンド リア で は ヒュ パテ ィ ア を 級 し た キリ ス 
ト 教 の 狂信 者 が 学問 を 圧倒 し た 。 

415 年 以降 に 学問 は キリ スト 教 に 成っ た 、 と 吉 う より は むし ろ 、 
アン モニ オス サッ カス 、 シ ュ ネ シオ ス 、 偽 ディ オニ ュ シ オス は 学問 
を キリ スト 教 の ヴェ ー ル の 下 に 隠し た 。 

415 年 以降 に 奇跡 は 迷信 の 装い で 隠す 事 が 必要 に 成っ た 。 

415 年 以降 に 学問 は 分 か り 難 い 吉 葉 で 隠す 事 が 必要 に 成っ た 。 

415 年 以降 に 分 か り 難 い 書 き 方 が 復活 し た 。 

415 年 以降 に 1 つの 絵 で 考え 全体 を 要約 する pantacle、 絵 、 文字 が 
創造 され た 。 

415 年 以降 に 1 つの 吉 葉 で 一 連 の 意図 と 息 示 を 要約 する pantacle、 
絵 、 文 字 が 創造 され た 。 

知 の 探求 者 の 目的 と は 何で あっ た の か ? 


知 の 探求 者 は 大 いな る 務め の 秘密 、 賢 者 の 石 、 永 久 機関 、 円 積 問 
題 、 万 能 薬 を 探求 し た 。 

("大 いな る 務め 」、「 賢者 の 石 」、「 永 久 機関 」 、「 円 積 問 
題 」、「 万 能楽 」 は 例え で ある 。) 

「 大 いな る 務め 」、「 賢者 の 石 」、「 永 久 機関 」 、「 円 積 問 
題 」、「 万 能楽 」 と いっ た 例え は 頻 敬 に 、 知 の 探求 者 を 狂人 と 課 解 
させ て 、 知 の 探求 者 を 大 喜 の 迫害 と 憎悪 か ら 守 っ た 。 

「 大 いな る 務め 」、「 賢者 の 石 」、「 永 久 機関 」 、「 円 積 問 
題 」、「 万 能楽 」 と いっ た 例え は 大 いな る 魔術 の 秘密 の 1 つの 側面 
を 意味 する 。 

後 で 説明 する 様 に 。 


黄金 の 口 作 か ら 薔 薇 十字 団 ま で の 間 、 魔 術 小説 は 見 つか ら な い 。 

薔薇 と いう 象徴 は ダン テ の 詩 の 神秘 的 な 魔術 的 な 意味 を 表す 。 

超越 的 な カバ ラ が 薔薇 と いう 象徴 を も た ら し た 。 

普遍 の 哲学 の 計り 知れ な い 隠 され た 源泉 に 戻る 時 で ある 。 

聖書 、 全 て の 聖書 の 例え は へ ブラ イ 人 の 神 の 教え の 知 を 不 完全 な 
ヴェ ー ル に 隠さ れ た 方 法 で 説明 する 。 

タロ ッ ト の 祭司 だ け の 絵 は 後 で 説明 する つも り で ある 。 

ギヨーム ポス テル は タロ ッ ト を エノク の 創世 記 と 呼ん だ 。 

タロ ッ ト は 確実 に モー セ と 預 吉 者 より 前 か ら 存 在 し て いる 。 

タロ ッ ト の 考え は 古代 エジプト 人 の 考え と 基本 的 に 同じ で ある 。 

タロ ッ ト の 考え に は 大 衆 向け の も の と ヴェ ー ル に 隠さ れ た も の が 
有る 。 

出 エ ジ プ ト 記 の 34 章 33 節 か ら 34 節 の 象徴 的 な 実話 で モー セ は 大 
衆 と 話す 時 は 顔 を ヴェ ー ル で 隠し 神 と 話す 時 は 顔 か ら ヴ ェ ー ル を 人 外 
し た 。 

ヴォ ル テ ー ル は 聖書 の 超常 的 な 話 を 疾 常 に 皮肉 っ た 。 

塁 書 は 口伝 の 記録 と し て の み 書 か れ て いる 。 

聖書 の 象徴 的 な 実話 は 大 宮 に は 分 か り 難 い 。 

さら に 、 モ ー セ 五 書 と 預 吉 者 の 詩 は 神 の 教え 、 倫 理 道徳 、 祈 裕 書 
の 初歩 的 な 作品 で ある 。 

(タル ムー ド と し て 、) 本 当 の 秘密 と 口伝 の 哲学 は 、 よ り 透 明 な 
ヴェ ー ル の 下 で 、2 世 紀 ま で 文書 に され な か っ た 。 

タル ムー ド は 第 2 の 未知 の 聖書 で ある 。 

と 吉 う より は お むしろ 、 タ ルム ー ド は キリ スト 教徒 の 大 雷 に は 理解 
され な い 加 書 で ある 。 

タル ムー ド は 宝庫 で ある 。 

キリ スト 教徒 の 大 則 は タル ムー ド は 奇形 な 括 論 理 的 な 話 の 宝庫 で 
ある と 話す 。 


タル ムー ド に 対し て 、 キ リス ト 教 徒 の 大 雷 は 、 無 神 論者 と 同じ 無 
知 か ら 、 無 神 論者 と 同じ 喜 い 回 し を 話す 。 

タル ムー ド は 記念 碑 で ある 、 と 断 吉 する 。 

タル ムー ド は 哲学 の 天 オ と 宗教 の 天 オ が か つて 達し た また は 想像 
し た お よそ 高尚 な も の 全て を 含ん で いる 記念 夏 で ある 。 

タル ムー ド は いばら に 包囲 され た 宝 で ある 。 

タル ムー ド は 不透明 な 原石 に 隠さ れ た ダイ アモ ンド で ある 。 
読者 は すでに タル ムー ド に つい て 話し て いる と 推測 し て いる で あ 
ろう 。 

へ ブラ イ 人 の 運命 は 不思議 で ある ! 

へ ブラ イ 人 は 身代わり で ある ! 

へ ブラ イ 人 は 痢 教 者 で ある ! 

へ ブラ イ 人 は 世界 の 救い 主 で ある ! 

へ ブラ イ 人 は 命 に 満ち て いる 民 で ある ! 

へ プラ イ 人 は 大 胆 な 妨 耐 強い 民 で ある ! 

使命 を 未だ 果たし て な い の で 、 へ ブラ イ 人 は 迫害 され て も 常に 欠 
損 が 無い まま 保存 され て いる 民 で ある ! 

使徒 の 口伝 で は 、 へ ブラ イ 人 以外 で 舘 心 が 地 に 堕ち た 後 で 、 ヤ コ 
ブ の 家 か ら 救 い が 再 上 臨 し 、 キ リス ト 教 徒 が 敬礼 し て いる 十字 架 に か 
けら れ た へ ブラ イ 人 イエ ス が 世界 と いう 王国 を 父 で ある 神 に 手渡 す 
の で は な いか ? 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 15 章 24 節 「 イ エス は 王国 を 父 で ある 神 
に 手渡 す 」) 

カバ ラ の 祭司 の 聖 所 を 見 通し た 者 は 論理 的 な 、 簡 潔 な 、 絶 対 な 唯 
ー の 考え を 見 て 感嘆 する 。 

概念 と 象徴 の 本 来 か ら の 結合 。 

(概念 と 形 の 本 来 か ら の 結合 。) 

基本 の 文字 と 絵 に よる 最も 基礎 の 現実 の 神聖 化 。 

(基本 の 概念 と 形 に よる 最も 基 硫 礎 の 現実 の 神聖 ョ 化 。 ) 

吉 葉 、 文字 、 数 の 三位一体 。 

(概念 、 形 、 数 の 三 位 一 体 。 ) 

アル ファ ベッ ト の 様 に 簡潔 な 哲学 。 

神 の 吉 葉 の 様 に 深い 無限 の 哲学 。 

ピタ ゴラス の 定理 より 完全 な 明らか な 原理 。 

10 本 の 指 で 要約 で きる 神学 。 

(0 か ら 10 ま で の 数 で 要約 で きる 神学 。) 

幼子 が 手のひら で 把握 で きる 無限 。 

(幼子 が 手中 に で きる 無限 。) 

0 か ら 9 ま で の 10 の 数 字 、22 の へ ブラ イ 文 字 、 三 角形 、 正 方 形 、 
際 : 


0 か ら 9 ま で の 10 の 数 字 、22 の へ ブラ イ 文 字 、 三 角形 、 正 方 形 、 
円 が カバ ラ の 全 要 素 で ある 。 

0 か ら 9 ま で の 10 の 数 字 、22 の へ ブラ イ 文 字 、 三 角形 、 正 方 形 、 
円 が 書か れ た 神 の 吉 葉 の 構成 原理 で ある ! 

0 か ら 9 ま で の 10 の 数 字 、22 の へ ブラ イ 文 字 、 三 角形 、 正 方 形 、 
円 が 世界 を 創造 し た 話さ れ た 神 の 吉 葉 の 反映 で ある ! 

全て の 本 物 の 論理 的 な 神 の 教え は カバ ラ か ら 来 て カバ ラ へ 行く 。 

全て の 本 物 の 論理 的 な 神 の 教え は カバ ラ か ら 出 で カバ ラ へ 戻る 。 

カバ ラ が 全て の 光 に 照ら され た 者 、 ヤ コブ ベー メ 、 ス ヴェ ー デ ン 
ボル グ 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン な どの 宗教 的 な 夢 の 大 いな 
る も の や 自然 科学 的 な も の を も た らし た 。 

カバ ラ が 全て の メー ソン の 秘密 と 象徴 を も た らし た 。 

カバ ラ だ けが 普遍 の 理性 と 神 の 吉 葉 の 結合 を 神聖 化す る 。 

カバ ラ は 、 正 反対 に 見 える 2 つの 力 の つり 合い に よる 、 存 在 の 永 
遠 の つ り 合い を 確証 する 。 

カバ ラ だ けが 理性 と 信心 、 力 と 自由 、 学 問 と 神秘 を 一 致 さ せる 。 

カバ ラ は 過去 、 現 在 、 未 来 の 鍵 を 保有 し て いる ! 

カバ ラ に 入門 する に は 、 ロ イヒ リン 、 ガ ラテ ィーノ 、 キ ル 
ヒ ャ ー、 ピ コ デラ ミラ ンド ラ の 文書 を 読み 深く 考え る だ け で は 不 
十分 で ある 。 

ピス トリ ウス が 集め た へ ブラ イ 人 の 文書 、 特 に 「 形 成 の 書 」 を 研 
究 し 理解 する 必要 が 有る 。 

大 いな る 「 光輝 の 書 」 に 熟達 する 必要 が 有る 。 

1684 年 に 集め られ た 「 裸 の カバ ラ 」 、「 カ バラ の 気 の 力 学 」 、 
「 魂 の 変革 」 を 入念 に 読む 必要 が 有る 。 

タル ムー ド の 論理 的 な 象徴 的 な 全体 の 光 の 闇 へ 大 胆 に 入門 する 必 
要 が 有る 。 

そう すれ ば 、 ギ ヨー ム ポス テル を 理解 で きる で あろ っ つ 。 

早 過ぎ る 寛大 過ぎ る 女性 解放 の 夢想 は 別 と し て 、 高 名 な 学 が 有る 
光 に 照ら され た 者 で ある ギヨーム ポス テル は 、 ギ ヨー ム ポス テル 
を 理解 し て な い 大 衆 が 主張 し て いる 様 な 狂人 で は な いと 、 ひ そ か に 
認め られ る で あろ っ つ 。 

隠さ れ た 哲学 の 歴史 の 概要 を 話し た 。 

隠さ れ た 哲学 の 源泉 を 表し た 。 

隠さ れ た 哲学 の 主 な 文書 を 吉 葉 少な に 分 析 し た 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は 知 に つい て 話す 。 

し か し 、 魔術 、 と 吉 う つよ り は むし ろ 、 魔術 の 力 は 知 と 力 の 2 つの 
も の か ら 成 る 。 


( 
魔術 は ば 知 と 力 で ある 。 


魔術 の 力 は 知 と 力 で ある 。 


) 
力 が 無い 知 は 存在 し な い 、 と 吉 う より は お むしろ 、 力 が 無い 知 は 危 


( 

力 が 無い 知 は 存在 し な い 。 

知識 は 有る が 心 の 力 が 無い 者 は 危険 に さら され る 。 

) 

知 を 心 の 力 が 有る 者 だ け に 与え る 。 

知 を 心 の 力 が 有る 者 だ け に 所 える 事 が 入門 の 無 上 の 法 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 11 章 12 節 で 大 いな る 記 示 者 イエ ス は 「 天 の 王国 
は 激しい 力 を 受容 する 。 激 し い 力 だ けが 天 の 王 国 を 勝ち 取る で あろ 
う 」 と 話し て いる 。 

処女 の 聖 所 の 様 に 真理 の 門 は 閉ざさ れ て いる 。 

入門 する に は 男らしい 者 で ある 必要 が 有る 。 

確信 に は 全て の 奇跡 が 約束 され て いる 。 

(マタ イ に よる 福音 17 章 20 節 「 確 合 が 有 れ ば 、 不 可能 は 無い 」) 

全て の 試 績 に も か か わら ず 、 全 て の 障害 を 乗り 越え る 、 導 の 中 で 
た め ら わな いで 光 へ 前 進 す る 、 意 思 の 大 胆 さ 無く し て 確信 と は 何で 
あろ うつ うか? 

古代 の 入門 の 歴史 に つい て くり 返し 話す 必要 は 無い だ ろう 。 

入門 が より 危険 で 娘 ろ し い ほ ど 、 入 門 の 効果 は より 大 きか っ た 。 

古代 に は 世界 に は 入門 を 司 り 教え る 者 が 存在 し た 。 

祭司 の わざ 、 王 者 の わざ は 特に 大 胆 さ 、 慎 重 さ 、 意 思 の 試練 に 存 
在 する 。 

古代 の 修行 者 と イエ ズ ス 会 の 修行 者 は 似 て いた 。 

現在 イエ ズ ス 会 は 人 気 が 無 い 。 

仮に 現在 も 本 物 の 知 と 理解 が 有る 総長 が いれ ば イエ ズ ス 会 は 世界 
を 支配 し て いる で あろ うつ 。 

神 の 教え 、 学 問 、 正 義 に お ける 絶対 を 探求 し て 生涯 を 過ごし た 後 
に 、( 神 の 教え 、 哲 学 、 正 義 に お ける 絶対 を 探求 し た 後に 、) フ ァ ウ 
スト の 輪 を 巡っ た 後に 、 無 上 の 神 の 教え 、 思 いや り の 無 上 の 書 、 人 
性 の 無 上 の 書 、 福 音 書 に 至っ た 。 

昌 音 書 で 安息 し た 。 

量 音 書 で 人 の 全能 性 と 無限 の 進歩 の 秘密 を 見 つけ た 。 

昌 音 書 で 全て の 例え の 鍵 を 見 つけ た 。 

福音 書 で 最初 で 最後 の 考え を 見 つけ た 。 

( 

福音 書 で 最初 か ら 最後 まで の 普遍 の 考え を 見 つけ た 。 

福音 書 で 最初 で 最後 の 唯一 の 考え を 見 つけ た 。 


福音 書 で 絶対 の 考え を 見 つけ た 。 
) 


「 神 の 王国 」 と 吉 う 福音 書 で 頻繁 に 用 いら れる 表現 が 意味 する も 
の を 理解 し た 。 

人 の 自発 性 へ の 支点 と し て 定点 を 与え る 事 は 、 ア ルキ メデ ス の 有 
名 な て この 応用 を 実現 する 事 に よっ て 、 ア ルキ メデ ス の 問題 を 解く 
事 (、 世界 を 動か す 事 ) で ある 。 

人 の 自発 性 へ の 支点 と し て 定点 を 与え る 事 、 世 界 を 動か す 事 は 、 
世界 に 魔術 的 な 電気 を 流し た 大 いな る 祖 た ち が 、 大 いな る 大 衆 に は 
話す 事 が で き な い 秘密 に よっ て 、 成 就 し た 事 で ある 。 

し か し 、 若 返る た め に 例え 話 で フェ ニッ クス は 前 世 の 跡 を 上 厳し く 
焼き 尽く し て か ら 俗 世 の 大 則 の 目 の 前 に 再び 現れ る 。 

大 箇 の 間 で 宗教 を 若返ら せる た め に 、 大 則 に と っ て は 古い 宗教 を 
焼き 尽く す た め に 、 モ ー セ は エジプト と エジプト の 神秘 を 知っ て い 
た 者 を 全て 荒野 で 死な せ た 。 

大 箇 の 間 で 宗教 を 若返ら せる た め に 、 大 則 に と っ て は 古い 宗教 を 
焼き 尽く す た め に 、 使徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 
大 衆 が 隠さ れ た 学問 の 本 を 全て 焼き 尽く す の を 止め な か っ た 。 

大 箇 の 間 で 宗教 を 若返ら せる た め に 、 大 則 に と っ て は 古い 宗教 を 
焼き 尽く す た め に 、 巨 大 な 東 の ヨハ ネ 派 を か た る 異端 の 娘 で あり 神 
殿 騎 士 団 の 放 で ある フラ ンス 革命 で 、 大 衆 は 教会 か ら 略 奪 し 神聖 な 
儀式 の 象徴 を 冒 流し た 。 

全て の 大 衆 の 宗教 、 全 て の 大 衆 の 間 で の 復活 は 、 魔 術 を 迫害 し 、 
魔術 の 神秘 を 火 で 焼き 尽く そう と し 、 魔 術 の 神秘 を 忘れ 去ら せよ う 
と する 。 

母 の 死に よっ て 生ま れ た ベニ ヤミ ン の 様 に 、 大 則 の 宗教 、 大 則 の 
哲学 は 、 母 で ある 魔術 の 大 衆 の 間 で の 死に よっ て 俗 世 に 生ま れる 。 

前 記 の 理由 か ら 、 象徴 的 な 蛇 、 ウ ロボ ロス は 自身 の 尾 を 常に 飲み 
込 も うつ と する 様 に 見 える 。 

前 記 の 理由 か ら 、 存 在 す る た め の 必 須 条 件 と し て 、 空 間 が 全て の 
充満 に は 必要 で ある 。 

空間 が 全て の 次 元 に は 必要 で ある 。 

育 定 が 否定 に は 必要 で ある 。 

前 記 は フェ ニッ クス の 例え 話 の 永遠 の 実現 で ある 。 

2 人 の 有名 な 学者 リオ ォ オル ネ イ と デュ ピュ イ は エリ ファ ス レヴ ィ が 
枕 っ た 経路 を エリ ファ ス レヴ ィ よ り 先 に すでに 巡っ た 。 

(エリ ファ ス レヴ ィ の 様 に ヴォ ルネ イ と デュ ピュ イ は 象徴 を 研究 
し た 。) 

し か し 、 吉 わ ば 、 ヴ ォ ル ネイ と デュ ピュ イ は 闇夜 の 中 で 時 間 を 無 
駄 に 費やし た 。 


特に デュ ピュ イ は 、 計 り 知 れ な い 博 識 に も か か わら ず 、 役 に 立た 
な い 作 品 を も た らし た だ け に 終わ っ た 。 

デュ ピュ イ は 全て の 宗教 の 源 に 天文 学 し か 見 な か っ た 。 

デュ ピュ イ は 象徴 的 な 周期 を 理論 と 斉 解 し た 。 

デュ ピュ イ は 暦 を 伝説 と 誤解 し た 。 

デュ ピュ イ に は 知 、 本 物 の 魔術 の 知 、 カ バラ の 秘密 を 理解 する 知 
が 不足 し て いた 。 

デュ ピュ イ は 、 エ ゼ キ エル 書 37 章 の 骨 が 散っ て いる 平野 の 様 な 、 
古代 の 祭司 の 聖 所 を 通り 過ぎ て し まっ た 。 

デュ ピュ イ は 死 だ け を 理解 し た 。 

デュ ピュ イ に は 、「 起 き な さ い ! 新しい 形 を と っ て 、 歩 き な さ 
い ! 」 と 古代 の 象徴 に 叫ぶ 事 に よっ て 、 エ ゼ キ エル 書 37 章 9 節 の 四 
方 の 風 の 力 を 集め る 吉 葉 、( 十 字 に 四方 の 風 の 力 を 集め る 吉 葉 、) エ 
ゼ キ エル 書 37 章 の 様 に 骨 か ら 生 き て いる 民 を 創造 する 事 が で きる 吉 
葉 が 不足 し て いた 。 

(マタ イ に よる 福音 9 章 5 節 「 起 き な さ い 。 歩 き な さ い 」 ) 

か つて 離 も 試み な か っ た 事 を 大 胆 に 試み る 時 が 来 た 。 

ユリ アヌ ス 帝 の 様 に 、 神 殿 を 建て 牌 そう 。 

神殿 を 建て 赴 す 事 は 敬礼 する 知 を 裏切る 事 に は 成ら な いと 確信 し 
て いる 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 「 キリスト は 神 の 知 」) 


中 略 


魔術 師 の 神殿 に は 2 つの 柱 が 存在 する 。 
( 

キリ スト 教 と 哲学 は 魔術 の 両輪 で ある 。 
神 の 教え と 哲学 は 魔術 の 両輪 で ある 。 


) 

魔術 師 の 神殿 の 2 つの 柱 の 片方 に は キリ スト 教 と 記さ れ て いる 。 

本 物 の 魔術 師 は キリ スト 教 を 攻撃 する 気 が 無 い 。 

反対 に 、 本 物 の 魔術 師 は キリ スト 教 を 説明 し キリ スト 教 の 務め を 
果たす 。 

知 と 意思 は 交互 に 世界 で 力 を 発揮 し て きた 。 

神 の 教え と 哲学 は 現在 も 未だ に 戦っ て いる 。 

し か し 、 神 の 教え と 哲学 は 一 致す る 必要 が 有る 。 

キリ スト 教 の 一 時 的 な 目標 は 、 従 順 と 信心 に よっ て 、 超 自然 的 な 
款 教 的 な 平等 を 人 々 の 間 に 確 立 す る 事 で ある 。 

キリ スト 教 の 一 時 的 な 目標 は 、 徳 に 支点 を 所 える た め に 、 舎 心 に 
よっ て 知 を 固定 する 事 で ある 。 


キリ スト 教 の 一 時 的 な 目標 は 、 知 の 貴族 を 破壊 する と 吉 う より は 
むし ろ 、 知 の 貴族 を 復活 させ る 。 
知 の 足 『 族 は すでに 人 さ れ て いる 。 
正反対 に 、 理 字 の 一 時 的 な 月 標 は 、 自由 と 理性 に よっ て 、 自 然 な 
折 学 の 一 時 的 な 目標 は 、 勤 旬 の 支配 の 開始 に よっ て 、 徳 の 代わ り 
に 機知 を 用 いさ せる 事 で ある 。 
哲学 無し の キリ スト 教 は 不 完全 で 不 十分 で あっ た 。 
キリ スト 教 無し の 哲学 は 不 完全 で 不 十分 で あっ た 。 
哲学 無し の キリ スト 教 は 完成 と 幸福 を 人 に 上 え られ な か っ た 。 
キリ スト 教 無し の 哲学 は 完成 と 幸福 を 人 に 上 え られ な か っ た 。 
現在 、 夢 み ら れ て いる 事 は 、 ほ と ん ど 大 胆 に 望む まで も 無く 、 非 
常に 長い 間 、 正 反対 と 考え られ て きた キリ スト 教 と 哲学 と いう 2 つ 
の 力 の 結合 で ある 。 
キリ スト 教 と 哲学 の 結合 を 望む 良い 根拠 が 存在 する 。 
な ぜ な ら 、 男 性 と 女性 の 様 に 、 キ リス ト 教 と 哲学 と いう 人 の 魂 の 
2 つの 大 いな る 力 は 相反 し な い 。 
( 
男性 と 女性 は 相反 し な い 。 
キリ スト 教 と 哲学 は 相反 しない 。 
神 の 教え と 哲学 は 相反 し な い 。 


) 
キリ スト 教 と 哲学 は 結合 する た め に 正反対 に 見 える 違い が 存在 す 


oO 


神 の 教え と 仔 学 は 結合 する た め に 正反対 に 見 える 違い が 存在 す 


男性 と 女性 は 結合 する た め に 正反対 に 見 える 違 潮 い が 存在 する 。 

) 

"全て の 問題 の 普遍 の 解決 が 示さ れる の か ? 」 

笑 い な く 。 イエ ス 。 

な ぜ な ら 、 賢 者 の 石 、 永 久 機関 、 大 いな る 務め の 秘密 、 万 能 薬 の 
秘密 を 説明 する か ら で あ る 。 

神 の 様 な パラ ケル スス の 様 に 、 魔 術 師 は 狂っ て いる と 丘 難 され る 
で あろ つ 。 

大 いな る 不運 な コル ネリ ウス アグ リッ パ の 様 に 、 魔 術 師 は 詐欺 師 
と 非難 され る で あろ っ つ 。 

ユル バン グラ ン デ ィ エ の 火 刑 の まき の 火 が 消さ れ て も 、 黙 殺 や 中 
傷 と いう 陰湿 な 迫害 は 残さ れる で あろ う 。 

魔術 師 は 、 人 迫害 に 大 胆 に 立ち 向かわ ず 、 迫 害 を あき ら め て 甘受 す 


る 。 
本 書 の 公開 を 自分 の 意思 だ け で 求め た わけ で は な い 。 
吉 葉 が も た ら さ れる 時 が 来れ ば 、 吉 葉 は 自分 の 手 ま た は 他人 の 手 
に よっ て も た ら さ れる と 、 魔 術 師 は 信じ て いる 。 

魔術 師 は 吉 葉 が も た ら さ れる の を 静か に 待つ つも り で ある 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 2 部 に 分 か れ て 
いる 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は カバ ラ の 考え 、 魔 術 の 考え の 全て を 確 
証する 。 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 は 儀式 、 儀 式 の 魔術 を 清め る 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は 古代 の 賢者 が ソロ モン の 小 鍵 と 呼ん だ 
も の で ある 。 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 は いな か の 大 則 が グリ モワ ー ル 、 魔 術 書 と 呼 
ん で いる も の で ある 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 に は 数 と テー 


マ が 存在 する 。 
本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 は 1 対 1 対応 し 
て いる 。 


本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 の 数 と テー マ 
は 気 ま で れ で は な い 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 の 数 と テー マ 
は 全て 大 いな る 普遍 の 鍵 タ ロッ ト に 示さ れ て いる も の で ある 。 
タロ ッ ト は 大 いな る 普遍 の 鍵 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 初め て タロ ッ ト の 完全 な 十分 な 説明 を 上 司 え 


本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は 、 神 の 意思 に 従い 、 意 思 を 持ち お も む 
くべ き 所 に お も むく 。 
ヨハ ルネ に よる 福音 19 章 30 節 「 終 えた 」 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 は 永久 的 で ある と 信じ て いる 。 

な ぜ な ら 、 論 理 的 な 良心 的 な 全て の も の の 様 に 、 本 書 「 高 等 魔術 
の 教理 」 に は 力 が 有る か ら で あ る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ 
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アレ フ 
人 
修行 者 
修行 
普遍 
王冠 


哲学 者 デカ ルト が 人 の 知 の 新しい 刻 示 の た め の 基 礎 と し て 「 私 は 
思考 する 。 だ か ら 、 私 は 存在 する 」 と いつ 原理 を 選ん だ 時 に 、 キ リ 
スト 教 の 啓示 の 立場 か ら 、 多 か れ 少 な か れ 、 哲 学者 デカ ルト は 知ら 
な いで 無 上 の 存在 、 神 の 古い 概念 を 変え た 。 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で mnN ] の N nyTK、AHIH AShR AHIH、 エ へ 
イエ アシ ェ ル エ ヘ イ エ と 存在 の 中 の 存在 、 神 は モー セ に へ プ ブライ 
語 で 名 乗っ た 。 

へ ブラ イ 語 で nnN、AHIH、 エ ヘイ エ は 「 存在 す る 」 と いう 意味 
の 1 人 移 の 動詞 で ある 。 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で 存在 の 中 の 存在 、 神 は 「 私 は 存在 する 。 
だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 」、「 私 は 存在 し た い 
様 に 存在 する 者 で ある 」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 」、「 私 は 
本 物 の 存在 で ある 」、「 私 は 幻 で は な い 存 在 で ある 」 と モー セ に 名 
乗 寺 た 。 

哲学 者 デカ ルト の 人 は 「 私 は 思考 する 様 に 存在 する 者 で ある 」 と 
話す 。 

思考 する 事 は 心 の 中 で 話す 事 で ある 。 

思考 は 心 の 中 の 吉 葉 で ある 。 

神 の 様 に 哲学 者 デカ ルト の 人 は 「 私 は 私 の 中 で 私 に よっ て 存在 す 
る 者 で ある 」 と 話す 。 
ヨハ ルネ に よる 福音 1 章 1 節 「 神 の 吉 葉 は 神 で ある 」 

ヨハ ルネ に よる 福音 1 章 1 節 の 神 の 様 に 哲学 者 デカ ルト の 人 は 「 私 は 
吉 葉 が 表す 所 の 者 で ある 」 と 話す 。 
ヨル ハル ネ に よる 福音 1 章 1 節 「 最初 か ら 神 の 吉 葉 は 存在 し て いる 」 

最初 と は 何 か ? 

原理 と は 何 か ? 

原理 と は 話す 基礎 で ある 。 

原理 と は 吉 葉 の 基礎 で ある 。 

原理 と は 吉 葉 が 存在 する た め の 論 理 で ある 。 

吉 葉 の 存在 は 原理 の 中 に 存在 する 。 

原理 と は 存在 する も の で ある 。 


知 と は 話す 原理 で ある 。 

知 の 光 と は 何 か ? 

知 の 光 と は 話す 事 で ある 。 

知 の 光 と は 吉 葉 で ある 。 

記 蒙 と は 何 か ? 

世 示 と は 何 か ? 

交 蒙 と は 話す 事 で ある 。 

交 栖 と は 吉 葉 で ある 。 

和 示 と は 話す 事 で ある 。 

芝 示 と は 吉 葉 で ある 。 

存在 する も の が 原理 で ある 。 

話す 事 は 手段 で ある 。 

吉 葉 は 手段 で ある 。 

存在 の 充実 や 開発 と 完成 が 目的 で ある 。 

話す 事 は 創造 する 事 で ある 。 

し か し 、「『 私 は 思考 する 。 だ か ら 、 私 は 存在 する 」 は 結果 か ら 原 
因 を 示し て いる 。 

大 いな る 閉 者 ラム ネー は 『 私 は 思考 する 。 だ か ら 、 私 は 存在 す 
る 」 が 結果 か ら 原 因 を 示し て いる 確実 な 矛盾 を 示し た 。 

結果 か ら 原 因 を 示し て いる 確実 な 矛盾 は 「 私 は 思考 する 。 だ か 
ら 、 私 は 存在 する 」 と いう 方 法 の 哲学 的 な 欠陥 を 十分 に 証明 し て い 
る 。 
「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か が 存在 する 」 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か が 存在 する 」 は 経験 的 な 哲学 
の た め の 、 よ り 基 本 的 な 簡潔 な 基礎 に 思わ れる 。 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 存 在 が 存在 する 」 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 存 在 、 神 が 存在 する 」 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で 神 は 「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か 
で ある 、 私 、 神 が 存在 する 」、「 私 は 存在 し た い 様 に 存在 する 者 で 
ある 」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 」、 私 は 本 物 の 存在 で あ 
る 」、「 私 は 紀 で は な い 存 在 で ある 」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 
は 人 の 中 の 神 の 無 上 の 記 示 で ある 。 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 
は 世界 の 中 の 人 の 無 上 の 所 示 で ある 。 

「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 」 
は 隠さ れ た 哲学 の 無 上 の 原理 で ある 。 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で 神 は 「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か 
で ある 、 私 、 神 が 存在 する 」、「 私 は 存在 し た い 様 に 存在 する 者 で 
ある 」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で ある 」、 私 は 本 物 の 存在 で あ 


る 」、「 私 は 紡 で は な い 存 在 で ある 」 と モー セ に 名 乗っ た 。 
「 存在 は 存在 で ある 」 
「 存在 は 存在 する 」 
「 存在 性 は 存在 性 で ある 」 
「 ある 存在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 
「 ある 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意味 で 同じ で ある 」 
「 神 は 存在 する 」 
「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 
を 原理 と する 隠さ れ た 哲学 に は 仮定 や 根拠 の 無い 推測 が 無い 。 
メル クリ ウス トリ ス メ ギ スト ス の エメ ラル ド 板 の 最初 は 三重 の 断 
吉 で ある 。 
(トリ ス メ ギ スト ス は 「 三 重 に 大 いな る 」 を 意味 する 。) 


「 後記 は 事実 で ある 。 
後記 は 誠 り が 無く 確実 で ある 。 
後記 は 真理 の 中 の 真理 で ある 」 


物理 学 で 、 経 験 に よっ て 確認 され た 事実 。 
自然 科学 で 、 経 験 に よっ て 確認 され た 事実 。 


哲学 で 、 話 り の 全て の 人 不純物 を 取り 除い た 確実 性 。 


示 教 や 無限 、 神 の 領域 で 、 類 推 に に っ て 示さ れ た 絶対 の 真理 。 
神 の 教え で 、 類 推 に に っ て 示さ れ た 絶対 の 真理 。 


自然 科学 の 事実 、 哲 学 の 確実 、 神 の 教え の 真理 が 本 物 の 学問 に は 
最初 に 必要 で ある 。 

魔術 だ けが 自然 科学 の 事実 、 哲 学 の 確実 、 神 の 教え の 真理 を 達 道 
者 に 所 え られ る 。 

し か し 、 最 初 に 、 本 書 を 手 に と り 読 むつ も り で ある 、 あ な た は 何 
者 か ? 

古代 ギリ シャ 人 が 光 の 神 ア ポロ ン に ささ げた デル ポイ 神殿 の 入り 
口 に は 「 あ な た 自身 を 知れ 」 と 記さ れ て いた 。 

本 物 の 学問 に 近づこ うと 試み る 全て の 人 に 自身 を 知る 様 に すす め 
る 。 
魔術 、 古 代 人 が 「 神 の 王国 」 と 呼ん で いた も の は 王者 と 祭司 の た 
め だ け に 存在 する 。 

あな た は 祭司 か ? 

あな た は 王者 か ? 

魔術 の 祭司 は 大 衆 の 聖職 者 で は な い 。 (祭司 は 金銭 を か せ ぐ た め 


の 職業 で は な い 。) 

魔術 の 王者 は 俗 世 の 権力 者 と 競合 し な い 。 

本 物 の 学問 の 王者 は 真理 の 祭司 で ある 。 

本 物 の 王者 の 力 は 大 崩 に は 隠さ れ て いる 。 

本 物 の 祭司 の 祈り と 犠牲 が 大 斎 に は 隠さ れ て いる 様 に 。 

ヨハ ルネ に よる 福音 8 章 32 節 で 祖 の 中 で 最も 力 が 大 き な 者 イエ ス が 
「 あな た が 真理 を 知れ ば 、 真 理 は あな た を 自由 に する 」 と 明確 に 約 
束 し て いる 様 に 、 本 物 の 学問 の 王者 は 真理 を 知り 真理 が 自由 に し た 
者 で ある 。 

肉欲 の 奴隷 で ある 大 則 、 俗 世 の 先 入 観 の 奴隷 で ある 大 則 は 秘伝 伝 
授 者 に は 成 れ な い 。 

大 斎 は 変わ る 必要 が 有る 。 

さも な けれ ば 、 大 雷 は 到達 で き な い 。 

大 喜 は 達 道 者 に は な れ な い 。 

達 道 者 と いつ 吉 葉 は 意思 と 行動 に よっ て 真理 に 到達 し た 者 を 意味 
する 。 

謀っ た 自説 に 執着 する 大 箇 、 話 っ た 自説 を 手放す 事 を 吉 れ る 大 
家 、 新 し い 真 理 を 疑う 大 雷 、 根 拠 無 し に 全て の も の を 認め る より も 
全て の も の を 疑う 用 意 が 無い 大 則 は 本 書 を 閉じ る べき で ある 。 

大 吉 に は 本 書 は 無用 か 危険 で ある 。 

大 衆 に は 本 書 は 理解 で き な い 。 

本 書 は 大 を 苦悩 させ る で あろ う 。 

も し 大 則 が 本 書 の 意味 を 推測 し て も 、 本 書 は より 大 き な 不 安 の 種 


と 成る で あろ うつ 。 
も し 、 あ な た が 論理 、 真 理 、 正 義 よ り 俗 世 の 何 も の か に と ら わ れ 
る な ら ば 、 


も し 、 あ な た は 善 と 悪 の 間 で 不確か に 揺れ 動く な ら ば 、 
も し 論理 が あな た を 不安 に させ る な ら ば 、 
も し 、 あ り の まま の 真理 が あな た に 恥 を か か せる な ら ば 、 
も し 誠 り を 認め た 時 に あな た が 傷つく な ら ば 、 
本 書 を すぐ に 捨て な さい 。 

本 書 を 読む な か れ 。 

あな た に は 本 書 が 存在 し な いよ うに ふる まい な さい )。 

し か し 、 本 書 を 危険 な も の で ある と 叫ぶ な か れ 。 

選ば れ た 少数 の 者 は 本 書 に 記さ れ て いる 秘密 を 理解 する で あろ 
つ 。 

秘密 を 理解 し た 者 は 秘密 を 隠す で あろ うつ 。 

夜 の 島 に 光 を 見 せる と 、 夜 の 鳥 か ら 光 を 隠し て し まう 事 に 成る 。 
光 は 夜 の 鳥 を 盲目 に し て し まう 。 

夜 の 島 に は 光 は 聞 よ り 暗 く 成 っ て し まう 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 明らか に 話す つも り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の も の を 知ら せる つも り けり で ある 。 

秘伝 伝授 者 また は 秘伝 を 伝授 され る に ふさ わし い 者 だ けが 本 書 の 
全て を 読み 部 分 的 に 理解 する で あろ つう 。 

本 物 の 学問 と 偽物 の 学問 が 存在 する 。 

神 の 聖霊 の 魔術 と 地獄 の 悪人 の 霊 の 魔術 が 存在 する 。 

吉 い 換え る と 、 悪 人 の 霊 の 魔術 は 妄想 と 陰気 の 魔術 で ある 。 

神 の 聖霊 の 魔術 を 明らか に し 悪人 の 霊 の 魔術 の 化け の 皮 を は が す 
事 が 神 の 聖 幸 の 魔術 師 の 務め で ある 。 

神 の 聖霊 の 魔術 師 と 悪人 の 霊 の 魔術 師 を 区 別 する 事 が 神 の 聖霊 の 
魔術 師 の 務め で ある 。 

達 道 者 と 詐欺 師 を 区 別 する 事 が 神 の 聖霊 の 魔術 師 の 務め で ある 。 

神 の 聖霊 の 魔術 師 は 知っ て いる 力 を 応用 する 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 理解 し て いな い 力 を 溢 用 し よう と 試み る 。 

学問 的 な 本 書 で 疾 常 に 通俗 的 な 甘 常 に 疑わ し い 吉 葉 を 用 いる 事 が 
可能 で あれ ば 、 悪 魔 は 神 の 聖霊 の 魔術 師 に 身 を 委ね る 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 悪魔 に 身 を 委ね る 。 

神 の 聖霊 の 魔術 師 は 自然 の 法王 で ある 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 自然 へ の 冒 流 者 に 過ぎ な い !。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 と 神 の 聖霊 の 魔術 師 の 関係 は 、 迷 信 家 、 和 狂信 者 
と 本 物 の 信心 深い 者 の 関係 に 似 て いる 。 

( 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 迷信 家 、 和 狂信 者 で ある 。 

神 の 聖 圭 の 魔術 師 は 本 物 の 信心 深い 者 で ある 。 

) 

さら に 進む 前 に 、 魔 術 と いう 吉 葉 を 簡潔 に 定義 し よう 。 

魔術 は マギ が 口伝 し た 自然 の 秘密 に つい て の 知 で ある 。 

口伝 の 知 に よっ て 達 道 者 は 全能 で ある 神 の 閉 属 と 成り 超人 的 な 力 
を ふる える 。 

口伝 の 知 に よっ て 、 超 人 的 な 力 に よっ て 、 多 数 の 高 名 な 秘 儀 祭 
司 、 メ ルク リウ ス トリ ス メ ギ スト ス 、 オ シリ ス 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 
ティ アナ の アポ ロニ ウス 、 名 前 を 口 に する の は 危険 で 賢明 で は な い 
者 た ち は 死 後 、 神 々 と し て 敬礼 され た 。 

日 伝 の 知 に よっ て 、 超 人 的 な 力 に よっ て 、 運 の 気 ま で れ に よる 世 
論 の 浮き 沈み に よっ て 、 ユ リア ヌス 帝 、 誘 惑 者 マー リン 、 生 前 大 い 
な る 悪人 の 霊 の 魔術 師 と 呼ば れ た 高 名 な 不運 な コル ネリ ウス アグ 
リッ パ た ち は 、 地 獄 の 使い や 詐欺 師 と 呼ば れ た 。 

神 の 王国 に 到達 する に は 、 吉 い 換 える と 、 マ ギ の 知 と 力 に 信達 す 
る に は 、4 つ の 奈 件 が 必要 で ある 。 

学 に よっ て 光 に 照ら され た 知 。 


何 も の に も 止め られ な い 大 胆 さ 。 

何 も の に も 止め られ な い 意 思 。 

何 も の に も 堕 き 溶 さ せら れ な い 何 も の に も 刺 中 に 成ら な い 慎 量 さ 。 
知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 黙 。 

知る 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 黙 を 守る 。 

知る た め に 考え る 、 大 胆 に 行う 、 思 う 、 沈 黙 を 守る 。 

知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 黙 は 魔術 師 の 4 つの 吉 葉 で ある 。 

生 の 腹 、 人 の 頭 、 ラ イオ ン の 爪 、 ワ シ の 田 と いう スフィンクス の 
4 つの 象 微 的 な 形 は 知 、 大 胆 さ 、 意 思 、 沈 黙 を 表す 。 


中 略 

ヘル メス の 書 タ ロッ ト の 最初 の ベ ペー ジ に は 達 道 者 が 描か れ て い 
る 。 

ヘル メス の 書 タ ロッ ト の 最初 の ページ に は 魔術 師 が 描か れ て い 


る 。 

魔術 師 は 大 き な ぼ うし を か ぶっ て いる 。 

ぼう し を 下げ た ら 、 頭 全て を 隠す で あろ うつ 。 

魔術 師 は 左手 に 杖 を 持ち 天 へ 向け て 伸ばし て いる 。 

魔術 師 は 杖 で 命 久 し て いる 様 に 見 える 。 

魔術 師 は 右手 を 胸 の 上 に 買い て いる 。 

魔術 師 は 主 な 象徴 また は 自然 科学 の 道具 を 前 に 置い て いる 。 
魔術 師 は 残り を 手品 師 の 袋 の 中 に 隠し て いる 。 

魔術 師 の 胴体 と 両 及 は 文字 アレ フ (N) の 形 を し て いる 。 

文字 アレ フ は へ ブラ イ 文 字 の アル ファ ベッ ト の 最初 の 文字 で あ 


る 。 

へ プラ イ 人 は アル ファ ベッ ト の 最初 の 文字 を エジプト 人 か ら 取 けり 
入れ た 。 

文字 アレ フ に つい て 後 で 話す つも り で ある 。 

魔術 師 は へ プラ イ 人 の カバ リス ト が ミク ロ プロ ソ プ ス 、 小 さ な 顔 
と 呼ん で いる も の で ある 。 


( 
魔術 師 は 神 の 人 と し て の 顔 で ある 。 
魔術 師 は 神 の 人 性 で ある 。 


) 

魔術 師 は 小 世界 の 創造 主 で ある 。 

魔術 師 は 人 の 創造 主 で ある 。 

魔術 師 は 自身 の 創造 主 で ある 。 

全て の 魔術 の 知 の 最初 は 自身 を 知る 事 で ある 。 
自身 の 創造 は 知 の 全て の 務め の 最初 で ある 。 


自身 の 創造 は 他 の 全て を 含ん で いる 。 

自身 の 創造 は 「 大 いな る 務め 」 の 基本 で ある 。 

し か し 、 自 身 の 創 造 と いう 吉 葉 は 説明 が 必要 で ある 。 

無 上 の 論理 は 唯一 、 不 変 、 不 壊 の 原理 で ある 。 

人 が 死 と 呼ん で いる も の は 変化 で ある 。 

不変 の 原理 に 近づき 一 体 化 する 知 は 不変 、 不 死 と 成る 。 

不変 の 論理 に 近づき 一 体 化す る に は 、 死 に 至る 原因 か ら 結 果 へ の 
必然 で ある 変化 に よっ て 、 死 に 至る 命 か 死 を も た ら す 、 全 て の 変化 
する 死に 至る 力 か ら の 独立 へ 到達 する 事 が 必要 で ある と 理解 で きる 
で あつ ろう 。 

どの よう に 耐え 我慢 し 死ぬ べき か 知る 事 。 

どの よう に 耐え 我慢 し 死ぬ べき か 知る 事 は 、 苦 痛 、 肉 欲 、 消 滅 の 
索 怖 を 超越 する 無 上 の 秘訣 で ある 。 

米光 の 死 を 探求 し 見 つけ た 者 は 不死 を 確信 す る 。 

不死 を 確 儲 する 者 と 共に 、 不 死 を 確 仁 する 者 の た め に 、 普遍 の 
人 々 は 不死 を 確 合 する 。 

不死 を 確信 す る 者 の 記念 と し て 、 永 遠 の 命 の 記念 と し て 、 普 遍 の 
人 々 は 祭壇 と 像 を 立て る 。 

獣 を 和らげ る 事 に よっ て の み 、 人 は 獣 の 王者 と 成 れ る 。 

獣 を 和らげ な けれ ば 、 人 は 獣 の 犠牲 また は 奴隷 と 成る で あろ う 。 
獣 は 人 の 肉欲 の 例え で ある 。 

肉欲 は 自然 の 先天 性 の 力 で ある 。 

世界 は 戦場 で ある 。 

世界 は 自由 が 自発 的 な 力 の 抵抗 に よっ て 無気力 と 戦う 戦場 で あ 
る 。 
自然 の 法 は 石 つ す で あ る 。 
あな た が 石 う す で つ ぶす 者 に 成 れ な けれ ば 、 石 うす に つぶ され る 
も の に 成る で あろ うつ 。 

あな た は 地 水 火 風 の 王者 と 成る 様 に 求め られ て いる 。 

あな た は 四 大 元素 の 王者 と 成る 様 に 求め られ て いる 。 

し か し 、 四 大 元素 の 例え で ある 4 つの 獣 の 主 と 成る に は 、 四 大 元 
素 の 例え で ある 4 つの 獣 を 圧倒 し 鎖 に つ な く 必要 が 有る 。 

賢者 に 成り た い 者 、 自 然 の 大 いな る 謎 を 知り た い 者 は 、 ス フィ ン 
クス の 継承 者 、 略 奪 者 に 成る 必要 が 有る 。 
スフィンクス の 人 の 頭 は 話す 力 を 保有 し て いる 。 

スフィンクス の 人 の 頭 は 言 葉 の 力 を 保有 し て いる 。 
スフィンクス の ワシ の 田 は 高み を 類推 する 。 
スフィンクス の 和牛 の 腹 は 深み を 掘る 。 

スフィンクス の ライ オン の 爪 は 縦横 無尽 に 道 を 切り 開く 。 
入門 し た いあ な た 、 あ な た は ファ ウス ト の 様 に 哲学 、 神 学 、 款 


教 、 魔 術 の 文書 を 乱読 し て 学 が 有る か ? 

あな た は ヨブ の 様 に 無 感覚 な ほど に 妨 耐 強い か ? 

で だ つ で は ば な し 1? 

し か し 、 も し あな た が 入門 する つも り で あれ ば 、 フ ァ ウ スト と ヨ 
ブ の 様 に 成る で あろ う 。 

あな た は 雑念 の 渦 を 乗り 越え た か ? 

あな た は 優柔 不断 で は 無い か ? 

あな た は 気 ま で れ で は 無い か ? 

あな た は 快楽 を 望む べき 時 だ け に 快楽 を 望む か ? 

つ で は ほな (1? 

常に そう で は な い ? 

し か し 、 も し あな た が 入門 する つも り で あれ ば 、 そ うな る で あろ 
つう 。 

スフィンクス は 男性 の 頭 だ け で は な く 女 性 の 胸 を 持っ て いる 。 
あな た は どの よう に 女性 の 魅力 に 抵抗 する べき か 知っ て いる か ? 
な つ で は な (13 

あな た は 赤裸々 に 笑い も の に し て 、 徳 に お ける 欠点 を 、 自 然 の 命 
の 力 と し て 美化 し て 、 自 慢 す る か も し れ な し いり 。 

そう すれ ば 良い 。 

敬意 を スタ ー ン の ロバ や アプ レイ ウス の ロバ に ささ げ る 。 

ロバ に は 長所 が 有る 。 

同意 し よう 。 

男性 器 の 神 プ リア ポス は 敬礼 され た 。 

ヤギ は メン デス で 神 の 生殖 力 の 象徴 で あっ た 。 

し か し 、 口 人 が 主 と 成 る べき か 、 人 が 主 と 成 る べき か 決め よう 。 
快楽 へ の 執着 を 克服 し た 者 だ けが 愛 の 快楽 を 本 当 に 保有 で きる 。 
力 が 有り 我慢 する 力 が 有る 者 は 2 倍 の 力 を 持つ 者 で ある 。 

男性 の 欲望 に よっ て 女性 は 男性 を 鎖 に つなぐ 。 

欲望 を 和らげ られ る 男性 は 女性 を 鎖 に つなぐ で あろ うっ う 。 

人 へ の 最大 の 人 矯 辱 は 人 を 有 病 者 と 呼ぶ 事 で ある 。 

腫 病 者 と は どの よう な 者 か ? 

自然 の 先天 性 の 力 で ある 肉欲 に 盲目 的 に 従う た め に 、 徳 の 尊重 を 
放棄 する 者 が 膳 病 者 で ある 。 

実に 、 危 険 を 前 に し て 恐れ 逃げ よう と する 事 は 自然 な 事 で ある 。 
で は 、 な ぜ 危 険 を 前 に し て 恐れ 逃げ よう と する 事 は 恥 に 成る の 
か ? 

な ぜ な ら 、 迷 准 は 自然 な 傾向 や 恐怖 より 義務 を 優先 する 事 を 法 と 
し て いる か ら で あ る 。 

前 記 の 観点 か ら 、 宋 誉 と は 何 か ? 

貯 誉 と は 不死 の 普遍 的 な 予感 と 不死 に 至る 方 法 の 認識 で ある 。 


人 が 死 か ら 勝ち 取る 事 が で きる 最後 の 戦勝 記念 品 は 、 あ きら め や 
絶 思 に よっ て で は な く 、 高 め ら れ た 希望 に よっ て 、 和 肉体 の 命 へ の 銘 
望 に 勝利 する 事 で ある 。 

希望 は 信心 に 含ま れ て いる 。 

な ぜ な ら 、 世 界 中 の 人 々 の 完全 な 同意 に よる 、 高 中 な 誠実 な 全て 
の も の が 、 希 望 、 依 心 だ か ら で あ る 。 

自身 の 克服 を 学ぶ 事 は 永遠 の 命 を 学ぶ 事 で ある 。 

禁欲 生活 は 自由 の お な し い 誇 示 で は な か っ た ! 

自然 の 力 で ある 肉欲 に 従 つ 事 は 死に 至る 命 の 集団 の 流れ に 従う 事 
で ある 。 

( 

マル コ に よる 福音 5 章 9 節 悪人 の 霊 は レギ オン 、 軍 団 と 名 乗っ 
7 

軍団 は 集団 で ある 。 

) 

肉欲 に 従 つ 事 は 二 次 的 な 原因 の 奴隷 に 成る 事 で ある 。 

自然 で ある 肉欲 に 抵抗 し 和らげ る 事 は 自身 を 創造 する 事 で ある 。 

肉欲 に 抵抗 し 和らげ る 事 は 個人 的 な 不 壊 の 命 を 創造 する 事 で あ 
る 。 

肉欲 に 抵 質 し 和らげ る 事 は 、 死 に 至る 命 の 移り 変わ り と 死 か ら 自 
由 に 成る 事 で ある 。 

真理 と 正義 を あき ら め る くら いな ら 死 ぬ 用 意 が 有る 者 は 最も 本 当 
に 生き て いる 。 

な ぜ な ら 、 真理 と 正義 を あき ら め る くら いな ら 死 ぬ 用 意 が 有る 者 
の 魂 に 不死 は 宿っ て いる 。 

真理 と 正義 を あき ら め る くら いな ら 死 ぬ 用 意 が 有る 者 を 見 つけ 
る 、 ま た は 、 形 成す る 事 が 全て の 古代 の 入門 の 目的 で あっ た 。 

ピタ ゴラス は 数 年 の 沈黙 と 全て の 種類 の 克己 を 学徒 に 修行 させ 
7 

エジプト の 修行 者 は 四 大 元素 の 試練 を 受け た 。 

イン ド の 苦行 僧 と 祭司 バラ モン は 禁欲 生活 を 自ら 行っ た 。 

古代 の 修行 者 は 自由 意思 と 神 の 独立 の 王国 に 到達 する た め に 修行 
し た 。 

占 代 の 神秘 の 人 門 が 全て の 禁 飲 X、 苦行 、 断 食 に よる 喪 弱 を も た ら 


本 物 の 修 f 者 は 姿 を 隠し た 。 

な ぜ な ら 、 人 入門 に ふさ わし い 修 行者 は 祖師 を 見 つけ られ な く 成 っ 
た か ら で あ る 。 

宗教 の 指導 者 は 時 が 経つ に つれ て 大 則 と 同じ く 無 知 に 成っ て し 
まっ た か ら で あ る 。 


盲人 は 盲人 に 導 か れる 事 に あき た 。 

誰 も 疑い と 失望 に 至る だ け の 試練 を 受け る 気 が 無 く 成っ た 。 

光 へ の 経路 は 失わ れ た 。 

何 か を 成し遂げ る に は 、 成 し 遂げ よう と し て いる も の を 知っ て い 
る か 、 少 な く と も 成し遂げ よう と し て いる も の を 知っ て いる 何者 か 
を 信じ る 必要 が 有る 。 

し か し 、 根 拠 無し に 命 を か ける べき で あろ うか? 

根拠 無し に 自身 が どこ に 行く か も 知ら な い 何 者 か に 従う べき で あ 
が 

軽率 に 超越 的 な 学問 の 経路 に 足 を 踏み 人 れ て は な ら な い 。 

し か し 、 一 度 で も 超越 的 な 学問 の 経 踏 を 歩み 始め た ら 、 到 達する 
か 立ち 行か な く な る で あろ っ 。 

疑 つ 事 は 愚 者 に 成る 事 で ある 。 

立ち 止ま る 事 は 堕ち る 事 で ある 。 

後退 する 事 は 深淵 に 身 を 投げ る 事 で ある 。 

本 書 の 研究 を 試み る あな た 、 も し あな た が 本 書 の 研究 を 終わ り ま 
で 貫き 通し 、 も し あな た が 本 書 を 理解 すれ ば 、 本 書 は あな た を 王者 
か 狂人 に する で あろ うっ う 。 

本 書 を 思い 通り に し な さい 。 

あな た は 本 書 を 見 下 せ な いで あろ っ つ 。 

あな た は 本 書 を 忘れ られ な いで あろ うつ 。 

も し あな た が 純粋 で あれ ば 、 本 書 は あな た の 光 と 成る で あろ う 。 

も し あな た に 力 が あれ ば 、 本 書 は あな た の 腕 と 成る で あろ う 。 

も し あな た が 神 の 様 な 者 で あれ ば 、 本 書 は あな た の 神 の 教え と 成 
る で あろ っ つ 。 

も し あな た が 賢明 で あれ ば 、 本 書 は あな た の 知 の も の さ し と 成る 
で あろ っ つ 。 

し か し 、 も し あな た が 邪悪 で あれ ば 、 本 書 は 地獄 の 光 と 成る で あ 
信 つ 。 

本 書 は 短 語 の 様 に あな た の 胸 を 引き 任 く で あろ うつ 。 

本 書 は 良心 を 痛め る 様 に あな た の 記憶 と 成っ て あな た の 心 を 苦し 


め る で あろ っ つ 。 
本 書 は キマ イラ の 様 な 妄想 を あな た の 想像 力 に 住ま わせ る で あろ 
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本 書 は あな た を 愚か さ を 経て 絶望 へ 追い や る で あろ うつ 。 

あな た が 本 書 を 笑い も の に し よう と 試み て も 、 あ な た は 歯ぎしり 
する だ け に 終わ る で あろ つう 。 

( 

あな た が 本 書 を 笑い も の に し よう と 試み て も 、 あ な た は 自分 で 自 
分 の 首 を し め る だ け に 終わ る で あろ っ つ 。 


歯ぎしり する と 、 自 分 の 歯 で 自分 の 歯 を 壊す 事 に 成る の で 、 歯 ぎ 
し り は 自分 で 自分 の 普 を し め る 例え 。 
マタ イ に よる 福音 8 章 12 節 「 歯ぎしり 」 


) 

本 書 は 例え 話 で 蛇 が か も うと 試み て 全て の 歯 を 壊し た 、 や すり と 
成る で あろ うつ 。 

ー 連 の 入門 を し よう 。 

所 蒙 は 吉 葉 で ある と 話し た 。 

世 示 は 吉 葉 で ある と 話し た 。 

実に 、 吉 葉 、 話 す 事 は 存在 の ヴェ ー ル 、 命 の 特徴 、 命 の 表れ で あ 


全て の 形 は 吉 葉 の ヴェ ー ル で ある 。 

( 

全て の 形 は 概念 の ヴェ ー ル で あ る 。 
全て の 形 は 概念 の 表れ で ある 。 

) 

な ぜ な ら 、 概 念 は 吉 葉 の 母 で ある 。 
概念 は 形 の 唯一 の 存在 理由 で ある 。 
全て の 形 は 文字 で ある 。 

全て の 文字 は 吉 葉 か ら 来 て 吉 葉 へ 行く 。 
全て の 文字 は 吉 葉 か ら 出 で 吉 葉 へ 戻る 。 
( 

全て の 文字 は 概念 か ら 来 て 概念 へ 行く 。 
全て の 文字 は 概念 か ら 出 で 概念 へ 戻る 。 
) 

前 記 の 理由 か ら 、 ト リス メ ギ ス トス と いっ た 古代 の 覧 者 は エメ ラ 
ルド 板 で 次 の 様 に 唯一 の 考え を 表し た 。 


「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 
下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 


吉 い 換え る と 、 形 は 概念 と つり 合っ て いる 。 

光線 か ら 類 推す る 事 に よっ て 、 影 は 本 体 の も の さ し と 成る 。 
さや と 剣 の 深 さ は 同じ で ある 。 

否定 は 育 定 と つり 合っ て いる 。 

命 を 守る 変化 に お いて 、 創 造 と 破壊 は つり 合っ て いる 。 

無限 の 空間 に お いて 全て の 点 は 空間 に 広がる 無限 大 の 円 周 を 持つ 
円 の 中 心 で ある と 考え られ る 。 

全て の 個体 は 無限 に 完成 可能 で ある 。 

(全て の 個体 は 無限 に 向上 可能 で ある 。) 


倫理 道徳 の 法 は 自然 科学 の 法 か ら 類 推 可能 で ある 。 

(哲学 の 法 は 自然 科学 の 法 か ら 類 推 可能 で ある 。) 

哲学 的 に 、 全 て の 点 は 無限 大 の 円 に 拡大 で きる 。 

魂 全体 に 吉 え る 事 は 魂 の 各 能 力 に 吉 え る 。 

知 と 意思 は 計り 知れ な い 力 、 想像力 の 道具 で ある 。 

知 と 意思 は 想像 力 の 協力 者 、 道 具 で ある 。 

想像 力 は 十分 に 知ら れ て いな いり 。 

想像 力 の 全能 性 は 魔術 の 領域 だ け に 属す る 。 

想像 力 に つい て 話し て いる 。 

カバ リス ト は 想像 力 を 透明 な も の と 呼ん で いる 。 

事実 、 想 像 力 は 魂 の 目 の 様 な も の で ある 。 

想像 力 に お いて 形 は 描か れ 蓄 えら れる 。 

想像 力 に よっ て 人 は 見 えな い 世 界 の 反映 を 見 る 。 

想像 力 は 幻視 の ガラ ス で ある 。 

想像 力 は 魔術 の 命 の 器官 で ある 。 

想像 力 の 仲介 に よっ て 、 魔 術 師 は 病気 を 治す 。 
魔術 師 は 季節 を 変え る 。 

魔術 師 は 生き て いる 者 か ら 死 を 追い 払う 。 

魔術 師 は 死ん だ 者 を 命 へ 復活 させ る 。 

な ぜ な ら 、 想 像 力 は 意思 を 高め る 。 

想像 力 は 意思 を 普通 の 代行 者 に 把握 させ る 。 

想像 力 は 母 の 胎内 の 幼子 の 形 を 決め る 。 

想像 力 は 人 の 運命 を 決め る 。 

想像 力 は 細 を 伝染 病 に 避 える 。 

想像 力 は 戦い の 武器 を 導く 。 

あな た が 戦い に さら され た ら ? 

パラ ケル スス は 「 ア キレ ス の 様 に 自身 が 不死 肌 で ある と 確信 し な 
さい 。 そ うす れ ば 、 あ な た は 不死 身 に 成る で あろ う 」 と 話し て い 
る 。 

恐怖 は 銃弾 を 引き 寄せ る 。 

大 胆 さ は 銃弾 を し り ぞ ける 。 

切断 され た 無い 手足 の 痛み を 感じ る 幻 肢 痛 は 良く 知ら れ て いる 。 
パラ ケル スス は 、 出 血 し た 血 を 手術 し て 、 生 き て いる 血 を 治し 
7 誠 。 

パラ ケル スス は 切っ た 髪 に よっ て 触れ な いで 頭痛 を 治 し た 。 

体 の 全て の 部 分 の 想像 の 統一 性 と 連帯 の 知 に よっ て 、 パ ラケル ス 
ス は 全て の 理論 の 先 を 越し て いた 。 

と 吉 う より は むしろ 、 パ ラケル スス は 最も 有名 な 催眠 術 師 た ちの 
全て の 経験 の 先 を 越し て いた 。 

パラ ケル スス の 治療 は 奇跡 的 で あっ た の で 、「 フ ィ リ ッ プ ス テオ 


フラ スト ウゥ ウス ボン バス トゥ ス 」 と いう 本 名 に 、「 金 の 」 を 意味 する 
「 ア ウレ オル ス 」 と 「 ロー マ の 名 医 ケ ルス ス を 超え る 」 を 意味 する 
「 パラ ケル スス 」 と いう 別名 を 加え られ る の に ふさ わし く 、 さ ら に 
「 神 の 様 な 者 」 と いう 称号 を 加え られ る の に ふさ わし か っ た 。 
想像 力 は 吉 葉 の 応用 の 道具 で ある 。 

論理 に 応用 され た 想像 力 が オ 能 で ある 。 

論理 は 唯一 で ある 。 

作品 の 多様 性 の 中 で オ 能 が 唯一 で ある 様 に 。 

唯一 の 原理 が 存在 する 。 

唯一 の 真理 が 存在 する 。 

唯一 の 論理 が 存在 する 。 

唯一 絶対 普遍 の 哲学 が 存在 する 。 

存在 は 、 最 初 で ある 唯一 性 の 中 に 存在 し て 、 究 極 で ある 唯一 性 の 
中 に 戻る 。 

唯一 性 の 中 に 唯一 性 が 存在 する 。 

存在 性 の 中 に 存在 性 が 存在 する 。 

全て の 中 に 全て が 存在 する 、 と 吉 え る 。 

統一 性 は 数 の 原理 で ある 。 

統一 性 は 動き の 原理 で ある 。 

結果 と し て 、 統 一 性 は 命 の 原理 で ある 。 

脳 と いう 唯一 の 器官 の 統一 性 の 中 で 人 の 体 全体 が 要約 され て い 


る 。 

「 存在 は 存在 で ある 」、 「 存在 は 存在 する 」、 存在 性 は 存在 性 
で ある 」、「 ある 存在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 」、「 あ る 
存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意味 で 同じ で ある 」、 「 神 は 存在 
する 」 と いう 存在 の 育 定 の 唯一 の 考え の 統一 性 の 中 で 全て の 神 の 教 
え は 有 要約 され て いる 。 

存在 の 唯一 の 考え の 統一 性 が 、 数 学 の 数 を 形成 する 。 

魔術 に は 「 見 える も の は 見 えな いも の の 表れ で ある 」 と いう つ 唯 一 
の 考え が 存在 する 。 

喜 い 換え る と 、 正 確 に 吉 つ と 、 感 覚 で 感知 で きる 目 に 見 える も の 
と 感覚 で 感 和 で き な い 目 に 見 えな いも の は つり 合っ て いる 。 

魔術 師 は 左手 を 天 へ 向け て か か げ 右 手 で 地 を 指さし 「 上 に 無限 。 
下 に 無限 ! 無限 は 無限 で ある 。 上 の 無限 は 下 の 無限 と 等 し い 」 と 
話す 。 

「 上 に 無限 。 下 に 無限 ! 無限 は 無限 で ある 。 上 の 無限 は 下 の 無 
限 と 等 し い 」 は 見 えな いも の で 真実 で ある 様 に 見 える も の で 真実 で 
ある 。 

神 の 吉 葉 の アル ファ ベッ ト で ある へ プラ イ 文 字 の 最初 の 文字 アレ 
フ (N) は 左手 を 天 へ 向け て 伸ばし 右手 を 地 へ 向け て 伸ばし て いる 人 を 


表す 。 
アレ フ は 全て の も の の 中 の 自発 的 な 原理 を 表す 。 
アレ フ は 下 に お ける 吉 葉 の 全能 性 に 対応 する 上 に お ける 創造 を 表 


す 。 

アレ フ は 地上 に お ける 吉 葉 の 全能 性 に 対応 する 天 に お ける 創造 を 

文字 アレ フ は pantacle で ある 。 

文字 アレ フ は 普遍 の 知 を 表す 。 

文字 アレ フ は 大 宇宙 の 神聖 な 象徴 と 小宇宙 の 神聖 な 象 微 を 補 つ 。 

文字 アレ フ は 世界 の 神聖 な 象 懲 と 人 の 神聖 な 象徴 を 補う つ 。 

文字 アレ フ は メー ソン の 二 重 の 三角 形 と 燃え る 五 蘭 星 を 説明 す 
る 。 
文字 アレ フ は 六 普 星 と 五 蘭 星 を 説明 する 。 

吉 葉 は 唯一 で ある 。 

管 蒙 は 唯一 で ある 。 

管 示 は 唯一 で ある 。 

神 は 、 理 性 を 人 に 上 提 え る 事 に よっ て 、 話 す 力 を 人 に 避 え た 。 
神 は 、 理 性 を 人 に 上 与 える 事 に よっ て 、 吉 葉 を 人 に 避 え た 。 

管 蒙 の 形 は 多様 で ある が 管 蒙 の 原理 は 唯一 で ある 。 

記 示 の 形 は 多様 で ある が 管 示 の 原理 は 唯一 で ある 。 

管 蒙 は 全て 普遍 の 吉 葉 に 存在 する 。 

管 示 は 全て 普遍 の 吉 葉 に 存在 する 。 

普遍 の 吉 葉 と は 絶対 の 論理 を 説明 する も の で ある 。 

カト リッ ク は 「 普 遍 の 」 を 意味 する 。 

現代 の 神学 用 語 で カト リッ ク は 「 課 り が 無い 」 を 意味 する 。 
現代 の 神学 用 語 で カト リッ ク は 不可 診 を 意味 する 。 

論理 で 普遍 な も の は 絶対 な も の で ある 。 
絶対 な も の は 斉 け が 無い 。 

絶対 な も の は 不可 誠 で ある 。 

も し 絶対 の 論理 が 幼子 の 吉 葉 を 普遍 に 社会 に 抵抗 で きず に 信じ さ 
せれ ば 、 神 の 定め に よっ て 、 全 て の 人 の 定め に よっ て 、 細 子 は 斉 けり 
が 無い 。 

も し 絶対 の 論理 が 幼子 の 吉 葉 を 普遍 に 社会 に 抵抗 で きず に 信じ さ 
せれ ば 、 神 の 定め に よっ て 、 全 て の 人 の 定め に よっ て 、 細 子 は 不可 
誠 で ある 。 

確信 と は 、 和 論理 の 普遍 性 と 唯一 性 に よる 、 論 理 的 な 確 合 で ある 。 

信心 と は 、 答 理 の 普遍 性 と 唯一 性 に よる 、 論 理 的 な 確 合 で ある 。 

確信 と は 、 詩 葉 の 普通 性 に よる 、 論 理 的 な 確信 で ある 。 

信心 と は 、 詩 葉 の 普通 性 に よる 、 論 理 的 な 確信 で ある 。 

確信 する と は 、 論 理 が 最終 的 に 知る か 少な く と も 認知 する 事 を 事 


前 に 確信 させ る 時 に 、 未 だ 知ら な いも の を 確信 す る 事 で ある 。 

「 知 ら な いも の を 舘 じ な い ! 」 と 叫ぶ 俗 に 吉 つ 似 三 哲学 者 は 非 論 
理 的 で ある 。 

浅はか な 理論 家 ! 

も し あな た が 知っ て いる の で あれ ば 、 値 じ る 必要 が 有る で あろ うつ 
か ?2 いい え ! 知っ て いる も の を 信じ る 必要 は 無い ! 

し か し 、 根 拠 無し に 儲 じ る べき で あろ うか ?2 いい え 。 

盲信 、 妄 信 は 迷信 、 思 か で ある 。 

知 が 知ら せる 認知 させ る 根拠 に よっ て 、 論 理 が 認知 させ る 根拠 を 
確信 し て 良い 。 

知 ! 

大 いな る 喜 葉 ! 

大 いな る 問題 ! 

知 と は 何 か ? 

本 書 の 2 章 で 解答 する つも り で ある 。 


2 
ベト 
B 
神 典 の 2 つの 柱 
知 上 
家 
グノー シス 
認知 


知 と は 真理 の 絶対 な 完全 な 保有 で ある 。 
前 記 の 理由 か ら 、 全 て の 時 代 の 賢者 は 知 と いう 絶対 な 明 散 する べ 


き 吉 葉 を 最 散 し た 。 
賢者 は 知 を 保有 し て いる ふり を し て 神 性 の 無 上 の 特権 を 詐称 する 
事 を た め ら っ た 。 


賢者 は 知 と いう 詩 葉 の 代わ り に 認知 と いつ 吉 葉 に 甘んじ た 。 

賢者 は 知 と いう 吉 葉 の 代わ り に グノー シス と いう 吉 葉 を 選ん だ 。 

賢者 は 知 と いう 詩 葉 の 代わ り に 認知 と いつ う 吉 葉 を 選ん だ 。 

グノー シス は 直感 に よる 知 の 認知 を 単に 表す 。 

実際 、 人 は 何 を 知っ て いる だ ろう つ か? 

人 は 何 も 知 ら な い 。 

し か し 、 人 は 無知 な まま で は いら れ な い )。 

人 は 無知 で ある 。 

し か し 、 人 は 全て を 知る 事 を 求め られ て いる 。 

知 は 2 つ 1 組 を 前 提 と する 。 

知 は 知る 者 と 知ら れる も の を 前 提 と する 。 

2 つ 1 組 は 社会 と 法 を 創造 する 。 

2 は グノー シス の 数 で ある 。 

2 は 認知 の 数 で ある 。 

2 つ 1 組 は 創造 する た め の 自 身 の 増 殖 を 統一 する 。 

創世 記 2 章 22 節 の 神聖 な 例え 話 で 神 は エヴァ を アダ ム の 胸 の 深く 
に 秘め られ た 助 崩 か ら 創造 し た 。 

アダ ム は 人 の テト ラ グラ マト ン で ある 。 

神秘 の イ ヨ ッ ド は アダ ム を 要約 する 。 

イ ョ ッ ド C) は カバ ラ の 男性 器 の 象徴 で ある 。 

イ ョ ッ ド を エヴァ と いう 3 つ 1 組 の 名 前 に 足す と 、 イ ェ ホ バ 、 ヤ 八 
ウェ と いう 神 の 名 前 が 形成 され る 。 

ヤ 八 ウェ は 超越 的 な カバ ラ の 魔術 の 吉 葉 で ある 。 

(高等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 上 の 吉 葉 
で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 」) 


神殿 で 大 祭司 は ヤセ ハウ ェ を イ ョ ッ ド エヴァ と 発音 し て いた 。 
単 一 性 は 3 つ 1 組 の 充実 を 完結 し て 4 つ 1 組 の 統一 性 を 形成 する 。 
( 
3 つ 1 組 は 充実 で ある 。 
4 つ 1 組 は 統一 性 で ある 。 
) 
4 つ 1 組 の 統一 性 は 全て の 数 の 鍵 で ある 。 
4 つ 1 組 の 統一 性 は 全て の 変化 の 鍵 で ある 。 
4 つ 1 組 の 統一 性 は 全て の 形 の 鍵 で ある 。 
正方 形 を 中 心 を 軸 に 回 転 さ せる と 円 を 描く 。 
上 和 0 題 の 解答 で ある 。 
分 の 1 回 転 が 回 転 の 基礎 で ある 。 


上 狼 を 持 け る と 憶 雪 平面 の 原点 を 坦 と する 42 生 只 お 

cos6 + sin9i を x+ yi に 掛け る と 複素 平面 の 原点 を 軸 と する 座標 
y) の 角度 6 の 回 転 に 成る 。 

) 

エメ ラル ド 板 で ヘル メス は 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で 
ある 」 と 話し て いる 。 

2 つ 1 組 は 統一 性 の も の さ し と し て 役に立つ 。 

上 の も の と 下 の も の の 間 の 類推 可能 性 は 3 つ 1 組 で ある 。 

創造 し た 原理 は 概念 の 男性 器 で ある 。 

創造 され た 原理 は 形 の 女性 器 で ある 。 

垂直 の 男性 器 を 水平 の 女性 器 に 挿 信 す る と グノー シス 主義 者 の 十 
字 、 メ ー ソ ン の 哲学 の 十字 を 形成 する 。 

2 つの も の の 交差 は 4 を も た ら す 。 

2 つの も の の 交差 は 十字 を も た ら す 。 

十字 を 、 全 て の 角度 に 動か す と 、 回 転 さ せる と 、 円 を 描く 。 


アレ フ は 男性 で ある 。 
ベト は 女性 で ある 。 


1 は 原理 で ある 。 
2 は 吉 葉 で ある 。 


A は 自発 性 で ある 。 
B は 受容 性 で ある 。 
( 

1 は 自発 性 で ある 。 
2 は 受容 性 で ある 。 


) 


単 一 性 は ボア ズ で ある 。 

2 つ 1 組 は ヤキ ン で ある 。 

(エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 ボ アズ と ヤキ ン は 強い も 
の と 弱い も の を 意味 する 」) 


伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 圭 で 、 単 一 性 は 陽 で あり 、2 つ 1 組 は 陰 で ある 。 
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ボア ズ と ヤキ ン は ソロ モン の カバ ラ の 神殿 の 門 の 外 の 2 つの 象徴 
的 な 柱 の 名 前 で ある 。 

カバ ラ で は ボア ズ と ヤキ ン は 自然 、 政 治 学 、 神 の 教え の 対立 の 全 
て の 神秘 を 説明 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え の 対立 の 全て の 神秘 
を 説明 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 男性 と 女性 の 間 の 生殖 の 戦い を 説明 する 。 

自然 の 法 に よれ ば 、 女 性 は 男性 に 抵抗 する 必要 が 有る 。 

男性 は 女性 を 誘惑 する か 圧倒 する 必要 が 有る 。 

自発 的 な 原理 は 受容 的 な 原理 を 求め る 。 

充満 は 空間 を 求め る 。 

蛇 ウ ロボ ロス の 口 は 自身 の 尾 を 引き 寄せ 、 自 身 を 回 転 さ せ 、 逃 げ 
る と 同時 に 、 自 身 を 追い か ける 。 

女性 は 男性 の 創造 物 と 成る 。 

全て の 創造 物 は 第 一 原因 の 花嫁 で ある 。 

全て の 創造 物 は 神 の 花嫁 で ある 。 

無 上 の 存在 、 神 が 創造 主 と 成 っ た 時 に 、 創 造 さ れ た の で は な い 光 
の 充満 の 中 に 空間 を も た ら す た め に 、 神 は イ ョ ッ ド 、 男 性 器 を 立て 
た 。 

神 の 創造 する 欲望 と つり 合う 女性 器 、 影 の みぞ を 創造 する 必要 が 
有 っ た 。 

神 の 光 を 放つ 概念 の イ ヨ ッ ド が 女性 器 、 影 の みぞ を 創造 し た 。 

前 記 は タル ムー ド に お ける カバ リス ト の 神秘 的 な 表現 で ある 。 

大 衆 の 無知 と 悪意 の た め 、 さ ら に 簡潔 に 説明 する 事 は 不可 能 で あ 
る 。 


創造 と は 何 か ? 
創造 する 神 の 吉 葉 の 家 で ある 。 


女性 器 と は 何 か ? 
男性 器 の 家 で ある 。 


自発 的 な 原理 の 性 質 と は 何 か ? 
普及 させ る 事 で ある 。 


受容 的 な 原理 の 性 質 と は 何 か ? 
集め 実 を 結ば せる 事 で ある 。 


男性 と は 何 か ? 
教え 込む 者 、 努 力 す る 者 、 深 み を 耕す 者 、 種 を まく 者 で ある 。 


女性 と は 何 か ? 
形成 する 者 、1 つ に する 者 、 水 を 注ぐ 者 、 浄 化す る 者 、 刈 り 入 れ 


男性 は 戦う 。 
女性 は 平和 を も た ら す 。 


男性 は 創造 する た め に 破壊 する 。 
女性 は 守る た め に 高め る 。 


男性 は 変革 する 。 
女性 は 懐 炒 す る 。 


男性 は カイ ン の 父 で ある 。 
女性 は アベ ル の 母 で ある 。 


さら に 、 知 と は 何 か ? 

知 と は 2 つの 原理 の 一 致 で ある 。 

知 と は 2 つの 原理 を 1 つ に する 事 で ある 。 

知 と は アベ ル の 思い や り が 導く カイ ン の 自発 性 で ある 。 
知 と は 女性 の 甘い 霊感 に 導 か れ た 男性 で ある 。 
知 と は 法 の 正しい 結婚 に 圧倒 され た 放 湯 で ある 。 

知 と は 秩序 と 平和 の 思い や り が 和らげ た 変革 の 力 で ある 。 
知 と は 思い や り が 圧倒 6 る 。 

知 と は キ リス ト 教 の 寺 を 認知 する 学問 で ある 。 

知 と は キリ ス の 肝 基 8 器 知 する 哲学 で ある 。 

キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 人 の 学問 は 覧 明 と 成る 。 


キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 折 学 は 覧 明 と 成る 。 

キリ スト 教 の 寺 感 を 認知 する 時 に 、 学 問 は 普遍 の 論理 の 衣 け の 無 
さ を 受 け 入 れる 。 

キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 哲 学 は 普遍 の 論理 の け の 無 
さ を 受 け 入 れる 。 

キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 学 問 は 思い や り に 導 か れる 。 
キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 哲 学 は 思い や り に 導 か れる 。 
キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 学 問 は グノー シス と 呼ば れ 
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な ぜ な ょ ら 、 キ リス ト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 学 問 は 未だ 完全 に 
知る 事 が で き な い も の を 少 ? な く と も 認知 する か ら で あ る 。 

キリ スト 教 の 霊感 を 認知 する 時 に 、 哲 学 は 未だ 完全 に 知る 事 が で 
き な い も の を 少な く と も 認知 する か ら で あ る 。 

単 一 性 は 2 つ 1 組 で の み 表 れる 。 

統一 性 は 数 2 を 形成 する 。 

単 一 性 と し 1 うつ 概念 は 数 2 を 形成 する 。 

大 宇宙 の 統一 性 は 正反対 の 二 重 の 正三 角形 、 六 荘 星 で 表 さ れる 。 

世界 の 統一 性 は 正反対 の 二 重 の 正三 角形 、 六 荘 星 で 表 さ れる 。 

人 の 統一 性 は を 右 の 統一 で 表 さ れる 。 

この 世界 の 人 は 両性 具有 者 で ある 。 

( 

この 世界 の 男性 の 陰 圭 は 、 こ の 世界 の 女性 の 大 陰 大 で ある 。 

この 世界 の 女性 の 陰 李 は 男性 器 で ある 。 

神 の 体 に 陰 圭 は 無い 。 

神 の 体 に 陰 核 は 無い 。 

) 

鼻 、 舌 、 へ そ 、 男 性 器 (、 陰 核 ) を 除い て 、 こ の 世界 の 人 の 体 の 全 
て の 器官 は 2 つ 1 組 で ある 。 

男性 器 は カバ ラ の イ ヨ ョ ッ ド で ある 。 

( 

神 の 体 に へ そ は 無い 。 

神 の 体 に 陰 核 は 無い 。 


) 
神 性 の 本 質 は 1 で ある 。 
神 性 は 存在 の 基礎 と し て 必然 と 自由 と いう 2 つの も の を 前 提 と す 


無 上 の 引 理 の 法 は 自由 を 神 に 必要 と する 。 
神 に お いて 無 上 の 論理 の 法 は 自由 を 統治 する 。 


( 
善悪 の 利 断 に は 事情 を 考 應 する 必要 が 有る 。 
善悪 の 剤 断 に は 事情 を 考慮 する 自由 が 必要 で ある 。 


) 
神 は 必然 的 に 知 的 で あり 論理 的 で ある 。 


光 を 明らか に する た め に 神 は 影 を 仮定 する だ け で 良かっ た 。 

真理 を 表す た め に 神 は 疑 え る 様 に し た 。 

影 は 光 を 具体 的 に 表す 。 

真理 を 一 時 的 に 明らか に する の に 調 る 可能 性 が 必要 で ある 。 

も し サタ ン の 盾 が ミカ エル の 槍 を 止め な か っ た な ら ば 、 天 使 ミ カ 
エル の 力 は 、 空 間 に 失 われ る か 、 上 か ら 下 へ の 無限 の 破壊 と 成っ て 
表れ る で あろ っ う 。 

( 

へ プラ イ 語 で サタ ン は 敵 を 意味 する 。 

悪 は 免疫 の た め の 仮想 敵 で ある 。 

ミカ エル は 「 誰 が 神 の 様 に 成 れ よ うか ? いい え ! 」 を 意味 す 


る 。 

エル は 神 を 意味 する 。 

) 

ミカ エル の か か と が サタ ン の 上 昇 を 止め な か っ た な ら ば 、 サ タン 
は 神 の 王座 に つく と 吉 う より は むし ろ 、 サ タン は 高み と いう 深淵 に 
自身 を 喪失 する で あろ っ うつ 。 

ミカ エル は サタ ン を 像 の 台座 と し て 必要 と する 。 

サタ ン は ミカ エル を 機関 車 の ブレ ー キ と し て 必要 と する 。 

類推 可能 な 普遍 な 力学 で 、 あ る も の は 挑 折 する も の に の み も た れ 
か か れる 。 

さら に 、 つ り 合 い を 保つ 、 引 き 寄 せる 力 と し り ぞ ける 力 と いう 2 
つの 力 が 万 物 の つり 合い を 保つ 。 

同様 に 、 引 き 寄 せる 力 と し り ぞ ける 力 は 物理 学 、 哲 学 、 神 の 教え 
に 存在 する 。 

引き 寄せ る 力 と し り ぞ ける 力 は 自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え に 存在 
する 。 
物理 学 で は 、 引 き 寄 せる 力 と し り ぞ ける 力 は つり 合い を も た ら 


す 。 
自然 科学 で は 、 引 き 寄 せる 力 と し り ぞ ける 力 は つり 合い を も た ら 


哲学 で は 、 引き 寄せ る 力 と し り ぞ ける 力 は 批評 を も た ら す 。 

神 の 教え で は 、 引 き 寄 せる 力 と し り ぞ ける 力 は 進歩 的 な 刻 示 を も 
た ら す 。 

古代 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を エロ ス と アン テロ ス の 対立 
で 表し た 。 

古代 へ プラ イ 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を 創世 記 32 章 24 節 か 
ら 32 節 で の ヤ コ プ と 天使 の 戦い で 表し た 。 

古代 イン ド 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を 不死 を 与え る 薬 

リタ を 作る た め の デ ー ヴ ァ 還 上 人 軍 科 計ら な りき 投じ 
象徴 的 な 蛇 、 竜 を つ な に し た 。 

象徴 的 な 蛇 、 竜 を 金 の 山 に 巻き 付け た 。 

( 

サン スク リッ ト 語 で デー ヴァ は 神 を 意味 する 。 

阿 修 維 は 非 天 と 意訳 され る 。 


) 

古代 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を ヘル マニ ビス の ケー リュ ケ 
イオ ン で 表 し た 。 

古代 へ プラ イ 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を 契約 の 箱 の 2 つの 智 
天使 ケル ビ ム で 表し た 。 

古代 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を オシ リス の 戦車 の 2 つの ス 
フィ ンク ス で 表し た 。 

古代 人 は 2 つの 力 の つり 合い の 神秘 を 白い 識 天使 セラ フィ ム と 黒 
い 識 天使 セラ フィ ム で 表し た 。 

2 つの 力 の つり 合い の 神秘 の 自然 科学 的 な 事実 は 電気 と 雄 気 の 両 
極性 が 実証 し て いる 。 

2 つの 力 の つり 合い の 神秘 の 学問 的 な 事実 は 共感 、 反 感 の 普遍 の 
法 が 実証 し て いる 。 

ゾロ アス ター の 偽物 の 弟子 は 統一 無し に 2 つ 1 組 を 分 裂 さ せ た 。 
ゾロ アス ター の 偽物 の 弟子 は 神殿 の 2 つの 柱 を 分 裂 さ せ た 。 
ゾロ アス ター の 偽物 の 弟子 は 神 を 分 裂 さ せよ うと 試み た 。 
絶対 な も の 、 神 を 2 と し て 考え る と 、 統 一 性 の 原理 を 取り 戻す た 
め に 、 す ぐに 、3 と し て 考え る 必要 が 有る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 こ の 世界 の 元素 は 、 最 初 に 4 と し て 理解 され 、2 
と し て 説明 され 、 最 後に 3 と し て 存在 する 。 

神 の 元素 は 、 こ の 世界 の 元素 か ら 類 推 可能 で ある 。 

半 藤 は 2 つ 1 組 で ある 。 

啓示 は 2 つ 1 組 で ある 。 


全て の 吉 葉 は 二 重 で ある 。 

全て の 吉 葉 は 2 を 前 提 と する 。 

倫理 道徳 は 啓蒙 の 結果 で ある 。 

代理 道徳 は 紗 示 の 結果 で ある 。 

哲学 は 管 蒙 の 結果 で ある 。 

哲学 は 紀 示 の 結果 で ある 。 

倫理 道徳 の 基礎 は 対立 で ある 。 

哲学 の 基礎 は 対立 で ある 。 

対立 は 2 つ 1 組 の 結果 で ある 。 

霊 と 形 は 相互 に 引き 寄せ 合い し けり ぞ け 合う 。 

概念 と 形 の 様 に 。 

真実 と 想像 の 様 に 。 

無 上 の 論理 は 制限 され た 知性 と 話す 時 に 考え を 必要 と する 。 
神 は 人 と 話す 時 に 考え を 必要 と する 。 

考え は 、 概 念 の 領域 か ら 形 の 領域 へ 通過 する 事 に よっ て 、 概 念 の 
領域 と 形 の 領域 と いう 2 つの 世界 と 関係 する 。 

考え は 必然 的 に 連続 また は 同時 に 霊 と 肉 に 話す 2 つの 意味 を 持 
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倫理 道徳 の 領域 に は 疾 難 する 力 と 抑制 し て つぐ な う 力 と いう 2 つ 
の 力 が 存在 する 。 

創世 記 4 章 の カイ ン と アベ ル は 倫理 道徳 の 領域 の 幕 難 す る 力 と 抑 
制 し て つぐ な う 力 と いう 2 つの 力 の 象徴 で ある 。 

アベ ル の 倫理 道徳 的 な 超越 性 の 論理 に よっ て 、 ア ベル は カイ ン を 
苦し め る 。 

自由 に 成る た め に 、 ア ベル を 毅 し て 、 カ イン は アベ ル を 不死 に す 


カイ ン は 上 自身 の 固 の 犠牲 と 成る 。 

カイ ン は アベ ル の 命 に 耐え られ な か っ た 。 

アベ ル の 血 は カイ ン の 安息 に 耐え られ な い 。 

ルカ に よる 福音 15 章 11 節 か ら 32 節 の 放 湯 息子 は カイ ン で ある 。 
父 は 放 湯 息子 を 許す 。 

(マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 ) 

な ぜ な ら 放 湯 息 子 は 多数 の 苦痛 に 耐え た 後 で 父 の 国 に 戻っ た か ら 
で ある 。 

神 に は 思い や り と 正義 が 存在 する 。 

神 は 正義 を 正しい 者 に 与え る 。 

神 は 思い や り を 罪人 に 与え る 。 

世界 の 魂 、 地 の 魂 、 普 遍 の 代行 者 に は 、 思 いや り の 流れ と 竣 り の 
流れ が 存在 する 。 

包囲 し 全て に 浸透 す る 流体 。 


太陽 の 輝き か ら 放 た れる 、 大 気 の 重 さ と 中 心 に 引き 寄せ る 力 が 固 
定 す る 、 光 線 。 

神 の 聖霊 の 体 。 

普通 の 代行 者 と 呼ん で いる も の 。 

古代 人 が 自身 の 尾 を 飲み 込む 蛇 ウ ロボ ロス に 例え た も の 。 

電磁 気 の エ ー テ ル 。 

( 

エー テル は 第 5 元素 で ある 。 

エー テル は 光 を 仲介 する も の で ある 。 

) 

命 の 光る 熱 。 

自身 の 尾 を 飲み 込む お 蛇 ウロ ボロ ス の 様 に 、 古 代 の 石碑 で 二 つ 折り 
の 両極 の まわ り の 恋 結 び の イシ ス の 帯 と し て 描か れ て いる も の 。 

自身 の 尾 を 飲み 込む 蛇 ウ ロボ ロス は 思慮 と 土星 の 象徴 で ある 。 

変化 と 命 は 2 つの 力 の 極端 な 緊張 に 存在 する 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 3 章 15 侵 で 主 イ エス は 「 私 イエ ス は あな た が 冷た 
いか 熱い か どちら か で あっ て ほし い 」 と 話し て いる 。 

事実 、 大 いな る 罪人 は 生ぬるい 女々 し い 男 より 生き 生き と し て い 


る 。 

大 いな る 四 人 の 善 へ 戻る 時 の 充実 さ は 謀 り の 大 き さ と つり 合っ て 
いる で あろ っ つ 。 

創世 記 3 章 15 節 の 蛇 の 頭 を 圧倒 する 運命 の 女性 は 、 常 に 盲目 的 な 
力 の 流れ を 元 服 す る 知 の 例え で ある 。 

カバ リス ト は 知 を 海 の 処 女 と 呼ん で いる 。 

地獄 の 竜 は 、 楽 し さ に 忘 我 状 態 と 成っ て 、 海 の 処女 の 水 が し た た 
る 脚 を 火 の 舌 で な め る た め に 、 は うつ 。 

前 記 が 2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 で ある 。 

し か し 、 知 られ て は いけ な い 2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 が 1 つ 存 在 
する 。 

知ら れ て は いけ な い 埋 由 は 、 ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス は 、 盲目 
的 な 運命 の 不道徳 な 面 を 知 の 不足 の せい に する 、 大 軍 の 謀 解 で ある 

と 話し て いる 。 

エメ ラル ド 板 以外 で ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス は 「 未 知 へ の 恐怖 
に よっ て 大 糞 を え る 必要 が 有る 」 と 話し て いる 。 

マタ イ に よる 福音 7 章 6 人 節 で キリ スト は 「 豚 に 真珠 を 捨て る な 。 騰 
が 真珠 を 踏み に じ る と いけ な いか ら で あ る 。 肘 が あな た の 方 を 向き 
あな た を 引き 旭 く と いけ な いか ら で あ る 」 と 話し て いる 。 

( 

豚 は 悪人 の 例え で ある 。 

真珠 は 知 の 例え で ある 。 


) 
果実 が 死 で ある 、 善 悪 の 知 の 木 は 、 知 られ て は いけ な い 2 つ 1 組 の 
祭司 だ け の 神秘 の 例え で ある 。 
知ら れ て は いけ な い 2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 を 口外 し て も 、 謀 解 
され る だ け で あろ うし 、 自 由 意 思 の 邪悪 な 拒絶 に 通例 導く で あろ 
つ 。 
自由 意思 は 倫理 道徳 的 な 命 の 原理 で ある 。 
本 質 的 に 知ら れ て は いけ な い 2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 の 口外 は 死 
を 意味 する 。 
2 つ 1 組 の 祭司 だ け の 神秘 は 魔術 の 大 いな る 秘密 で は な い 。 
2 つ 1 組 の 秘密 は 4 つ 1 組 の 秘密 へ 導く 、 よ り 正 確 に 吉 つ うと 2 つ 1 組 
の 秘密 は 4 つ 1 組 の 秘密 か ら 生 じ 、3 つ 1 組 で 解決 され る 。 
4 つ 1 組 の 秘密 か ら 生 じ 3 つ 1 組 で 解決 され る 2 つ 1 組 の 秘密 は ス 
フィ ンク ス の 話し た 謎 の 吉 葉 に 含ま れ て いる 。 
オイ ディ プス は 、 命 を 守る た め に 、 知 ら な いで 犯し た 晶 を つぐ な 
うた め に 、 オ イデ ィ プ ス の 王国 を 建て る た め に 、4 つ 1 組 の 秘密 か ら 
生じ 3 つ 1 組 で 解決 され る 2 つ 1 組 の 秘密 を 見 つけ る 必要 が 有 っ た 。 
ヘル メス の 銀 徴 的 な 作品 、 ト ー ト の 書 と 呼ば れ て いる 物 、 タ ロッ 
ト の 2 ペー ジ 目 に は イシ ス ま た は ユノ ー が 描か れ て いる 。 
イシ ス が か ぶっ て いる 2 本 の 角 は 2 つ 1 組 を 表す 。 
イシ ス は ヴェ ー ル で 頭 を 隠し て いる 。 
3 的 に 隠し て いる 。 
ー は 女王 で ある 。 
2 生ま リウ の 2 党 で だ 
ー は 左手 を 天 へ 向け て か か げ 右 手 で 地 を 指さし て いる 。 
ユノ ー の 身 ぶ り は ヘル メス の エメ ラル ド 板 の 不思議 な 例え 「 上 の 
も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 
可能 で ある 」 と いう 魔術 の 基礎 で ある 唯一 の 二 重 の 考え を 表し て い 
る 様 で ある 。 
ヨハ ルネ の 黙示 録 11 章 の 2 人 の 証人 、2 人 の 痢 教 者 に 預 吉 者 の 口伝 は 
エリ ヤ と エノク と いう 名 前 を え て いる 。 
エリ ヤ は 舘 心 の 人 、 神 が か り の 人 、 奇 跡 の 人 で ある 。 
エジプト 人 は エノク を ヘル メス と 呼ん だ 。 
(ヘル メス 、 メ ルク リウ ス 、 トート は エノク で ある 。) 
フェ ニキ ア 人 は エノク を カド モス と 呼ん で た た えた 。 
(カド モス は エノク で ある 。) 
エノク は 神 回 な アル ファ ベッ ト の 創造 者 で ある 。 
エノク は ロゴ ス へ の 入門 へ の 普 負 の 鍵 タ ロッ ト の 創造 者 で ある 。 
エノク は カバ ラ の 父 で ある 。 
創世 記 5 章 24 節 と エノク 書 の 象徴 的 な 実話 で エノク は 他 の 人 の 様 


に 死な な いで 神 が エ ノ ク を 天 へ 連れ て 行っ た 。 

エノク を 時 の 終わ けり に 地上 へ 戻ら せる た め に 神 は エノク を 天 へ 連 
れ て 行っ た 。 

ヨハ ネ に よる 福音 21 章 23 館 で ヨル ハ ネ は 死な な いと いつ うわ さ が 広 
まっ た 。 

ヨハ ルネ は ヨハ ネ の 上 黙示録 で エノク の 吉 葉 の 象徴 を 復活 させ 説明 し 
て いる 。 

使徒 ヨ 人 ハネ と エノク の 考え の 復活 が 無知 の 時 代 の 終わ り に 予定 さ 
れ て いる 。 

使徒 ヨネ と エノク の 復活 と は カバ ラ の 鍵 タロ ッ ト の 理解 に よる 
使徒 ヨ 人 ルネ と エノク の 考え の 復活 で あろ うつ 。 

カバ ラ の 鍵 タ ロッ ト は 唯一 普遍 の 哲学 の 神殿 の 鍵 を 開け る 。 

唯一 普遍 の 哲学 は 医 常 に 長い 間 隠 され た 。 

隠さ れ た 哲学 は 選ば れ た 者 の た め だ け の も の で ある 。 

俗 世 の 手 か ら 免 れる た め に 選ば れ た 者 は 姿 を 隠し て いる 。 

2 つ 1 組 に よる 単 一 の 生殖 が 3 つ 1 組 の 概念 、 考 え を 必要 と する に 至 
る 事 を 話し た 。 

統一 の 充実 と 完全 の 吉 葉 で ある 大 いな る 数 で ある 3 に 来 た 。 


う 


ギ メ ル 

@ 

ソロ モン の 三角 形 
声 の 充満 
自発 的 な 知力 
自然 


完全 な 吉 葉 は 3 つ 1 組 で ある 。 

な ぜ な ら 、 吉 葉 は 知 の 原理 、 話 す 原 理 、 話 され る 原理 を 必要 と す 
る 。 
神 は 吉 葉 に よっ て 自身 を 明らか に する 。 
絶対 な も の は 吉 葉 に よっ て 自身 を 明らか に する 。 

神 は 自身 と つり 合う 意味 を 吉 葉 に 所 える 。 

神 は 吉 葉 の 理解 に よっ て 第 3 の 自身 を 創造 する 。 

前 記 の 様 に 、 同 様 に 、 太 陽 は 光 に よっ て 自身 を 明らか に する 。 
太陽 は 熱 に よっ て 第 3 の 自身 を 創造 する 。 

天頂 、 無 限 の 高み と 東西 を 結ぶ 地平 線 は 3 つ 1 組 、 正 三角 形 を 空間 
に 描く 。 

高み と 地平 線 の 目 に 見 える 正三 角形 か ら 深 淵 と 地平 線 の 目 に 見 え 
な い 逆 正三 角形 が 論理 的 に 類推 可能 で ある 。 

高み と 地平 線 の 目 に 見 える 正三 角形 と 深淵 と 地平 線 の 目 に 見 えな 
い 逆 正三 角形 は 大 き さ が つり 合っ て いる と 類推 可能 で ある 。 

深淵 と 地平 線 の 逆 正 三角 形 。 

三角 形 と 逆 正三 角形 を 1 つ に する と 六 蘭 星 と 成る 。 

六 蘭 星 は ソロ モン の 封 Eh の 神聖 な 象徴 で ある 。 

六 共 星 は 大 宇宙 の 輝く 星 で ある 。 

六 蘭 星 は 無限 、 絶 対 、 神 の 概念 を 表す 。 

六 立 星 は 大 いな る pantacle で ある 。 

六 共 星 は 全て の も の の 知 の 最も 簡潔 な 完全 な 要約 と 吉 え る 。 

アル ファ ベッ ト の 文法 で は 動詞 に は 3 つの 人 移 が 存在 する 。 

アル ファ ベッ ト の 文法 で の 動詞 の 1 人 称 は 話す も の 。 

アル ファ ベッ ト の 文法 で の 動詞 の 2 人 称 は 話し か けら れる も の 。 

アル ファ ベッ ト の 文法 で の 動詞 の 3 人 称 は 話さ れる も の 。 

創造 に お いて 神 は 自身 を 自身 に 話し て いる 。 

(ヨル ネ に よる 福音 1 章 神 の 吉 葉 イエ ス は 神 で あり 、 神 の 吉 葉 イエ 
ス が 全て の も の を 創造 し て いる ) 

創造 に お いて 神 は 自身 を 自身 に 話し て いる 事 は 3 つ 1 組 と 三位一体 
の 考え の 源 の 説明 で ある 。 


魔術 の 考え は 3 つ 1 組 で あり 三位一体 で ある 。 

3 つ 1 組 で あり 三位一体 で ある 魔術 の 考え と は エメ ラル ド 板 の 「 上 
の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 
推 可 能 で ある 」 で ある 。 

上 の も の と 下 の も の は 相互 に 類推 可能 で ある 。 

上 の も の と 下 の も の の 類推 可能 性 を 表す 吉 葉 は 3 を 創造 する 。 

3 つ 1 組 は 普遍 の 考え で ある 。 

魔術 の 3 つ 1 組 は 原理 、 実 現 、 応 用 で ある 。 

錬金術 の 3 つ 1 組 は Azoth、 結 合 、 錬 金 で ある 。 

神学 の 3 つ 1 組 は 神 、 人 に 成っ た 神 、 身 代わ り に よる 救い で ある 。 

人 の 民 の 3 つ 1 組 は 思考 、 思 いや り 、 自 発 性 で ある 。 

家族 の 3 つ 1 組 は 父 、 母 、 子 で ある 。 

3 つ 1 組 は 愛 の 目的 で あり 愛 の 無 上 の 表れ で ある 。 

男性 と 女性 は 3 に 成る た め に 2 と し て 相互 に 求め 合う 。 

位階 的 な 類推 可能 性 に よっ て 相互 に 類推 可能 で ある 理解 可能 で あ 
る 3 つの 世界 が 存在 する 。 

自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 

この 世界 、 霊 の 冥界 、 神 だ け の 楽園 。 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス の 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラル キー は 3 
組 の 3 つ 1 組 で ある 。 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス の 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラル キー は 天 
使 、 大 天使 、 権 天使 、 能 天使 、 力 天使 、 主 天使 、 座 天使 、 智 天使 ケ 
ルビ ム 、 粒 天使 セラ フィ ム で ある 。 

存在 と 数 の 無 上 の 数 学 的 な 概念 か ら 論理 的 に 導 か れ た も の で あ 


る 。 
単 一 で ある も の は 自発 的 に 成る た め に 自身 を 敬 殖 する 必要 が 有 


る 。 

不可 分 の 無 動 の 千 殖 不能 の 原理 は 孤独 死 で あり 理解 不能 で あろ 
の 

仮に 神 が 唯 一 の まま で あっ た な ら ば 、 神 は 創造 主 、 父 に 成 れ な 
か っ た で あろ っ つ 。 

仮に 神 が 2 の まま で あっ た な ら ば 、 無 限 の 対立 、 無 限 の 分 裂 、 全 
て の 可能 性 の 不一致 、 全 て の 可能 性 の 死 が 存在 し た で あろ う 。 
存在 と 数 の 無限 の 多数 の 神 の 想像 の 中 で 神 は 自身 に よっ て 創造 の 
た め に 3 で ある 。 

その た め 、 神 は 神 自身 で は 唯一 で ある 。 

神 は 人 の 考え で は 三重 で ある 。 

神 は 神 自身 で は 三重 と し て 人 に 見 せる 。 

神 は 人 の 知 で は 唯一 に 見 える 。 

神 は 人 の 思い や り で は 唯一 に 見 える 。 


神 の 三位一体 は キリ スト 教徒 に は 神秘 で ある 。 

神 の 三位一体 は 絶対 の 本 物 の 学問 に 入門 し た 学徒 に は 論理 的 な 必 
然 で ある 。 

命 に よっ て 明らか に され た 神 の 吉 葉 イエ ス は 実現 、 人 に 成っ た 神 
で ある 。 

周期 を 終え た 神 の 吉 葉 イエ ス の 命 は 応用 、 身 代わ り に よる 救い で 
ある 。 

賢者 の 口伝 の 光 に 照ら され た 全て の 祭司 の 聖 所 で 三重 の 考え は 知 
られ て いた 。 

本 物 の 宗教 と は 何 か 究 明 し た いか ? 

探し な さい 。 

本 物 の 宗教 は 神 の 秩序 に か な うつ 最も 多数 の も の を 実現 する 。 

本 物 の 宗教 は 神 を 人 に する 。 

(本 物 の 神 の 教え は 人 に 成っ た 神 の 教え で ある 。) 

本 物 の 宗教 は 人 を 神 に する 。 

(本 物 の 神 の 教え は 人 の 神 性 を 教え る 。) 

本 物 の 宗教 は 3 つ 1 組 の 考え を 欠損 が 無い まま 保存 し て いる 。 

本 物 の 宗教 は 神 を 最も 無知 な 者 の 手 に 触れ させ 目 に 見 える 様 に し 
て 神 の 吉 葉 を 肉体 の 衣 で 覆う つ 。 

本 物 の 宗教 は 考え に よっ て 全て の 者 に 応用 可能 で ある 。 

本 物 の 宗教 は 位階 的 で ある 。 

本 物 の 宗教 は 幼子 の 様 な 者 の た め に 人 象 微 を 保有 し て いる 。 

本 物 の 宗教 は 大 人 の 様 な 者 の た め に 高尚 な 哲学 を 保有 し て いる 。 

本 物 の 宗教 は 長老 の 様 な 者 の た め に 高尚 な 希望 と 甘い 慰め を 保有 
し て いる 。 

第 一 原因 を 探求 し た 時 に 、 神 を 探求 し た 時 に 、 古 代 の 賢者 は 世界 
に 善 と 悪 を 見 た 。 

古代 の 覧 者 は 光 と 影 を 考え た 。 

古代 の 覧 者 は 春 と 冬 を 比較 し た 。 

古代 の 賢者 は 若 さ と 老い を 比較 し た 。 

古代 の 賢者 は 命 と 死 を 比較 し た 。 

古代 の 覧 者 は 次 の 様 に 類推 し た 。 

第 一 原因 は 思い や り 深 く 厳 し い 。 

神 は 思い や り 深 く 上 厳し い 。 

第 一 原因 は 命 を 所 え 奪う 。 

神 は 命 を 避 え 奪う 。 

マニ の 偽物 の 弟子 は 「 善 と 悪 と いう 2 つの 相反 する 原理 が 存在 す 
る 」 と 叩 京 。 

いい え 。 普 遍 の つり 合い の 2 つの 原理 は 相反 し な い 。 

2 つの 原理 は 正反対 に 見 える 。 


唯一 の 知 が 2 つの 原理 を 相互 に 対立 させ て いる 。 

善 は 右 で あり 悪 は 圧 で ある と 吉 え る 。 

無 上 の 善 が 善 と 悪 を 超越 し て いる 。 

無 上 の 善 は 悪 を 善 の 勝利 に 応用 する 。 

無 上 の 善 は 善 を 悪 の 改心 に 応用 する 。 

ー 致 の 原理 は 統一 性 の 中 に 存在 する 。 

魔術 で は 一 致 の 力 は 奇数 に 存在 する 。 

3 は 最も 完全 な 奇数 で ある 。 

な ぜ な ら 、3 は 単 一 の 3 つ 1 組 で ある 。 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 封 で 、 上 の 3 つ 1 組 は 3 つの 陽 で ある 。 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 直 で 、 上 の 3 つ 1 組 は 3 つの 男性 器 の 形 で ある 。 

な ぜ な ら 、3 つ の 世界 で の 創造 の 原理 と 考え られ る 神 の 概念 の 中 
に 受容 性 は 存在 し な い 。 

同じ 理由 か ら 、 キ リス ト 教 の 三位一体 に 母 は 存在 し な い 。 

(マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 、 息 子 で ある イエ ス 、 神 
の 聖霊 ) 

キリ スト 教 の 三位一体 の 息子 に 母 は 暗黙 的 に 含ま れ て いる 。 

同じ 理由 か ら 、 神 の 聖霊 を 女性 の 姿 で 描く の は 祭司 だ け の 正しい 
伝統 の 象徴 学 の 法 に 反する 。 

創世 記 2 章 22 節 の 例え 話 で 父 で ある 神 は 女性 エヴァ を 男性 アダ ム 
の 助 骨 か ら 創 造 し た 。 

父 で ある 神 が こ の 世界 を 創造 し た 様 に 。 

キリ スト は 自身 を 昇天 させ 処女 の 母 を 類推 させ る 。 

救い 主 イ エス の 昇天 と 聖母 マリ ア の 被 昇天 に つい て 話し て いる 。 

父 で ある 神 は この 世界 を 娘 と し て 持つ 。 

息子 で ある イエ ス は 処女 を 母 と し て 持つ 。 

息子 で ある イエ ス は 教会 を 花嫁 と し て 持つ 。 

神 の 時 土 は 思い や けり を 復活 させ 実 を 結ば せる 。 

前 記 の 理由 か ら 、 伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 赴 で 、3 つ の 下 の 陰 が 3 つの 上 
の 陽 に 対応 し て いる 。 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 直 の 、3 つ の 陰 は pantacle を 形成 する 。 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 圭 の 、3 つ の 陰 は ソロ モン の 2 つの 三角 形 、 六 芋 
星 の 様 で ある 。 

伏 義 の 3 つ 1 組 の 八 直 の 、3 つ の 陰 は 燃え る 六 蘭 星 の 3 つ 1 組 の 解釈 
で ある 。 

考え は 本 物 の 人 性 の 範囲 で の み 神 性 で ある 。 

考え は 人 性 の 無 上 の 論理 を 要約 する 範囲 内 で の み 神 性 で ある と 吉 
える 。 


人 は 主 イ エス を 人 に 成っ た 神 と 呼ん で いる 。 
福音 書 で 主 イ エス は 自身 を 人 の 子 と 呼ん で いる 。 
桂 と は 人 の 吉 葉 で 普遍 の 論理 が 認め 明確 化し た 確信 の 表れ で あ 


る 。 

菅 示 と は 人 の 吉 葉 で 普遍 の 論理 が 認め 明確 化し た 確 儲 の 表れ で あ 
る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 人 に 成っ た 神 の 中 で は 神 性 は 人 性 で ある と 吉 え 


人 に 成っ た 神 の 中 で は 人 性 は 神 性 で ある と 吉 え る 。 

神 に 成っ た 人 の 中 で は 神 性 は 人 性 で ある と 吉 え る 。 

神 に 成っ た 人 の 中 で は 人 性 は 神 性 で ある と 吉 え る 。 
哲学 的 な 断 吉 で ある 。 

神学 的 な 断 吉 で は な いい!。 

教会 の 教え を 侵し て は いな い 。 

教会 は 魔術 を 迫害 する 。 

教会 は 魔術 を 常に 迫害 する 必要 が 有る 。 

パラ ケル スス と コル ネリ ウス アグ リッ パ は 祭壇 に 対抗 し て 祭壇 を 
建て な か っ た 。 

パラ ケル スス と コル ネリ ウス アグ リッ パ は 当時 の 支配 的 な 宗教 に 
従っ た 。 

知 の 物 は 知 の 選ば れ た 者 に 。 

信心 の 物 は 神 を 確信 し て いる 者 に 。 

(マタ イ に よる 福音 22 章 21 節 「 カエ サル の 物 は カエ サル に 、 神 の 
物 は 神 に 」) 

ユリ アヌ ス 帝 の 「 王 な る 大 陽 へ の 賛歌 」 の 3 つ 1 組 の 論理 は 光 に 照 
ら さ れ た 者 で ある ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 3 つ 1 組 の 論理 と ほとん ど 同 
じ で ある 。 

神 の 世界 の 太陽 は 神 の 光 、 聖 幸 の 光 、 創 造 さ れ た の で は な い 光 で 
ある 。 

哲学 の 世界 で 、 神 の 世界 の 大 陽 は 吉 葉 で 表 さ れる と 吉 え る 。 
哲学 の 世界 で 、 神 の 世界 の 大 陽 は 魂 と 真理 の 源泉 と 成る 。 

第 3 の 世界 の 大 陽 で 、 こ の 世界 の 大 陽 で 、 神 の 世界 の 大 陽 は 目 に 
見 える 光 と 結び つく 。 

第 3 の 世界 の 大 陽 で 、 こ の 世界 の 大 陽 で 、 神 の 世界 の 大 陽 は 目 に 
見 える 光 と 成る 。 

太陽 は 太陽 の 中 の 大 陽 で ある 。 

太陽 は 人 に と っ て 中 心 の 太陽 で ある 。 

太陽 は 恒星 の 中 の 恒星 で ある 。 

太陽 は 人 に と っ て 中 心 の 恒星 で ある 。 

恒星 は 不死 の 光 で ある 。 


カバ リス ト は 霊 を 、 神 の 仲介 する も の の 中 で は 、 本 質 の 光 の 感化 
の 下 で は 、 流体 の まま で ある 物質 に 例え て いる 。 

カバ リス ト は 霊 を 、 思 考 の 冷た い 領 域 の 大 気 に さ ら さ れ た 時 に 、 
目 に 見 える 形 の 冷た い 領 域 の 大 気 に さ ら さ れ た 時 に 、 ロ ウソ ク の 口 
ウ の 様 に 、 表 面 が 固体 化す る 物質 に 例え て いる 。 

硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 が 誤り の 原因 、 悪 の 原因 と 吉 え る 。 

悪 は 霊 の 動物 的 な 外皮 の 重 さ と 冷た さ に つなが る 。 

「 光輝 の 書 」 と 「 魂 の 変革 」 で 悪人 の 霊 は 外皮 と 呼ば れ て いる 。 

霊 の 世界 の 外皮 は 透明 で ある 。 

物質 世界 の 外皮 は 不透明 で ある 。 

肉体 は 一 時 的 な 外皮 に 過ぎ な い 。 

魂 は 肉体 か ら 自 由 に 成る 必要 が 有る 。 

し か し 、 了 肉体 に 従っ て 生き て いる も の は 霊 の 肉体 、 硬 直し た 肉 化 
し た 流体 の 外皮 を 作っ て し まっ うつ 。 

肉体 の 死後 、 硬 直し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 は 魂 の 定 獄 と 成る 。 

肉体 の 死後 、 硬 直し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 は 魂 の 苦痛 の 種 と 成る 。 

神 の 光 の あたたか さ の 中 で 霊 が 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 溶 か 
すま で 殊 の 息 禁 、 魂 の 苦痛 は 続く 。 

神 の 光 の 思い や り の 中 で 霊 が 硬 穫 し た 肉 化し た 霊 の 外皮 を 溶かす 
まで 魂 の 息 禁 、 魂 の 苦痛 は 続く 。 

霊 は 神 の 光 へ 向かう 。 

し か し 、 霊 の 粗悪 さと いう 重荷 が 圭 の 上 昇 を さま た げ る 。 

雲 の 粗 悪さ と いう 重荷 が 霊 の 向上 を さま た げ る 。 

実に 、 無 限 の 戦い の 後 で の み 霊 は 硬直 し た 肉 化し た 霊 の 外皮 を 溶 
か せる 。 

手 を さ し の べ て くれ る 正しい 者 の 仲介 に よっ て の み 霊 は 硬直 し た 
肉 化 し た 霊 の 外皮 を 溶 か せ る 。 

硬直 し た 肉 化し た 霊 の 外皮 を 溶かす 間 中 、 燃 える の 様 に 、 硬 下 
し た 肉 化 し た 寺 の 外皮 に と ら わ れ た 霊 の 内 面 的 な 活動 は 霊 を 苦し ま 
せる 。 

オ エ タ 山 で 自身 の 肉体 を 燃やし た ヘラ クレ ス の 様 に 、 つ ぐ な い の 
火葬 の まき に 到達 し た 者 は 自身 の 硬直 し た 肉 化 し た 寺 の 外皮 を 燃 や 
し て 苦痛 か ら 救 われ る 。 

し か し 、 大 軍 は 自身 の 硬 穫 し た 肉 化 し た 雲 の 外 皮 を 燃やす 試練 を 
前 に し て 恐怖 する 。 

大 衆 は 自身 の 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 燃やす 試練 を 肉体 の 死 
で ある 第 1 の 死 よ り 恐 ろ し い 第 2 の 死 の 様 に 思 つ 。 

(ヨハ ルネ の 黙示 録 2 章 11 節 「 第 2 の 死 」) 

大 衆 は 自身 の 硬直 し た 肉 化 し た 霊 の 外皮 を 燃やさ な いで 正 に 実に 
永遠 に 地獄 に 残る 。 


し か し 、 大 軍 の 魂 は 地獄 に 投げ 落と され る わけ で は な い 。 

地獄 が 大 至 の 魂 を 引き 留め る わけ で は な い 。 

3 つの 世界 は 光 の 32 の 経路 で 相互 に 対応 し て いる 。 

(32 の 経路 と は 1 か ら 10 ま で の 10 の 数 と 22 文 字 の へ ブラ イ 文 字 で 
ある 。) 

32 の 経路 は 神 の は し ご の 段階 で ある 。 

(創世 記 28 章 12 節 「 ヤ コブ は 夢 を みた 。1 つ の は し ご が 地 の 上 に 
立っ て いた 。 は し ご は 天 に 達し て いた 。 天使 が は し ご を 上 り 下 り し 
て いた 」) 

全て の 正しい 思考 は 天 で の 神 の 思い や り に 対応 し て いる 。 

全て の 正しい 思考 は 地上 で の 善行 に 対応 し て いる 。 

全て の 神 の 思い や り は 真理 と し て 表れ る 。 

全て の 神 の 思い や り は 1 つの 行動 また は 多数 の 行動 を も た ら す 。 

全て の 行動 は 天 で の 真実 か 虚偽 に 関係 する 。 

全て の 行動 は 神 の 思い や りか 神 罰 に 関係 する 。 

人 が テト ラ グラ マト ン を と な える 時 、 カ バリ スト の 話 で は 、9 つ 
の 天 が 震え る 。 

全て の 神 の 聖 報 は 「 天 の 王国 を 震わせ る 者 は 誰か ? 」 と 話し 合 


つ 。 
神 の 名 前 を 無駄 に と な える 軽率 な 者 の 因 W は 地 か ら 第 1 の 天 へ 伝 わ 


神 の 名 前 を 無駄 に と な える 者 を 義 難 する 吉 葉 は 世界 か ら 世界 へ 、 
星 か ら 星 へ 、 位 階 か ら 位階 へ 伝わる 。 

全て の 吉 葉 は 3 つの 意味 を 持つ 。 

全て の 行動 は 3 重 の 意味 を 持つ 。 

全て の 形 は 3 重 の 概念 を 持つ 。 

な ぜ な ら 、 絶 対 な も の は 形 に よっ て 世界 か ら 世 界 へ 対応 し て いる 
か ら で あ る 。 

人 の 意思 の 全て の 決意 は この 世界 を 変え 、 哲 学 の 世界 に 作用 し 、 
天 に 記さ れる 。 

知 と 一 致す る 創造 され た の で は な い 意 思 が も た ら す 運命 と 、 神 で 
ある 第 一 原因 に 対応 する 二 次 的 な 原因 の 必然 と 一 致す る 創造 され た 
意思 が も た ら す 運命 と いう つ 、2 つ の 運命 が 存在 する 。 

全て の も の が 人 生 に 関係 する 。 

特に 、 透 明 な も の で ある 想像 力 と 大 いな る 魔術 の 代行 者 の 結合 
で 、 最 も 単純 に 見 える 決意 が 数 え 切 れ な い 一 連 の 善行 か 悪事 を 頻繁 
に 決定 する 。 

他 の 場所 で 説明 する つも り で ある 。 

3 つ 1 組 は カバ ラ 全 体 の 基礎 の 原理 で ある 。 

3 つ 1 組 は 教父 の 神聖 な 口伝 で ある 。 


必然 的 に 、3 つ 1 組 は キリ スト 教 の 基礎 の 考え で ある 。 

3 つ 1 組 は 二 元 葵 に 見 える も の を 円 満 な 全能 な 統一 性 の 仲介 に よっ 
て 競 明 する 。 

キリ スト は 教え を 文書 に し な か っ た 。 

キリ スト は 教え を 愛 弟 子 、 カ バリ スト 、 使 徒 の 中 の 大 いな る カバ 
リス ト 、 使 徒 ヨ ハネ に だ け 、 ひ そ か に 黙示 し た 。 

ヨハ ルネ の 黙示 録 は グノー シス の 書 、 無 上 の キリ スト 教 の 秘密 の 考 
え の 書 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 貯 光 は 
永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 と いう 隠さ れ た 詩 は 
ヨハ ルネ の 環 示 録 の 考え の 鍵 を 表す 。 

「 王国 、 力 、 宋 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 
に 」 は ウル ガタ 聖書 の マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 に 
は 無い 。 

使徒 ヨ 人 ルネ の 口伝 を 保存 し て いる ギリ シャ 風 の 儀 式 で は 、 祭 司 だ 
けが マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 
は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 を と な える 事 が 許 
され て いる 。 

マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 貯 光 は 
永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 は 完全 に カバ ラ の 詩 
で ある 。 

いく つか の へ プラ イ 語 の 写本 の 、 マ タイ に よる 福音 6 章 13 節 の 
「 主 の 祈 け 」 に 「 王 国 、 力 、 宋 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で あ 
る 。 で ある 様 に 」 が 見 つか る 。 

マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 貯 光 は 
永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 で は 王冠 の 代わ り を 
神聖 な 吉 葉 、 王国 が し て いる 。 

王冠 の 代わ り を 王国 が し て いる の は 王冠 と 王国 の カバ ラ の 対応 で 
ある 。 

王冠 、 王 国 は 思い や り と 上 厳し さ の つり 合い で ある 。 

王冠 と 王国 は グノー シス 主義 者 が アイ オー ン と 呼ん で いる 世界 、 
天 で 重ね て 話さ れる 。 

マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 貯 光 は 
永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 と いう 隠さ れ た 詩 は 
キリ スト 教 と いう 神殿 全体 の 要 石 を も た ら す 。 

プロ テス タン ト は 、 高 尚 な 不思議 な 意味 を 復活 させ な いで 、 マ タ 
イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に 
あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 を 保存 し て いる 。 

マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 貯 光 は 
永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 は ヨハ ルネ の 黙示 録 の 


全て の 神秘 を 明らか に する 。 

し か し 、 ヨ ハネ の 黙 示 録 の 神秘 が 明らか に な る の は 終わ り の 時 ま 
で 持ち 越 さ れる と いう の が 教会 の 口伝 で ある 。 

思い や り と 厳し さ を 基 礎 と する 王国 は 、 ヤ キン と ボア ズ を 柱 と す 
る ソロ モン の 神殿 で ある 。 

アベ ル の あき ら め と カイ ン の 苦労 と 良心 の 思 責 を 基礎 と する アダ 
ム の 考え で ある 。 

必然 と 自由 を 基礎 と する 存在 の つり 合い で ある 。 

必然 と 自由 を 基礎 と する 神 の つり 合い で ある 。 

安定 と 運動 を 基礎 と する 存在 の つり 合い で ある 。 

安定 と 運動 を 基礎 と する 神 の つり 合い で ある 。 

アル キメ デス が むなしく 探求 し た 普 遍 の て この 実証 で ある 。 
学者 ウロ ンス キー は ゴ オ 能 を 不明 な 存在 に 用 いた 。 

学者 ウロ ンス キー は ゴ オ 能 を 不明 な 神 に 用 いた 。 

ウロ ンス キー は 理解 され る 事 を 求め な いま ま 死 ん だ 。 

ウロ ンス キー は 前 記 の 無 上 の つり 合い を 解決 し た 。 

ウロ ンス キー は 前 記 の 無 上 の つり 合い を カバ ラ で 見 つけ た 。 
ウロ ンス キー は より 明らか に 話し て 、 カ バラ が 源泉 で ある 事 を 知 
られ る の を 恐れ た 。 

ウロ ンス キー の 弟子 の 1 人 、 ウ ロン スキ ー の 岩 拝 者 の 1 人 は 、 多 分 
良い 信念 か ら 、 ウ ロン スキ ー が カバ リス ト で ある と 暗示 され て 、 非 
常に 怒っ た 。 

学 の 有る ウロ ンス キー の 栄光 の た め に 、 ウ ロン スキ ー の 研究 が 隠 
され た 学問 に つい て の 研究 を 明らか に 短縮 し た と 話せ る 。 

マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 国 、 力 、 貯 光 は 
永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 は 超越 的 な カバ ラ の 
無 上 の 鍵 で ある 。 

ウロ ンス キー は マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 「 王 
国 、 力 、 栄 光 は 永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 を 本 
の 中 で 全て の 学問 の 絶対 的 な 変革 に 巧み に 応用 し た 。 

福音 書 の 秘密 の 力 は 信仰 、 希 望 、 愛 と いう 3 つの 吉 葉 に 含ま れ て 
いる 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 13 節 「 信仰 、 希 望 、 愛 」) 

信仰 、 希 望 、 愛 と いつ 3 つの 吉 葉 は 3 つの 考え と 3 つの 位階 を 確証 
する 。 
三 段 論法 が 3 つの 吉 葉 を 基礎 と する 様 に 、 全 て の 知 は 3 つの 原理 を 
基礎 と する 。 

人 に は 3 つの 明確 な 本 来 的 な 自然 な 位階 が 存在 する 。 

(幼子 の 様 な 者 、 大 人 の 様 な 者 、 長 老 の 様 な 者 ) 

人 は 下 か ら 上 へ 前 進 す る 様 に 求め られ て いる 。 


へ プラ イ 人 は 霊 の 進歩 の 3 つの 段階 を アッ シャ ー、 イ エ ツ ィ 
ラー、 ベ リア ー と 呼ん で いる 。 

キリ スト 教徒 の カバ リス ト 、 グ ノー シス 主義 者 は 霊 の 進歩 の 3 つ 
の 段階 を ヒュ レー、 プ シュ ケ 、 グ ノー シス と 呼ん で いる 。 

キリ スト 教徒 の カバ リス ト 、 グ ノー シス 主義 者 は 霊 の 進歩 の 3 つ 
の 段階 を 質 料 、 魂 、 認 知 と 呼ん で いる 。 

へ ブラ イ 人 は 無 上 の 世界 を アテ ィ ル ト と 呼ん で いる 。 

ゲ グノー シス 主義 者 は 無 上 の 世界 を プレ ロマ と 呼ん で いる 。 

グノー シス 主義 者 は 無 上 の 世界 を 充満 と 呼ん で いる 。 

神 の 吉 葉 テト ラ グラ マト ン の 最初 の 3 文字 In〉、YHW は 神 の 男性 
と 女性 の 結合 を 表す 。 

テト ラ グラ マト ン の 最後 の 1 文字 ロ 、H、 ヘ ー は 女性 と 母性 を 表 


す 。 

エヴァ は 3 文字 で ある 。 

文字 イ ヨ ッ ド は 最初 の アダ ム を 簡潔 に 表す 。 

前 記 の 理由 か ら 、 イ ェ エホバ 、 ヤ 八 ウ ェ を イ ョ ッ ド エヴァ と 発音 す 
る べき で ある 。 

前 記 の 観点 か ら 、4 つ 1 組 が 統合 する 魔術 の 大 いな る 無 上 の 神秘 に 
至る 。 
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自然 に は つり 合い を も た ら す 2 つの 力 が 存在 する 。 

2 つの 力 と つり 合い は 唯一 の 法 を 構成 する 。 

前 記 の 様 に 、3 つ 1 組 は 統一 性 を 復活 する 。 

3 つ 1 組 の 概念 に 統一 性 の 概念 を 足す と 4 つ 1 組 に 至る 。 

4 は 最初 の 平方 数 で あり 完全 な 数 で ある 。 

4 は 全て の 数 学 的 な 組み 合わ せ の 源泉 で ある 。 

4 は 全て の 形 の 原理 で ある 。 

育 定 、 否 定 、 考 察 、 和 解決 は 人 の 精神 の 4 つの 哲学 的 な 作業 で あ 


考察 は 相互 の 必要 性 に よっ て 育 定 と 否定 を 両立 させ る 。 

に 哲学 的 な 4 つ 1 組 の 考え は 、 両 極性 の 対立 の 考え か ら 出 

る 、 哲 学 的 な 3 つ 1 組 の 考え を まとめ る 。 

4 つ 1 組 は 全て の 真理 の 正方 形 の 堅固 な 基礎 で ある 。 

神 の 教え で は 、 神 に は 3 つの 人 格 が 存在 する 。 

神 の 3 つの 人 格 は 唯一 の 神 の 構成 要素 で ある 。 

神 は 三位一体 で ある 。 

(マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 、 息 子 で ある イエ ス 、 神 
の 難 霊 ) 

3 と 1 は 4 の 概念 を も た ら す 。 

三 位 一 体 は 4 の 概念 を も た ら す 。 

な ぜ な ら 、3 を 説明 する の に 統一 性 が 必要 で ある 。 

3 つ 1 組 を 説明 する の に 統一 性 が 必要 で ある 。 

三位一体 を 説明 する の に 統一 性 が 必要 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 ほ と ん ど 全 て の 吉 語 で 、 神 の 名 前 は 4 文字 で あ 
る 。 

へ ブラ イ 語 で nm、YHWH、 ヤ 八 ウ ェ と いう 神 の 名 前 の 4 文字 は 
実は jmy>、YHW と いう 3 文字 で ある 。 

nm や 、YHWH、 ヤ 八 ウ ェ で は i ロ 、H、 ヘ ー が 2 回 くり 返さ れ て い 


る 。 
神 の 吉 葉 と 神 の 吉 葉 で の 創造 を 表す た め に 、n ロ ny、YHWH、 ヤ 八 
ウェ で は ロロ 、H、 ヘ ー が 2 回 くり 返さ れ て いる 。 


2 つの 育 定 に は 対応 する 2 つの 否定 が 可能 また は 必要 で ある 。 

神 は 育 定 さ れ て いる 。 

存在 は 育 定 され て いる 。 

虚無 は 否定 され て いる 。 

神 の 吉 葉 の 育 定 は 神 の 吉 葉 の 実現 、 人 に 成っ た 神 の 此 定 で ある 。 

正反対 の 否定 が 前 記 の 育 定 に 対応 し て いる 。 

前 記 の 理由 か ら 、 カ バリ スト の 考え で は 、 悪 魔 の 名 前 は 神 の 名 前 
を 逆 に し た も の で ある 。 

カバ リス ト の 考え で は 悪 の 名 前 は 善 の 名 前 を 逆 に し た も の で あ 
る 。 

悪 は 影 の 中 に お ける 光 の 最後 の 反映 で ある 。 

悪 は 影 の 中 に お ける 光 の 不 完全 な 幻 で ある 。 

善 の 中 に 存在 する も の で あれ 、 悪 の 中 に 存在 する も の で あれ 、 光 
の 中 に 存在 する も の で あれ 、 闇 の 中 に 存在 する も の で あれ 、 全 て の 
存在 する も の は 4 つ 1 組 で 存在 し 表れ る 。 

単 一 自体 の 中 で 循環 論法 で 堂々 巡り し な い 限 り 、 統 一 性 の 育 定 は 
数 4 を 前 提 と する 。 

すでに 話し た 様 に 、4 つ 1 組 は 2 つ 1 組 が 説明 する 3 つ 1 組 を 解決 す 


4 は 偶数 の 単 一 の 平方 数 で ある 。 

4 は 立方 体 の 正方 形 の 基礎 で ある 。 

4 は 解釈 の 統一 性 で ある 。 

4 は 堅固 の 統一 性 で ある 。 

4 は も の さ し の 統一 性 で ある 。 

カバ ラ の テト ラ グラ マト ン 、 イ ョ ッ ド エヴァ は 人 性 の 中 の 神 を 
表す 。 

カバ ラ の テト ラ グラ マト ン 、 イ ョ ッ ド エヴァ は 思い や けり の 中 の 
神 を 表す 。 

カバ ラ の テト ラ グラ マト ン 、 イ ョ ッ ド エヴァ は 神 の 中 の 人 性 を 
表す 。 

カバ ラ の テト ラ グラ マト ン 、 イ ョ ッ ド エヴァ は 神 の 中 の 思い や 
!) を 表す 。 

人 に は 、 東 と 西 は 光 の 育 定 と 否定 で ある 。 

人 に は 、 南 と 北 は 熱 の 育 定 と 否定 で ある 。 

人 に は 、 東 西南 北 と いう 4 つの 天文 学 の 方 位 基 点 が 存在 する 。 

すでに 話し た 様 に 、 カバ ラ の 唯一 の 考え で は 、 目 に 見 える 自然 の 
も の は 目 に 見 えな い 自 然 の 領域 の も の を 表す 。 

二 次 的 な 原因 は 第 一 原因 の 表れ と 厳密 に つり 合っ て いる 。 
二 次 的 な 原因 は 第 一 原因 の 表れ か ら 類 推 可 能 で ある 。 
二 次 的 な 原因 は 神 の 表れ と 上 厳密 に つり 合っ て いる 。 


二 次 的 な 原因 は 神 の 表れ か ら 類 推 可能 で ある 。 

その た め 、 第 一 原因 は 2 つの も の か ら 成 る 統一 性 を 十字 で 不変 に 
表す 。 

神 は 2 つの も の か ら 成 る 統一 性 を 十字 で 不変 に 表す 。 
十字 は イン ド と エジプト の 神秘 の 鍵 で ある 。 

十字 は 祖 の タウ で ある 。 

( 

神 は 第 0 祖 で ある 。 

アダ ム は 人 の 初 祖 で ある 。 

アダ ム は 人 の 第 1 祖 で ある 。 

エノク は 第 7 祖 で ある 。 

アダ ム か ら ノ ア ま で は 人 の 祖 で ある 。 

アプ ブラ ハム 、 イ サク 、 ヤ コブ プ は へ プラ イ 人 の 祖 で ある 。 


) 

十字 は オシ リス の 神 の 象徴 で ある 。 

十字 は グノー シス 主義 者 の 十字 で ある 。 

十字 は 神殿 の 要 石 で ある 。 

十字 は 隠さ れ た メー ソン の 象徴 で ある 。 

十字 は 2 つの 無限 の 三角 形 が 盲 角 に 交差 する 中 心 で ある 。 

十字 を 意味 する cross は フラ ンス 語 で 「 信じ る 」 と いう 動詞 と 「 成 
長 す る 」 と いう 動詞 の 語源 の 様 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 十 字 は 自然 科学 、 神 の 教え 、 進 歩 の 概念 と 結び 
つく 。 
大 いな る 魔術 の 代行 者 は 熱 、 光 、 電 気 、 磁 気 と いう 4 つの 現象 で 
表れ る 。 

大 軍 の 自然 科学 は 熱 、 光 、 電 気 、 磯 気 と いう 名 前 で 大 いな る 魔術 
の 代行 者 を 実験 し て きた 。 

大 いな る 魔術 の 代行 者 は テト ラ グラ マト ン 、INRI、Azoth、 エ ー 
テル 、 オ ド 、 磁 気 の 流体 、 地 の 魂 、 ル シフ ェ ル な ど と 呼ば れ て き 
だ 

( ル シ フ ェ ル は ラテ ン 語 で 光 を も た ら す も の を 意味 する 。) 

大 いな る 魔術 の 代行 者 は 命 の 原理 の 第 4 の 流出 し た も の で ある 。 

太陽 が 命 の 原理 の 第 3 の 形 で ある 。 

アレ クサ ンド リア 学派 の 秘伝 伝授 者 と ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス 
の 考え を 参照 し て くだ さい )。 

古代 人 は 大 いな る 魔術 の 代行 者 を 世界 の 目 と 呼ん で いる 。 

大 いな る 魔術 の 代行 者 は 神 の 反映 の 妃 で ある 。 

地 の 魂 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 は 大 陽 の 永遠 の 内 光 で ある 。 

地 は 太陽 の 永遠 の 剛 光 を 受胎 し 守る 。 

月 は 夜間 に 太陽 の 像 を 反映 し て 地 の 受 胎 に 協力 する 。 


エメ ラル ド 板 で ヘル メス は 大 いな る 魔術 の 代行 者 に つい て 「 大 陽 
は 父 で ある 。 月 は 母 で ある 」 と 話し て いる の は 正しい 。 

エメ ラル ド 板 で 更に ヘル メス は 大 いな る 魔術 の 代行 者 に つい て 

「 風 は 腹 に 抱く 」 と 話し て いる 。 

な ぜ な ら 、 大 気 は 受容 する も の で ある 。 

喜 わ ば 、 大 気 は 太陽 の 光線 の る つぼ で ある 。 

太陽 の 光線 に よっ て 太陽 の 生き て いる 映像 を 形成 する 。 

太陽 の 光線 は 地 全 て に 浸透 する 。 

太陽 の 光線 は 太陽 と いう 実 を 結ば せる 。 

太陽 の 流出 し た も の と 太陽 の 永遠 の 流れ に よっ て 、 太 陽 の 光線 は 
太陽 の 表面 が も た らし た 全て の も の を 決定 する 。 

太陽 自体 の 全て の も の は 太陽 の 表面 が も た らし た も の か ら 類 推 可 
能 で ある 。 

太陽 の 光線 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 は 、 引 き 寄 せる 力 と 、 放 射す 
る 力 と いう 、2 つ の 正反対 の 力 に 存在 する 。 

エメ ラル ド 板 で ヘル メス は 大 陽 の 光線 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 は 
永遠 に 昇り 降り する と 話し て いる 。 

引き 寄せ る 力 は も の の 中 心 に 常に 存在 する 。 

放射 する 力 は も の の 境界 線 、 ま た は 、 も の の 表面 に 常に 存在 す 


る 。 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 の 2 重 の 力 が 全て の も の を 創造 し て い 
る 。 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 の 2 重 の 力 が 全て の も の を 保存 し て い 


引き 寄せ る 力 は 巻き 取る 動き で ある 。 

放射 する 力 は 解け る 動き で ある 。 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 は 、 連 続 的 な 動き で ある 、 と 吉 つ より 
は むし ろ 、 同 時 の 永遠 の 動き で ある 。 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 は 交わ ら な い 正 反対 の 螺旋 の 動き で あ 
る 。 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 は 、 太 陽 余 の 惑星 を 引き 寄せ る と 同時 
に し り ぞ ける 太陽 の 力 と 同じ 動き で ある 。 

引き 寄せ る 力 と 放射 する 力 は 地上 の 太陽 の 動き で ある 。 

力 の 流れ を 応用 で きる 様 に 、 力 を 傾け られ る 様 に 、 力 を 知る 事 
は 、 大 いな る 務め を 果たす 事 で あり 、 地 の 王者 と 成る 事 で ある 。 

力 で 武装 すれ ば 、 自 身 を 神 と し て 敬礼 させ られ る 。 

大 雷 は あな た が 神 で ある と 信じ る で あろ う 。 

ある 人 達 は 力 を 傾け る 神 の 秘密 を 保有 し て いた 。 

力 を 傾け る 神 の 秘密 は 今 も 見 つけ られ る 。 

力 を 傾け る 方 法 は 大 いな る 魔術 の 秘密 で ある 。 


力 を 傾け る 方 法 は 、 大 環 に は 話す 事 が で き な い 原理 と 、 無 上 の へ 
ル メ ス の 錬金術 師 の 大 いな る 唯一 の 錬 金 迷 に か か っ て いる 。 

後記 の 絵 の 、 ア レン ジ し た テト ラ グラ マト ン の 4 文字 に 、 大 箇 に 
は 話す 事 が で き な い 原理 が カバ ラ 的 に 込め られ て いる 。 


前 記 の 絵 に は 、 AZOTH と INRI と し ! う 文字 が カバ ラ 的 に 書か れ て い 
る 。 

前 記 の 絵 に は 、 ラバ ルム の 様 に 、 ギリ シャ 語 の キリ スト の 最初 の 
2 文字 XP の 組み 合わ せ 文 字 が 書か れ て いる 。 

ギヨーム ポス テル は ラバ ルム の ギリ シャ 語 の キリ スト の 最初 の 2 
文字 XP の 組み 合わ せ 文 字 を ROTA と いう 吉 葉 で 解釈 し た 。 

前 記 か ら 、 達 道 者 は Taro ま た は Tarot を 形成 し た 。 

taro の 最初 の 文字 tf を くり 返す 事 に よっ て 、tarot は 輪 と 逆 に 読め 
事 を 暗示 し て いる 。 

力 を 傾け る 秘密 の 知 は 全て の 魔術 の 知 を 含ん で いる 。 

力 を 傾け る 方 法 を 知り 大 胆 に 応用 する 事 が 人 の 全能 性 で ある 。 

力 を 傾け る 方 法 を 大 則 に 口外 する 事 は 力 を 傾け る 方 法 を 失う つ 事 で 


ある 。 
力 を 傾け る 方 法 を 弟子 に 口外 する 事 は 弟子 に 身 を 委ね る 事 で あ 


る 。 

力 を 傾け る 方 法 を 弟子 に 口外 する 事 は 弟子 に 師 で ある 自身 の 生 導 
旨 奪 の 権利 を 保有 させ る 事 で ある 。 

魔術 的 な 観点 か ら 話 し て いる 。 

力 を 傾け る 方 法 を 弟子 に 口外 する 事 は 師 で ある 自身 の 死 を 恐れ て 
弟子 を 級 す 事 に 成る で あろ うつ 。 

し か し 、 前 記 は 犯罪 の 法 の 級 人 の 行為 で は な い 。 

法 の 基礎 で あり 出発 点 で ある 実際 の 哲学 は 呪い の 事実 、 隠 され た 
感化 力 の 事実 を 認め な い 。 

前 記 は 驚く べき 啓示 で ある 。 

疑い 深い 狂信 の 不信 と 笑い も の に され る 事 を 覚悟 し て いる 。 

前 記 の 狂信 は ヴォ ル テ ー ル 舘 者 の 宗教 に も 存在 する 。 

今 も 陰気 に パン テオ ン の 地下 納骨 所 の 中 に 潜ん で いる に 違い な い 
偉人 の 霊 に は 失礼 な が ら 、 パン テオ ン で カト リッ ク は 常に 力 の こ 


も っ た 実践 と 威光 で 加 油 を 歌 つ 。 

吉 葉 が 表す 概念 に 相当 する 、 完 全 な 吉 葉 は 、 常 に 実際 に 4 つ 1 組 を 
含ん で いる か 4 つ 1 組 を 前 提 と する 。 

概念 は 、3 つ の 必然 の 相互 に 関係 する 形 を 帯び る 。 

吉 葉 で 表 さ れ た も の の 想像 は 、 修 飾 す る 痢 断 の 3 つの 吉 葉 を 帯び 


る 。 

「 存在 は 存在 する 」 と 話す 時 に 、 暗 黙 的 に 「 虚 無 は 存在 し な い 」 
と 断 吉 し て いる 。 

高 さ 、 高 さ が 垂直 方 向 に 分 けた 左右 、 左 右 と の 交差 が 高 さ か ら 分 
けた 深 さ 。 

高 さ 、 深 さ 、 左 、 右 は 、 相 互 に 垂直 に 交わ っ て いる 2 つの 線 か ら 
成る 、 自 然 の 4 つ 1 組 で ある 。 

自然 に は 2 つの 力 が も た ら す 4 つの 動き が 存在 する 。 

正反対 の 方 向 へ の 傾向 に よっ て 、2 つ の 力 は 相互 に 支え 合う 。 
体 を 統治 する 法 か ら 精 神 を 統治 する 法 は 類推 可能 で ある 。 

精神 を 統治 する 法 は 神 の 秘密 の 表れ で ある 。 

精神 を 統治 する 法 は 創造 の 神秘 の 表れ で ある と 吉 え る 。 

一 方 が 伸び る と 他方 が 縮む 様 に 、 正 反対 の 方 向 に 動く 様 に 成っ て 
いる 、2 つ の ば ね を 持つ 時 計 を 想像 し て くだ さい !。 

一 方 が 伸び る と 他方 が 和 む 2 つの ば ね を 持つ 時 計 は 自身 で 自身 を 


巻く で あろ う 。 
一 方 が 伸び る と 他方 が 縮む 理想 的 な 2 つの ば ね を 持つ 仕組 み が 永 
久 機関 で ある 。 


永久 機関 は 両極 性 で ある べき で ある 。 

永久 機関 は 非 常に 正確 で ある べき で ある 。 

永久 機関 に は 到達 で き な い で あろ うか? いい え 。 

永久 機関 を 見 つけ た 者 は 類推 可能 性 に よっ て 自然 の 全て の 秘密 を 
理解 する で あろ つう 。 

進歩 は 抵抗 に 正 比 例 する 。 

前 記 の 様 に 、 命 の 絶対 の 動き は 、 相 反 しない 、2 つ の 正反対 の 傾 
向 の 永久 の 結果 で ある 。 

一 方 が 他方 に 屈し て いる 様 に 見 える 時 に 、 一 方 の ば ね は 縮ん で い 
る 。 
反作用 を 予想 で きる 。 
反作用 の 時 と 特徴 を 完全 に 予見 で きる 。 
反作用 の 時 と 特徴 を 完全 に 測定 で きる 。 

前 記 の 理由 か ら 、 キ リス ト 教 封 が 最も 極まっ た 時 に 、 反 キリ スト 
の 統治 が 予 音 され 知ら れ て いた 。 

反 キ リス ト は 人 に 成っ た 神 イ エス の 再臨 と 最終 的 な 勝利 を 用 意 し 

決定 する 。 


イエ ス の 再臨 は 福音 書 の 前 提 に 含ま れ た 生き 生き と し た カバ ラ の 
結論 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 キ リス ト 教 の 予 誠 は 4 つ 1 組 の 刻 示 か ら 成 る 。 
1。 古 代 の 世界 の 堕落 。 イ エス の 降臨 の 下 で の 福音 の 勝利 。 

2。 大 いな る 背 教 。 反 キリ スト の 到来 。 

3。 反 キリ スト の 没落 。 キ リス ト 教 の 考え へ の 回 帰 。 

4。 福音 の 最終 的 な 勝利 。 再臨 。 最 後 の 審 刻 と いう 名 前 で 呼ば れ 
て いる も の 。 

前 記 の 4 つ 1 組 の 予 吉 は 2 つの 育 定 と 2 つの 否定 を 含ん で いる 。 
前 記 の 4 つ 1 組 の 予 訓 は 2 つの 没落 と 2 つの 復活 の 概念 を 含ん で い 


前 記 の 4 つ 1 組 の 啓示 は 2 つの 世界 的 な 死 と 2 つの 復活 の 概念 が 含ま 
れ て いる 。 

な ぜ な ら 、 斉 り の 恐れ 無し に 、 社 会 の 水平 線上 に 表れ る 、 全 て の 
概念 は 東 と 西 、 天 頂 と 天 底 に 帰し て も 良い 。 

前 記 の 様 に 、 哲 学 的 な 十字 は 予 埋 の 鍵 で ある 。 

エ ゼ キ エ ル の pantacle で 知 の 全て の 門 を 開く 事 が で きる 。 

2 つの 十字 で 知 の 全て の 門 を 開く 事 が で きる 。 

エ ゼ キ エ ル の pantacle、2 つ の 十字 の 間 に 星 が 形 成 さ れ て いる 。 


十 十 


人 の 命 は 肉体 の 誕生 、 肉体 の 生 、 肉 体 の 死 、 魂 の 不死 と いつ 連続 
の 変化 の 4 つの 段階 で 表れ る の で は な いか ? は U! 

前 記 で 、 魂 の 不死 が 4 つ 1 組 の 補完 に 必要 で ある 。 

類推 可能 性 が 魂 の 不死 を カバ ラ 的 に 証明 する 。 

類推 可能 性 は 本 物 の 普遍 の 款 教 の 唯一 の 考え で ある 。 

類推 可能 性 は 本 物 の 普遍 の 神 の 教え の 唯一 の 考え で ある 。 

類推 可能 性 は 知 の 鍵 で ある 様 に 。 

類推 可能 性 は 自然 の 普遍 の 法 で ある 様 に 。 

事実 、 肉 体 の 誕生 が 本 当 の 始ま り で は な い 様 に 、 肉 体 の 死 は 絶対 
的 な 終わ り で は な い 。 

肉体 の 誕生 は 人 と いう 存在 の 肉体 より 先 に 魂 が 存在 する 事 を 証明 
する 。 

な ぜ な ら 、 虚 無 か ら も た ら さ れる も の は 何 も 無い 。 

肉体 の 死 は 魂 の 不死 を 証明 する 。 

な ぜ な ら 、 無 が 無 で ある 事 を や め ら れ な い 様 に 、 存 在 は 存在 する 
事 を や め ら れ な い 。 

存在 と 虚無 は 2 つの 絶対 に 両立 し な いい 概念 で ある 。 


存在 と 虚無 の 違い は 、 無 の 概念 は 完全 に 否定 で ある 。 

存在 の 概念 か ら 虚 無 の 概念 は も た ら さ れる 。 

前 記 の 理由 か ら 、 虚 無 を 絶対 の 否定 と し て 理解 で き な い 。 

存在 の 概念 は 虚無 の 概念 と 関係 が 無い 。 

虚無 の 概念 か ら 存 在 の 概念 は も た ら さ れ な いしい)。 

虚無 か ら 世 界 が 創造 され た と 話す 事 は 大 それ た 疾 論 理 的 な も の に 
進む 事 で ある 。 

全て の も の は すでに 存在 する も の か ら 創 造 さ れ た 。 

結果 と し て 、 虚 無 は 存在 し な い 。 

動き の 二 者 択 一 が 形 の 遷移 を も た ら す 。 

形 の 乱 移 は 形 の 連続 を 破壊 する 事 無し に 2 つの も の が 相互 に 交代 
する 命 の 現象 で ある 。 

全て の も の は 変化 する 。 

消滅 する も の は 何 も 無 い 。 

太陽 が 地平 線上 か ら 見 えな く 成 る 時 に 太陽 は 死ぬ わけ で は な い |。 

最も 流動 的 な 形 で すら 不滅 で ある 。 

存在 理由 の 永遠 性 で 常に 存在 し 続け る 。 

存在 理由 は 光 と 第 一 質 料 の 分 子 の 集合 力 の 結合 で ある 。 

前 記 の 様 に 、 星 の 流体 の 中 に 形 は 保存 され て いる 。 

賢者 の 意思 に よっ て 星 の 流 体 の 中 の 形 を 呼び 出し 再生 で きる 。 

降雪 術 や 他 の 魔術 の 業 に お ける 予見 と 記憶 の 呼び 出し に つい て 話 
す 時 に 話す つも り で ある 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 4 章 で 大 いな る 魔術 の 代行 者 に つい て 話す 
つも り で ある 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 4 章 で 大 いな る 秘密 の 特性 の 微 を 完成 させ 
る つも り で ある 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 4 章 で 前 記 の 巡 ろ し い 力 を 復活 させ る 方 法 
を 完成 させ る つも り で ある 。 

ここ で いく つか の 詩 葉 を 足 そ う 。 

魔術 の 四 大 元素 に つい て 。 

四 大 元素 の 圭 に つい て 。 

錬金術 の 魔術 の 四 大 元素 は 塩 、 硫 黄 、 水 銀 、Azoth で ある 。 

カバ ラ の 魔術 の 四 大 元素 は マク ロ プロ ソ プ ス 、 ミ クロ プロ ソ プ 
ス 、2 人 の 母 で ある 。 

カバ ラ の 魔術 の 四 大 元素 は 大 き な 顔 、 小 さ な 顔 、2 人 の 母 で あ 

( 

カバ ラ の 魔術 の 四 大 元素 は 神 の 巨人 と し て の 顔 、 神 の 人 と し て の 
顔 、2 人 の 母 で ある 。 

カバ ラ の 魔術 の 四 大 元素 は 神 の 神 性 、 神 の 人 性 、2 人 の 母 で あ 


る 。 

) 

タロ ッ ト の 魔術 の 四 大 元素 は 人 、 ワ シ 、 ラ イオ ン 、 牛 で ある 。 

古代 の 自然 科学 の 魔術 の 四 大 元素 は 地 水 火 風 で ある 。 

魔術 の 四 大 元素 の 俗 秋 は 地 水 火 風 で ある 。 

し か し 、 魔術 の 自然 科学 で は 、 土 は 単なる 土 で は な い 。 

水 は 普 通 の 水 で は な し い !。 

火 は 単なる 火 で は な い 。 

風 は 単なる 風 で は な い 。 

地 水 炎 風 と いう 表現 は より 深い 意味 を 隠し て いる 。 

現代 の 自然 科学 は 四 大 元素 を 古代 人 の 単体 の 記 り と 詳 解 し て い 
る 。 

地 水 火 風 は 簡潔 で ある 。 

し か し 、 地 水 火 風 は 基本 の 物質 で ある と 多分 吉 え る 。 

唯一 の 物質 的 な 元素 が 存在 する 。 

唯一 の 物質 的 な 元素 は 常に 4 つ 1 組 の 形 で 表れ る 。 

古代 人 が 認知 し た 元素 の 表れ の 賢明 な 区 別 を 守る つも り で ある 。 

地 水 火 風 は 魔術 の 実際 の 目 に 見 える 四 大 元素 で ある と 認知 する つ 
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薄い も の と 濃い も の 。 

束 く 溶 か す も の と 遅く 溶かす も の 。 

熱 する 道具 と 冷 ま す 道 具 。 

四 大 元素 は 隠さ れ た 自然 科学 の 4 つ 1 組 の 2 つの 育 定 の 原理 と 2 つの 
否定 の 原理 で ある 。 

四 大 元素 は 後記 の 図 の 様 に まとめ る べき で ある 。 


確 間 ag Mewsy 水銀 


ライ オン 計 
火 


前 記 の 図 の 様 に 、 風 と 土 は 男性 の 原理 を 表す 。 

火 と 水 は 女性 の 原理 に 帰す 事 が で きる 。 

な ぜ な ら 、 す で に 断 吉 し た 様 に 、pantacle の 哲学 の 十字 は イン ド 
の 裸 行 者 の 男性 器 と 女性 器 の 基本 の 元素 の 象徴 で ある 。 

四 大 元素 の 十字 の 形 は 霊 、 物 質 、 運 動 、 静 止 と いう 4 つの 哲学 の 
概念 に 対応 する 。 

実に 、 全 て の 学問 は 霊 、 物 質 、 運 動 、 静 止 と いう 4 つの も の の 理 


和解 か ら 成 る 。 

錬金術 は 鼓 、 物 質 、 運 動 、 静 止 と いう 4 つの も の を 絶対 な も の 、 
気化 し 難い も の 、 気 化し 易い も の と いう 3 つの も の に まとめ た 。 
カバ ラ で は 絶対 な も の 、 気 化し 難い も の 、 気 化し 易い も の は 神 の 
生生 

神 は 絶対 の 論 必然 、 自 由 で ある 。 

「 形成 の 書 た パウラ 告 の 隠さ れ た 学問 の 書物 は 神 の 基 
本 の 概念 を 3 つ 1 組 の 概念 で 表し て いる 。 

神 の 世界 。 王 冠 、 知 慮 、 自 発 的 な 知力 。 

倫理 道徳 の 世界 。 (哲学 の 世界 。 ) 思 いや り 、 厳し さ 、 美 。 

自然 科学 の 世界 。 勝 利 、 永 遠 性 、 基 礎 。 

目 然 科 学 の 世界 で ある 、 勝利 、 永 遠 性 基礎 は 、 倫理 道徳 の 世界 
(、 き 折 学 の 世界 ) と 共に 、 王 国 の 概念 に 含ま れ て いる 。 

10 章 で 高尚 で 合理 的 な 神 統 系 譜 学 に つい て 説明 する つも り で あ 
と 。 全 

創造 され た 霊 は 試練 か ら 解 放さ れる 様 に 求め られ て いる 。 
創造 され た 霊 は 創造 され た 時 か ら 4 つ の 力 の 間 に 置 か れ て いる 。 
4 つの 力 は 2 つの 育 定 と 2 つの 否定 で ある 。 
創造 され た 霊 に は 善 を 育 定 す る か が 善 を 否定 する 力 が 存在 する 。 
創造 され た 霊 に は 命 を 選ぶ か 死 を 選ぶ 力 が 存在 する 。 

に oo 才 0 
衣 造 され た 朝 四 の 最初 の 吉 服 は 自身 の 自由 の 克服 で ある 必要 が 有 
る 。 

創造 され た 霊 は 、 あ る 者 は 北 に 、 あ る 者 は 南 に 引き 寄せ られ る 。 
創造 され た 霊 は 、 あ る 者 は 右 に 、 あ る 者 は を に 引き 寄せ られ る 。 
創造 され た 霊 は 自由 に 成ら な い 限 り 、 理 性 を 応用 する 事 が で き な 
いし 、 動 物 の 形 以 外 の 体 を 得 ら れ な い 。 

カバ リス ト は 自由 で は な い 霊 、 四 大 元素 の 奴隷 で ある 霊 を 四 大 元 
素 の 霊 と 呼ん で いる 。 

四 大 元素 の 霊 は 奴隷 の 状態 朋 に 対応 し て いる 元素 に 住ん な で い る 。 
シル フ 、 ウ ン デ ィ ー ネ 、 ノ ー ム 、 サ ラマ ンダ ー は 実際 に 存在 す 
る 。 

四 大 元素 の 霊 は 、 あ る 者 は 肉体 を 求め て さま よい 、 あ る 者 は 肉体 
を 得 て 地 上 に 生き て いる 。 

肉体 を 得 た 四 大 元素 の 圭 が 欠点 の 有る 不 完全 な 人 で ある 。 

黒 魔術 と 悪魔 の 15 章 で 前 記 の テー マ を 話す つも り で ある 。 

古代 人 が 世界 に は 黄金 時 代 、 銀 の 時 代 、 青 銅 の 時 代 、 鉄 の 時 代 と 
いう 4 つの 時 代 が 存在 する と 認め た の は 隠さ れ た 日 伝 で ある 。 

季節 の 様 に 黄金 時 代 、 銀 の 時 代 、 青 銅 の 時 代 、 鉄 の 時 代 と いう 4 


つの 時 代 が くり 返さ れる 事 は 大 押 だけ に は 知ら れ て いな い 。 
前 記 の 様 に 、 黄 金 時 代 は 過ぎ た が 、 黄 金 時 代 は いつ か 来る 。 
し か し 、 黄 金 時 代 が 再び 来る 事 は 予 吉 の 精神 に 属す る 。 
秘伝 伝授 者 と 予見 者 の 9 章 で 話す つも り で ある 。 
統一 の 概念 を 4 つ 1 組 に 足す と 、 同時 に 別々 に 、 数 5 の 神 の 統合 と 
分 析 の 概念 が 得 ら れる 。 
数 5 の 秒 伝 伝授 者 の 神 の 概念 が 得 られ る 。 
数 5 の 大 衆 の 神 の 概念 が 得 ら れる 。 
数 5 で 神 の 教え は より 大 斎 的 に 成る 。 
数 5 で 抽象 的 な 概念 の 領域 を 通過 する 。 
大 いな る 秘 儀 祭司 が 仲介 に 現れ る 。 


4 章 ま で で 、 魔 術 の 考え の より 無味 乾燥 な 深い 面 を 明らか に し 
た 


5 章 か ら 、 魔 術 を 始め る 。 

5 章 か ら 、 不 思 議 を 表す 事 が で きる 。 

最も 秘密 な も の を 明らか に で きる 。 

五 蘭 星 は 四 大 元素 を 統治 する 精神 を 表す 。 

地 水 火 風 の 四 大 元素 の 霊 を 五 蘭 星 で 鎖 に つなげ られ る 。 


五 蘭 星 を 身 に つけ 、 五 蘭 星 を 適切 に 応用 すれ ば 、 魂 の 目 の 様 な 能 
力 、 想 像 力 の 仲介 で 神 を 見 る 事 が で きる 。 

天使 の 軍団 が あな た に 仕え る で あろ っ う 。 

( 神 の 聖霊 の 軍団 が あな た に 仕え る で あろ う 。) 

悪人 の 霊 の 軍団 が あな た に 仕え る で あろ うつ う 。 

第 一 に 、 確 実 な 原理 を 確立 し よう 。 

見 る 事 が で き な い 世界 は 存在 し な い 。 

し か し 、 器 官 に は 多数 の 完成 の 段階 が 存在 する 。 

肉体 は 魂 の 粗い 壊れ 易い 外皮 で ある と 吉 え る 。 

肉体 の 器官 の 仲介 無し に 、 魂 の 感覚 力 に よっ て 、 透 明 な も の で あ 
る 想像 力 に よっ て 、 魂 は 世界 に 存在 する 精神 的 な も の と 肉体 的 な も 
の を 知覚 で きる 。 

精神 的 な も の と 肉体 的 な も の と いう 言葉 は 単に 実質 的 に 薄 さ また 
は 濃 さ の 段階 を 表す 。 

人 の 中 の 想像 力 と 呼ば れ て いる も の は 、 大 いな る 磁気 の 代行 者 で 
ある 生き て いる 光 の 中 に 含ま れ て いる 映像 と 反映 を 同化 する 魂 の 本 
質 的 な 能力 に 過ぎ な い 。 

知 が 本 体 ま た は 光 を 記 示 する た め に 仲介 する 時 に 、 映 像 と 反映 は 
管 示 と 成る 。 

前 記 だ けが 天 オ が 夢想 家 や 愚 者 と 異な る 。 

天 オ の 創造 物 か ら は 真理 が 類推 可能 で ある 。 

夢想 家 や 愚者 の 創造 物 は 破損 し た 反映 や 偽り の 映像 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 賢 者 に は 、 想 像 する 事 は 見 る 事 で ある 。 

魔術 師 に は 、 話 す 事 は 創造 する 事 で ある 様 に 。 

従っ て 、 想 像 力 に よっ て 、 事 実 、 雲 を 見 る 事 が で きる 。 

し か し 、 達 道 者 の 想像 力 は 透明 で ある 。 

大 衆 の 想像 力 は 不透明 で ある 。 

普通 の 光 が 透 明 な 窓 を 通過 する 様 に 、 真 理 の 光 は 達 道 者 の 想像 力 
を 通過 する 。 

普通 の 光 が か す と 異物 に 満ち た ガラ ス の か た まり に 当たる 時 の 様 
に 、 大 則 の 想像 力 は 真理 の 光 を 屈折 させ る 。 

大 則 の 謀 け の 最大 の 原因 は 堕落 し た 想像 力 の 相互 の 反映 で ある 。 

明確 な 知 に よっ て 予見 者 は 自身 が 想像 する も の が 真実 で ある 事 を 
知る 。 

出来 事 が 予見 者 の 予見 を 常に 強め る 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 で 、 ど の 様 な 方 法 で 想像 力 の 透明 さ が 得 られ 
る か に つい て 話す つも り で ある 。 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ に 頻繁 に 起き た 様 に 、 真 理 の 光 に よっ て 動か 
な いで 予見 者 は 全て の 世界 と 交流 する 。 

し か し 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ の 想像 力 の 透明 さ は 不 完全 で あっ 


計 。 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 光線 か ら 反 映 を 見 分 けら れ な か っ た 。 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は キマ イラ の 様 な 妄想 を 最も 見 事 な 夢 に 頻繁 
に 混ぜ て し まっ た 。 

夢 と 話し た 。 

な ぜ な ら 、 夢 は 自然 な 周期 的 な 忘 我 状 態 で ある 眠り の 結果 で あ 
る 。 
忘 我 状 態 に 成る 事 は 眠る 事 で ある 。 
催眠 術 は 眠り を も た ら す 。 
催眠 術 は 眠り を 導く 。 
催眠 術 で 起こ る 放り の 原因 は 、 起 き て いる 人 の 透明 な も の で ある 
想像 力 か ら の 反映 、 特 に 催眠 術 師 の 想像 力 か ら の 反映 で ある 。 

夢 は 真理 の 光線 の 屈折 が も た ら す 予見 で ある 。 

キマ イラ の 様 な 妄想 は 真理 の 光線 の 反映 に よる 幻 で ある 。 

「 聖 アン トニ ウス の 誘惑 」 の 夢魔 と 奇形 の も の は 反映 と 直接 の 光 
線 の 混乱 を 表す 。 

魂 が 戦っ て いる 間 は 夢 は 論理 的 で ある 。 

魂 が 侵す 陶酔 に 屈し た 時 に 夢 は 狂気 と 成る 。 

真 接 の 光線 の も つれ を ほど く 事 と 反映 か ら 直 接 の 光線 を 区 別 する 
事 は 秘伝 伝授 者 の 務め で ある 。 

( 夢 和 解き は 秘伝 伝授 者 の 務め で ある 。) 

ここ で 明確 に 話し て お こう 。 

人 の 精鋭 の 数 人 が 世界 で 常に 夢 を 解い て いる 。 

下 感 に よっ て 夢 は 永遠 の 啓示 と 成る 。 

魂 の 間 を 隔て る 越え られ な い 壁 は 存在 し な い 。 

な ぜ な ら 、 突 然 の 断絶 は 存在 し な い !。 

自然 に は 精神 の 間 を 隔て られ る 突然 の 壁 は 存在 し な い 。 

全て の も の は つなが っ て いる 。 

全て の も の は 交わ っ て いる 。 

全て の も の は に 完成 可能 で ある 。 

人 の 能力 が 今 は 無限 で は な く て も 少な く と も 無制限 で あれ ば 、 い 
つか 全て の 人 が 全て の も の を 見 る に 至る 事 が 可能 で ある と 分 か る で 
あろ うつ 。 

人 の 能力 が 今 は 無限 で は な く て も 少な く と も 無制限 で あれ ば 、 い 
つか 全て の 人 が 全て の も の を 知る に 至る 事 が 可能 で ある と 分 か る で 
あろ つ 。 

自然 に は 虚無 は 存在 し な い 。 

何 も の か が 全て に 存在 する 。 

自然 に は 完全 な 死 は 存在 し な い 。 

全て の も の が 生き て いる 。 


皇帝 ナポレオン は ジョ ゼ フ フェ ッシュ 枢 機 独 に 「 あの 星 が あ な た 
に は 見 える か ? 」 と た ず ね た 。 

ジョ ゼ フ フェ ッシュ 枢 機 錯 は 皇帝 ナポレオン に 「 い いえ 」 と 答え 
『/z 朋 

皇帝 ナポレオン は 「( 見 えな い ) 星 が 見 える 」 と 話し た 。 

旦 帝 ナポレオン に は 確か に (見 えな い ) 星 が 見 えて いた 。 

偉人 は 迷信 深い と 疾 難 され る 。 

な ぜ な ら 、 人 偉人 に は 大 衆 に は 見 えな いも の が 見 えた 。 

単なる 予見 者 と 異な り 、 天 オ は 自身 が 知覚 し た も の を 他人 に 感覚 
的 に 伝え る 能力 が 有る 。 

単なる 予見 者 と 異な り 、 熱 狂 と 共鳴 の 力 に よっ て 、 天 オ は 他人 に 
信じ させ る 能力 が 有る 。 

天 オ は 神 の 吉 葉 の 仲介 者 で ある 。 

予見 する 方 法 を 話 そ う 。 

全て の 形 は 概念 と 対応 し て いる 。 

固有 の 形 を 持た な い | 概念 は 存在 し な し いり 。 

本 源 の 光 は 全て の 概念 を 仲介 する も の で ある 。 

本 源 の 光 は 全て の 形 の 母 で ある 。 

本 源 の 光 は 仲介 する も の の 濃 さ に よっ て 減衰 また は 変化 し た 全て 
の 概念 と 形 を 流出 し た も の か ら 流 出し た も の へ 伝え る 。 

二 次 的 な 形 は 流出 し た 光 の 源泉 へ 戻る 反映 で ある 。 

も の の 形 は 光 の 変化 で ある 。 

も の の 形 は 光 の 中 に 残る 。 

反映 は も の の 形 を 光 に 委ね る 。 

前 記 の 様 に 、 星 の 光 、 地 上 の 流体 、 大 いな る 磁気 の 代行 者 と 呼ば 
れる も の は 、 全 て の 種類 の 映像 また は 反映 で 満ち て いる 。 

魂 は 星 の 光 の 中 の 映像 また は 反映 を 呼び 出す 事 が で きる 。 

魂 は 星 の 光 の 中 の 映像 また は 反映 を カバ リス ト が 透明 な も の と 呼 
ん で いる 想像 力 に 適用 する 事 が で きる 。 

星 の 光 の 中 の 映像 は 常に 目 の 前 に 存在 する 。 

起き て いる 時 間 の 現実 の より 強い 印象 が 、 星 の 光 の 中 の 映像 を 消 
し て いる だ け で 、 星 の 光 の 中 の 映像 は 常に 目 の 前 に 存在 する 。 

また は 、 精 神 が 夢 中 に 成っ て いて 、 星 の 光 の 中 の 映像 を 消し て い 
る だ け で 、 星 の 光 の 中 の 映像 は 常に 目 の 前 に 存在 する 。 

本 神 が 夢中 に 成っ て いる と 、 星 の 光 の 流動 的 な 映像 か ら 想像 力 を 

ぞ そら し て し まう 。 

眠っ て いる 時 に 、 星 の 光 の 映像 は 自然 と 目 の 前 に 現れ る 。 

前 記 の 様 に 、 夢 は も た ら さ れる 。 

眠っ て いる 時 に 、 何 も の か が 夢 を 導 か な けれ ば 、 夢 は 不確か に 非 

論理 的 に 成る 。 


眠っ て いる 時 に 、 無 意識 に 知 が 夢 を 導 け ば 、 夢 は 予見 に 変わ る 。 
動物 磁気 に よる 催眠 術 は 、 起 き て いる 自発 的 な 意思 と 眠っ て いる 
受容 的 な 意思 の 結合 が も た ら す 、 人 工 の 眠り で ある 。 

催眠 術 は 、 夢 を 予見 に 変え る た め に 、 映 像 に よっ て 真理 に 到達 す 
る た め に 、 反 映 の 選択 で 、 起 き て いる 自発 的 な 意思 が 眠っ て いる 受 
容 的 な 意思 を 導く 、 人 工 の 眠り で ある 。 

前 記 の 様 に 、 被 催眠 者 は 催眠 術 師 が 行か せる 場所 に 実際 に 行く わ 
け で は な いし)。 

被 催眠 者 は 星 の 光 の 中 の 映像 を 呼び 出す 。 

星 の 光 の 中 に 存在 し な いも の を 見 る 事 は で き な い 。 

星 の 光 は 神経 に 直 接 作用 する 。 

神経 は 、 動 物 組織 の 中 の 、 星 の 光 の 伝導 体 で ある 。 

神経 は 星 の 光 を 脳 に 伝え る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 催眠 状態 で 、 普 通 の 光 の 明か り 無 し で 、 神 経 に 
よっ て 、 も の を 見 る 事 が で きる 。 

星 の 光 、 星 の 流体 は 隠れ た 光 で ある 。 

同様 に 、 隠 され た 自然 科学 は 隠れ た 熱 の 存在 を 認め る 。 

二 者 問 の 催眠 は 確か に 不思議 な 発見 で ある 。 

透明 に 到達 し た 、 思 い の ま ま に 自身 を 導く 、 単 独 の 独力 の 催眠 
は 、 魔 術 の わざ の 極致 で ある 。 

単独 の 独力 の 催眠 と いう 大 いな る わざ の 秘密 は 発見 を 待つ 必要 は 
無い 。 

特に 高 名 な ティ アナ の アポ ロニ ウス と いっ た 多数 の 秘伝 伝授 者 は 
単独 の 独力 の 催眠 の 方 法 を 知り 実践 し て きた 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 上 単独 の 独力 の 催眠 に つい て の 理論 を 残 
し た 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 で 単独 の 独力 の 催眠 の 方 法 に つい て 話す つも 
けり で ある 。 

催眠 術 の 透明 さ の 鍵 と 、 催眠 術 の 現象 の 方 向 は 、 知 が 方 向 を 傾け 
る 事 を 可能 と し 決定 する 、 精 神 の 一 致 と 意思 の 完全 な 一 致 と いう 2 
つの も の に か か っ て いる 。 

精神 の 一 致 と 意思 の 一 致 が 複数 人 の 催眠 術 の 操作 に 必要 で ある 。 
単独 の 催眠 に 必要 な 用 意 は 、1 章 で 、 用 意 の 困難 さ 、 本 物 の 達 道 
者 に 必要 な 資質 を 数 え 上 げ 確 立 し た 時 に 話し た 。 

e 章 以降 で 単独 の 催眠 の 重要 な 基礎 的 な 要点 を さら に 説明 する つ 
も り で ある 。 

意思 は 星 の 光 を 統治 する 。 

星 の 光 は 四 大 元素 の 物質 的 な 魂 で ある 。 

星 の 光 は 四 大 元素 の 肉体 的 な 魂 で ある 。 

星 の 光 は 四 大 元素 の 自然 科学 的 な 魂 で ある 。 


魔術 は 星 の 光 を 五 蘭 星 で 表す 。 

5 章 の 最初 で 五 蘭 星 の 絵 を 示し た 。 

五 蘭 星 を 理解 し て 用 いれ ば 、 四 大 元素 の 霊 を 五 蘭 星 に 従わ せら れ 
る 。 
五 荘 星 を 降 圭 術 の 魔法 陣 の 円 の 中 や 台 の 上 に 置く と 、 四 大 元素 の 
霊 を 従順 に で きる 。 

魔術 で は 五 荘 星 を 降 幸 術 の 魔法 陣 の 円 の 中 や 台 の 上 に 置い て 四 大 
元素 の 霊 を 従順 に させ る 事 を 「 四 大 元素 の 霊 を 閉じ 込め る 」 と 呼ん 
で しい 1! る 。 

五 蘭 星 で 四 大 元素 の 霊 を 従わ せら れる 不思議 を 簡潔 に 説明 し よ 
つ 。 

全て の 創造 され た も の は 象徴 で 相互 に 交流 し 合う 。 

明確 な 形 が いく つか の 真理 に 付随 する 全て の も の を 表す 。 

霊 の 超 然 さ と つり 合っ て 形 の 完成 度 は 高まる 。 

物質 の 鎖 に よる 過重 な 負担 が 無い 者 は 胡 感 に に っ て すぐ に 象徴 が 
本 物 の 力 の 表れ が 軽率 な 意思 の 表れ か を 認知 する 。 

賢者 の 知 は 意義 を pantacle に 上 所 える 。 

賢者 の 知 は 価値 を pantacle に 上 所 える 。 

知 が 力 を 意思 に 所 える 様 に 。 

知 が 重み を 意思 に 所 える 様 に 。 

霊 は 力 を すぐ に 理解 する 。 

前 記 の 理由 か ら 、 五 蘭 星 に よっ て 、 予 見 者 が 起き て いて も 眠っ て 
いて も 、 霊 が 自ら 予見 者 の 透明 な も の で ある 想像 力 の 前 に 霊 の 反映 
を も た ら す 形 で 、 霊 が 視覚 に 現れ る 様 に する 事 が で きる 。 

五 蘭 星 に よっ て 、 霊 が 地上 で 生き た 事 が 有る 場合 は 、 霊 が 自ら 予 
見 者 の 想像 力 の 前 に 、 星 の 光 の 中 に 存在 する 霊 の 反映 を も た ら す 形 
で 、 霊 が 視覚 に 現れ る 様 に する 事 が で きる 。 

五 蘭 星 に よっ て 、 霊 が 地上 で 生き た 事 が 無い 場合 は 、 霊 が 自ら 予 
見 者 の 想像 力 の 前 に 、 霊 の ロゴ ス を 類推 可能 で ある 霊 の 反映 を も た 
ら す 形 で 、 霊 が 視覚 に 現れ る 様 に する 事 が で きる 。 

前 記 は 全て の 予見 を 説明 する 。 

前 記 の 理由 か ら 、 死 ん だ 者 は 地上 で 生き て いた 時 の 姿 か 墓 の 中 に 
いる 姿 で 常に 予見 者 の 前 に 現れ る 。 

死ん だ 者 は 予見 者 の 肉体 が 知覚 で きる 姿 で 常に 予見 者 の 前 に 現れ 
る 。 
妊娠 し た 女性 は 他 の 人 より 星 の 光 の 影響 を 受け る 。 
星 の 光 は 幼子 の 形成 に 協力 する 。 
星 の 光 は 星 の 光 の 中 に 満ち て いる 形 の 記憶 を 妊娠 し た 女性 に 絶え 
間 無 くも た ら す 。 

前 記 は 説明 する 。 


どの 様 に 無 上 の 高徳 な 女性 が 疑わ し い 似 顔 に よっ て 悪意 ある 観察 
者 に 誠 解 させ る か が 。 

妊娠 し た 女性 は 夢 の 中 で EH 象 を 受け た 映像 で 頻繁 に 結婚 の 果実 で 
ある 交 子 を 特徴 づけ る 。 

前 記 の 様 に 、 同 じ 顔 つき が 代々 伝わる 。 

五 蘭 星 を カバ ラ 的 に 応用 すれ ば 胎内 の 幼子 の 形 を 決め る 事 が で き 
る 。 
秘伝 伝授 者 の 女性 は ネロ 、 ア キレ ス 、 ル イ 14 世 、 ナ ポレ オン の 特 
微 を 息子 に 所 えら れる か も し れ な し り !。 

前 記 の 方 法 を 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 話す つも り で ある 。 

カバ ラ で は 五 蘭 星 を 小宇宙 の 象徴 と 呼ん で いる 。 

ファ ウス ト の 美しい 独白 で ゲー テ は 五 蘭 星 を 非常 に ほめ て いる 。 


「 あ あっ ! 五 芋 星 を 見 る と 全て の 感覚 が 飛躍 的 に 向上 する ! 
命 の 若 さと 神聖 な 喜び が 神経 と 血脈 の 中 で わき た つの を 感じ る 。 
五 蘭 星 を 描い た 者 は 神 で ある ! 
五 蘭 星 は 魂 の めまい を 静め る 。 
五 立 星 は 貧し い 心 を 神秘 の 喜び で 満た す 。 
五 立 星 は 周囲 の 自然 の 力 の ヴェ ー ル を 脱が せ て 明らか に する 。 
私 自身 が 神 で は な いか ! 
全て の も の が 私 に は 非常 に 明らか で ある 。 
五 芝 星 の 簡 潔 な 線 に よっ て 自発 的 な 自然 の 紀 示 を 魂 で 見 る 。 
次 の 賢者 の 吉 葉 が 真実 で ある 事 を 初め て 理解 する 。 
霊 の 世界 は 閉ざさ れ て いな い ! 
あな た の 感覚 が に ぶ い だ け で ある ! 
あな た の 心 が 死ん で いる だ け で ある ! 
復活 し な さい ! 
知 の 達 道 者 よ 、 地 上 の ヴェ ー ル で 覆 わ れ て いる 、 あ な た の 心 を 、 夜 
明け の 輝き で 、 洗 いな さい ! 」 
(ファ ウス ト 第 1 部 第 1 場面 ) 


1854 年 7 月 24 日 に 、「 高 等 魔術 の 教理 」 の 著者 、 エ リフ ァ ス レ 
ヴィ は 、 全 て の 儀式 に よっ て 十分 な 用 意 を し た 後に 、 五 蘭 星 で 降 霊 
術 の 実験 を し た 。 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 13 章 で 話す つも り で ある 。 

前 記 の 降 圭 術 の 実験 は 成功 し た 。 

前 記 の 降 圭 術 の 実験 の 詳細 、 降 圭 術 の 原理 に つい て は 、13 章 で 庄 
す つ も り で ある 。 

前 記 の 降 圭 術 の 実験 の 詳細 、 降 圭 術 の 原理 は 、 本 物 の 知 者 が 苦 も 
無く 認め る で あろ う 、 新 し い 病 理学 の 事実 を 確立 する 。 


前 記 の 降 霊 術 の 実験 を 3 回 くり 返し た 。 

前 記 の 降 霊 術 の 実験 は 本 当 に 驚 くべ き 現 実 の 幻覚 で は な い 人 結果 を 
も た らし た 。 

居 を すく め て 笑い も の に する 前 に 疑い 深い 人 に は 良心 的 な 知 的 な 
降 幸 術 の 試み を すす め る 。 

5 章 の 最初 の 五 荘 星 の 絵 は 、 知 に よっ て 完成 させ た も の で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 5 章 の 最初 の 五 蘭 星 の 絵 を 降 霊 術 の 実験 で 用 
いた 。 

5 章 の 最初 の 五 蘭 星 の 絵 は ティ コ プラ ー エ の 魔術 の カレ ンダ ー、 
Duchentau の 魔術 の カレ ンダ ー、 ソ ロモ ン の 鍵 の 全て の 絵 よ り 完 成 
され て いる 。 

五 蘭 星 の 完全 な 理解 無し に 五 蘭 星 を 応用 する 事 は 最も 危険 で あ 
る 。 
五 蘭 星 の 頂 点 の 向き は 任意 で は な い |。 

五 蘭 星 の 頂 点 の 向き は 作用 の 特徴 全体 を 変え る 。 
「 高等 魔術 の 祭儀 」 で 五 荘 星 の 頂点 の 向き に つい て 説明 する つも 
けり で ある 。 

パラ ケル スス は 魔術 の 変革 者 で ある 。 

パラ ケル スス は 独力 の 実践 の 成功 で 他 の 全て の 秘伝 伝授 者 を 超え 
て いた 。 

パラ ケル スス は 霊 を 従え る pantacle の 全て の 魔術 の 象徴 と 全て の 
カバ ラ の 銀 徴 は 五 荘 星 と 六 蘭 星 の 2 つ に 要約 で きる と 話し て いる 。 

五 蘭 星 と 六 葵 星 は 他 の 全て の 象徴 の 総合 で ある 。 

六 蘭 星 は 大 宇宙 の 象徴 で ある 。 

六 蘭 星 は 世界 の 象徴 で ある 。 

六 蘭 星 は ソロ モン の 封印 で ある 。 

2 章 で 六 立 星 の 絵 を も た らし た 。 

5 章 で 再び 六 蘭 星 の 絵 を も た ら す 。 


五 六 星 は 小宇宙 の 象徴 で ある 。 

五 星 は 人 の 象徴 で ある 。 

五 六 星 は 六 蘭 星 よ り 力 が 有る 。 

五 蘭 星 は 人 の 隠さ れ た 哲学 の 無 上 の 詳細 の 説明 を も た ら す も の と 
喜 え る 。 


も し 、 な ぜ 象 徴 が 霊 に 三 常 に 力 を 発揮 で きる の か 、 た ず ね られ た 
ら 、 な ぜ 全 て の キリ スト 教徒 の 大 衆 が 十字 架 の 象徴 の 前 に 従 つ の 
か 、 た ず ね 返す 。 

要約 する ロゴ ス で ある 考え 無し で は 象徴 は 何 も の で も な い 。 

要約 する ロゴ ス で ある 考え 無し で は 象徴 に は 力 が 無い 。 

象徴 は 象徴 が 表す 自然 の 全て の 隠れ た 力 を 要約 する 。 

象徴 は 四 大 元素 の 霊 や 他 の 霊 よ り 巨 大 な 力 を 四 大 元素 の 霊 や 他 の 
霊 に 常に 表す 。 

象徴 は 四 大 元素 の 霊 や 他 の 霊 を 自然 と 胃 散 で 満た す 。 

象徴 は 知 と 意思 に よる 無知 と 弱 さ の 統治 に よっ て 四 大 元素 の 霊 や 
他 の 霊 を 従わ せる 。 

五 蘭 星 は 覧 者 の 石 を つく る の と 大 いな る 務め を 果たす の に 必要 な 
大 いな る 唯一 の 錬 金 糧 の 正確 な つり 合い を は か る 。 

第 5 元素 を 練る 事 が で きる 無 上 の 完全 な 浄化 器 は 五 蘭 星 の 形 に 一 
致す る 。 

五 立 星 の 人 象徴 は 第 5 元素 自体 を 表す 。 


ヴァ ワウ 

F 
魔術 の つり 合い 
ヨ 


レコ 
多 か ぎ 


無 上 の 知 的 存在 は 必然 的 に 論理 的 で ある 。 

神 は 必然 的 に 論理 的 で ある 。 

神 は 哲学 で は 仮定 に 過ぎ な いか も し れ な い 。 

し か し 、 神 は 人 の 理性 の 良識 が 強い る 仮定 で ある 。 

絶対 の 論理 を 人 化す る 事 は 神 加 な 理想 を 決定 する 事 で ある 。 

神 を 具体 化す る 事 は 神聖 な 理想 を 決定 する 事 で ある 。 

論理 、 必 然 、 自 由 。 

論理 、 必 然 、 自 由 は カバ リス ト の 大 いな る 無 上 の 三角 形 で ある 。 

カバ リス ト は 論理 を 王冠 、 必 然 を 知 慮 、 自 由 を 自発 的 な 知力 と 呼 
ん で いる 。 

王冠 、 知 慮 、 自 発 的 な 知力 は 最初 の 3 つ 1 組 で ある 。 

論理 、 必 然 、 自 由 は 最初 の 3 つ 1 組 で ある 。 

王冠 、 知 慮 、 自 発 的 な 知力 は 神 の 3 つ 1 組 で ある 。 

論理 、 必 然 、 自 由 は 神 の 3 つ 1 組 で ある 。 

運命 、 意 思 、 力 は 、 神 の 3 つ 1 組 に 対応 する 、 人 の 、 物 に お ける 、 
魔術 の 3 つ 1 組 で ある 。 

運命 は 、 堅 固 な 秩序 に お ける 、 原 因 と 結果 の 不可 避 的 な 連鎖 で あ 


る 。 

意思 は 、 物 の 必然 と 人 の 自由 を 調停 する た め の 、 知 の 力 を 傾け る 
能力 で ある 。 

力 は 、 賢 者 の 願い の 達成 に お ける 、 運 命 自 体 の 協力 を 得る 、 意 思 
の 知 的 な 応用 で ある 。 

出 エ ジ プ ト 記 17 章 6 節 で モー セ は 岩 を 打っ て 水 を 出し た 。 

出 エ ジ プ ト 記 17 章 6 人 で モー セ は 泉 を 創造 し た わけ で は な い 。 

出 エ ジ プ ト 記 17 章 6 節 で モー セ は 泉 を 大 衆 に 明らか に し た 。 

な ぜ な ら 、 出 エジプト 記 17 章 5 節 の 占い の 杖 に よっ て 隠さ れ た 学 
問 は 泉 を モー セ に 知ら せ て いた 。 

魔術 の 全て の 奇跡 は 出 エ ジ プ ト 記 17 章 6 節 の 奇跡 と 同様 で ある 。 

法 が 存在 する 。 

大 則 は 法 を 知ら な い !。 

秘伝 伝授 者 は 法 を 応用 する 。 


隠さ れ た 法 は 頻 緊 に 大 箇 の 考え と 全く 反対 で ある 。 
例え ば 、 大 衆 は 似 た も の は 共鳴 し 正反対 の も の は 対立 する と 信じ 


て いる 。 
し か し 、 似 た も の は 対立 し 正反対 の も の は 共鳴 する の が 本 物 の 法 
で ある 。 


大 胃 は 自然 は 無 を 嫌っ と 話し て きた 。 

し か し 、 自 然 は 無 を 求め る と 話す べき で ある 。 

自然 科学 で は 虚無 は 無 上 の 無理 な 虚構 で ある 。 

全て の も の に お いて 常に 大 則 の 精神 は 影 を 実体 で ある と 誤解 す 
る 。 
大 雷 は 光 に 育 を 向け る 。 
大 箇 は 暗 間 に 自身 を 映す 。 

自然 の 力 に 抵抗 する 方 法 を 知る 者 は 自然 の 力 を 思い 通り に で き 


る 。 

あな た は 決し て 酔わ な い 様 に 完全 に 自身 を 克服 し て いる か ?2 そ 
うす れ ば 、 酷 町 の 恐ろし い 運 命 的 な 力 を 傾け られ る で あろ っ う 。 

も し 、 あ な た が 他人 を 酔わ せ た い の で あれ ば 、 他 人 に 飲む お気 を 起 
させ 、 自 身 は 飲ん で は な ら な い 。 

自身 を 克服 し た 者 は 他人 の 肉欲 を 操作 で きる 。 

も し 、 あ な た が つか みとり た い の で あれ ば 、 自 身 を 与え て は な ら 
な い 。 

太陽 の 光 が 世 界 を 磯 化し て いる 。 

世界 の 星 の 光 が 人 々 を 磁化 し て いる 。 

惑星 の 中 で 行わ れ て いる も の は 人 の 体内 で くり 返さ れる 。 

人 の 中 に は 類推 可能 な 位階 的 な 3 つの 世界 が 存在 する 。 

全て の 自然 に は 類推 可能 な 位階 的 な 3 つの 世界 が 存在 する 様 に 。 

人 は 小宇宙 で ある 。 

人 は 小 世界 で ある 。 

類推 可能 性 の 考え に よれ ば 、 大 いな る 世界 の も の は 小さ な 世界 で 
再現 され る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 人 に は 脳 、 心 臓 ま た は みぞ お ち 、 性 器 と いう 流 
体 を 引き 寄せ 放射 する 3 つの 核 が 存在 する 。 

脳 、 心 臓 、 性 器 は 二 重 で ある 。 

吉 い 換え る と 、 脳 、 心 臓 、 性 器 に は 3 つ 1 組 の 考え が 見 つか る 。 

脳 、 心 臓 ま た は みぞ お ち 、 性 器 は 一 方 で 引き 寄せ 他方 で し り ぞ け 
る 。 
脳 、 心 臓 ま た は みぞ お ち 、 性 器 に よっ て 神経 が 伝え る 普遍 の 流 
体 と 交流 する 。 

脳 、 心 臓 ま た は みぞ お ち 、 性器 は 三重 の 磁気 の 作用 の 源 で ある 。 

他 の 場所 で 説明 する つも り で ある 。 


魔術 師 が 透明 さ に 到達 し た 時 に 、 上 巫女 の 仲介 に よっ て 、 ま た は 、 
魔術 師 自 身 の 成 長 の 段階 に に っ て 、 魔 術 師 は 星 の 光 の 集合 全体 の 中 
の 磁気 の 振動 と 交流 し 思い 通り に 傾け る 。 

魔術 師 が 透明 さ に 到達 し た 時 に 、 魔 術 の 杖 に よっ て 、 魔 術 師 は 星 
の 光 の 流れ を 見 抜き 、 魔 術 の 杖 は 完全 な 占い の 杖 と 成る 。 

星 の 光 の 磁気 の 振動 に よっ て 、 魔 術 師 は 魔術 師 の 行動 に 身 を 任せ 
る 人 の 神経 系 に 感化 を 与え る 。 

魔術 師 は 命 の 流れ を 促進 させ た り 延 期す る 。 

魔術 師 は 和らげ た けり 責め る 。 

魔術 師 は 癒し た り 貢 め る 。 

要する に 、 魔 術 師 は 命 を 奪っ た けり 命 を も た ら す .……『……。 

し か し 、 こ こ で 、 不 値 の 員 笑 を 前 に 話 を 中 断 す る 。 

不信 が 知ら な いも の を 否定 する 取る に 足り な い 勝 利 を 喜ぶ 事 を 許 
cp 

常に 監 睡 状態 が 死 よ り 先 に 起こ る 事 を 後 で 説明 する つも り で あ 
る 。 死 は 徐々 に 起こ る も の で ある 事 を 後 で 説明 する つも り で ある 。 

ある 場合 に は 、 復 活 は 可能 で ある 。 

了 睡 状態 は 実際 の 不 完全 な 死 で ある 。 

多く の 場合 、 最 後 の け いれ ん は 埋葬 の 後に 起こ る 。 

し か し 、 前 記 は 6 章 の テー マ で は な い 。 

魔術 師 の 透明 さ は 星 の 光 の 集合 に 作用 する 事 が 可能 で ある と 断 吉 
する 。 

魔術 師 の 透明 さ が 同 化し 引き 寄せ る 他 の も の の 意思 の 協力 に よっ 
て 、 魔 術 師 の 透明 さ は 大 いな る 抵抗 で き な い 流れ を 決定 する 事 が 可 
能 で ある と 断 吉 する 。 

多かれ 少な か れ 、 い くつ か の 中 心 で 、 流 れ の 昔 積 に 比例 し て 星 の 
光 は 濃縮 する か 希薄 に 成る と 断 吉 する 。 

命 を 維持 する の に 必要 な 力 の 星 の 光 が 不足 する 時 に 、 星 の 光 が 突 
然 に 分 解 し 医者 を 困惑 させ る 病 が 起こ る 。 

例え ば 、 コ レラ の 原因 は 星 の 光 の 不足 で ある 。 

専門 医 が 観測 し 仮定 し た 微小 動物 の 群れ は 原因 と 吉 う より は むし 
ろ 結 果 か も し れ な しい )。 

コレ ラ は insufflation で 治す べき で ある 。 

insufflation で 手術 者 は コレ ラ を 患者 と 交換 する 非常 に 恐ろし い 危 
険 を 冒し て は いけ な い 。 

意思 の 全て の 知 的 な 努力 は 人 の 流体 の 放射 また は 人 の 光 の 放射 で 
ある 。 

ここ で 、 星 の 光 と 人 の 光 を 区 別 する 必要 が 有る 。 

普遍 の 磁気 と 動物 磁気 を 区 別 する 必要 が 有る 。 

流体 と いう 吉 葉 を 用 いて いる が 、 流 体 と いう 一 般 に 認め られ た 表 


現 を 採用 し て いる が 、 流 体 と いう 吉 葉 で 吉 い た い 事 を 理解 し て いる 
が 、 隠 れ た 光 は 流体 で ある と 決め つけ な いり 。 

それ どこ ろか 、 全 て の も の が 隠れ た 光 と いう 超常 的 な も の の 説明 
に 振動 と いう 体 系 を 採用 する 様 に 促す 。 

隠れ た 光 は 命 の 道具 で ある 。 隠れ た 光 は 命 の 手段 で ある 。 

隠れ た 光 は 全て の 生き て いる 核 と 自然 に 一 体 化す る 。 

隠れ た 光 は 惑星 の 核 と 一 体 化 する 。 

隠れ た 光 は 人 の 心臓 と 一 体 化す る 。 

心臓 に よっ て 人 は 魔術 的 に 大 いな る 共感 を 理解 する 。 

隠れ た 光 は 隠れ た 光 が 命 を 吹き 込ん だ 存在 の 個々 の 命 と 一 体 化す 
る 。 
隠れ た 光 の 共感 の 同化 の 特性 に よっ て 、 隠 れ た 光 は 隠れ た 光 を 混 
同 無し に 流通 させ る 。 

隠れ た 光 の 親和 力 に よっ て 、 隠 れ た 光 は 地球 に 対し て は 地上 的 で 


る 。 

隠れ た 光 の 親和 力 に よっ て 、 隠 れ た 光 は 人 に 対し て は 人 間 的 で あ 
普通 の 自然 科学 の 方 法 に よっ て も た ら さ れ た 電気 、 磯 気 、 光 、 熱 
は 動物 磁気 の 効力 もたらさ な い だ け で は な くむ お むしろ 中 和 で する 傾向 
が 有る 。 

盲目 の 機械 仕掛 け に 従う 無 意 思 の 機械 の 楼 か ら 生 じ る 星 の 光 は 死 
ん だ 光 で ある 。 

盲目 の 機械 仕掛 け に 従う 無 意 思 の 機械 の 楼 か ら 生 じ る 星 の 光 は 数 
学 的 に 作用 する 。 

盲目 の 機械 仕掛 け に 従う 無 意 思 の 機械 の 楼 か ら 生 じ る 星 の 光 は 所 
えら れ た 衝動 か 運命 の 法 に 従 つ 。 

無知 な 者 に と っ て は 試み る に は 人 の 光 は 致命 的 な だ け で ある 。 
予見 者 に と っ て は 、 人 の 光 は 知 に 従い 想像 力 に 従い 意思 に 従 つ 。 
意思 が 絶え 間 な く 放 射 し て いる 人 の 光 が ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ が 話 
し て いる 個人 的 な 雰囲気 で ある 。 

肉体 は 周囲 の も の を 同化 する 。 

肉体 は 感化 と 見 えな い 分 子 を 絶え 間 な く 放 射 し て いる 。 

圭 は 周囲 の も の を 同化 する 。 

霊 は 感化 と 見 えな い 分 子 を 絶え 間 な く 放 射 し て いる 。 

何人 か の 神秘 主義 者 は 圭 の 同化 と 放射 を 呼吸 と 呼ん で いる 。 
呼吸 は 実際 に 肉体 と 精神 に 影響 を 与え る 。 

病気 の 人 と 同じ 室 気 を 呼吸 する と 間違い な く 病 気 が う つり 易い 様 
に 、 邪 悪 な 人 と 同じ 空気 を 呼吸 し た り 邪 悪 な 人 の 影響 園 に いる と 間 
違い な く 悪 徳 が うつ り 易 い 。 

一 方 の 引き 寄せ る 力 が 他方 の 放射 する 力 を 引き 寄せ る くら い 二 者 


の 磁気 の 雰囲気 が つり 合っ て いる 時 に 、 共 感 と 呼ば れる 傾向 が も た 
ら さ れる 。 

想像 力 は 人 の 光 が 経 験 し た も の か ら 類 推 可能 で ある 全て の 王 接 の 
光線 か 反映 を 人 の 光 に 呼び 出す 。 

想像 力 は 意思 を 夢中 に させ る 欲望 の 詩 を つく る 。 

一 方 の 引き 寄せ る 力 が 他方 の 放射 する 力 を 引き 寄せ る くら い 二 者 
の 磁気 の 雰囲気 が つり 合っ て いる 時 に 、 二 者 の 性 別 が 異な る 場合 
は 、 想 像 力 は 、 両 者 に 、 ま た は 、 一 般 に 二 者 の うち 弱い 者 に 、 非 常 
な 肉欲 また は 愛 と 呼ば れる 、 星 の 光 の 完全 な 陶酔 を も た ら す 。 

愛 は 魔術 の 力 の 大 いな る 手段 の 1 つ で ある 。 

欲望 は 魔術 の 力 の 大 いな る 手段 の 1 つ で ある 。 

し か し 、 厳 密 に は 本 町 また は 肉欲 と し て の 欲望 は 魔術 師 に は 絶対 
に 禁止 され て いる 。 

デリ ラ に よる 眠り に 身 を 任せ する カバ ラ の サム ソン に は 災い が 有 
る ! 

王 郊 を オン ファ レ の 人 終 巻 棒 と 交換 する 知 の ヘラ クレ ス は 、 す ぐに 
デイ ア ネ イ ラ の 報復 を 経験 する で あろ つう し 、 食 い 込 み 巻き つく ネッ 
ソス の 外 衣 か ら 免 れる た め に オ エ タ 山 の まき に よる 火葬 以外 の 方 法 
は 残さ れ て いな いで あろ う 。 

性 欲 は 幻影 に 過ぎ な い 。 

性 欲 は 想像 の 翌 気 楼 の 結果 で ある 。 

星 の 光 は 普遍 の 誘惑 者 で ある 。 

創世 記 3 章 で モー セ は 星 の 光 を 蛇 に 例え た 。 

星 の 光 は 巧妙 な 代行 者 で ある 。 

星 の 光 は 常に 自発 的 で ある 。 

星 の 光 は 命 の 力 の 中 に 常に 満ち て いる 。 

星 の 光 は 誘惑 する 夢 と 官能 的 な 映像 に 常に 満ち て いる 。 

星 の 光 は 盲目 的 な 力 で ある 。 

星 の 光 は 善 の た め の 意 思 で も 悪 の た め の 意 思 で も 全て の 意思 に 従 
つ 。 

星 の 光 は 無 制 御 の 命 の 常に 再生 する 輪 で ある 。 

星 の 光 は めまい を 無 分 別 な 者 に も た ら す 。 

星 の 光 は 肉体 的 な 霊 で ある 。 

星 の 光 は ( 神 の 聖霊 の ) 火 の 体 で ある 。 

星 の 光 は 手 で ふれ られ な い 普 鉛 の エー テル で ある 。 

星 の 光 は 自然 の 巨大 な 誘 惑 する も の で ある 。 

どの よう に 星 の 光 を 理解 し 易く 定義 むす べき で あろ うか ? 

どの よう に 星 の 光 の 作用 の 特徴 を 話す べき で あろ うか ? 

星 の 光 は ある 程度 まで 中 立 で ある 。 

星 の 光 は 悪 に 力 を 与え る 様 に 、 星 の 光 は 善 に 力 を 与え る 。 


星 の 光 は 光 を 伝え る 。 

星 の 光 は 痢 を 伝え る 。 

星 の 光 を 「 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する 「 ル シフ ェ ル 」 と も 

「 光 を よ け る も の 」 を 意味 する 「 リ ュ シ フュ ー ジ ェ 」 と も 呼ん で よ 
し い 。 

星 の 光 は 蛇 で ある 。 

星 の 光 は 神 性 の 光 で ある 。 

星 の 光 は 火 で ある 。 

星 の 光 は 地獄 の 責め 苦 の 火 と も 天 に ささ げ ら れる 香 を 燃やす 火 と 
も 成る で あろ うつ 。 

星 の 光 を あつ か つう に は 、 創 世 記 3 章 15 節 の 女性 の 様 に 、 か か と で 
蛇 の 頭 を 圧倒 する 必要 が 有る 。 

四 大 元素 で は 、 水 は カバ ラ の 女性 に 対応 し て いる 。 

火 は 蛇 に 対応 し て いる 。 

蛇 を 和らげ る に は 、 星 の 光 の 輪 を 統治 する に は 、 星 の 光 の 流れ の 
外 に 身 を 置く 必要 が 有る 。 

星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する 必要 が 有る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス は 汚れ の 無い 羊毛 の マ 
ント で 自身 を 完全 に 覆い 隠し た 。 

ティ アナ の アボ ポロ ニウス は 背中 を 丸め て 足 を 頭上 に 置い た 。 
ティ アナ の アポ ロニ ウス は 背中 を 半 円 に 丸め た 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 目 を 閉じ た 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は いく つか の 儀式 を 満た し た 後に マン ト 
に くる まっ た 。 

多分 ティ アナ の アポ ロニ ウス の 催眠 に お ける 手 の 動き と 神聖 な 吉 
葉 は 想像 力 の 固定 を 意図 し 意思 の 作用 を 決定 し た 。 

魔術 で は 羊毛 の マン ト は 大 い に 有 人 益 で ある 。 

羊毛 の マン ト は 悪人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト へ の 共通 の 乗り 物 で 
あっ た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 実際 に サバ ト へ 行っ た わけ で は な い )。 

サバ ト と いう 幻覚 が 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 所 へ 来 た 。 

マン ト で 自身 を 隔離 し た 時 に 、 魔 術 師 は 魔術 的 に 夢中 に 成っ て い 
る も の に 対応 し て いる 透明 な 映像 に 通じ た 。 

魔術 師 は 過去 に 世界 で 行わ れ た 映像 に 類似 し て いる 全て の 行動 の 
反映 を 透明 な 映像 に 混ぜ た 。 

神 の 教え は 前 記 の 普遍 の 命 の 激しい 流れ を つぐ な い の 地 獄 の 火 で 
表現 し た 。 

星 の 光 は 入門 の 手段 で ある 。 

星 の 光 は 圧倒 する べき 巨大 な も の で ある 。 

星 の 光 は 和らげ る べき 敵 で ある 。 


星 の 光 は ラル ヴァ と 霊 の 多数 の 群れ を 神 の 聖霊 の 魔術 の 降 霊 術 と 
悪人 の 寺 の 魔術 の 降 圭 術 に も た らし た 。 

星 の 光 に は 全て の 形 が 保存 され て いる 。 

星 の 光 に 保存 され て いる 全て の 形 は 義 現 実 的 な 思い が け な い 組み 
合わ せ で 憎む べき 奇形 を 悪夢 に も た ら す 。 

星 の 光 の 流れ の 渦 に 飲み 込ま れる 事 は 死 の 深淵 より 恐ろし い 狂 気 
の 深淵 に 落ち る 事 で ある 。 

星 の 光 の 流れ の 渦 に 身 を 任せ る 事 は 死 の 深淵 より 恐る ろ し い 狂 気 の 
深淵 に 落ち る 事 で ある 。 

星 の 光 の 混乱 の 導 を 追い 払う 事 、 星 の 光 か ら 完 全 な 形 を 思考 に も 
た ら す 事 は 、 知 者 に 成る 事 、 創 造 す る 事 、 地 獄 に 勝利 する 事 で あ 
る ! 

星 の 光 は 動物 的 な 先天 的 な も の で ある 肉欲 を も よ お させ て 人 の 知 
性 に 戦い を い ど お 。 

星 の 光 は 反映 の 誘惑 で 人 の 知性 を 諾 ら せ よ うと 試み る 。 

星 の 光 の 映像 の 幻 は 不可 避 の 作用 で ある 。 

星 の 光 の 映像 の 妃 は 四 大 元素 の 圭 と 苦し ん で いる 悪人 の 魂 に よっ 
て 災い を も た ら す 。 

四 大 元素 の 霊 と 苦し ん で いる 悪人 の 魂 の 休ま る こと の な い 意 思 は 
人 の 欠点 の 中 に 共通 点 を 探す 。 

四 大 元素 の 圭 と 苦し ん で いる 悪人 の 魂 は 破滅 させ る た め と いつ うつ よ 
!) は むし ろ 仲 間 を 増やす た め に 人 を 誘惑 する 。 

キリ スト 教 の 教え の 最後 の 日 に 開か れる 良心 の 書 と は 星 の 光 で あ 
る 。 

星 の 光 は 全て の ロゴ ス の 跡 を 保存 する 。 星 の 光 は 全て の 吉 葉 の 呈 こ 
を 保存 する 。 

星 の 光 は 全て の 行動 の 跡 を 保存 する 。 

星 の 光 は 全て の 形 を 保存 する 。 

行動 は 磁 気 の 呼 吸 を 変え る 。 

前 記 に よっ て 、 星 の 光 に よっ て 予見 者 は 初対面 の 人 が 義人 か 固 人 
か 話せ る 。 

星 の 光 に よっ て 予見 者 は 初対面 の 人 の 美徳 や 則 を 話せ る 。 

星 の 光 に よっ て 初対面 の 人 の 善悪 を 知る 能力 は 予 斉 に 属す る 。 

初期 の キリ スト 教 の 神秘 主義 者 は 星 の 光 に よっ て 初対面 の 人 の 善 
悪 を 知る 能力 を 霊 の 識別 と 呼ん だ 。 

理性 を 放棄 する 者 、 星 の 光 の 反映 を 追っ て 自分 の 意思 を 喜ん で さ 
ま よ わせ る 者 は 、 悪 人 の 霊 の 本 依 に よる 全て の 驚異 に よる 、 熱 狂 と 
ゆ つ つつ に 交 互 に 従う 。 

星 の 光 の 反映 に よっ て 汚れ た 悪人 の 霊 は 似 た 魂 を 持つ 人 に 作用 で 
きる 。 


汚れ た 悪人 の 霊 は 似 た 魂 を 持つ 人 を 御 し 易い 道具 と し て 利用 す 
る 。 
汚れ た 悪人 の 霊 は 似 た 魂 を 持つ 人 の 肉体 を 常に 苦し ませ さえ す 


る 。 

細 偽 に よっ て 、 胎 児 の 様 に 、 汚 れ た 悪人 の 圭 は 似 た 魂 を 持つ 人 の 
肉体 の 中 に 入り 住み つく 。 

へ プラ イ 語 の 書物 「 魂 の 変革 」 は 「 混 依 」、「 胎 児 の 様 に 」 と い 
う カ バラ 的 な 吉 葉 の 状態 を 説明 し て いる 。 

本 書 の 13 章 は 前 記 の 簡潔 な 分 析 を 含む で あろ つ 。 

魔術 の 神秘 を も て あそぶ 事 は きわ め て 危険 で ある 。 

特に 、 自 分 より 上 の 力 を 利用 する 様 に 、 試 し に 好奇 心から 魔術 の 
儀式 を 実践 する 事 は 軽率 過ぎ る 。 

達 道 者 に 成る 事 無 し に 、 好 奇 心 か ら 降 霊 術 や 催眠 術 に ふけ る 者 は 
火薬 の た る の 近く で 火遊び する 幼子 に 似 て いる 。 

星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 羊 毛 の 布 で 自身 を 響い 隠す だ け 
で は 不 十 分 で ある 。 

特に 、 星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 絶 対 の 冷静 を 精神 と 心 に 
課す 必要 が 有る 。 

星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 肉 欲 の 俗 世 を 放棄 する 必要 が 有 
る 。 
星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 確 固 と し た 意思 か ら の 自然 な 作 
用 に よる 妨 耐 を 確信 す る 必要 が 有る 。 

星 の 光 か ら 自 身 を 隔離 する に は 、 確 固 と し た 意思 に 基づく 行動 を 
頻 驚 に くり 返す 必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 1 章 で 説明 する つも り で ある 様 
に 、 行 動 に よっ て の み 意 思 は 証明 され る 。 

神 の 教え の 力 と 永続 性 が 儀式 に か か っ て いる 様 に 。 

神経 の 感受 性 を 強め る 事 に よっ て 、 力 を 強め 、 結 果 と し て 星 の 光 
の 中 の 映像 の 誘惑 を 強め る 、 星 の 光 に よる 陶酔 を 引き 起こ す 物 質 が 
存在 する 。 

逆 に 、 神 経 の 感受 性 を 強め る 事 に よっ て 、 精 神 を 不安 に させ 乱す 
物質 が 存在 する 。 

磯 気 を 持つ 、 さ ら に 人 に よっ て 磁化 され た 、 神 経 の 感受 性 を 強め 
る 物質 が 大 軍 が 妨 薬 と 呼ん で いる 物 で ある 。 

し か し 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ が 毒 の 魔術 と 呼ん で いる 、 魔 術 
の 危険 な 応用 、 神 経 の 感受 性 を 強め る 物質 に よる 魔術 に 入る つも り 
は 無い 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 へ の 火 刑 は 最早 無い 事 は 事実 で ある 。 

し か し 、 以 前 より 強く 、 常 に 悪人 へ の 報い が 存在 する 。 

機会 が ボ 有 れ ば 、 星 の 光 の 力 が 事実 で ある 事 を 話 そ う 。 


星 の 光 を 傾け る に は 星 の 光 の 2 つの 振動 と 2 つの 力 の つり 合い を 理 
解す る 必要 が 有る 。 

カバ ラ で は 2 つの 力 の つり 合い を 魔術 の つり 合い と 呼ん で いる 。 

カバ ラ で は 6 つ 1 組 で 2 つの 力 の つり 合い を 表し て いる 。 

カバ ラ で は 六 蘭 星 で 2 つの 力 の つり 合い を 表し て いる 。 

第 一 原因 で ある 神 で は 2 つの 力 の つり 合い は 神 の 意思 で ある 。 

人 で は 2 つの 力 の つり 合い は 自由 で ある 。 

物 で は 2 つの 力 の つり 合い は 数 学 的 な つり 合い で ある 。 

つり 合い は 安定 と 存続 を も た ら す 。 

自由 は 人 の 不死 を も た ら す 。 

神 の 意思 は 永遠 の 衣 論理 の 法 を 実行 する 。 

概念 で は つり 合い は 論理 で ある 。 

力 で は つり 合い は 力 で ある 。 

つり 合い は 上 厳し い 。 

つり 合い は 法 を 実行 する 。 

法 に つり 合い は 存在 する 。 

少し で も 、 つ り 合 い を 破る と 、 つ り 合 い は 壊れ る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 無 意味 な も の は 何 も 無い 。 

役に立た な いも の は 何 も 無い 。 

失わ れる も の は 何 も 無い 。 

全て の 吉 葉 と 全て の 行動 は 真理 の 役に立つ か 真理 に 背 

賛成 と 反対 の 一 致 が 真理 を 作る 。 

少な く と も 、 賛 成 と 反対 の つり 合い が 真理 を 作る 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 1 章 で 、 ど の よう に 魔術 の つり 合い を も た 
ら す べき で ある か と 、 な ぜ 魔 術 の つり 合い は 全て の 作業 の 成功 に 必 
要 で ある か を 話す つも り で ある 。 

全能 は 最大 の 絶対 の 自由 で ある 。 

絶対 の 自由 は 完全 な つり 合い 無し で は 存在 で き な い 。 

知 の 作業 で は 魔術 の つり 合い は 成功 の 無 上 の 条件 の 1 つ で ある 。 

隠さ れ た 化学 、 錬 金 術 で は 魔術 の つり 合い を 探求 する 必要 が 有 


る 。 

中 和 さ せる 事 無し に 相互 に 正反対 の も の を 組み 合わ せる 事 を 学ぶ 
事 に よっ て 魔術 の つり 合い を も た ら す 。 

魔術 の つり 合い は 存在 の 大 いな る 原初 の 神秘 を 説明 する 。 

魔術 の つり 合い は 悪 の 相対 的 な 必要 性 を 説明 する 。 

黒 魔術 で は 悪 の 相対 的 な 必要 性 は 汚れ た 悪人 の 圭 の ある 程度 の 力 
を も た ら す 。 

書 の 相対 的 な 必要 性 に よっ て 、 汚 れ た 悪人 の 圭 に は 、 地 上 で 実践 
され た 善行 は 激 し さ と 力 の 明らか な 増大 の 源泉 と 成る 。 

神 の 様 な 者 と 天使 が 人 に 奇跡 を 起こ す 時 に は 悪人 の 霊 の 魔術 師 と 


悪人 の 圭 も 奇跡 を 起こ す 。 

神 の 様 な 者 と 神 の 聖 増 が 公 に 奇跡 を 起こ す 時 に は 悪人 の 圭 の 魔術 
師 と 悪人 の 霊 も 奇跡 を 起こ す 。 

対立 は 頻 敬 に 成功 を も た ら す 。 

競合 は 頻 敬 に 成功 を も た ら す 。 

人 は 抵抗 する も の に 、 も た れ か か る 事 が で きる 。 


/ 
ザイ ン 
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全て の 神 統 系 譜 学 と 全て の 象徴 で 7 つ 1 組 は 神聖 な 数 で ある 。 
な ぜ な ら 、7 つ 1 組 は 3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 か ら 成 る 。 

全て の 数 の 充満 で 数 7 は 魔術 の 力 を 表す 。 

数 7 は 四 大 元素 全て の 力 が 強め た 精神 で ある 。 

数 7 は 自然 が 仕え る 魂 で ある 。 

ソロ モン の 鍵 タ ロッ ト で 数 7 は 神 の 王国 で ある 。 

タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 に は 戦士 が 描か れ て いる 。 

戦士 は 王冠 を か ぶっ て いる 。 

胸 当 て の 上 に 戦士 は 三角 形 を 映 に つけ て いる 。 

戦士 は 立方 体 の 上 に いる 。 

頭 の スフィンクス が 立方 体 に つなが れ て いる 。 

頭 の スフィンクス は 立方 体 を 正反対 の 方 向 に 引い て いる 。 
し か し 、2 頭 の スフィンクス は 同じ 方 向 を 向い て いる 。 

一 方 の 手 に 戦士 は 火 の 剣 を 持っ て いる 。 

他方 の 手 に 戦士 は 三角 形 と 球 を の せ た 王 凛 を 持っ て いる 。 
立方 体 は 賢者 の 石 で ある 。 

頭 の スフィンクス は 大 いな る 代行 者 の 2 つの 力 で ある 。 

頭 の スフィンクス は ソロ モン の 神殿 の 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン に 
対応 し て いる 。 

三角 形 が 描か れ て いる 胸 当 て は 神 の も の の 知 で ある 。 

神 の も の の 知 は 賢者 を 人 の 攻撃 に 破 ら れ な い 様 に する 。 

王 移 は 魔術 の 杖 で ある 。 

火 の 合 は 死に 至る 大 罪 へ の 勝利 の 象徴 で ある 。 

火 の 合 は 七 つ の 大 因 へ の 勝利 の 象徴 で ある 。 

死に 至る 大 則 の 数 は 7 で ある 。 

徳 の 数 が 7 で ある 様 に 。 

( 

七 つ の 大 罪 、 七 つの 死に 至る 大 晶 は 仙 慢 、 金 銭 へ の 貧 欲 、 色 欲 、 
慣 怒 、 怠 必 、 暴 食 、 始 で ある 。 

0 は 信仰 、 望 、 愛 、 男気 、 思 雇 、 節 制 、 正義 で ある 。 


全 洲 B5 お の の 七 つ の 死に 至る 大 昌 と 七 つ の 徳 と いう 概念 


を 學 知 の 7 つの 惑星 の 象徴 で 表し た 。 

太陽 は 神 へ の 向上 心 、 全 て の 善行 で の 自信 が 支え る 気 高 い 自 舘 、 
弱い 者 で は 人 慢 に 堕落 する か も し れ な い 信 仰 を 表す 。 

月 は 金銭 へ の 貧 欲 と 対立 する 希望 を 表す 。 

明け の 明星 、 育 の 明星 、 金 星 は 色 欲 と 正反対 の 愛 を 表す 。 

火星 は 慎 怒 を 超え る 勇気 を 表す 。 

水星 は 怠 必 と 対立 する 思慮 を 表す 。 

子 を 飲み 込む お 代わり に 石 を 弓 え られ た サト ゥ ル ヌ ス の 土星 は 暴食 
と 対立 する 節制 を 表す 。 

巨人 ティ ター ン 族 を 圧倒 し た ユピテル の 木星 は 怒 始 と 正反対 の 正 
義 を 表す 。 

天文 学 は 前 記 の 象徴 を 古代 ギリ シャ 人 の 宗教 か ら 取 り 入 れ た 。 
へ ブラ イ 人 の カバ ラ で は 、 太 陽 は 光 の 天使 を 表す 。 

月 は 向上 心 と 夢 の 天 使 を 表す 。 

火星 は 破壊 の 天使 を 表す 。 

水星 は 進歩 の 天使 を 表す 。 

木星 は 力 の 天使 を 表す 。 

土星 は 荒れ 野 の 天使 を 表す 。 

7 惑星 の 天使 の 名 前 は ミカ エル 、 ガ ブリ エル 、 サ マエ ル 、 ア ナ エ 
ル 、 ラ ファ エル 、 ザ カリ エル 、 オ リフ ィ エ ル で ある 。 

魂 を 統治 する 7 惑星 の 力 が 人 生 の 各 時 期 を 分 担 し て いる 。 

占星 術 師 は 対応 する 惑星 の 公転 で 人 生 を 剤 断 し た 。 

し か し 、 カ バラ の 占星 術 を 麟 断 占星 術 と 混同 し て は いけ な い 。 
カバ ラ の 占星 術 と 装 断 占星 術 の 違い を 説明 する 。 

カバ ラ の 占星 術 で は 、 太 陽 が まだ 話す 事 が で き な い 幼子 の 時 期 を 
統治 する 。 

月 が 幼子 の 時 期 を 統治 する 。 

火星 と 金星 が 若い 大 人 の 時 期 を 統治 する 。 

水星 が 男らしい 大 人 の 時 期 を 統治 する 。 

木星 が 熟し た 大 人 の 時 期 を 統治 する 。 

土星 が 長老 の 時 期 を 統治 する 。 

人 類 一 般 も 一 個人 の 人 生 の 進歩 の 法 か ら 類 推 可能 で ある 進歩 の 法 
の 下 に 存在 する 。 

前 記 の 基礎 か ら 、 ト リ テ ミ ウス は 7 つの 神 の 聖霊 に よる 予 吉 の 鍵 
「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 を 確立 し た 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 21 章 で トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原因 に 
つい て 」 に つい て 話す つも り で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 に よっ て 、 連 続 する 
出来 事 の 類推 可能 な つり 合い を 観測 する 事 に よっ て 、 重 要 な 未来 の 
出来 事 を 確信 を 持っ て 予 吉 で きる 。 


時 代 か ら 時 代 へ の 国 と 世界 の 運命 を 事前 に 明確 に で きる 。 

キリ スト の 秘密 の 教え の 受託 者 で ある 、 使 徒 ヨ 人 ルネ は 、 キ リス ト 
の 秘密 の 教え を ヨル ハネ の 黙示 録 と いう カバ ラ の 書 に 取り 入れ た 。 

使徒 ヨ 人 ネネ は ヨハ ルネ の 庄 示 録 を 7 つの 封印 で 封 EI し た 。 

ヨ 人 ルネ の 黙示 録 の 7 つの 霊 は 古代 の 神話 の 7 つの 霊 で ある 。 

ヨハ ル ネ の 黙示 録 の 杯 と 語 は タロ ッ ト の 杯 と 剣 で ある 。 

7 つの 霊 、 杯 、 剣 と いっ た 象徴 で 隠さ れ た 教え は 純粋 な カバ ラ で 
ある 。 

キリ スト が 降臨 し た 時 に は パリ サイ 人 は すでに カバ ラ の 知 を 失っ 
て いた 。 

不思議 な 予言 的 な 作品 ヨ 人 ルネ の 黙示 録 の 相互 に 続く 場面 は 
pantacle で ある 。 

ヨ 八 ネ の 黙示 録 の 鍵 は 3 つ 1 組 、4 つ 1 組 、7 つ 1 組 、12 つ 1 組 で あ 
る 。 
ヨハ ルネ の 黙示 録 の 象徴 は ヘル メス の 書 、 エ ノ ク の 創世 記 、 タ ロッ 
ト の 象徴 と 似 て いる 。 

学 の 有る ギヨーム ポス テル は 個人 的 な 見 解 か ら タ ロッ ト を エノク 
の 創世 記 と 呼ん で いる 。 

智 天使 ケル プ は 象徴 的 な 牛 で ある 。 

(エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ プラ イ 語 で ケル プ ブ 、 ケ 
ルビ ム は 和牛 を 意味 する 」) 

モー セ の 創世 記 3 章 24 節 で 神 は エデン の 東 、 命 の 木 へ の 道 、 世界 
の 門 を 智 天 使 ケ ルプ と 火 の 合 に 守ら せ た 。 

智 天使 ケル プ は 火 の 剣 を 持っ て いる 。 


( 
火 の 剣 は 死に 公 る 大 則 へ の 勝利 の 象徴 で ある 。 
火 の 語 は 七 つ の 大 罪 へ の 勝利 の 象徴 で ある 。 


) 

智 天 使 ケ ルプ は 聖書 の スフィンクス で ある 。 

( 

エ ゼ キ エ ル は エ ゼ キ エ ル 書 10 章 14 節 で 智 天使 ケル プ に は 牛 、 人 、 
ライ オン 、 ワ シ の 顔 が 有る と 話し て いる 。 
エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブラ イ 語 で ケル ブ 、 ケ ルビ 
ム は 牛 を 意味 する 

) 

智 天使 ケル プ は 人 の 頭 と 牛 の 体 を 持っ て いる 。 

智 天使 ケル ブ は 古代 アッ シリ ア の スフィンクス で ある 。 

人 の 頭 と 牛 の 体 を 持っ て いる 智 天使 ケル ブ と いう 象徴 の 分 析 結 果 
は ミト ラス の 戦い と 勝利 で ある 。 

智 天使 ケル プ は 火 の 剣 で 武装 し た スフィンクス で ある 。 


智 天 使 ケ ルプ と 火 の 合 は 入門 の 門 へ 近づか な い 様 に 大 衆 へ 警告 す 
る 門番 で ある 神秘 の 法 を 表す 。 

前 記 を ヴォ ル テ ー ル は 全く 知ら な か っ た 。 

ヴォ ル テ ー ル は 火 の 合 で 脅す 牛 で ある 智 天使 ケル プ の 意味 に 気 
か な か っ た 。 

仮に ヴォ ル テ ー ル が メン フィ ス と テー ベ の 遺跡 を 訪れ て いた ら 
ヴォ ル テ ー ル は 何 を 吉 っ た で あろ つう か? 

ラム セス の 墓 に 眠っ て いる 古代 の 反響 は フラ ンス で 楽し まれ て い 
る 多数 の 軽率 な 風刺 に 何と 答え る で あろ うつ うか? 

モー セ の 創世 記 3 章 24 節 の 智 天使 ケル プ は 大 いな る 魔術 の 神秘 も 
表す 。 

7 つ 1 組 が 大 【 ! な る 魔術 の 神秘 の 四 大 元素 を 表す 。 

し か し 、 容 極 の 吉 葉 は 所 え られ な い 。 

アレ クサ ンド リア 学派 の 賢者 の 吉 葉 に 表せ な い 容 極 の 吉 葉 。 

へ プラ イ 人 の カバ リス ト が nmy、YHWH、 ヤ ハウ ェ と 書い て 
Rn]TKN、ARARITA、 ア ラリ タ と 理解 する 究極 の 吉 葉 。 

NnNTN、ARARITA、 ア ラリ タ は 、2 つ の R で 、 二 次 的 な 原理 の 三 
重 性 を 表す 。 

Rn?TNJK、ARARITA、 ア ラリ タ は 、2 つ の R で 、 両 極性 を 表す 。 

Nn?NJK、ARARITA、 ア ラリ タ は 、 へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 ア 
レフ (N) と 最後 の 文字 タウ (n) で 、 第 一 の 原理 と 最終 的 な 究極 の 原理 
の 対等 な 統一 性 を 表す 。 

NTnTR]JKN、ARARITA、 ア ラリ タ は 、 ア ラリ タ で 、4 文 字 の 一 語 で 
ある 。 

Rn?TNJK、ARARITA、 ア ラリ タ は 、ARARITA と いう 7 文字 で 、3 つ 
1 組 と 4 つ 1 組 の 結合 を 表す 。 

RnKTKN、ARARITA、 ア ラリ タ は 、3 つ の A と 2 つの R の くり 返し を 
含む 7 文字 で 、 数 7 を 形成 する 。 

RnKTKN、ARARITA は アラ リタ と 発音 する 。 

魔術 で は 7 つ 1 組 の 力 は 絶対 で ある 。 

な ぜ な ら 、 全 て の も の の 中 で 数 7 は 決定 力 が 有る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 儀 式 で 全て の 宗教 は 数 7 を 神聖 化し て いる 。 

7 年 目 は レビ 記 25 章 4 節 の へ ブラ イ 人 の 安息 の 年 で あっ た 。 

週 の 7 日 目 は 休息 と 祈り の た め の 安 息 日 で ある 。 

カト リッ ク に は 七 つ の 秘 跡 が 有る 。 

( 七 つ の 秘 跡 は 洗礼 、 神 の 聖 土 を 授かる 堅 儲 、 パ ン を イエ ス の 肉 
と 思っ て 頂く 聖体 、 ゆ る し 、 病 者 へ の 塗 油 、 祭 司 に する 叙 階 、 結 婚 
で ある 。) 

な ど 。 

プリ ズム の 七色 と 七 音 音階 は 古代 人 の 7 惑星 と 対応 し て いる 。 


7 惑星 は 人 と いう 避 基 の 7 つの 纏 で ある 。 
本 神 と いう 天空 は 不変 で ある 。 

霊 と いう 天 補 は 不変 で ある 。 

占星 術 は 天文 学 より 不 導 で ある 。 

事実 、7 惑 星 は 人 の 感情 の 鍵 の 象徴 で ある 。 

太陽 や 月 や 土星 の タリ スマ ン を 作る 事 は 、 魂 の 主 な 力 に 対応 し て 
いる 、 意 思 を 磁気 的 に 象徴 に 加え る 事 で ある 。 

何 物 か を 水星 や 金星 に ささ げ る 事 は 、 喜 び や 知 と いっ た 王 接 の 意 
図 か 、 利 益 、 目 論 見 で 、 水 星 や 金星 に ささ げた 物 を 磯 化す る 事 で あ 
る 


前 記 の 様 な 目的 を 、7 惑 星 に 対応 する 金属 、 動 物 、 植 物 、 香 は 補 
助 する 。 
7 つの 魔術 的 な 動物 は 後記 で ある 。 


島 は 神 だ け の 楽園 、 自 由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 神 の 教え に 
対応 し て いる 。 

7 つの 魔術 的 な 鳥 は 後記 で ある 。 

自選 ジグ クロ 、 八 ゲ ワ シ 、 上 ト 、 ココ ウナ トリ クシ 、 タゲ リ 。 


魚 は 霊 の 冥界 、 概念 領域 、 哲学 に 対応 し て いる 。 

7 つの 魔術 的 な 魚 は 後記 で ある 。 

アザ ラ シ 、 ナマ ズ 、 カワ カマ スズ ス 、 ボラ 、 チ ャ ズ イル カ 、 ヨ ウイ 
カ 。 


四 足 獣 は この 世界 、 形 の 領域 、 自 然 科 学 に 対応 し て いる 。 
7 つの 魔術 的 な 四 足 獣 は 後記 で ある 。 
ライ オン 、 猫 、 オ オカ ミ 、 雄 ヤギ 、 サ ル 、 巡 鹿 、 モ グラ 。 


前 記 の 動物 の 血 、 脂 肪 、 肝 臓 、 胆 汁 は 誘惑 術 の 役に立つ 。 

前 記 の 動物 の 血 、 脂 肪 、 肝 臓 、 胆 汁 は 悪人 の 霊 の 魔術 の 役 に 立 
。 

前 記 の 動物 の 脳 は 植物 の 香 と 結び つい て いる 。 

前 記 の 動物 が 7 惑星 の 感化 力 に 対応 し て いる 磁気 の 力 を 持っ て い 
る 事 が 古代 の 実践 に よっ て 認知 され て いた 。 


7 つの 神 の 聖霊 の タリ スマ ン を 宝石 か 金属 に 刻ん だ 。 
7 つの 宝石 は 次 で ある 。 


カー バン クル 、 水 晶 、 ダ イア モン ド 、 エ メラ ルド 、 ア ゲー ト 、 サ 
ファ イア 、 オ ニキ ス 。 


7 つの 金属 は 次 で ある 。 
金 、 銀 、 鉄 、 銅 、 固 体 の 水銀 (の 合金 )、 鈴 と 鉛 の 合金 で ある 白 
目 、 鉛 。 


7 つの 神 の 聖霊 の カバ ラ の 象徴 は 後記 で ある 。 

太陽 の カバ ラ の 象徴 は ライ オン の 頭 の 蛇 で ある 。 

月 の カバ ラ の 象徴 は 2 つの 三日月 が 分 割 す る 球 で ある 。 

火星 の カバ ラ の 象徴 は 剣 の 柄 を 噛ん で いる 竜 で ある 。 

金星 の カバ ラ の 象徴 は 男性 器 と 女性 器 で ある 。 

水星 の カバ ラ の 象徴 は ヘルメス の ケー リュ ケイ オン と 大 の 頭 を 持 
つ ア ヌ ビ ス で ある 。 

木星 の カバ ラ の 象徴 は リ シ が くち ば し で くわ えて いる 燃え る 五 共 
星 か ワシ が 爪 で 持っ て いる 燃え る 五 蘭 星 で ある 。 

土星 の カバ ラ の 象徴 は 足 を 引き ずっ て いる 長老 か サン スト ー ン に 
巻き つけ られ て いる 蛇 で ある 。 


前 記 の 全て の カバ ラ の 象徴 が 古代 人 の 石 に 刻ま れ て いる の が 見 つ 
か る 。 

特に 、 グ ノー シス 主義 者 の 時 代 の タリ スマ ン の カバ ラ の 象徴 は ア 
ブラ クサ ス と いう 名 前 で 知ら れ て いる 。 

パラ ケル スス の 集め た タリ スマ ン で は 木星 を 祭司 の 衣 を 着 た 祭司 
で 表し て いる 。 

タロ ッ ト の 5 ペー ジ 目 に は 木星 の ユピテル 、 大 祭司 、 大 いな る 秘 
儀 祭司 が 描か れ て いる 。 

大 祭司 は 法王 の 三重 冠 を か ぶっ て いる 。 

大 祭司 は 両手 で 三重 の 十字 架 を 持っ て いる 。 

三重 の 十字 架 の 横木 は 魔術 的 な 三角 形 を 形成 し て いる 。 

三重 の 十字 架 は 3 つの 世界 の 王 留 と 鍵 を 表す 。 

3 つ 1 組 と 4 つ 1 組 の 統一 性 に つい て 話し た 全て の も の を 結び つけ る 
事 に よっ て 、7 つ 1 組 に つい て 話す べき 残り の 全て の も の を 見 つけ る 
で あろ うっ う 。 

大 いな る 完全 な 魔術 の 統一 性 は 4 と 3 か ら 成 る 。 

※ 破 気 の 実験 に 用 いら れる 7 つ 1 組 の 植物 と 色 に つい て は ラゴン の 
学 の 有る 作品 「 メ イソ ン の オカ ルト 」 を 参照 し て くだ さい !。 
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原因 は 結果 に よっ て 表れ る 。 

合 果 は 原因 と つり 合っ て いる 。 

神 の 吉 葉 、 唯 一 の 吉 葉 、 テ トラ グラ マト ン は 4 つ 1 組 の 創造 に 
よっ て 自身 を 確証 する 。 

(高等 魔術 の 祭儀 14 章 「 テ トラ グラ マト ン は 、 魔 術 の 無 上 の 吉 葉 
で あり 、『 で ある 様 に 』 を 意味 する 」) 

人 の 生殖 力 は 神 の 生殖 力 を 証明 する 。 

神 の 名 前 ヤ 八 ウェ の イ ヨ ョ ッ ド は 第 一 原理 で ある 神 の 永遠 の 生殖 力 
で ある 。 

神 の 名 前 ヤ 人 ルウ ェ の イ ヨ ョ ッ ド は 神 の 永遠 の 生殖 力 で ある 。 

形成 し た 自身 の 概念 を 無限 に 拡大 する 事 に よっ て 、 人 が 神 の 理解 
に 到達 し た 時 に 、 人 は 神 が 神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た 事 を 理 
解す る 。 

(創世 記 1 章 27 節 「 神 は 神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た 」) 

人 が 神 を 無限 の 人 と し て 理解 し た 時 に 、 人 は 「 私 は 有限 の 神 で あ 
る 」 と 自身 に 話す 。 

魔術 は 神秘 主義 と 異な る 。 

な ぜ な ら 、 魔 術 は 先 験 的 に 剤 断 し な い 。 

魔術 は 経験 的 に 剤 断 の 根拠 が 確立 され た 後に 装 断 する 。 

類推 可能 性 の 普遍 の 法 に よっ て 、 原 因 の 力 が 包含 し て いる 結果 に 
よっ て 、 原 因 を 理解 し た 後に 魔術 は 間断 する 。 

前 記 の 理由 か ら 、 隠 され た 学問 、 隠 され た 自然 科学 、 魔 術 で の 全 
て は 真実 で ある 。 

隠さ れ た 学問 、 隠 され た 自然 科学 、 魔 術 は 経験 の 根拠 の 上 に の み 
理論 を 確立 する 。 

真実 だ けが 概念 の つり 合い を 確立 する 。 

魔術 師 は 実現 に よる 実証 を 省略 する 概念 の 領域 の も の を 確実 な も 
の と し て 認め な い 。 

原因 で 真実 で ある も の は 結果 に 表れ る 。 

実現 され な いも の は 存在 しない!。 

吉 葉 の 実現 は ロゴ ス で ある 。 

喜 葉 の 実現 は イエ ス で ある 。 


吉 葉 の 実現 は 法 で ある 。 

思考 は 吉 葉 に 成る 事 で 思考 を 実現 する 。 

思考 は 身振り 、 音 、 人 象徴 する 映像 に よっ て 思考 を 実現 する 。 
思考 が 吉 葉 、 身 振り 、 音 、 象 徴 す る 映像 に 成る 事 は 実現 の 第 一 の 
段階 で ある 。 

文書 か 吉 葉 の 象 微 に よっ て 思考 は 星 の 光 に 記さ れる 。 

思考 は 星 の 光 の 反映 に よっ て 他 者 の 精神 に 感化 を 司 え る 。 

思考 は 他人 の 透明 な も の で ある 想像 力 を 通過 する 事 に よっ て 屈折 
する 。 

思考 は 新しい 形 と 新しい つり 合い を まとっ う 。 

思考 は 行動 に 翻訳 され る 。 

思考 は 世界 を 変え る 。 

思考 が 行動 や 星 の 光 の 吉 葉 に よっ て 他人 の 精神 や 世界 を 変え る 事 
は 実現 の 最終 段階 で ある 。 

概念 が 変化 させ る 世界 に 生ま れ た 人 は 思考 の 跡 を まとう 。 

概念 が 変化 させ る 世界 に 生ま れ た 人 が 思考 の 跡 を まとう 事 に よっ 
て 、 吉 葉 は 肉 に 成る 。 

概念 が 変化 させ る 世界 に 生ま れ た 人 が 思考 の 跡 を まとう 事 に よっ 
て 、 詩 葉 は 人 に 成る 。 

より 強い 救い 主 イ エス の 従順 の 跡 だ けが 星 の 光 に 保存 され た アダ 
ム の 不 従順 の 跡 を 消せ た 。 

アダ ム の 不 従順 の 跡 が 星 の 光 に 保存 され た と 原因 を 自然 な 意味 で 
魔術 的 な 意味 で 説明 で きる 。 

イエ ス の 従順 の 跡 が 星 の 光 に 保存 され た アダ ム の 不 従順 の 跡 を 消 
し た と 世界 へ の つぐ な い を 自然 な 意味 で 魔術 的 な 意味 で 説明 で き 
る 。 
星 の 光 、 世 界 の 魂 、 地 の 魂 は アダ ム の 全能 の 道具 で あっ た 。 
星 の 光 は 人 の 全能 の 道具 で あっ た 。 

アダ ム の 固 の 後 、 星 の 光 は アダ ム へ の 避 の 道具 に 成っ た 。 
人 の 大 の 後 、 星 の 光 は 人 へ の 浪 の 道具 に 成っ た 。 

アダ ム の 因 は 星 の 光 を 悪化 し 乱 し た 。 
人 の 因 は 星 の 光 を 悪化 し 乱 し た 。 

アダ ム の 固 は 不純 な 反映 を 星 の 光 の 原初 の 映像 に 混ぜ た 事 で あ 
る 。 
人 の 因 は 不純 な 反映 を 星 の 光 の 原初 の 映像 に 混ぜ た 事 で ある 。 
因 を 犯す 前 の アダ ム の 汚れ の な い 想 像 力 に と っ て 星 の 光 の 原初 の 
映像 は 普 遍 の 知 の 書 で あっ た 。 

固 を 犯す 前 の 人 の 汚れ の な い 想 像 力 に と っ て 星 の 光 の 原初 の 映像 
は 普通 の 知 の 書 で あっ た 。 

古代 の 象徴 で は 星 の 光 を 自身 の 尾 を 飲み 込 も うと し て いる 蛇 ウ ロ 


ボロ ス と し て 描い た 。 
自身 の 尾 を 飲み 込 も うと し て いる 蛇 ウ ロボ ロス は 悪意 か 思慮 を 表 


す 。 
自身 の 尾 を 飲み 込 も うと し て いる 蛇 ウ ロボ ロス は 時 か 永遠 を 表 


す 。 

自身 の 尾 を 飲み 込 も うと し て いる 蛇 ウ ロボ ロス は 誘惑 者 サタ ン か 
救い 主 イ エス を 表す 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 は 命 の 媒体 で ある 。 

星 の 光 は 善 の 補助 者 で ある と 同様 に 悪 の 補助 者 で ある 。 

星 の 光 は 神 の 聖霊 の 体 に 用 いら れる と 同様 に サタ ン の 火 の 体 に 用 
いら れる 。 

星 の 光 は 天使 の 戦い の 道具 で ある 。 

星 の 光 は ミカ エル の 二 を 助け る と 同様 に 地獄 の 火 に 油 を 注ぐ 。 
星 の 光 は 、 カ メレ オン に 似 た 性 質 を 持つ 、 常 に 乗り 手 の 武装 を 反 
映す る 馬 に 例え られ る か も し れ な い !。 

星 の 光 は 知 の 光 の 実現 か 知 の 光 の 形 で ある 。 

知 の 光 は 神 の 光 の 実現 か 神 の 光 の 形 で ある 。 

キリ スト 教 の 大 いな る 祖 イ エス は ロー マ の 放 薄 に 汚れ た 反映 に よ 
る 過 電 流 が 星 の 光 に 流れ て いる 事 を 見 抜い た 。 

イエ ス は 弟子 を ロー マ の 放 湯 に 汚れ た 反映 の 外界 か ら 隔 離し よう 
と 試み た 。 

イエ ス は 、 共 通 の 信心 と 熱意 の 仲介 に よっ て 、 イ エス が 神 の 恵み 
と 呼ん だ 新しい 磁気 の 鎖 に よっ て 弟子 が 通じ 合う た め に 、 弟 子 を 内 
面 的 な 光 だ け に 集中 させ た 。 

イエ ス は ロー マ の 放 湯 に 汚れ た 星 の 光 の 流れ を 圧倒 し た 。 

イエ ス は ロー マ の 放 湯 に 汚れ た 星 の 光 の 流れ を 腐 敗 作用 を 表し て 


サタ ン と 呼ん だ 。 
ある 流れ に 別 の 流れ を 対立 させ る 事 は 流体 の 命 の 力 を 再生 させ る 
事 で ある 。 


類推 の 正確 さ に よっ て 、 落 示 者 は 倫理 道徳 の 反作用 の た め の 適 切 
な 時 を 見 抜い た だ け で ある 。 

実現 の 法 は 磯 気 の 呼吸 と 呼ん で いる も の を も た ら す 。 

星 の 光 は 場所 と 物 に 浸透 し て いる 。 

星 の 光 は 、 特 に 行動 が 確証 し た 実現 し た 欲望 、 人 の 最も 有力 な 欲 
望 と 一 致す る 感化 を 場所 と 物 に 伝え る 。 

事実 、 普 遍 の 代行 者 、 隠 れ た 星 の 光 は 常に つり 合い を 求め る 。 
普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 無 を 満た す 。 

普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 充満 を 吸収 する 。 

普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 肉体 の 伝染 病 の 様 に 悪徳 を 伝染 させ る 。 
普遍 の 代行 者 、 星 の 光 は 徳 へ の 改 示 に 強く 作用 する 。 


反発 し 合う 者 と の 同居 は 苦痛 の 種 で ある 。 

神 の 様 な 者 の 遺物 は 突然 の 改 示 と いう 驚く べき 結果 を も た ら す 。 
大 罪人 の 遺物 は 突然 の 堕落 と いう 驚く べき 結果 を も た ら す 。 
呼吸 と 接触 は 頻繁 に 性 欲 を 呼び 起こ す 。 

人 が 無意識 に ふれ た り 磁 化し た 物 と の 呼吸 と 接触 は 頻 敬 に 性 欲 を 
呼び 起こ す 。 

まさ に 肉体 が 呼吸 する 様 に 、 魂 は 呼吸 する 。 

魂 は 魂 が 幸せ と 信じ て いる も の を 吸い 込む 。 

魂 は 精神 的 な 感覚 が も た ら す も の を 吐き 出す 。 

病 ん だ 魂 の 呼吸 は 悪い 。 

病 ん だ 魂 は 魂 の 周囲 の 倫理 道徳 的 な 大 気 を 汚す 。 

病 ん だ 穫 は 汚れ た 反映 を 浸透 し て いる 星 の 光 に 結び つけ る 。 
病 ん だ 魂 は 星 の 光 の 中 に 不 健 全 な 流れ を 確立 する 。 

社会 で 頻 繁 に 人 は 病 ん だ 魂 に 近づく 事 に よる 有り 得 な い 見 知ら ぬ 
悪い 思考 に 襲わ れ 驚 く 。 

魂 が 呼吸 し て いる と いう 秘密 は 気高く 重要 で ある 。 

な ぜ な ら 、 民 の 呼吸 は 良心 の 始ま り で ある 。 

魂 が 呼吸 し て いる と いう 秘密 は 魔術 の わざ の 無 上 の 議論 の 余地 の 
無い 明白 な 時 散 する べき 力 の 1 つ で ある 。 

魂 の 磁気 的 な 呼吸 は 魂 が 中 心 で ある 放射 物 を 魂 の 周囲 に も た ら 
す 


魂 の 呼吸 は 魂 の 行動 の 反映 で 魂 を 包み 込む 。 
魂 の 呼吸 は 魂 に 対し て 楽園 か 地獄 を 創造 する 。 
孤立 し た 行動 は 存在 し な い 。 
隠れ た 行動 は 存在 し な い 。 
人 の 真 の 意思 は 星 の 光 の 中 に 記さ れ 残 る 。 
人 が 行動 で 確証 し た 全て の も の は 星 の 光 の 中 に 記さ れ 残 る 。 
人 の 反映 は 星 の 光 の 中 に 保存 され る 。 
透明 な も の で ある 想像 力 の 仲介 に よっ て 、 絶 え 間 な く 星 の 光 の 中 
の 人 の 反映 は 人 の 思考 に 感化 を 与え る 。 

人 は 人 の 行動 の 子 で ある 。 

概念 の 段階 で 星 の 光 は 人 の 光 に 変わ る 。 

星 の 光 は 魂 の 第 一 の 外皮 で ある 。 

極め て 薄い 流体 と 連動 し て 、 星 の 光 は エー テル の 体 、 幻 の 星 の 体 
を 形成 する 。 

「 大 天文 学 ま た は 直感 哲学 」 で バラ ケル スス は 星 の 体 に つい て 話 
し て いる 。 

肉体 の 死 で 、 肉 体 か ら 星 の 体 が 自由 に 成る 時 に 、 類 似 し て いる も 
の の 共鳴 に よっ て 、 星 の 体 は 過去 の 人 生 の 反映 を 引き 寄せ て 長い 間 
保存 する 。 


強く 共鳴 する 意思 が 引き 寄せ る と 、 対 応 し て いる 星 の 光 の 流れ は 
自然 と 表れ る 。 

な ぜ な ら 、 奇 跡 よ り 自然 な も の は 無い 。 

強く 共鳴 する 意思 が 引き 寄せ る と 、 霊 は 表れ る 。 

降 寺 術 に つい て の 13 章 で 話す つも り で ある 。 

星 の 光 の 集合 の 様 に 、 流 体 の 体 は 2 つの 正反対 の 動き に 従う 。 

2 つの 正反対 の 動き は 左 で 引き 寄せ 右 で し り ぞ ける 。 

2 つの 正反対 の 動き は 一 方 で 引き 寄せ 他方 で し り ぞ ける 。 

2 つの 正反対 の 動き は 男性 と 女性 に 似 て いる 。 

2 つの 正反対 の 動き は 様々 な 衝動 を 人 の 中 に も た ら す 。 

2 つの 正反対 の 動き は 良心 の 町 責 の 役に立つ 。 

頻繁 に 他人 の 精神 の 反映 に 感化 され る 。 

他人 の 精神 の 反映 の 感化 は 一 方 で 誘惑 を 他方 で 深い 予期 し な い 思 
いや り を も た ら す 。 

他人 の 精神 の 反映 の 感化 は 、 向 上 させ る 天使 と 誘惑 する 天使 と い 
う 「 守 護 天 使 」 と いつ キリ スト 教 の 口伝 の 教え を 説明 する 。 

正義 の 勝利 と 人 の 自由 へ の 解脱 の た め に 人 の 善意 を は か る 天 程 に 
よっ て 星 の 光 の 2 つの 力 は 表 さ れる か も し れ な い !。 

肉体 と 異な り 、 星 の 体 の 性 別 は 常に 同じ と は 限ら な い 。 

2 つの 力 の つり 合い が 右 か ら 左 へ 変わ る と 、2 つ の 力 の つり 合い が 
一 方 か ら 他方 へ 変わ る と 、 頻 和敬 に 星 の 体 の 性 別 が 見 える 組織 で ある 
肉体 の 性 別 と 反対 で ある 場合 が 存在 する 。 

肉体 の 性 別 と 星 の 体 の 性 別 の 不一致 は 人 の 肉欲 的 な 奇行 を も た ら 
す 。 

倫理 道徳 的 に 正当 化 で き な い が 、 肉 体 の 性 別 と 星 の 体 の 性 別 の 不 
一 致 は アナ クレ オン と サッ フォ ー の 性 欲 の 異常 さ を 説明 する 。 

達 道 者 の 催眠 術 師 は 、 肉 体 の 性 別 と 星 の 体 の 性 別 の 不一致 と いっ 
た 、 和 肉体 と 星 の 体 の 全て の 微妙 な 違い を 考慮 に 入れ る べき で ある 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 で 肉体 と 星 の 体 の 違い を 見 分 ける 方 法 を 教え 
る つも り で ある 。 

真実 で の 実現 と 想像 で の 実現 と いう 2 種類 の 実現 が 存在 する 。 

真実 で の 実現 は 神 の 聖霊 の 魔術 師 だ け の 秘密 で ある 。 

想像 で の 実現 は 誘惑 者 と 悪人 の 霊 の 魔術 師 の も の で ある 。 

神話 は 神 の 教え の 考え の 想像 で の 実現 で ある 。 

迷信 は 斉 解 し た 信心 に よる 悪人 の 霊 の 魔術 で ある 。 

し か し 、 実 践 無し の 思索 だ け の 哲学 より 神話 と 迷信 は 人 の 意思 に 
有効 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 使徒 パウ ロロ は 十字 架 の 思 か さ に よる 懐 末 を 人 の 
知 的 な 無気力 に 対立 させ た 。 

使徒 パウ ロ は 十字 架 に か けら れ た イエ ス の 伝道 と いう 滅び る 人 に 


は 吊 か さ で ある 懐 灯 を 人 の 知 的 な 無気力 に 対立 させ た 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 18 節 か ら 24 節 「 滅 びる 人 に は 十字 
案 の 伝 道 は 届か さ で ある 。 神 は 伝道 の 思 か さ に よっ て 信じ る 人 を 救 
う 事 を 望ん だ 」) 

十字 架 に か けら れ た イエ ス の 伝道 と いう 滅び る 人 に は 愚か さ で あ 
る 懐柔 を 大 雷 の 弱 さ に 応用 し て 、 神 の 教え は 哲学 を 実現 する 。 

十字 架 に か けら れ た イエ ス の 伝道 と いう 滅び る 人 に は 愚 か さ で あ 
る 懐 炒 を 大 香 の 弱 さ に 応用 し て 、 神 の 教え は 哲学 を 実現 する 事 は 、 
カバ リス ト に は 、 人 に 成っ た 神 と 身代わり に よる 救い の 考え の 秘密 
の 理由 と 隠さ れ た 説明 で ある 。 

吉 葉 に され な い 思 考 は 人 に は 失わ れ た 思考 で ある 。 

行動 が 確証 し な い 吉 葉 は 無益 な 吉 葉 で ある 。 

無益 な 吉 葉 は 虚偽 に 近い 。 

吉 葉 に よっ て 話さ れ 行 動 に よっ て 確証 され た 思考 は 善行 か 因 _ に 成 


る 。 
吉 葉 に よっ て 話さ れ 行動 に よっ て 確証 され た 思考 は 徳 か 悪徳 に 成 


る 。 

責任 が 無い 吉 葉 は 存在 し な い 。 

特に 、 他 の も の と 無関係 な 行動 は 存在 し な い 。 

呪い は 常に 結果 を も た ら す 。 

祝福 は 常に 結果 を も た ら す 。 

行動 の 性 質 、 愛 に よる 行動 、 憎 悪 に よる 行動 、 全 て の 行動 に は 行 
動 の 動機 、 行 動 し た 領域 、 行 動 の 目的 か ら 類 推 可能 で ある 効力 が 有 
る 。 
肖像 画 を 傷つけ られ た 皇帝 が 手 を 顔 に 当て て 「 傷 つけ られ た 様 に 
感じ な い 」 と 声高 に 話し た 時 、 和 皇帝 は 麟 断 を 謀っ た 。 

皇帝 は 自分 の 思い や り を 遇 め た 。 

宋 准 を 重んじ る 人 は 自身 の 肖像 画 を 傷つけ られ る の を 平静 に 見 る 
事 が で きる で あろ つか? いい え ! 

知ら れず に 行わ れ た 行動 で も 、 肖像 画 を 傷つけ る と いっ た 行動 は 
全て 致命 的 な 感化 に よっ て 作用 する 。 

呪い の 効力 は 事実 で ある 。 

達 道 者 は 呪い の 効力 が 事実 で ある 事 を 疑う 事 が で き な い 。 

思い や り の 有る 皇帝 の 前 記 の 吉 葉 は 無 思 記 で ある ! 

罰 を 受け ず に 傷つけ る 事 が で き な い 人 が 人 存在 する 。 

神 を 受け ず に 傷つけ る 事 が で き な い 人 を 傷つけ る と 致命 的 で あ 


罰 を 受け ず に 傷つけ る 事 が で き な い 人 を 傷つけ る と 死 が 始ま る 。 
浴 り に 会 っ て は いけ な い 人 が 存在 する 。 
滴り に 会 っ て は いけ な い 人 は 一 目 見 た だ け で 他人 の 命 の 傾向 を 変 


える 。 

一 目 見 た だ け で 他人 を 級 す バシ リス ク は 虚構 で は な い 。 

一 目 見 た だ け で 他人 を 殺 す バシ リス ク は 魔術 的 な 例え 話 で ある 。 
概して 、 敵 を 持つ 事 は 健康 に 悪い 。 

罰 を 受け ず に 他人 を 傷つけ よう と 試み て は いけ な し いり 。 

既存 の 力 、 流 れ に 対立 する 前 に 、 正 反対 の 力 、 流 れ に 乗っ て いる 
か よく 確認 する 必要 が 有る 。 

正反対 の 流れ に 乗っ て いな い に も か か わら ず 欧 存 の 流れ に 対立 し 
た 場合 は 、 圧 倒さ れ 打 た れ 倒 され る で あろ うっ う 。 

多数 の 突然 死 の 原因 は 正反対 の 流れ に 乗っ て いな い に も か か わら 
ず 婚 存 の 流れ に 対立 し た 事 で ある 。 

信心 へ の 冒 済 に よる 電気 的 な 流れ が レビ 記 10 章 1 節 か ら 2 節 の ナダ 
プ ブ と アビ フ へ の 時 散 する べき 天罰 、 サ ム エ ル 記 下 6 章 7 節 の ウザ へ の 
玄 散 する べき 天罰 、 使徒 行 伝 5 章 1 節 か ら 11 節 の アナ ニア と サフ ィ ラ 
へ の 最 散 する べき 天 六 の 原因 で ある 。 

信心 へ の 冒 済 に よる 電気 的 な 流れ が ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 
の 電信 、 ル ビエ の 修道 女 の 混 依 、 ジ ャ ン セ ニス ム の けい れん の 原因 
で ある と 隠れ た 自然 の 法 で 説明 で きる 。 

仮に ユル バン グラ ン デ ィ エ が 犠牲 に 成ら な か っ た な ら ば 、 依 さ 
れ た 修道 女 が 刀 ろ し いけ いれ ん で 死ん だ か 、 伝 染 的 に 依 に よる 乱 
心 が 力 と 感化 力 を 増し た で あろ つう 。 

ユル バン グラ ン デ ィ エ は 知識 と 理性 を 持っ て いた に も か か わら ず 
幻覚 に 陥り 自身 の 名 誉 を 暖 損し た 。 

不運 な ゴー フリ ディ の 様 に 。 

さも な けれ ば 、 ユ ル バ ン グラ ン デ ィ エ は 中 毒 か 天罰 の 全て の 特徴 
を 示し て 突然 死 し た か も し れ な い 。 

18 世 紀 に 不運 な 詩人 Gilbert は 世論 の 流れ 、18 世 紀 を 特徴 する 哲学 
的 な 狂信 に 対立 する と いう 自身 の 大 胆 な 行動 の 犠牲 に 成っ た 。 
Gilbert は 哲学 的 に 反逆 する 因 を 犯 し た 。 

信じ られ な い 恐 怖 に 取り つか れ て Gilbert は 狂 死 し た 。 
Gilbert が 時 代 錯 誤 の 主張 を し た の で 神 が Gilbert を 罰 し た か の 様 に 
見 えた 。 

し か し 、 実 際 は 、Gilbert は Gilbert が 知る 事 が で き な か っ た 自然 の 
法 の 論理 に よっ て 死ん だ 。 

Gilbert は 電気 的 な 流れ に 対立 し た 。 

雷 の 様 な も の が Gilbert を 打ち 倒し た 。 

仮に シャ ル ロ ッ ト コル デー が マラ ー を 暗殺 し な く て も 、 間 違い な 
く 大 衆 の 世論 の 反作用 に よっ て マラ ー は 倒れ た で あろ うっ う 。 

マラ ー は 呪い に よる ハン セン 病 で 苦し ん だ 。 

仮に シャ ル ロ ッ ト コル デー が マラ ー を 暗 殺 し な く て も 、 マ ラー は 


呪い に よる ハン セン 病 に 倒れ た に ちがい な い 。 

シャ ルル 9 世 の 病 気 と 死 の 唯一 の 原因 は サン バル テル ミ の 虐殺 が 
引き 起こ し た 非難 で ある 。 

一 方 、 仮 に 計り 知れ な い 大 箇 の 人 気 が ア ン リ 4 世 を 支え て いな け 
れ ば 、 改 宗 後 ア ン リ 4 世 は 生き 延び られ な か っ た で あろ うつし 、 カ ト 
リッ ク 教 徒 の 疑惑 や 悪意 と プロ テス タン ト 教 徒 の 軽 茂 に よっ て 死ん 
だ で あろ っ つ 。 

大 到 の 人 気 が ア ン リ 4 世 の 星 の 命 の 放射 力 、 共 鳴 力 を 支え た 。 

不 人 気 は 正直 さと 大 胆 さ の 証 か も し れ な い 。 

し か し 、 不 人 気 は 思 鹿 の 証 で は な い !。 

政治 家 に は 世論 に よる 不 名 誉 は 致命 的 で ある 。 

話す に は 不適 切な 多数 の 高 名 な 人 達 の 早 過ぎ る 死 、 変 死 を 思い 出 
させ る 。 

大 軍 の 世論 に お ける 不 名 誉 は 頻 苫 に 大 いな る 不当 な 仕打ち か も し 
れ な い 。 

し か し 、 そ れ に も か か わら ず 、 大 衆 の 世論 に お ける 不 名 誉 は 常に 
不 成 功 の 原因 で ある 。 

大 軍 の 世論 に お ける 不 名 誉 は 頻 向 に 死 の 宣告 に 成る 。 

代わ り に 、 個 人 に 対す る 不当 な 仕打ち は 、 も し 直さ れ な いま まで 
あれ ば 、 国 家 全 体 や 社会 全体 の 損失 の 原因 に 成り 得る し 成る べき で 
ある 。 

長 さ れ な いま ま の 個人 に 対す る 不当 な 仕打ち が 国家 全体 や 社会 全 
体 の 損失 の 原因 に 成る 事 を 血 の 叫 びと 呼ん で いる 。 

な ぜ な ら 、 全 て の 不当 な 仕打ち の 根底 に は 毅 人 の が 存在 する 。 

個人 と 国家 全体 や 社会 全体 の 連帯 と いっ た けり 不当 な 仕打ち と 殺人 
の 連帯 と いっ た 、 連 帯 と いう 明 散 する べき 法 が 存在 する 理由 か ら 、 
キリ スト 教 は 許す 事 と 和解 を 間 常 に 強く すす め る 。 

許す 事 無 く 死 ぬ 人 は 短剣 で 武装 し て 永遠 に 身 を 投げ る 事 に 成る 。 

許す 事 無 く 死 ぬ 人 は 永遠 の 毅 人 の 恐怖 で 自身 を 苦し め る 事 に 成 
る 。 
許す 事 無 く 死 ぬ 人 は 永遠 の 毅 人 の 恐怖 で 自分 で 自分 の 首 を 絞め る 
事 に 成る 。 

父母 の 呪い に 効力 が 有る 事 は 不動 の 大 衆 の 口伝 で あり 不動 に 大 則 
に 信じ られ て いる 事 で ある 。 

父母 の 祝福 に 効力 が 有る 事 は 不動 の 大 衆 の 口伝 で あり 不動 に 大 則 
に 信じ られ て いる 事 で ある 。 

事実 、 縁 が 近い ほど 憎悪 の 結果 は より 恐ろし い 。 

メレ アグ ロス の 血 を 燃やし た アル タイ ア の 燃え 木 の 神 話 は 緑 が 近 
い ほ ど 憎 悪 の 結果 は より 恐ろし いと いう 時 散 する べき 力 の 象徴 で あ 
る 。 


父母 は 常に 用 心 し な さい 。 
な ぜ な ら 、 血 族 に 地獄 の 火 を と も す 人 は 自身 も 焼 か れ 不 幸 に 成 


子 を 不幸 に する 父母 は 自身 も 不幸 に 成る 。 
許す 事 は 因 で は な い 。 
し か し 、 呪 う 事 は 常に 危険 な 悪い 行動 で ある 。 
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秘伝 伝授 者 は トリ ス メ ギ スト ス の ラン プ 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウ 
ス の マン ト 、 祖 の 杖 を 持つ 者 で ある 。 

トリ ス メ ギ スト ス の ラン プ は 知 と いう 光 に 照ら され た 理性 で あ 
る 。 
ティ アナ の アポ ロニ ウス の マン ト は 賢者 を 盲目 的 な 傾向 か ら 隅 離 
する 完全 な 冷静 さ で ある 。 

祖 の 杖 は 自然 の 秘密 の 永遠 の 力 の 助け で ある 。 

トリ ス メ ギ スト ス の ラン プ は 過去 、 現 在 、 未 来 を 明らか に し 、 男 
性 の 良心 を 明らか に し 、 女 性 の 心 の 奥底 を 明らか に する 。 

トリ ス メ ギ スト ス の ラン プ は 三重 の 火 で 燃え 、 テ ィ ア ナ の アポ ロ 
ニウス の マン ト は 三重 に 折ら れ 、 祖 の 杖 は 3 つの 部 分 に 分 か れ て い 
る 。 
数 9 は 神 の 反映 で ある 。 
数 9 は 全て の 概念 的 な 力 で の 神 の 概念 を 表す 。 

し か し 、 数 9 は 舘 心 の 浴用 、 迷 信 、 盲 信 、 偶 像 岩 拝 を 表す 。 
前 記 の 理由 か ら 、 ヘ ル メ ス は 数 9 を 秘伝 伝授 の 数 に し た 。 
な ぜ な ら 、 秘 伝 伝授 者 は 迷信 に よっ て 迷信 を 統治 する 。 
杖 に も た れ か か り 、 マ ント の 中 に 覆い 隠さ れ 、 ラ ンプ に 照ら さ 
れ 、 独 力 で 、 秘伝 伝授 者 は 聞 の 中 を 進む 事 が で きる 。 

神 は 理性 を 全て の 人 に 上 昌 え て いる 。 

し か し 、 全 て の 人 が 理性 を 利用 する 方 法 を 知っ て いる わけ で は な 
し い 。 

理性 を 利用 する 方 法 を 知る に は 、 知 を 獲得 する 必要 が 有る 。 

神 は 自由 を 全て の 人 に 提案 し て いる 。 

し か し 、 全 て の 人 が 自由 で ある わけ で は な い 。 

自由 に 成る に は 、 権 利 を 獲得 する 必要 が 有る 。 

自由 に 成る に は 、 正 義 を 獲得 する 必要 が 有る 。 

全て の 人 の た め に 、 力 は 存在 する 。 

し か し 、 全 て の 人 が 力 に も た れ か か る 方 法 を 知っ て いる わけ で は 
な い 。 

力 に も た れ か か る に は 、 力 を 持つ 必要 が 有る 。 

努力 に よっ て の み 人 は 到達 する 。 


獲得 し た も の で 自身 を 高め る 事 が 人 の 運命 で ある 。 

獲得 し た 後に 神 の 様 に 与え る 栄光 と 喜び を 獲得 する 事 が 人 の 運命 
で ある 。 

魔術 は 祭司 の わざ 、 王 者 の わざ と 呼ば れ た 。 

な ぜ な ら 、 秘 伝 伝 授 に よっ て 賢者 は 全て の 示 と 意思 を 統治 する 力 
を 獲得 する 。 

予 吉 は 秘伝 伝授 者 へ の 思 恵 の 1 つ で ある 。 

予 吉 は 原因 に 含ま れる 結果 の 知 で ある 。 

予 斉 は 知 を 類推 可能 性 の 普遍 の 考え の 事実 に 応用 し た も の で あ 
る 。 
人 の 行動 は 星 の 光 の 中 に 記さ れる 。 

だ け で は な く 、 人 の 行動 の 跡 は 顔 に 残さ れる 。 

人 の 行動 は 動作 を 変え る 。 

人 の 行動 は 声 の 調子 を 変え る 。 

全て の 人 は 秘伝 伝授 者 に は 読み 易い 命 の 歴史 を 身 に つけ て いる 。 
未来 は 常に 過去 の 結果 で ある 。 

予期 し な い 出来 事 は 論理 的 に 計算 され た 結果 を 感知 で きる ほど に 
変え な しい !。 

人 の 運命 は 予 震 で きる 。 

唯一 の 行動 か ら 人 生 全 体 を 剤 断 で きる 。 

1 つの 不手際 が 不幸 の 長い 連鎖 の 前 兆 に 成り 得る 。 

カエ サル は 頭 が は げ て いる 事 を 恥じ て いた の で 暗殺 され た 。 

ナポレオン は オシ アン 詩集 を 愛読 し て いた の で 死ぬ まで セン ト へ 
レナ 島 に 幽閉 され た 。 

ルイ フィ リッ プ は 傘 を 携帯 し て いた の で 王座 を 退 い た 。 

前 記 は 大 軍 に は 矛盾 で ある 。 

大 衆 は も の の 隠さ れ た 関連 を 把握 で き な い )。 

し か し 、 前 記 は 達 道 者 に は 原因 で ある 。 

達 道 者 は 全て を 理解 し て いる 。 

達 道 者 は 不意 打ち され な い 。 

秘伝 伝授 は 神秘 主義 の 偽 の 光 を 予防 する 。 

秘伝 伝授 は 、 類 推 可能 性 の 鎖 に よっ て 、 無 上 の 論理 で ある 神 に つ 
な が る 事 に よっ て 、 無 上 の 論理 で ある 神 か ら 類 推 可 能 で ある 価値 と 
放り の 無 さ を 人 の 理性 に 与え る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 秘 伝 伝授 者 は 疑い の な い 和 希望 を 和 っ て いる 。 

秘伝 伝授 者 は 非 論理 的 な 恐怖 を 知ら な い 。 

な ぜ な ら 、 秘 伝 伝授 者 は 非 論 理 的 な 信心 を 持た な い 。 

秘伝 伝授 者 は 自身 の 力 の 範囲 を 知っ て いる 。 

秘伝 伝授 者 は 危険 無し に 大 胆 に 行動 で きる 。 

秘伝 伝授 者 に と っ て 、 大 胆 に 行動 する 事 は 可能 で ある 事 で ある 。 


前 記 か ら タ ロッ ト の 9 ペー ジ 目 の 絵 の 新 し い 解 釈 が 分 か る 。 
秘伝 伝授 者 の ラン プ は 秘伝 伝授 者 が 学 の 有る 者 で ある 事 を 表す 。 
秘伝 伝授 者 が 覆い 隠さ れる マン ト は 秘伝 伝授 者 の 思 鹿 を 表す 。 
秘伝 伝授 者 の 杖 は 秘伝 伝授 者 の 力 と 大 胆 な 行動 の 象徴 で ある 。 
秘伝 伝授 者 は 知り 、 大 胆 に 行動 し 、 沈 黙 を 守る 。 

秘伝 伝授 者 は 未来 の 秘密 を 知り 、 現 在 に お いて は 大 胆 に 行動 し 、 
過去 に つい て は 沈黙 を 守る 。 

秘伝 伝授 者 は 人 の 心 の 弱 さ を 知り 、 自 身 の 務 め を 果たす た め に 人 
の 心 の 弱 さ を 大 胆 に 利用 し 、 自 身 の 目的 に つい て は 沈黙 を 守る 。 
秘伝 伝授 者 は 全て の 象徴 の 原理 と 全て の 神 の 教え の 原理 を 知り 、 
全て の 神 の 教え を 偽善 無し に 信心 か ら 大 胆 に 実践 し た り 控 えた けり 
し 、 無 上 の 秘伝 伝授 の 唯一 の 考え に つい て は 沈黙 を 守る 。 

秘伝 伝授 者 は 大 いな る 魔術 の 代行 者 の 存在 と 性 質 を 知り 、 魔 術 の 
代行 者 に 人 の 意思 に 従わ せる 行動 を 大 胆 に 実践 し 魔術 の 代行 者 に 人 
の 意思 に 従わ せる 吉 葉 を 大 胆 に 話し 、 大 いな る 秘密 の 神秘 に つい て 
は 沈黙 を 守る 。 

秘伝 伝授 者 は 頻 驚 に ゆう うつ で ある が 、 打 ち 倒 され な いし 絶望 し 
な い 。 

秘伝 伝授 者 は 頻繁 に 貧し い が 、 み じ め な 気持 ち に 成ら な い 。 
秘伝 伝授 者 は 頻 向 に 迫害 され る が 、 圧 倒さ れ な い 。 

秘伝 伝授 者 は オル フェ ウス の 新妻 エ ウ ワリ ュ デ ィ ケ と の 死別 と 級 害 
され た オル フェ ウス を 思い 出す 。 

秘伝 伝授 者 は モー セ の さす らい の 旅 と 孤独 な 死 を 思い 出す 。 
秘伝 伝授 者 は 預 吉 者 の 狗 教 を 思い 出す 。 

秘伝 伝授 者 は ティ アナ の アポ ロニ ウス へ の 捧 問 を 思い 出す 。 
秘伝 伝授 者 は 十字 架 に は りつ けら れ た 救い 主 イ エス を 思い 出す 。 
秘伝 伝授 者 は コル ネリ ウス アグ リッ パ の みじめ な 死 と コル ネリ ウ 
ス アグ リッ パ へ の 死後 の 中 傷 を 知っ て いる 。 

秘伝 伝授 者 は 、 ど の よう な 労苦 が 大 いな る パラ ケル スス を 圧倒 し 
た か 知っ て いる 。 

秘伝 伝授 者 は ライ ムン ドゥ ス ルル ス が 暴行 され て 死ぬ まで 迫害 さ 
れ た 事 を 全て 知っ て いる 。 

秘伝 伝授 者 は ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 知 を 守る た め に 狂っ た ふり を 
し て 理性 を 失っ た 事 を 思い 出す 。 

秘伝 伝授 者 は ルイ クロ ー ド ド サン マル タン の 隠さ れ た 人 生 を 思 
い 出 す 。 

秘伝 伝授 者 は カリ オス トロ が 宗教 裁 間 に か けら れ 宇 獄 に 入れ られ 
見 捨て られ 姿 を 隠し た 事 を 思い 出す 。 

秘伝 伝授 者 は カ ゾ ッ ト が 断頭 台 に 昇っ た 事 を 思い 出す 。 

多数 の 犠牲 の 後継 者 で ある 、 秘 伝 伝授 者 は 、 大 胆 に 行う こと を 控 


えな い が 、 沈 黙 の 必要 性 を より 理解 する 。 
タロ ッ ト の 9 ペー ジ 目 の 絵 の 秘伝 伝授 者 の 見 本 を 模 信 し よう 。 
精進 し て 勤勉 に 学ば う 。 
知っ た 時 に は 、 勇 気 を 持 と つう 。 
知っ た 時 に は 、 沈 黙 を 守 ろ う 。 


全て の 神 の 教え は 世界 の 最初 期 の 賢者 が 象徴 で 書い た 原初 の 書 タ 
ロッ ト の 記憶 を 保存 し て いる 。 

後 の 時 代 に タロ ッ ト は 簡易 化 さ れ 俗 化 さ れ た 。 

タロ ッ ト の 象徴 は 、 文 字 を 記す わざ に 、 文 字 を 神 の 吉 葉 に 、 神 秘 
の 象徴 と pantacle を 隠さ れ た 哲学 に 避 え た 。 

へ ブラ イ 人 は エノク が タロ ッ ト を 創造 し た と 話す 。 

エノク は 世界 の 第 7 祖 で ある 。 

アダ ム は 第 1 祖 で ある 。 

エジプト 人 は エノク を ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス と 呼ん で いる 。 

ギリ シャ 人 は エノク を カド モス と 呼ん で いる 。 

カド モス は 神 の 都市 の 神秘 的 な 建築 者 で ある 。 

タロ ッ ト は 原初 の 口伝 の 象徴 的 な 要約 で ある 。 

後に 、 タ ロッ ト の 元 と 成っ た 口伝 は カバ ラ と 呼ば れ た 。 

カバ ラ は へ プライ 語 で 「 受 け 入れ 」 を 意味 する 。 

日 伝 カバ ラ の 基礎 は 要する に 「 見 える も の は 見 えな いも の と つり 
合っ て いる も の さ し で ある 」 と いう 魔術 の 唯一 の 考え で ある 。 

古代 人 は 自然 科学 で 正反対 に 見 える 2 つの 力 の つり 合い が 普 台 の 
法 で ある 事 を 見 た 。 

古代 人 は 自然 科学 的 な つり 合い か ら 哲学 的 な つり 合い を 明らか に 
し た 。 

古代 人 は 生き て いる 自発 的 な 第 一 原因 で ある 神 に は 相互 に 必要 な 
2 つの 特性 の 存在 が 認め られ る に 違い な いと 断 吉 し た 。 

安定 と 運動 。 

必然 と 自由 。 

論理 と 自由 意思 に よる 自立 性 。 

思い や り と 上 厳し さ 。 

カバ リス ト の へ プ ブライ 人 は 神 の 2 つの 特性 を 思い や り と 厳し さと 
いう 名 前 で 人 化し た 。 

無 上 の 王冠 が 思い や り と 上 厳し さ の 上 に 存在 する 。 

王冠 は つり 合わ せる 力 で ある 。 

王冠 は 世界 の 原理 で ある 。 


王国 が 思い や り と 上 央 し さ の 下 に 存在 し 思い や り と 上 厳し さ を つ り 合 
わせ る 。 

マタ イ に よる 福音 6 章 13 節 の 「 主 の 祈り 」 の 王国 、 力 、 宋 光 は 
永遠 に あな た 、 神 の も の で ある 。 で ある 様 に 」 と いう 隠さ れ た カバ 
ラ の 和 圭 で 王冠 の 代わ り に 王国 と いう 名 前 が 見 つか る 。 

王冠 が 上 か ら 、 王 国 が 下 か ら 、 思 いや り と 上 厳し さ を つ り 合 わせ て 
いる 。 

2 つの 原理 は 概念 の 領域 で は 思い や り と 厳し さ で ある と 考え られ 


る 。 
2 つの 原理 は 自由 意思 と いっ た 神 の 領域 で は 知 慮 と 自発 的 な 知力 
で ある 。 
2 つの 原理 は 実現 と いっ た 形 の 領域 で は 安定 と 進歩 で ある 。 
2 つの 原理 は 実現 と いっ た 形 の 領域 で は 永遠 性 と 勝利 で ある 。 
カバ ラ に よれ は ば 王冠 、 知 慮 、 自 発 的 な 知力 、 思 いや リ り 、 厳し さ 、 
、 勝 利 、 永 遠 性 、 基 礎 、 王 国 が 全て の 神 の 教え と 全て の 学問 の 基 
寺 8 
三重 の 三角 形 と 1 つの 円 。 
つり 合い が 説明 する 3 つ 1 組 の 考え と 、 概 念 の 領域 で 3 つ 1 組 の 考え 
が 増殖 させ た 3 つ 1 組 の 概念 と 、 形 の 領域 で の 3 つ 1 組 の 概念 の 実現 。 
古代 人 は 無 上 の 10 つ 1 組 の 数 の 概念 を 簡潔 な 印象 的 な 神学 の 無 上 
の 概念 で 修飾 し た 。 
後記 の 様 に 。 


1。 
王冠 。 
つり 合わ せる 力 。 


2。 
知 慮 。 
不変 の 秩序 の 中 で 知 の 先導 が つり 合わ せる 知 慮 。 


3。 
自発 的 な 知力 。 
知 が つり 合わ せる 自発 的 な 知力 。 


4。 

思 し 1 や 0 り 。 

思い や り は 知 で ある 。 

思 1 や リ は 知 の 派生 概念 で あ る 。 
思 1 や り は 強し 1 の で 淀 に 優 し し 1。 


( 知 は 強い の で 常に 優し い 。) 


5。 

厳し さ 。 

知 が 必要 と する 厳し さ 。 

思い や り が 必要 と する 上 茂 し さ 。 
善意 が 必要 と する 厳し さ 。 

悪 を 許す 事 は 善 を さま た げ る 事 で ある 。 


6。 
美 。 
形 に お ける つ け 合 し 1 の 理解 し 易 し 1 概念 。 
王冠 と 王国 を 仲介 する も の 。 
創造 と 被 人 造物 を 伸介 する 原理 。 
( 
詩 と 1 う 宗 高 な 概 六 。 


陸 可 C お の 者 な 概 
) 


7。 
勝利 。 
知 と 正義 の 永遠 の 勝利 。 


8。 

永遠 性 

本 神 が 物 か ら 獲 得 し た 永遠 性 。 
自発 性 が 受容 性 か ら 獲 得 し た 永遠 性 。 
命 の 死 へ の 圧倒 の 永遠 性 。 


9。 
基礎 。 
全て の 信心 の 基礎 


哲学 に お ける 絶対 と 呼ん で いる 、 全 て の 、 


10。 

王国 。 

宇宙 、 森 比 万 象 、 万 物 。 
全て の 被 造 物 。 

神 の 作品 。 


真理 の 基礎 


神 の 鏡 。 

無 上 の 論理 で ある 神 の 証 。 

人 に 事実 上 の 仮定 を す が ら せる 形 に お ける 結果 。 
神 が 答 え で ある 謗 。 

無 上 の 論理 で ある 神 。 

絶対 の 論理 で ある 神 。 


カバ ラ の 達 道 者 は 、 原 初 の アル ファ ベッ ト で ある へ プ ブライ 文字 の 
最初 の 10 文 字 に 結び つけ られ た 、 原 理 と 数 を 表す 、10 の 主要 な 概念 
を 10 の セ フ ィ ロ ト と 呼ん で いる 。 

後記 の 様 に 書か れ た 、 神 の 4 文字 、 テ トラ グラ マト ン は 神 の 名 前 
の 数 、 源 泉 、 類 推 可能 性 を 表す 。 


日) 


前 記 の 様 に 24 の 光 の 三重 の 花 の 王冠 で 書か れ た 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ 
は ヨ 八 ネ の 黙示 録 4 章 4 節 の 天 の 王 座 の まわ り の 24 の 座 と 24 人 の 王 
冠 を か ぶっ た 長老 を 表す 。 

カバ ラ で は 隠さ れ た 原理 を 長老 と 呼ん で いる 。 

増殖 され た 、 二 次 的 な 原因 で 反射 され た 、 隠 され た 原理 は 、 自 身 
の 像 、 唯 一 の 実体 に 様々 な 概念 が 存在 する 様 に 多数 の 長老 を 創造 す 
る 。 
源泉 か ら 遠 ざ ご か れ ば 遠ざかる ほど 比例 し て 不 完全 に 成っ て いく 映 
像 は 、 最 終 的 な 反映 、 ま た は 、 か すか な 光 を 痢 に 映す 。 

源泉 か ら 遠 ざか り 不 完全 に 成っ た 反映 は 恐ろし い 歪 ん だ 奇形 の 長 
老 と し て 表れ る 。 

大 則 は 恐 ろ し い 歪 ん だ 奇形 の 長老 と し て 表れ る 源泉 か ら 遠 ざか り 
不 完全 に 成っ た 反映 を 悪魔 と 呼ん で いる 。 

前 記 の 理由 か ら 、 あ る 秘伝 伝授 者 は 大 胆 に 「 悪魔 は 悪人 が 理解 し 
た 神 で ある 」 と 話し て いる 。 

別 の 秘伝 伝授 者 は より 妙 に より 活き 活き と 「 悪 魔 は 神 の 残骸 で 構 
成 さ れ て いる 」 と 話し て いる 。 

「 悪魔 は 悪人 が 理解 し た 神 で ある 」 や 「 悪 魔 は 神 の 残骸 で 構成 さ 
れ て いる 」 と いっ た 悪魔 の 斬新 な 定義 を 要約 する と 説明 する と 銀 筆 
的 に 喜 う と 「 悪 魔 は 神 性 を 奪 お つと 試み て 堕天 し た 天使 で ある 」。 

「 悪魔 は 神 性 を 奪 お うと 試み て 堕天 し た 天使 で ある 」 は 預 吉 者 の 
例え で ある 。 

「 悪魔 は 神 性 を 奪 お うと 試み て 堕天 し た 天使 で ある 」 は 伝説 の 創 
造 主 の 例え で ある 。 


哲学 的 に 吉 つ と 「 悪 魔 は 自然 科学 と 理性 の 進歩 に 追い 越 さ れ 天 を 
奪わ れ た 神 性 に 対 し て 人 が 抱 く 概念 で あ る 」 o 

モロ ク 、 ア ドラ メレ ク 、 バ アル は 原始 的 な オリ エン ト の 大 斎 が 唯 
ー 神 を 人 化し た も の で ある 。 

原始 的 な オリ エン ト の 大 斎 は モロ ク 、 ア ドラ メレ ク 、 バ アル を 残 
な 儀式 で 宗 め て 唯一 神 の 名 誉 を 汚 人 

多数 の 人 に 対し て 地獄 を 創造 し 、 救 わな い 多 数 の 人 が 永遠 に 苦し 
お の を 楽し む 、 神 に 対し て ジャ ン セ ニス ト が 抱 く 誠 っ た 概念 は モロ 
ク よ り 残 妨 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 全 て の 賢い 光 に 照ら され た キリ スト 教徒 が 見 る 
様 に 、 神 に 対し て ジャ ン セ ニス ト が 抱 く 諾 っ た 概念 は サタ ン で あ 
けり 、 天 か ら 地 に 堕ち た 。 

カバ リス ト は 増殖 させ た 神 の 名 前 を テト ラ グラ マト ン の 統一 性 、 
3 つ 1 組 の 形 で ある 三角 形 、10 つ 1 組 の セ フ ィ ロ ト の 段階 に 結び つけ 
誠 

カバ リス ト は 神 の 名 前 と 数 の 段階 を 三角 形 で 表し た 。 

後記 の 様 に 、 カ バリ スト は 神 の 名 前 と 数 の 三角 形 を ロー マ 字 で 表 
し た 。 


イ ヨ ョ ッ ド 
ヤ 八 ( ヤ ハ ウェ の 短縮 形 ) 
シャ ダイ 
ヤ 八 ウェ 


エロ ヒム (エロ ヒム は へ ブラ イ 語 で 神 を 意味 する 複数 形 で ある 。) 
Sabaoth(Sabaoth は へ ブラ イ 語 で 軍団 を 意味 する 。) 

アラ リタ 

ELVEDAAT 

ELIM GIBOR(ELIM は へ ブラ イ 語 で 神 を 意味 する 。) 

ELIM Sabaoth 


前 記 の 唯一 つの テト ラ グラ マト ン か ら 形 成 さ れ た 神 の 名 前 は へ ブラ 
イ 人 の 儀式 の 基礎 で ある 。 

前 記 の 唯一 つの テトラ グラ マト ン か ら 形 成 さ れ た 神 の 名 前 は カバ リ 
スト の ラビ が セム ハム フォ ラス と いう 名 前 で 呼び 出す 隠さ れ た 力 と 
成る 。 


(ラビ は へ ブラ イ 語 で 師 を 意味 する 。) 

カバ ラ の 観点 か ら タ ロッ ト に つい て 話す 必要 が 有る 。 

Tarot と いう 名 前 の 隠さ れ た 源泉 に つい て は すでに 話し た 。 
象徴 的 な 書 タ ロッ ト は 、 カ バラ の アル ファ ベッ ト で ある へ プラ イ 
文字 、4 組 の 10 つ 1 組 の 車輪 また は 輪 、4 つ の 象徴 と 車輪 の 財 で ある 
人 性 を 表す 進歩 的 な 4 つの 人 物 札 の 組み 合わ せ で 構成 され て いる 。 
タロ ッ ト の 人 物 札 は 男性 、 女 性 、 若 い 大 人 の 様 な 者 、 幼 子 の 様 な 
者 で ある 。 

タロ ッ ト の 人 物 札 は 主 、 女 性 の 主 、 騎 士 、 騎 士 見 習い で ある 。 
タロ ッ ト の 1 ペー ジ 目 か ら 13 ペ ー ジ 目 は 13 の 考え を 表す 。 

タロ ッ ト の 14 ペ ー ジ 目 か ら 22 ペ ー ジ 目 は 無 上 の 論理 で 強く 確固 と 
し て 確立 され た へ ブラ イ 人 の 神 の 教え が 認め る 9 つの 舘 仰 を 表す 。 
後記 は 古代 の 立法 者 風 の 詩 で 書い た 、 タ ロッ ト の 宗教 的 な カバ ラ 
の 鍵 で ある 。 


1。 

アレ フ 。 

自意識 。 

全て の 見 える も の の 中 の 自発 的 な 原因 。 


2。 

ベ 本 

数 は 生き て いる 単 一 を 証明 する 。 
3。 
ギ メ ル 。 

全て の も の を 含ん で いる 神 に は 限界 が 無い 。 
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ダレ ト 。 

神 は 全て の も の に 先行 し て 命 の 虚空 を 満た す 。 
5。 

2 ペー。 


唯一 の 主 で ある 神 だ け を 敬愛 する べき で ある 。 


6。 
ヴァ ウ 。 
本 物 の 神 の 教え は 清 い 心 の 一 致 で ある 。 


7。 
(27。 
複数 の 信心 の わざ は 唯一 の 法王 を 必要 と する 。 


8。 

ケト 。 

人 に は 唯一 の 法 が 存在 する 。 
人 は 唯一 の 祭壇 に 願う 。 


9。 

デ ド 。 

永遠 の 神 は 永遠 に 神々 の 基礎 を 変え な い 。 

10。 

イ ヨ ッ ド 。 

神 だ け の 楽園 の 様 に 神 の 統治 は 天 の 時 と 人 の 時 を 包む お 。 
11。 

yA 


思い や り 深 い 。 
報い の 力 は 強い 。 


12。 
ラメ ド 。 
や が て 神 は 神 の 民 の 王者 を 復活 させ る で あろ うつ 。 


13。 

メ ム 。 

墓 は 約束 の 地 へ の 入口 を も た ら す 。 
死 だ けが 終わ る 。 

命 の 見 通し は 、 さ ら に 広がる 。 


前 記 の 考え は 神 加 、 純 粋 、 不 動 の 輝き で ある 。 
後記 は 数 の 段階 の 神 性 で ある 。 
14。 
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善 の 天使 は 全て の も の を 和らげ 調節 する 。 


15。 
サメ ク 。 
悪人 の 霊 は 半 り に 満ち ある ふれ て いる 。 


16。 
1 プ 。 
神 は 雷 を 統治 し 火 を 圧倒 する 。 


17。 
デブ モエ 。 
神 の 吉 葉 イエ ス は 表 の 明星 と 表 の 明星 の 露 を 統治 する 。 


18。 
ツァ ー デ 。 


神 は 月 を 夜 の 人 の 監視 者 に する 。 


19。 
クオ ォ フ 。 
神 の 大 陽 に よっ て 光 の 中 で 神 は 世界 を 再生 する 。 


20。 
レシ ジュ コ 。 
塵 は 塵 に 戻る 時 に 、 人 が 死ぬ 時 に 、 神 の 息 は 呼び 起こ す 。 
( 
創世 記 3 章 19 節 「 あ な た アダ ム は 塵 だ か ら 塵 に 戻る 
創世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 土 の 塵 か ら 創造 し た 」 
エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 へ ブラ イ 語 で アダ ム は 赤い 土 
を 意味 する 」 
アダ ム は 人 の 代表 。 
) 


0 また は 21。 

シュ ユイ ン 。 

全て の 人 の 運命 で ある 墓 か ら の 命 。 
21 ま た は 22。 


神 の 王冠 は 身代わり に よる 救い の 思い や り の 座 を 照ら し 、 神 の 足 
元 で 智 天使 ケル プ は 神 の 宋 光 を た た える 。 


前 記 の 純粋 な 考え の 説明 に よっ て タロ ッ ト と いう カバ ラ の アル 


ファ ベッ ト を 理解 し た で あろ っ つ 。 


タロ ッ ト の 1 ペー ジ 目 に は 魔術 師 と 記さ れ て いる 。 
タロ ッ ト の 1 ペー ジ 目 、 魔 術 師 は 神 性 と 人 の 自己 目的 に お ける 自 
発 的 な 原理 を 表す 。 


タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 の 俗 秋 は 女 教 丘 (、 ヨ ハン ナ ) で ある 。 
タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 は 数 を 基礎 と する 考え の 単 一 性 を 表す 。 
タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 は カバ ラ ま た は グノー シス の 人 化 で ある 。 


タロ ッ ト の 3 ペー ジ 目 に は 神 の 霊 性 を 表す 有 田 の 女性 が 描か れ て 
いる 。 

肛 の 女性 は 一 方 の 手 に ヨハ ルネ の 庄 示 録 12 章 14 節 の ワシ を 持っ て 
いる 。 

有 田 の 女性 は 他方 の 手 に 世界 、 地 球 を つる し た 王 多 を 持っ て い 
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前 記 の 様 に タロ ッ ト の 4 ペー ジ 目 以降 は 分 か り 易 く 説 明 で きる 。 

タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 は 棒 、 杯 、 合 、 輪 また は 
pantacle ま た は コイ ン と 呼ば れ て いる 。 

大 則 は コイ ン を フラ ンス の コイ ン の ドゥ 二 エ と 呼ん で いる 。 

棒 、 杯 、 合 、 輪 また は pantacle ま た は コイ ン は テト ラ グラ マト ン 
の 象形 文字 で ある 。 

棒 は エジプト 人 の 男性 器 ま た は へ ブラ イ 人 の イ ヨ ョ ッ ド で ある 。 

杯 は 女性 器 ま た は 原初 の ヘー で ある 。 

合 は 2 つの も の の 結合 また は 男性 器 と 女性 器 ま た は バビ ロン 捕 囚 
より 前 の ヘブライ 文字 の ヴァ ウ で ある 。 

輪 ま た は pantacle ま た は コイ ン は 世界 、 地 球 の 像 で あり 神 の 名 前 
ヤ ハ ウェ の 最後 の ヘー で ある 。 

タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 を 車輪 また は ギヨーム ポ 
ステ ル の ROTA の 形 に 4 つの 1、4 つ の 2 な ど に まとめ よう っ う 。 

4 つの 1、4 つ の 2 な ど に まとめ た タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 
つ 1 組 は 前 述 の 10 つ 1 組 の 段階 の 神 の 名 前 の 三角 形 の 象徴 的 な 解釈 を 
も た ら す 。 

4 つの 1、4 つ の 2 な ど に まとめ た タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 
つ 1 組 は 10 つ 1 組 の セ フ ィ ラ に 対応 し て いる 。 

車輪 また は ギヨーム ポス テル の ROTA の 形 に 4 つの 1、4 つ の 2 な ど 
に まとめ た タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 は 後記 の 様 に 解釈 
で きる 。 


ヤ ハ ウェ 。 
ヤ 八 ウェ の 4 つの 銀 微 は 全て の 名 前 の 中 の 名 前 、 神 の 名 前 を 表 
す 。 


1。 

王冠 。 

4 つの 1。 

4 つの 輝く 光線 は 神 の 王冠 の 火 に 美 を 添え る 。 


2。 

知 護 。 

4 つの 2。 

神 の 知 か ら 常 に 4 つの 川 が 湧き 出る 。 


3。 
自発 的 な 知力 。 

4 つの 3。 

人 は 神 の 知 の 4 つの 証 を 知る 。 


4。 
思い や り 。 
4 つの 4。 
神 の 思い や りか ら 4 つ の 善行 が 表れ る 。 


5。 
厳し さ 。 
4 つの 5。 
神 の 上 厳し さ の 大 意 は 4 回 4 つの 固 に 報復 する 。 


6。 


生 
デベ o 


4 つの 6。 
雲 の 無い 4 つ の 光線 は 神 の 美 を 知ら せる 。 


の 
勝利 。 

4 つの 7。 

神 の 獲得 は 4 回 、 歌 で 表 さ れる で あろ っ つ 。 


8。 


永遠 性 。 
4 つの 8。 
神 は 永遠 の 段階 で 4 回 勝利 する 。 


9。 
基礎 。 

4 つの 9。 

4 つの 神 の 大 いな る 白い 王座 が 基礎 を 支え る 。 


10。 

王国 。 

4 つの 10。 

唯一 の 四 重 の 王国 に は 神 の 永遠 の 統治 が 有る 。 
神 の 王冠 か ら 四 重 の 光線 が 流れ 出る 様 に 。 


前 記 の 様 に タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 の カバ ラ 的 な 意 
味 は 表 さ れる 。 

例え ば 、 棒 の 5 は イ ョ ッ ド の 厳し さ 、 創 造 主 で ある 神 の 正義 、 男 
性 の 怒り を 表す 。 

杯 の 7 は 思い や けり の 勝利 、 女 性 の 勝利 を 表す 。 

剣 の 8 は 葛藤 、 永 遠 の つ り 合 い を 表す 。 

な ど 。 

前 記 か ら 、 ど の よう に 古代 の 法王 が 神託 を 得 て い た か 理解 で き 
る 。 
運 任せ で タロ ッ ト を 引い た り 組 み 合わ せ た り する 事 は 思い が け な 
い だ け で 常に 新しい カバ ラ 的 な 意味 、 真 理 を も た ら す 。 

古代 人 は 偶然 な 事 は 無い と 儲 じ て い た 。 

古代 人 は タロ ッ ト の 神託 の 中 に 神 の 意思 の 答え を 読み 取っ て い 
た 。 

古代 人 は 、 リ シュ リュ ー 枢 機 錯 の 魔術 師 の 1 人 で あっ た カバ リス 
ト の ガ フ ァ レ ル が 初め て 気づい た 、 へ プラ イ 人 が テラ フィ ム と 呼ん 
で いる 物 の 神託 の 中 に 神 の 意思 の 答え を 読み 取っ て いた 。 

後記 の 究極 的 な 詩 が タロ ッ ト の 小 ア ルカ ナ の 人 物 札 に つい て 十分 
な 説明 を する で あろ っ つ 。 


王 、 女 王 、 騎 士 、 騎 士 見 洗 い 。 

結婚 し た 男女 、 若 い 大 人 の 様 な 者 、 幼 子 の 様 な 者 。 
人 。 

単 一 性 へ 戻る 経路 。 


「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 22 章 で 不思議 な 書 タ ロッ ト に つい て さら に 
詳し く 完 全 に 説明 する つも り で ある 。 

タロ ッ ト は 全て の 書 の 中 の 最初 の 書 で ある 。 

タロ ッ ト は 予 吉 と 考え の 鍵 で ある 。 

一 吉 で 吉 え ば 、 タ ロッ ト は 霊感 を 受け て 書か れ た 全て の 書 の 中 の 
霊感 で ある 。 

前 記 は 、 ク ー ル ド ジェ ブラ ン の 知 に よっ て は 、 エ ッ テ ィ ラ ま た 
は アリ エッ ト の 償 く べき 直感 に よっ て は 、 人 目 に つか な いま まで 
あっ た 事実 で ある 。 

10 の セ フ ィ ロ ト と 22 の タロ ッ ト の 大 アル カナ は カバ リス ト が 絶対 
の 知 へ の 32 の 経路 と 呼ん で いる も の を 形成 する 。 

カバ リス ト は 知 を 50 に 分 け て 50 の 門 と 呼ん で いる 。 

オリ エン ト で は 門 と いう 吉 葉 は 統治 組織 また は 権力 組織 を 表す 。 

ラビ は カバ ラ を ベレ シー ト ま た は 普 の 創世 記 と メル カバ ー ま た 
は エ ゼ キ エ ル の 戦車 に 分 けた 。 

カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある へ プ ブラ イ 文 字 の 二 重 の 解釈 に よっ 
て 、 カ バリ スト は カバ リス ト が ゲ マ ト リア と テム ラー と 呼ん で いる 
2 つの 知 を 形成 し た 。 

ゲ マ ト リア と テム ラー は 「 知 られ て いる わざ 」 を 構成 する 。 

「 知 られ て いる わざ 」 は 本 来 、 哲 学 、 自 然 、 未 来 と いっ た 全て の 
秘密 へ の 占い へ の タロ ッ ト の 象徴 の 組み 合わ せ と 様々 な 応用 の 完全 
な 知 で ある 。 

前 記 を 20 章 で 説明 する つも り で ある 。 


11 


カフ 

L 
魔術 の 鎖 
手 


カ 


大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 、 地 の 魂 を 古代 の 錬金術 師 は 
Azoth、 マ グ ネ シア と 呼ん で いる 。 

星 の 光 は 隠さ れ た 比類 な き 疑 う 余地 の な い 力 で ある 。 

星 の 光 は 全て の 統治 の 鍵 で ある 。 

星 の 光 は 全て の 力 の 秘密 で ある 。 

星 の 光 は メデ ィ ア の 有 細 の 竜 で ある 。 

星 の 光 は エデン の 神秘 の 創世 記 3 章 の 蛇 で ある 。 

星 の 光 は 映像 の 普 記 の ガラ ス で ある 。 

星 の 光 は 共感 の 結び つけ る も の で ある 。 

星 の 光 は 愛 、 予 喜 、 光 の 源泉 で ある 。 

大 いな る 魔術 の 代行 者 を 応用 する 方 法 を 知る 事 は 神 の 力 の 受託 者 
に 成る 事 で ある 。 

全て の 本 物 の 効力 が 有る 魔術 、 全 て の 隠さ れ た 力 は 大 いな る 魔術 
の 代行 者 を 応用 する 方 法 を 知り 神 の 力 の 受託 者 に 成る 事 に 有る 。 

大 いな る 魔術 の 代行 者 を 応用 する 方 法 を 知れ ば 神 の 力 の 受託 者 に 
成 れ る 事 を 実 旗 する 事 が 知 の 全て の 本 物 の 書物 の 唯一 の 目的 で あ 
る 。 
大 いな る 魔術 の 代行 者 を 応用 する に は 集め 放射 する と いう 2 つの 
作用 が 必要 で ある 。 

吉 い 換え る と 、 大 いな る 魔術 の 代行 者 を 応用 する に は 固定 し 動か 
す と いう 2 つの 作用 が 必要 で ある 。 

万 物 の 創造 主 で ある 神 は 基礎 と 運動 の 保証 と し て 固定 を も た らし 
7 

神 の 様 に 魔術 師 は 固定 する 必要 が 有る 。 

熱狂 は うつ り 易 い 。 

な ぜ 熱 狂 は うつ り 易 い の か ? 

な ぜ な ら 、 集 団 的 な 信心 が 熱狂 を も た ら す 。 
信心 は 値 心 を も た ら す 。 

信じ る 事 は 意思 する 理由 を 持つ 事 で ある 。 

理由 を 持っ て 意思 する 事 は 力 を 持っ て 意思 する 事 で ある 。 

理由 を 持っ て 意思 する 事 は 今 は 無限 で は な い が 無 制限 の 力 を 持っ 
て 意思 する 事 で ある 。 


知 と 倫理 道徳 の 世界 で 作用 する も の は 自然 科学 の 世界 で 定着 す 


アル キメ デス が 世界 を 動か す 、 て こ を 必要 と し た 時 に 、 ア ルキ メ 
デス は 大 いな る 魔術 の 秘密 を 単に 求め た 。 

八 イ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の 両性 具有 者 の 絵 の 一 方 の 手 に は 凝固 と 
他方 の 手 に は 溶解 と 書か れ て いる 。 

集め る 事 と 拡散 する 事 は 自然 の 2 つの 吉 葉 で ある 。 

し か し 、 ど の よう な 方 法 で 星 の 光 、 世 界 の 魂 を 集め た けり 拡散 する 
事 が で きる の か ? 

独立 に よっ て 星 の 光 を 集め る 。 

魔術 の 鎖 に よっ て 星 の 光 を 拡散 する 。 

独立 と は 、 思 考 に と っ て 絶対 の 独立 、 心 情 に と っ て 完全 な 自由 、 
感覚 に と っ て 完全 な 節制 で ある 。 

八 イ ン リ ッ ヒ クン ラー ト に よれ ば 、 全 て の 先入観 と 恐怖 に と りつ 
か れ た 人 、 全 て の 肉欲 の 奴隷 で ある 人 は 星 の 光 、 地 の 魂 を 集め た り 
凝固 させ た り で き な し !!。 

全て の 本 物 の 達 道 者 は 苦し み の 中 で すら 独立 し た 。 

全て の 本 物 の 達 道 者 は 死ぬ まで 酔わ な か っ た 。 

全て の 本 物 の 達 道 者 は 死ぬ まで 貞 小 で あっ た 。 

前 記 の 超常 性 の 説明 は 後記 で ある 。 

力 を 左右 する た め に は 、 力 に 左右 され な い 必 要 が 有る 。 

力 を 左右 する た め に は 、 力 に 不意 打ち され な い \ 必 要 が 有る 。 

魔術 に 超常 的 に 肉欲 を 満た す 手段 を 探求 する 者 は 、 肉 欲 を 満た す 
の に 用 いて は いけ な い 力 の 何 が 良い で あろ うか ? と 叫ぶ 。 

肉欲 を 満た す の に 用 いて は いけ な い 力 の 何 が 良い で あろ うか ? 
と た ず ね る 人 は 、 み じ め な 人 で ある 。 

後記 の 様 に 話し た ら 、 理 解 で きる で あろ つか ? 

エピ クロ ス の 大 衆 の 役に立た な いか ら と いっ て 真珠 は 無 価値 で あ 
ろ つ か が か? 【 し \U) え ! 

Curtius は 金 を 持つ より も 金 を 持つ 人 を 支配 する 事 を 選ん だ の で は 
な いか ? は いい! 

人 が 神 に 成る に は 普通 の 人 を 超越 し た 何 も の か に 成る 必要 が 有る 
の で は な いか ? は い ! 

さら に 、 失 望 さ せる の は 慈 し ! い が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 超越 的 な 
学問 で ある 魔術 を 創造 し た わけ で は な いし)。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 魔術 を 教え る だ け で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 魔術 の 基本 的 な 最も 不動 な 条件 を 教え る に あ 
た っ て 魔術 に 不変 に 不可 欠 な も の を 明確 に する だ け で ある 。 

ピタ ゴラス は 自由 な 酒 を 飲ま な い 貞 激 な 男性 で あっ た 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス と カエ サル は ( 他 の 人 を ) よ せつ け な い ほ 


どの 禁欲 生活 を し た 人 で あっ た 。 

パラ ケル スス は 性 別 を 疑わ れる くら い 性 欲 の 弱 さ と 無関係 で あっ 
た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 厳し い 生 活 を 禁欲 生活 に まで 高め た 。 
カル ダー ノ は 、 口 伝 を 信じ る な ら ば 、 人 錠 死 寸前 に まで 断食 の 実践 
を 過大 視 し た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 都市 か ら 都市 へ 迫害 され た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 学問 の 自由 を 侵害 する 王女 の 気まぐれ 
に 従う より も 、 み じ め な 死 を 選ん だ 。 

魔術 師 が 喜び と し た も の は 何 か ? 

大 いな る 秘密 の 知 と 力 の 自覚 。 

大 いな る 殊 を 持つ 者 達 に は 大 いな る 秘密 の 知 と 力 の 自覚 だ け で 十 
分 で あっ た 。 

過去 の 魔術 師 達 が っ て いた も の を 知る た め に は 、 過 去 の 魔術 師 
達 の 様 な も の に 成る 必要 が 有る か ? いい え ! 本 書 「 高 等 魔術 の 
教理 」 が 存在 する 。 

し か し 、 過 去 の 魔術 師 達 が 行っ た も の を 行う に は 、 過 去 の 魔術 師 
達 が と っ た 手段 を と る 事 が 絶対 に 必要 で ある 。 

し か し 、 実 際 に 魔術 師 は 何 を 行っ た の か ? 

魔術 師 は 世界 を 動か し 圧倒 し た 。 

魔術 師 は 俗 世 の 王者 より も 本 当 に 統治 し た 。 

魔術 は 神 の 善 の 道具 また は 悪人 の 霊 の 仙 慢 の 道具 で ある 。 

し か し 、 魔 術 は 死す べき 人 の 地上 的 な 快楽 を あき ら め る 事 で あ 


る 。 

欲 に 狂っ て いる 人 は 、 な ぜ 魔 術 を 学ぶ の か ? と た ず ね る で あ 
ろ つ 。 

た だ 真理 を 知る た め に 魔術 を 学ぶ 。 

思 か な 不 値 心 ま た は 愚 か な 軽 信 の 危う さ を 知り 魔術 を 学ぶ 。 
多数 の 女性 を 快楽 の 人 の 半数 に 数 える が 、 快 楽 の 人 よ 、 好 奇 心 を 
満た す 事 は 高尚 な 楽し み で は な いか ? は い 。 好奇 心 を 満た す 事 は 
高尚 な 楽し み で す ! 

恐れ な いで 読み な さい 。 

意 に 反し て 魔術 師 に 成る 事 は 無い 。 

絶対 の 克己 の た め の 覚 悟 だ けが 普遍 の 流れ を 確立 し 地上 を 一 変 さ 
せる た め に 必要 で ある 。 

前 記 の 英雄 的 な 徳 を 必要 と し な い 、 あ る 一 定 の 範囲 に 限定 され 
た 、 相 対 的 な 魔術 の 作用 が 存在 する 。 

魔術 師 の 全能 性 無し で 、 人 は 肉欲 に よっ て 肉欲 に 作用 で きる 。 
人 は 共感 また は 反感 を 決定 で きる 。 

人 は 傷つけ る 事 が で きる 。 


人 は 治す 事 す ら で き る 。 

し か し 、 前 記 の 場合 は 、 作 用 に 比例 し た 反作用 の 危険 を 理解 する 
必要 が 有る 。 

簡単 に 自身 も 犠牲 に 成る か も し れ な い 人 危険 を 理解 する 必要 が 有 


る 。 

前 記 を 全て 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 説明 する つも り で ある 。 

魔術 の 針 を 創造 する 事 は 、 つ な が けり の 大 き さ に 比例 し て 強く 成っ 
て いく 磯 気 の 流れ を 確立 する 事 で ある 。 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 、 ど の よう に 磁気 の 流れ を も た ら す 事 が で 
きる か ? どの よう な 魔術 の 針 が 存在 する か ? 説明 する つも り で 
ある 。 

メス メル の 水 お け は 非常 に 不 完 全 な 魔術 の 鎖 で ある 。 

北国 の 、 光 に 照ら され た 者 の ! く つか の 大 いな る 団体 は より 力 が 
有る 魔術 の 鎖 を 保有 し て いる 。 

ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 は 隠さ れ た 力 と 不 人 気 で 知ら れ て い 
る 。 
ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 は 計画 的 に 確立 され て いる 。 
ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 は 無 上 の 力 が 有る 魔術 の 鎖 の 奈 件 に 
従っ て いる 。 

ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 の 力 の 秘密 は 魔術 の 針 で ある 。 

ある カト リッ ク の 祭司 の 団体 は 魔術 の 鎖 に よる 力 を ひと え に 神 の 
恵み また は 神 の 意思 の お か げ で ある と 考え て いる 。 

魔術 の 鎖 に よる 力 を 神 の 恵み また は 神 の 意思 の お か げ で ある と 考 
える 事 は 作用 また は 引き 寄せ に お ける 力 の 全て の 神秘 に と っ て 大 骨 
的 な 低俗 な 解決 方 法 で ある 。 

本 物 の 魔術 の 儀式 の 結果 と 、 イ グ ナ チ オ デ ロ ヨ ラ の 霊 操 と 呼ば 
れ て いる 神 か ら の 使命 で ある 大 いな る 務め を 構成 する 降 震 術 の 結果 
を 類推 する 事 が 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で の 務め に 成る で あろ うつ 。 

社会 で 一 連 の 交流 と 実践 が 共通 に 伝え る 全て の 熱狂 は 磁気 の 流 
を も た ら す 。 

社会 で 一 連 の 交流 と 実践 が 共通 に 伝え る 全て の 熱狂 は 磯 気 の 流れ 
を 磁気 の 流れ に よっ て 持続 する か 強め る 。 

磯 気 の 流 れ の 作用 は 感じ 易い 弱い 人 、 神 経 組織 を 夢中 に させ 疾 繁 
に 非常 に 高揚 させ 気性 を 病 的 興 窒 か 幻覚 に 傾け る 。 

感じ 易い 弱い 人 は 魔術 の 力 の 強い 仲介 者 と すぐ に 成る 。 

感じ 易い 弱い 人 は 効率 的 に 星 の 光 を 磁気 の 流れ の 方 向 に 放射 す 


ある 程度 、 魔 術 の 力 の 表れ 、 磁 気 の 流 れ へ の 対立 は 運命 と の 戦い 
で ある 。 
使徒 パウ ロ は 回 心 す る 前 は ファ リサ イ 派 の 宗派 心 の 全て の 狂信 と 


全て の 決心 に 映 を 投じ て いた 。 

使徒 パウ ロ は 回 心 す る 時 に キリ スト 教 の 活動 範囲 内 に 入っ た 。 

使徒 パウ ロ は 回 心 す る 時 に 打倒 する つも り で あっ た 力 の 思い や り 
と 知ら な いで 対立 し た 。 

使徒 パウ ロロ は 回 心 す る 時 に 、 疑 い 無く 一 時 的 な 脳 充血 と 日 射 病 が 
効果 的 に 合併 し た お か げ で 、 景 散 す る べき 磁気 の 雷 に 打ち 倒さ れ 
ya 

若い へ プラ イ 人 アル フォ ンス ラテ ィ ス ボン ヌ の 回 心 は 使徒 パウ ロ 
の 回 心 と 絶対 に 同じ 性 質 の 19 世 紀 の 事 実 で ある 。 

大 衆 が 、 遠く に いる と 笑 だ いも の に する が 、 近づく と すぐ に 敵意 を 
持っ て いた 者 で すら 自分 で は 気づか ず に 仲間 に 成っ て し まう 、 熱 狂 
的 な 舘 者 の 宗派 が 知ら れ て いる 。 

魔術 の 輸 と 雄 気 の 流れ は 、 自然 と 確立 され る 。 

運命 の 法 に よっ て 、 魔 術 の 輪 と 雄 気 の 流れ は 、 作 用 可能 な 人 へ の 
感化 力 を 持つ 。 

人 は 自身 の 世界 を 構成 する 関係 する 輪 の 中 に 引き 寄せ られ る 。 

人 は 従う も の の 影響 下 に 引き 寄せ られ る 。 

ルソー は フラ ンス 昔 命 の 立法 者 で ある 。 

全 世 界 の うち 最も 精神 的 な 国家 で ある フラ ンス は ルソー を 人 の 理 
性 が 人 に 成っ た 人 と し て め た 。 

放 湯 な サー クル の 磁気 的 な 作用 と 魔術 の 流れ に 引き 寄せ られ て 、 
ルソー は 自身 の 子 を 捨て る と いう つう 人生 で 最も 慈 し むべ き 行 動 に 至っ 
am 

「 告白 」 で ルソー は サー クル の 影響 で 自身 の 子 を 捨て た と 簡潔 に 
率 走 に 記し て いる が 、 気 づか れ な いま まで ある 事実 で ある 。 

非常 に 多く の 場合 、 大 いな る 輪 は 大 いな る 善人 を 創造 する 。 

大 いな る 輪 は 大 悪人 を 創造 する 。 

世に 認め られ な い オ 能 は 無い 。 

世に 表れ な い オ 能 は 無い 。 

世に 出 な い オ 能 は 無い 。 

奇人 は 存在 する 。 

中 心から 外れ た 人 は 存在 する 。 

達 道 者 が 「 中 心から 外れ た 」 を 意味 する eccentric と いつ う 吉 葉 を 創 
造 し た と 思わ れる 。 

オ 能 が 中 心から 外れ た 者 は 、 古 い 鎖 ま た は 流れ の 中 心 に 引き 寄せ 
る 力 と 戦う 事 に よっ て 、 新 し い 輪 を 形成 し よう と 試み る 者 で ある 。 

オ 能 が 中 心から 外れ た 奇人 の 運命 は 挫折 か 成功 で ある 。 

新しい 輪 を 形成 する 事 に 成功 する た め の 2 つ 1 組 の 奈 件 と は 何 か ? 

安定 し た 中 心 点 と 妨 耐 強い くり 返し 輪 を 形成 する 先導 する 行動 が 
新しい 輪 を 形成 する 。 


天 オ と は 実在 する 法 を 見 つけ た 者 で ある 。 
天 オ は 不屈 の 自発 的 な 力 を 持っ て いる 。 
天 オ は 作業 の 途中 で 死ぬ か も し れ な い 。 
し か し 、 天 オ の 死に も か か わら ず 、 天 オ が 意思 し た も の は 実現 す 


る 。 
実に 多く の 場合 、 天 オ の 死 は 天 オ が 意思 し た も の の 実現 を 保証 す 


に 名 

な ぜ な ら 、 天 オ に は 死 は 本 当 の 被 昇天 で ある 。 

ヨハ ルネ に よる 福音 12 章 32 節 で 無 上 の 大 いな る 祖 で ある イエ ス は 
「 私 イエ ス が 地 か ら ( 天 へ ) 昇 る 時 に は 、 私 イエ ス は 全て の も の を 私 
イエ ス の 元 に 引き 寄せ る 」 と 話し て いる 。 

磁気 の 流れ の 法 は 星 の 光 の 動き の 法 で ある 。 

星 の 光 の 動き は 常に 二 重 で あり 、 正 反対 の 方 向 へ 増大 する 。 

大 いな る 作用 は 常に 同じ 大 き さ の 反作用 を 用 意 する 。 

父 く べき 成功 の 秘訣 は 反作用 の 予知 に 有る 。 

フラ ンス 革命 s の 騒動 へ の 嫌悪 を 見 抜い た フラ ン ソ ワ ルネ ド シ ャ 
トー ブリ アン は 1802 年 の 「 キ リス ト 教 の 精神 」 の 計り 知れ な い 成 功 
を 予見 し 用 意 し た 。 

大 いな る 不運 な ユリ アヌ ス 帝 の 様 に 、 反 転 し 始め た 流れ に 対立 す 
る 事 は 、 反転 し た 流れ に よっ て 破滅 を まね く 事 で ある 。 

反転 し た 流れ に 対立 する に は 、 別 の 逆 の 流れ を 先導 する 必要 が 有 
る 。 

大 いな る 者 は 良い 時 に 現れ る 者 で ある 。 

大 いな る 者 は 良い 時 に 革新 する 方 法 を 知る 者 で ある 。 

仮に 使徒 の 時 代 で あれ ば ヴォ ル テ ー ル は ヴォ ル テ ー ル の 吉 葉 へ の 
反響 を 見 つけ られ な か っ た で あろ っ う 。 

仮に 使徒 の 時 代 で あれ ば ヴォ ル テ ー ル は 「 トリ マル キオ の 和 響 宴 」 
の オ 能 の 有る 食客 に 過ぎ な か っ た で あろ うっ う 。 

今 、 私 達 が か 生き て いる 時 代 は 、 福音 的 な 熱意 と キリ スト 教 的 な 献 
身 の 新 し い 爆 発 へ 全て の も の の 機 が 悪 し て いる 。 

な ぜ な ら 、 大 斎 は 、 利 己 主 義 の 超越 的 な も の を 否定 する 誠 っ た 哲 
学 と 、 最 も 下 押 な 私 利 私 欲 の 皮肉 的 な 考え 方 に 幻滅 し て いる 。 

いく つか の 本 の 成功 と 大 則 の 精神 の 神秘 主義 的 な 傾向 は 大 則 の 傾 
向 の 明らか な 前 兆 で ある 。 

人 は 教会 を 建て 衣 し た り 新た に 建て て いる が 、 自 身 の 信心 の 室 虚 
さ を よ り 痛 切 に 理解 する だ け に 過ぎ ず 、 自 身 の 信心 を より 切望 する 
だ け に 過ぎ な い 。 

全て の 人 が 救い 主 の 再来 を 待っ て いる 。 

救い 主 は 再来 を 遅らせ る は ず が 無い 。 

仮に 例え ば 法王 、 王 、 へ プラ イ 人 の 金持ち と いっ た 生ま れ に よっ 


て また は 幸運 に よっ て 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 来れ ば 、 

仮に 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 自身 の 全て の 物質 的 な 利益 を 人 の 幸 
せ の た め に 公 に 神 加 に 犠牲 に すれ ば 、 

仮に 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 貧し い 人 の 救い 主 に 成 れ ば 、 

仮に 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 伝道 者 に 成 れ ば 、 

仮に 高い 地位 に 有る 独り の 人 が 克己 と 思い や り の 考え の 犠牲 に すら 

成 れ ば 、 

計り 知れ な い 数 の 後に 続く も の を 自身 の 元 に 引き 寄せ る で あろ う 。 
世界 に 完全 な 倫理 道徳 的 な 変革 を 実現 する で あろ っ つ 。 

救い 主 の 代理 人 に 成る に は 何より も まず 高い 地位 が 必要 で ある 。 

な ぜ な ら 、 今 は 卑劣 さと 詐欺 の 時 代 で ある 。 

大 衆 は 私 利 私 欲 の 野心 や 詐欺 の 疑い を 低い 地位 か ら も た ら さ れ た 
全て の 吉 葉 に か ける 。 

何 も の で も な い 、 何 も の も 持た な い 、 あ な た は 、 救 い 主 の 代理 人 
や 使徒 に 成 ろ うと 思わ な い 事 で ある 。 

も し 、 あ な た に 舘 心 が ボ 有 っ て 、 救 い 主 の 代理 人 に 成っ て 行動 し た 
いな ら ば 、 第 一 に 、 行動 の 手段 と し て 、 地 位 の 高 さ に よる 影響 力 や 
富 の 威力 を 、 持 ちな さい 。 

古代 で は 知 に よっ て 金 を 創造 し た 。 

現代 で は 金 に よっ て 知 を 作り 直 す 必要 が 有る 。 

古代 で は 気化 し 易い も の を 固定 し た 。 

現代 で は 固定 され た も の を 気化 させ る 必要 が 有る 。 

吉 い 換え る と 、 古 代 で は 精神 を 物質 化し た 。 

現代 で は 物質 を 精神 化す る 必要 が 有る 。 

も し 名 声 の 保証 が 無けれ ば 、 物 質 的 な 価値 と し て の 成功 が 無けれ 
ば 、 現 代 で は 無 上 の 高尚 な 吉 葉 は 無視 され 消え る 。 

大 衆 に と っ て 書物 の 価値 は 何 に 有る か ? 

大 則 に と っ て 書物 の 価値 は 著者 の 名 声 に 有る ! 

本 屋 に と っ て 大 則 に と っ て 著者 の サイ ン の 価値 は 何 に 有る か ? 

本 屋 に と っ て 大 衆 に と っ て 著者 の サイ ン の 価値 は 著者 の 名 声 に 有 
る ! 

アレ クサ ンド ル デュ マ の 出版 社 は 19 世 紀 の 小 説 の 価値 を 保証 す 
る も の の 1 つと し て 名 声 を 知ら れ て いる 。 

し か し 、 ア レク サン ドル デュ マ の 一 家 の 名 声 は 小説 だ け に 限ら れ 
る 。 

仮に アレ クサ ンド ル デュ マ が 大 いな る 理想 的 な 社会 を 考え 出し て 
も 、 仮 に アレ クサ ンド ル デュ マ が 宗教 的 な 問題 の 見 事 な 解決 策 を 見 
つけ て も 、 ア レク サン ドル デュ マ の 19 世 紀 の 小 説 の パニ ュ ル ジュ 
の 様 な ヨー ロッ パ の 名 声 に も か か わら ず 、 誰 も 真剣 に 取ら な いで あ 
ろう つ 。 


現代 は 後天 的 な 立場 の 時 代 で ある 。 

現代 は 獲得 し た 立場 の 時 代 で ある 。 

現代 は 大 則 が 全て の も の を 社会 的 な 立場 や 、 も うけ 主義 の 立場 で 
評価 する 時 代 で ある 。 

大 則 に と っ て 何 を 話し た か で は な く 誰 が 話し た か と いう 吉 葉 の 戦 
い に 無 限 の 自由 が も た ら さ れ て いる 。 

金持ち の ロス チャ イル ド 家 の 者 、 法 王 、 デ ュ パ ン ル ー 司 教 の 吉 葉 
は 大 軍 に は 何ら か の 価値 が 有る 。 

し か し 、 無 名 の 者 の 吉 葉 は 大 諸 に は 価値 が 無い 。 

仮に 特に 可能 性 が 有る が 能力 、 知 、 良識 の 天 オ で も 無名 の 者 の 吉 
葉 は 大 則 に は 価値 が 無い 。 

後記 の 様 に エリ ファ ス レヴ ィ に 話す 者 が いる で あろ うつ う 。 

も し エリ ファ ス レヴ ィ が 大 いな る 成功 の 秘訣 と 、 世 界 を 一 変 させ 
られ る 力 の 秘密 を 保有 し て いる の で あれ ば 、 な ぜ エ リフ ァ ス レヴ ィ 
は 大 いな る 成功 の 秘訣 と 、 世 界 を 一 変 さ せら れる 力 を 応用 し な い の 
か ? 

後記 の 様 に エリ ファ ス レヴ ィ は 答え て 話す で あろ っ う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 を 獲得 する の が 自身 の た め に 応用 する に は 
遅 過 ぎ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 の 獲得 に 自身 の た め に 応用 する に は 時 間 、 
物 、 金 銭 を 使い 尽く し て し まっ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 を 自身 の た め に 応用 で きる 立場 に いる 者 に 
后 える 。 

有名 な 者 、 金 持ち の 者 、 俗 い 世 で 大 いな る 者 、 持 っ て いる も の で は 
満足 し て いな い 者 、 高 足 な 大 いな る 意思 を 自覚 し て いる 者 よ 、 新 し 
い 世 界 の 父 、 若 返っ た 文明 世界 の 王者 に 成ら な いか ? 

アル キメ デス の て こ を 見 つけ た 貧し い 世 に 知ら れ て いな い 学 者 で 
ある エリ ファ ス レヴ ィ は 人 の た め に の み 見 返り を 求め ず に アル キメ 
デス の て こ を あな た に 旧 え る 。 

19 世 紀 に アメ リカ と ヨー ロッ パ を 非常 に 混乱 させ た 現象 ・、 テ ー プ 
ル ター ニン グ と 流体 の 霊 の 出現 は 、 単 な る 形成 され 始め た 磁気 の 流 
れ で ある 。 

19 世 紀 の ア メリ カ と ヨー ロッ パ の テー ブル ター ニン グ と 流体 の 
霊 の 出現 は 、 思 いや り の た め に 、 人 を 誘う 自然 の 、 あ る 部 分 の 求め 
で ある 。 

19 世 紀 の ア メリ カ と ヨー ロッ パ の テー ブル ター ニン グ と 流体 の 
霊 の 出現 は 、 大 いな る 共感 と 宗教 の 鎖 の 復活 で ある 。 

事実 、 星 の 光 の 停滞 は 人 に は 死 を 意味 する 。 

星 の 光 の 停滞 、 秘 密 の 代行 者 の 無気力 状態 は 、 腐 敗 と 死 の 前 兆 の 
警告 と し て すでに 表れ て いる 。 


例え ば 、 フ ラン ス の ラ サレ ッ ト の 和牛 飼い の 少年 と 少女 が 夢 の 中 で 
ひそ か に 銀 徴 的 に 見 た 「 ラ サレ ッ ト の 聖母 」 が 話し た 様 に 、 コ レ 
ラ 、 ジ ャ ガイ も モ 錠 人 鮭 、 入 第 根 油 虫 の 唯一 の 原因 は 星 の 光 の 停滞 で あ 
る 。 
「 ラ サレ ッ ト の 聖母 」 の 話 が 思い が け な く 信じ られ た 事 と 、 学 が 
無い 徳 が 無い フラ ンス の ラ サレ ッ ト の 和牛 飼い の 少年 と 少女 の 超常 的 
な 不確か な 「 ラ サレ ッ ト の 聖母 」 の 話 が 巡礼 者 の 多数 の 合流 を 引き 
寄せ た 事 は 、 事 実 の 磁気 的 な 実在 の 証明 で ある 。 

「 ラ サレ ッ ト の 聖母 」 の 話 が 信じ られ た 事 は 地上 の 住人 を 治す 地 
上 の 自然 治癒 力 の 流体 の 傾向 で ある 。 

迷信 は 直感 的 で ある 。 

直感 的 な 全て の も の は 物 の 本 質 に 見 つか る 。 

迷信 は 直感 的 で ある 事 は 、 全 て の 時 代 の 疑い 深い 人 が 注目 し な い 
事実 で ある 。 

テー ブル ター ニン グ の 全て の 不思議 な 現象 の 原因 は 新しい 流れ を 
形成 する た め に 熱意 の 鎖 を 求め る 普遍 の 磯 気 の 代行 者 で ある 。 

力 自体 は 盲目 で ある 。 

し か し 、 人 の 意思 は 力 を 傾け られ る 。 

有力 な 意見 は 力 に 作用 する 。 

力 は 普遍 の 流体 で ある 。 

力 を 流体 で ある と 考え られ る の で あれ ば の 話 で ある が 。 

普遍 の 流体 は 全て の 神経 組織 の 共有 の 仲介 者 で ある 。 

普遍 の 流体 は 全て の 感知 可能 な 振動 の 仲介 者 で ある 。 

普遍 の 流体 は 感じ 易い 人 々 の 間 の 現実 の 自然 科学 的 な 連帯 を 確立 
する 。 

普遍 の 流体 は 想像 と 思考 の 印象 を 相互 の 人 々 に 伝え る 。 

普遍 の 代行 者 の 振動 は 自動 力 の 無い 物 を 動か す 。 

自動 力 の 無い 物 は 有力 な EH 象 に 従う 。 

自動 力 の 無い 物 は 無 上 の 不思議 な 予見 の 全て の 透明 さ に 過去 を 再 


現す る 。 
自動 力 の 無い 物 は 最も あい まい な 支 離 滅 肝 な 夢 の 全 て の 奇形 と 虚 
偽 を も た ら す 。 


家具 を た た く 様 な 音 が 鳴っ た り 、 皿 が カタ カタ 鳴っ た り 、 楽 器 が 
自動 で 鳴る の は 、 普 遍 の 代行 者 が も た ら す 幻覚 で ある 。 
普遍 の 代行 者 が サン メダ ー ル の けい れん 者 の 奇跡 を も た らし た 。 
普遍 の 代行 者 は 時 々 、 自 然 の 法 を 保留 する 様 に 見 える 。 

一 方 で は 、 星 の 光 の 過剰 に よる 本 町 の 特徴 で ある 魅力 が 誇張 を も 
た ら す 。 

他方 で は 、 運 動 と 命 の 、 薄 いい 普遍 の 代行 者 が 自動 力 の 無い 物質 に 
現実 の 振動 また は 運動 を 選 え る 。 


星 の 光 、 普 遍 の 代行 者 が 、 非 常に 不思議 に 見 える 現象 の 唯一 の 基 
礎 で ある 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 儀式 に よっ て 、 思 い 通 り に 再生 する 事 に 
よっ て 、 最 も 不思議 な 現象 を 、 簡 潔 に 実証 し 、 だ ます 事 無 し に 幻覚 
無し に 誠 け 無く 簡潔 に 確立 する つも り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 善い 意図 無し に 共感 無し に 他人 と 行っ た 魔術 
の 鎖 の 実験 の 後 で 、 時 々 、 夜 に 、 不 安 に させ る EH 象 や 感じ に よっ 
て 、 ハ ハッ と し て 起き た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 善い 意図 無し に 共感 無し に 他人 と 行っ た 魔術 
の 鎖 の 実験 の 後 で 、 あ る 時 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は エリ ファ ス レ 
ヴィ の 首 を し め よ うと 試み る 未知 の 手 の 圧 力 を あり あり と 感じ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 起き た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は ラン プ に 火 を つけ た 。 

眠れ な い の を 利用 し て 、 夢 の 霊 を 追い 払う た め に 、 沙 ち 着 いて 仕 
事 じ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 周り の 本 が 大 き な 騒 音 と 共に 動い た 。 

多 が 互い に こす れ 合 っ た 。 

梁 は り が 有 裂 ける か の 様 な 、 き し め び 様 な 音 が 鳴っ た 。 

天井 を 激しく た た く 様 な 音 が 鳴っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 興味 深く 冷静 に 不思議 な 現象 を 観察 し た 。 

不思議 な 現象 は 、 不 思 議 で は ある が 、 現 実に 見 える が 、 自 身 の 想 
像 に 過ぎ な いか も し れ な いり 。 

後 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 不思議 な 現象 を 恐れ な か っ た と 断 吉 す 
る 。 
前 記 の 不思議 な 現象 が 起き て いた 時 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 隠さ 
れ た 学問 と は 全く 無関係 な も の に 取り 組ん で いた 。 

不思議 な 現象 が くり 返さ れ た の で 、 古 代 人 の 魔術 の 儀式 の 助け を 
言 り て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 降 霊 術 の 実験 を 試み る に 至っ た 。 

降 霊 術 の 実験 の 時 に エリ ファ ス レヴ ィ は 本 物 の 不思議 な 結果 を 獲 
得 し た 。 

13 章 で 降 霊 術 の 実験 に つい て 話す つも り で ある 。 


12 
ラメ ド 
IM 
大 いな る 務め 
学ぶ 
十字 


最初 の 大 いな る 務め は 自力 で 人 を 創造 する 事 で ある 。 
最初 の 大 いな る 務め は 自力 で 自身 を 創造 する 事 で ある 。 
最初 の 大 いな る 務め は 自身 の 能力 と 未来 を 完全 に 獲得 する 事 で あ 


る 。 
特に 、 最 初 の 大 いな る 務め は 自身 の 意思 を 完全 に 自由 に する 事 で 
る 


自身 の 意思 を 完全 に 自由 に する 事 は 、Azoth と マグ ネシア の 領域 
の 普遍 の 統治 を 自身 に 保証 する 事 で ある 。 

喜 い 換え る と 、 自 身 の 意思 を 完全 に 自由 に する 事 は 、 普 負 の 魔術 
の 代行 者 の 全て の 力 を 自身 に 保証 する 事 で ある 。 

古代 の 哲学 者 は 第 一 質 料 と いう 名 前 で 普遍 の 魔術 の 代行 者 を 隠し 
誠 。 

普遍 の 魔術 の 代行 者 は 変更 可能 な も の の 形 を 決め る 。 

普遍 の 魔術 の 代行 者 に よっ て 錬 金 と 万 能 薬 に 本 当 に 到達 で きる 。 
普遍 の 魔術 の 代行 者 に よっ て 錬 金 に 到達 で きる 事 は 仮説 で は な 
し 1。 

普遍 の 魔術 の 代行 者 に よっ て 錬 金 に 到達 で きる 事 は 、 す で に 確立 
され て いる 、 厳 密 に 実証 で きる 、 自 然 科 学 の 事実 で ある 。 

ニコ ラ フラ メル と ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 自 身 は 貧し か っ た 
が 、 疑 い 無く 無数 の 金 を 配っ た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 大 いな る 務め の 最初 の 部 分 を 超え られ 
な か っ た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 自制 と 独立 を 確固 と し た も の に する た 
め に 戦う 試 績 の 最 中 に 死ん だ 。 

精神 的 な 作業 と 物質 的 な 作業 と いう 相互 に 作用 し 合う 2 つの ヘル 
メス の 錬金術 の 作業 が 存在 する 。 

その 他 の 作業 、 全 て の ヘル メス の 知 は 、 エ メラ ルド 板 に 元 は 記さ 
れ て いた と 言わ れ て いる 、 ヘ ル メ ス の 考え に 含ま れ て いる 。 

エメ ラル ド 板 の 最初 の 部 分 は すでに 解説 し た 。 

後記 は エメ ラル ド 板 の 大 いな る 務め の 作業 に 関係 する 部 分 で あ 
る 。 


「 あな た は 、 火 か ら 土 を 、 濃 いも の か ら 薄 いも の を 、 徐 々 に 、 大 い 
な る 勤 留 に よっ て 、 分 離す べき で ある 。 

薄い も の は 、 地 か ら 天 へ 昇り 、 地 へ 降り る 。 

昇 大 し 降臨 し た 薄い も の は 、 上 の も の の 力 と 下 の も の の 力 を 受け 取 
る 。 
前 記 の 方 法 に よっ て あな た は 全 世 界 の 栄光 を 得る で あろ うつ 。 

前 記 の 方 法 に よっ て あな た か ら 全 て の 章 は 離れ る で あろ うつ 。 

昇 大 し 降臨 し た 薄い も の は 全て の 力 の 強い 力 で ある 。 

な ぜ な ら 昇 天 し 降臨 し た 薄い も の は 全て の 薄い も の を 圧倒 し 全て の 
固体 に 浸透 す る 。 

前 記 の 様 に 世界 は 創造 され た 」 


濃い も の か ら 薄 いも の を 分 離す る 事 は 大 いな る 務め の 最初 の 作業 
で ある 。 

濃い も の か ら 薄 いも の を 分 離す る 事 は 精神 的 な 作業 で ある 。 

濃い も の か ら 薄 いも の を 分 離す る 事 は 魂 を 全て の 先入観 と 全て の 
書 徳 か ら 自 由 に する 事 で ある 。 

知 に よっ て 魂 の 全て の 悪 か ら の 自由 に 到達 で きる 。 

錬金術 の 賢者 の 塩 は ば 知 の 例え で ある 。 

錬金術 の 水銀 は 自身 の わざ と 応用 の 例え で ある 。 

錬金術 の 硫黄 は 命 の 力 と 意思 の 火 の 例え で ある 。 

錬金術 の 塩 、 水 銀 、 硫 黄 に よっ て 、 知 、 わ ざ 、 意 思 に よっ て 、 全 
て の 金属 、 土 の 塵 すら 、 精 神 的 な 金 に 変え られ る 。 

(創世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 土 の 塵 か ら 創 造 し た 」) 

前 記 の 様 に 、 ベ ルナ ー ル トレ ヴィ サン 、 バ シレ ウス ヴァ レン 
ティ ヌス 、 ユ ダ ヤ 婦 人 マリ ア 、 錬金術 師 の 話 の 例え を 解釈 する 必要 
が 有る 。 

錬金術 師 の 話 の 例え を 解釈 する 時 に 、 大 いな る 務め と し て 、 上 手 
に 濃い も の か ら 薄 いも の を 分 離す る 必要 が 有る 。 

錬金術 師 の 話 の 例え を 解釈 する 時 に 、 現 実 的 な も の か ら 象 徴 的 な 
も の を 分 離す る 必要 が 有る 。 

錬金術 師 の 話 の 例え を 解釈 する 時 に 、 理 論 か ら 例え 話 を 分 離す る 
必要 が 有る 。 

も し 錬金術 師 の 話 を 読ん で 、 た め に 成る 事 や 理解 を 得る つも り で 
あれ ば 、 最 初 は 、 錬 金 術 師 の 話 を 全て 例え 話 と し て 解釈 する 必要 が 
有る 。 

次 に 、 エ メラ ルド 板 の 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可 能 で あ 
る 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 と いつ 唯一 の 考え に 
よっ て 、 類 推 に よっ て 、 例 え 話 の 意味 か ら 現 実 へ 降臨 する 必要 が 有 
る 。 


ART は わざ を 意味 する 。 
ART を 逆 に する と TRA と 成る 。 
神 の 原初 の 吉 語 へ プラ イ 語 の 様 に 右 か ら 左 へ 読む と ART は TRA と 


TRA は 大 いな る 務め の 3 つの 段階 を 意味 する 吉 葉 の 頭 文 字 で あ 


T は 3 つ 1 組 、 理論 、 産 み の 苦 し み を 意味 する Triad、Theory、 
Travail の 頭 文字 で ある 。 

R は 実現 を 意味 する Realization の 頭 文字 で ある 。 

A は 応用 を 意味 する Adaptation の 頭 文字 で ある 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 12 章 で 、 大 いな る 達 道 者 と 特に 人 ハイン リッ 
ヒ ク ン ラー ト の ヘル メス の 錬金術 の 皆 の 例え に 含ま れ て いる 、 応 用 
の 方 法 を 説明 する つも り で ある 。 

ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス の 「 世界 の ミネ ル ヴ ァ 」 と いう 見 事 な 
文書 を 読者 の 研究 の た め に 簡潔 に 説明 し よう 。 

ヘル メス 文書 の いく つか の 版 に の み 「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 と いう 
文書 は 存在 する 。 

「 世界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 例え 話 に よっ て 深み と 詩 の 全て を 含ん で 


いる 。 
「 世界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 例え 話 に よっ て 自力 の 自身 の 創造 の 考え 
を 含ん で いる 。 


「 世界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 例え 話 に よっ て 2 つの 力 の 一 致 の 結果 で 
ある 創造 的 な 法 を 含ん で いる 。 
錬金術 師 は 2 つの 力 を 固定 され た も の と 気化 し 易い も の と 呼ん で 
いる 。 
2 つの 力 と は 神 の 領域 で は 必然 と 自由 で ある 。 
「 世界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 、 霊 の 多様 性 に よっ て 、 自 然 に 満ち あふ 
れ て いる 形 の 多様 性 を 説明 する 。 
「 世界 の ミネ ル ヴ ァ 」 は 努力 の 逸脱 に よっ て 奇形 を 説明 する 。 
自然 の 神秘 を 類推 したい 大 作業 の 探求 に 真剣 に 映 を ささ げた い 全 
て の 達 道 者 は 「 世界 の ミネ ル ヴ ァ 」 を 読み 血 肉 と する 必要 が 有る 。 
錬金術 師 が 知 の 作業 の 完成 に は 短い 時 間 と 少 し の 金銭 だ けが 必要 
で ある と 話す 時 、 
特に 、 錬 金 術 師 が 唯一 の 器 だ けが 必要 で ある と 話す 時 、 
錬金術 師 が 、 全 て の 人 が 用 いる 事 が 可能 で ある 、 個 人 に と っ て 手近 
に ある 、 全 て の 人 が 知ら な いで 持っ て いる 、 大 いな る 唯一 の 錬 金 如 
に つい て 話す 時 、 
錬金術 師 は 哲学 的 な 倫理 道徳 的 な 錬金術 を 暗示 し て いる 。 
事実 、 強 い 決 意 は 短 時 間 で 絶対 の 独立 に 到達 で きる 。 
全て の 人 は 、 濃 いも の か ら 薄 いも の へ の 分 離 を 保証 する 、 気 化し 


易い も の の 固定 を 保証 する 、 化 学 の 器 、 化 学 の 道具 、 化 学 の 手段 、 
大 いな る 唯一 の 錬 金 糧 を 持っ て いる 。 

(全て の 人 は 思考 、 知 と いっ た 精神 的 な 錬 金 旭 を 持っ て いる 。) 
錬 金 糧 は 世界 の 様 に 完全 で ある 。 

錬 金 糧 は 数 学 の 様 に 正確 で ある 。 

賢者 は 錬 金 刀 を 五 蘭 星 の 形 で 表す 。 

五 蘭 星 は 人 の 知 の 絶対 の 象徴 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 名 前 を 出す 事 は 控え る が 過去 の 賢者 の 足跡 に 
従 つ つも り で ある 。 

過去 の 賢者 の 名 前 は 推測 し 易 過 ぎる 。 

クー ル ド ジェ ブラ ン と エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 絵 
が 吊る され た 男 で ある の は ドイ ツ の タロ ッ ト カー ド 職 人 の 誤り リ で あ 
る と 詳 和解 し た 。 

クー ル ド ジェ ブ プラン と エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 絵 
が 片足 立ち の 男 で ある と 調 解 し た 。 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 に は 吊る され た 男 が 描か れ て いる 。 
吊る され た 男 の 両 手 は 後ろ 手 に 纏 ら れ て いる 。 

吊る され た 男 の わ き に 2 つの 銀貨 の 袋 が つけ られ て いる 。 

(マタ イ に よる 福音 26 章 15 館 で ユダ は 銀貨 を も ら っ て イエ ス を 裏 
切る 約束 を し た 。) 

吊る され た 男 は 片足 だ け で 吊る され て いる 。 

吊る され た 男 は 絞 首 台 に 吊る され て いる 。 

吊る され た 男 が 吊る され て いる 絞 首 台 は 2 本 の 木 で 形成 され て い 


る 。 

吊る され た 男 が 吊る され て いる 絞 首 台 の 各 、 木 の 根元 に は 切ら れ 
た 6 つの 枝 が 有る 。 

吊る され た 男 が 吊る され て いる 絞 首 台 は 2 本 の 木 と 1 本 の 横木 で 最 
後 の へ ブライ 文字 タウ 、 の 形 に 成っ て いる 。 

吊る され た 男 の 両 脚 は 十字 に 交差 し て いる 。 

吊る され た 男 は 犠牲 で ある 。 

吊る され た 男 の 頭 と 両 ひ じ は 三角 形 を 形成 し て いる 。 

錬金術 で は 三角 形 の 上 の 十字 は 大 いな る 務め の 目的 と 完成 を 意味 
する 。 

三角 形 の 上 の 十字 の 意味 は 神 の アル ファ ベッ ト で ある ヘ へ プ ブラ イ 文 
字 の 最後 の 文字 タウ の 意味 と 一 致し て いる 。 

吊る され た 男 は 達 道 者 で ある 。 

吊る され た 男 は 自身 の 約束 に 縛ら れ て いる 。 

吊る され た 男 は 両足 を 天 に 向け て 霊 化 、 精 神 化 を 表し て いる 。 
吊る され た 男 は 古代 の 巨人 プロ メ テ ウ ス で ある 。 

(巨人 プロ メ テ ウ ス は 人 の 身代わり と 成る 巨人 的 な 愛 を 実証 し 


た だ 。 ) 

巨人 プロ メ テ ウ ス は 果て し な い 苦 し み に よ っ て 天 の 火 を 盗ん で 人 
に 提 え た 栄光 の 固 を つぐ な っ た 。 

大 雷 は 吊る され た 男 は 裏切り 者 ユ コ ダ で ある と 話し て いる 。 

吊る され た 男 は 自身 へ の 罰 で 大 いな る 秘密 の 密告 者 、 大 いな る 秘 
密 へ の 裏切り 者 を 脅し て いる 。 

吊る され た 男 は 12 番 目 の 教理 の 約束 され た 救い 主 で ある 。 

カバ ラ を か じ っ た ユダ ヤ 教 徒 は 吊る され た 男 は 「 ど うし て 、 あ な 
た が 他人 を 救え る の か ?2 いい え ! 救え な い ! な ぜ な ら 、 あ な 
た は 自身 を 救え な か っ た 」 と いう キリ スト 教 の 救い 主 イ エス に 対す 
る 抗議 で ある と 話し て いる 。 

反 キ リス ト の ユダ ヤ 教 の ラビ が 編集 し た Sepher Toldos Jeschu の 
注釈 に は 変わ っ た 例え 話 が 存在 する 。 

Sepher Toldos Jeschu の 例え 話 で ユダ ヤ 教 の ラビ は 次 の 様 に 話し 
て し い ! る 。 


「 イ エス は ペトロ と ユダ と 旅 し て いた 。 

夜 遅 くに 疲れ た イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 孤立 し て いる 家 に 至っ た 。 
イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 激しい 人 錠 え に 襲わ れ た 。 

や せ た ガ チョ ウ 以 外 の 食べ 物 が 見 つか ら な か っ た 。 

や せ た ガ チョ ウ は 3 人 で 食べ る に は 不 十分 で あっ た 。 

仮に 、 やせた ガチ ョ ウ を 3 人 で 分 けた ら 人 錠 え を 満た せな いし 人 錠 え を 
強め る と 思わ れ た 。 

イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は くじ を 引く 事 で 一 致し た 。 

し か し 、 イ エス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 激しい 眠気 に 襲わ れ た 。 

イエ ス は 『 夕食 の 用 意 中 に 、 と りあ え ず 眠 ろ う 。 目 覚め た ら 見 た 夢 
を 教え 合 お うつ 。 ガ チョ ウ は 最も 美しい 夢 を 見 た 者 の 物 に し よう 』 と 
話し た 。 

(ガチ ョ ウ を 串刺し に し て 火 に か け て ) 夕 食 を 用 意 し た 。 

イエ ス 、 ベ トロ 、 ユ ダ は 眠っ た 。 

イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 目覚 め た 。 

ペトロ は 『 私 は 私 が 神 の 代理 人 で ある 夢 を 見 まし た 』 と 話し た 。 
イエ ス は 『 私 は 私 が 神 自身 で ある 夢 を 見 た 』 と 話し た 。 

ユダ は 『 私 は 私 が 夢遊 病 に 成り 、 起 き て 、 静 か に 下 の 階 に 降り て 、 
串 か ら ガチ ョ ウ を と っ て 、 ガ チョ ウ を 食べ る 夢 を 見 まし た 』 と 偽善 
的 に 話 し た 。 

イエ ス 、 ペ トロ 、 ユ ダ は 下 に 降り た 。 

ガチ ョ ウ は 無く な っ て いた 。 

ユダ は 白昼 夢 を 見 た 


前 記 の 例え 話 は Sepher Toldos Jeschu 自 体 の 中 に は 無く Sepher 
Toldos Jeschu へ の ユダ ヤ 教 の ラビ の 注釈 に 存在 する 。 

前 記 の 例え 話 は キリ スト 教 の 神秘 主義 に 対す る ユダ ヤ 教 の 実証 主 
義 (、 物 質 主 義 ) の 抗議 で ある 。 

事実 、 信 心 が 大 いな る 夢 に 夢中 に 成っ て いた 間 に 、 キ リス ト 教 文 
明 の ユダ で ある 、 人 迫害 され て いた ユダ ヤ 教 徒 は 、 働 き 、 物 を 売り 、 
策略 を 立て 、 金 持ち に 成り 、 こ の 世界 の 人 生 の 現実 を 自分 の 物 に 
し 、 ユ ダ ヤ 教 徒 を 迫害 し て きた キリ スト 教 の 形成 と 存在 の た め の 金 
銭 を 貸す 立場 に 成っ た 。 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 古 代 に は 契約 の 箱 を 敬礼 し た が 、 今 は 金庫 と いう 
邊 を 敬礼 し て いる 。 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 古 代 に は 神殿 を 敬礼 し た が 、 今 は 物 や 金銭 の 取引 
所 と いう 神殿 を 敬礼 し て いる 。 

ユダ ヤ 教 徒 は 金銭 で キリ スト 教 世界 を 統治 し て いる 。 

ユダ で ある ユダ ヤ 教 徒 は ルカ に よる 福音 6 章 25 節 の 「 笑う 者 」 で 
ある 。 

(ルカ に よる 福音 6 章 25 節 「 今 、 笑 つう 者 で ある 、 あ な た に は 災い が 
有る 。 な ぜ な ら 、 未来 に 、 0 
ユダ ヤ 教 徒 は ペトロ の 様 に 眠ら な か っ た 事 を 喜ん で いる 。 

紀元 前 587 年 の バビ ロン 捕 囚 の 前 の 古代 の へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 
文字 タウ は 十字 で あっ た 。 

古代 の へ ブラ イ 文 字 の 最後 の 文字 タウ が 十字 で あっ た 事 は 、 カ バ 
ラ の タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 絵 の エリ ファ ス レヴ ィ の 解釈 を 確証 
する 。 

十字 は 4 つの 青 角 三角 形 を も た ら す 。 

十字 は 12 つ 1 組 の 神 の 象徴 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 古 代 エ ジ プ ト 人 は 十字 を 天 の 鍵 と 呼ん で いた 。 
前 記 の 理由 か ら 、 エ ッ テ ィ ラ は 、 長 き に 渡る タロ ッ ト の 研究 で 、 
タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 絵 に タウ また は 十字 を 描く べき で ある 類推 
的 な 必要 性 を 自説 と 一 致 さ せる の に 困り 、 学 の 有る クー ル ド ジェ 
ブラ ン の 影響 を 受け て 、 エ ッ テ ィ ラ の タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 で 思 誠 
の 象 微 と し て ギリ シャ 文字 の タウ 、T と 2 頭 の 蛇 で 形成 され た ヘル メ 
ス の ケー リュ ケイ オン を 持っ た 片足 立ち の 男 を 描い た 。 

エッ ティ ラ は トー ト の 書 タ ロッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 絵 に タウ また は 

十字 を 描く 必要 性 を 理解 し て いた 。 

だ か ら 、 エ ッ テ ィ ラ は ヘル メス の タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る さ 
れ た 男 の 絵 の 複数 の 大 いな る 意味 を 理解 する べき で あっ た 。 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 は 、 知 の 巨人 プロ メ テ ウ ス 
で ある 。 

(巨人 プロ メ テ ウ ス は 人 の 身代わり と 成る 巨人 的 な 愛 を 実証 し 


た 。) 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 は 、 生 き て いる 者 イエ ス で 
ある 。 

(ルカ に よる 福音 24 章 5 節 「 な ぜ 、 あ な た は 死ん だ 者 の 中 に 生き て 
いる 者 で ある イエ ス を 探す の か ? 」) 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 は 、 思 考 で の み 地 に ふれ る 
者 で ある 。 

タロ 8 ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊る され た 男 の 固い 基 太 は 大 で ある 。 
道 者 で ある 。 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 は 、 死 に よっ て 脅 さ れ て い 
る 啓示 者 で ある 。 

大 衆 は 、 タ ロッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 は 、 イ エス キリ 
スト に 対す る ユダ ヤ 教 の 呪い を 意味 し て いる と 話し て いる 。 

ユダ ヤ 教 は イエ ス キリ スト を 呪う 事 で 、 十 字 架 に は りつ けら れ た 
イエ ス の 秘密 の 神 性 を 知ら な いで 認め て いる 様 に 思わ れる 。 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 は 、 三 角形 の 上 の 十字 に 
よっ て 、 終 えた 務め の 象徴 と 成っ て いる 。 

(ヨハ ルネ に よる 福音 19 章 30 節 「 終 えた 」) 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 は 、 三 角形 の 上 の 十字 に 
よっ て 、 終 えた 周期 を 表し て いる 。 

タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 の 絵 は 、 タ ウ を 仲介 する 。 

タロ ッ ト の 13 ペ ー ジ 目 か ら 22 ペ ー ジ 目 の 最 後 の 10 つ 1 組 の 前 に 、 
タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 の 絵 は 、 神 の アル ファ ベッ ト 
の 象徴 で ある タロ ッ ト を 要約 し て いる 。 
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星 の 光 に 人 や 物 の 映像 が 保存 され て いる と 話し た 。 

この 世界 に 今 は 存在 し な いも の の 形 も 星 の 光 で 呼び 出せ る 。 

星 の 光 に 保存 され て いる 人 や 物 の 映像 を 呼び 出す と いつ う 方 法 で 降 
霊 術 の 神秘 は 実現 され る 。 

降 霊 術 は 非常 に 論争 され て いる 。 

降 霊 術 は 疾 常 に 現実 的 で ある 。 

霊 の 冥界 に つい て 話し て いる カバ リス ト は 簡潔 に 降 霊 術 で 見 た も 
の を 話し て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は フラ ンス 人 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 本 名 は アル フォ ンス ルイ コン スタ ン で あ 
る 。 
エリ ファ ス レヴ ィ ザ ヘ ド は アル フォ ンス ルイ コン スタ ン を ヘ へ プ 
ライ 語 風 に 改名 し た も の で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 本 書 「 高等 魔術 の 教理 」 を 書い た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 星 の 光 に 保存 され て いる 人 の 映像 を 呼び 出し 
放 だ 。 

達 道 者 は 星 の 光 を 栄光 の 光 と 呼ん で いる 。 

達 道 者 は 星 の 光 で 見 た り 主 感 し た も の を 記し て いる 。 

第 一 に 、 達 道 者 が 記し て いる も の を 話 そ う 。 

へ プラ イ 語 の 書物 「 魂 の 変革 」 に は 因 に より 生ま れ た 者 、 ア ダム 
に より 生ま れ た 者 、 神 の 聖霊 に より 生ま れ た 者 と いう 3 種類 の 魂 が 
存在 する と 記さ れ て いる 。 

(アダ ム は 人 の 代表 ) 

「 の 変革 」 に は 、 と ら わ れ た 霊 、 さ ま よ っ て いる 霊 、 自 由 な 霊 
と いう 3 種類 の 霊 が 存在 する と 記さ れ て いる 。 

男性 の 魂 は 女性 性 を 持っ て いる 。 

女性 の 魂 は 男性 性 を 持っ て いる 。 

( 

な ぜ な ら 、 男 性 神 は 女神 達 と 結婚 し た 。 

男性 神 は 男性 性 を 女神 達 に 与え た 。 

女神 達 は 女性 性 を 男性 神 に 与え た 。 

) 


スト リ ゲ ス の 女王 で ある リリ ス と ナ ヘ マー に よっ て 女性 性 が と ら 
われ て 、 女 性 性 を 持た な いで 肉体 を 持つ 男性 の 魂 が 存在 する 。 

女性 性 を 持た な いで 肉体 を 持っ た 男性 の 魂 は 、 款 教 的 な 理由 で 独 
身 を 故 っ た 無 思慮 の 大 を つぐ な うつ 運命 を 持っ た 魂 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 男 性 が 幼子 の 様 な 者 の 時 に 女性 へ の 愛 を あき ら 
め る 事 を 区 つ 時 に 女性 性 と いう 花嫁 を 放 湯 な 悪魔 の 奴隷 に する 。 
(悪魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 寺 は 存在 する 。) 

地上 で 肉体 が 成長 し 増殖 する 様 に 、 天 で 魂 は 成長 し 増殖 する 。 

汚れ て いな い 葬 は 神 の 聖霊 の 口づけ に より 生ま れ た 者 で ある 。 

天 に より 生ま れ た も の だ けが 天 に 入れ る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 肉 体 の 死後 、 神 性 を 持つ 圭 、 神 性 と いつ 命 を 持 
つ 人 だ けが 天 へ 戻る 。 

生ま 人 
を 残す 。 

凍 明 ーー 


肉体 の 死後 、 神 性 を 持つ 圭 は 、 四 大 元素 の 肉体 を 地上 に 、 星 の 体 
を 大 気 中 に 残す 。 

肉体 の 死後 、 肉 体 は すでに 自動 力 が 無い 。 

肉体 の 死後 、 世 界 の 魂 の 普遍 の 運動 が 、 神 性 を 持つ 霊 が 残し た 星 
の 体 を 未だ 動か す 。 

し か し 、 了 肉体 の 死後 、 神 性 を 持つ 霊 が 残し た 星 の 体 は 徐々 に 死ぬ 
運命 に ある 。 

星 の 体 の 元 で ある 星 の 力 が 、 肉 体 の 死後 、 神 性 を 持つ 霊 が 残し た 
星 の 体 を 分 解 し 同化 する 。 

肉体 は 見 える 。 

肉体 は 肉体 の 目 に 映る 。 

星 の 体 は 肉体 の 目 に は 映ら な い 。 

星 の 光 を 透明 な も の で ある 想像 力 に 応用 する 事 に よっ て 星 の 体 は 
見 える 。 

星 の 光 は 星 の 体 の 映像 を 肉体 の 神経 系 に 伝え る 。 

星 の 光 は 肉体 の 神経 に 作用 する 事 に よっ て 肉体 の 脳 の 視覚 の 器官 
に 作用 する 。 

星 の 光 は 肉体 の 神経 に 作用 する 事 に よっ て 星 の 光 に 保存 され て い 
る 形 を 肉体 の 脳 に 知覚 させ る 。 

星 の 光 は 肉体 の 神経 に 作用 する 事 に よっ て 星 の 光 と いつ 命 の 書 に 
記さ れ て いる 吉 葉 を 肉体 の 脳 に 知覚 させ る 。 

人 が 善く 生き た 時 は 、 純 粋 な 香 が 上 の 領域 へ 昇る 様 に 、 星 の 体 は 
気化 する 。 

し か し 、 人 が 罪 の 中 で 生き た 時 は 、 星 の 体 は 、 魂 の 宇 獄 と 成る 。 


人 が 晶 の 中 で 生き た 時 は 、 星 の 体 に 、 魂 は と ら わ れる 。 

昌 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 肉欲 の 対象 を 未だ に 求め る 。 

昌 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 肉体 を 復活 させ よう と 試み る 。 

四 の 中 で 生き た 人 の 殊 は 悪 夢 を 若い 女性 に 見 させ る 。 

晶 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 流さ れ た 血 の 蒸 気 を 浴び る 。 

罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 人 生 を 楽し く 過 ご し た 場所 の 辺り を 浮遊 
する 。 

非 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 持っ て いた 宝 や 隠し た 宝 を 未だ に 監視 す 


る 。 

晶 の 中 で 生き た 人 の 民 は 全力 で 苦労 し て 新しい 肉体 を 創造 し 復活 
し よう と 試み る 。 

し か し 、 星 が 因 の 中 で 生き た 人 の 魂 を 引き 寄せ 同化 する 。 

腸 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 自身 の 知 が 弱まっ て いく 様 に 感じ る 。 
昌 の 中 で 生き た 人 の 魂 の 記憶 は 徐々 に 消滅 し て いく 。 

四 の 中 で 生き た 人 の 魂 の 全 存 在 は 分 解す る 
四 の 中 で 生き た 人 の 魂 の 全 存 在 は 溶け る 
過去 の 悪徳 が 罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 の 前 に 奇形 で 表れ る 。 

過去 の 悪徳 が 罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 に つき まとい 苦し め る 。 
過去 の 悪徳 が 罪 の 中 で 生き た 人 の 魂 を 豚 い 飲み 込む .……。 

不 首尾 の 被 造物 、 四 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 因 に 仕え させ て いた 魂 
の 全部 分 を 徐々 に 失 つ 。 

晶 の 中 で 生き た 人 の 民 は 第 2 の 死 、 永 遠 の 死 を 経験 する 、 と 吉 え 


(ヨハ ルネ の 上 示 録 2 章 11 節 「 第 2 の 死 」) 

な ぜ な ら 、 晶 の 中 で 生き た 人 の 魂 は 個性 と 記憶 を 失 つ 。 

生き る 運命 に は 有る が 未だ 完全 に 清め られ て いな い 殊 は 星 の 体 に 
多かれ 少な か れ と ら わ れ た まま に 成る 。 

星 の 体 の 中 で オド の 光 は 完全 に 清め られ て いな い 魂 を 燃やす 。 
星 の 体 の 中 で 星 の 光 は 完全 に 清め られ て いな い 魂 を 燃やす 。 

星 の 光 は 完全 に 清め られ て いな い 魂 を 同化 し 分 解 し よう と 試み 
る 。 

星 の 光 は 完全 に 清め られ て いな い 魂 を 同化 し 溶 か そ うと 試み る 。 
星 の 体 か ら 避 難 す る た め に 苦し ん で いる 殊 は 時 々 生き て いる 者 の 
肉体 の 中 に 入り 住む 。 

カバ リス ト は 苦し ん で いる 魂 が 生き て いる 者 の 肉体 の 中 に 入り 住 
む 状 態 を 「 胎 児 の 様 に 」 と 表現 し て いる 。 

降 霊 術 は 大 気 中 の 星 の 体 を 呼び 出す 。 

降 霊 術 は 大 気 中 の 星 の 体 、 ラ ル ヴ ァ 、 死 ん だ 者 、 消 えた 物 と 交流 
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大 気 中 の 星 の 体 は 、 多 数 は 、 星 の 光 で 神経 を 刺激 し 耳 を 刺激 し て 


話す 。 

大 気 中 の 星 の 体 は 、 多 数 は 、 生 き て いる 者 の 思考 や 夢想 を 反映 し 
て 思考 する 。 

大 気 中 の 星 の 体 の 不思議 な 形 を 見 る に は 、 眠 り ま た は 死に 似 た 超 
常 的 な 状態 に 成る 必要 が 有る 。 

吉 い 換え る と 、 星 の 体 を 見 る に は 、 自 身 を 磁化 し て 意識 が 有る 供 
眠 状 態 に 成る 必要 が 有る 。 

降 霊 術 に は 現実 の 結果 が 有る 。 

降 霊 術 は 現実 の 映像 を も た ら せ る 。 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 の 中 に も の の 全て の 映像 が 保存 さ 
れ て いる と 話し た 。 

星 の 光 の 中 に 下 接 の 光線 に よっ て 形成 され た 全て の 映像 また は 反 
映 に よっ て 形成 され た 全て の 反映 が 保存 され て いる と 話し た 。 
星 の 光 に よっ て 人 は 映像 を 見 る 。 

星 の 光 は 狂人 を 夢中 に させ る 。 

星 の 光 は 狂人 の 眠っ た 間断 力 を 最も 奇形 な 霊 に 従わ せる 。 

星 の 光 の 中 で 映像 を 反映 、 誠 りか ら 守 る に は 、 強 い 意 思 で 反映 を 
分 離す る 必要 が 有る 。 

星 の 光 の 中 で 映像 を 反映 、 誠 りか ら 守 る に は 、 強 い 意 思 で 中 接 の 
光線 だ け を 引き 寄せ る 必要 が 有る 。 

目覚 め た まま 夢 を 見 る 事 は 星 の 光 の 中 で 映像 を 見 る 事 で ある 。 
裁 剤 で 多数 の 悪人 の 霊 の 魔術 師 が 話し て いる サバ ト の 酒 神祭 を 悪 
人 の 霊 の 魔術 師 は 星 の 光 に よっ て 見 た 。 

魔術 で 結果 を 得る た め の 悪 人 の 霊 の 魔術 の 用 意 と 悪人 の 霊 の 魔術 
に 用 いら れる 物 は 恐れ る べき も の で ある 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 で 悪人 の 霊 の 魔術 の 用 意 と 悪人 の 霊 の 魔術 に 
用 いら れる 物 を 説明 する つも り で ある 。 

し か し 、 魔 術 の 結果 自体 は 疑い 無い 。 

魔術 師 は 最も 憎む ひ べ きも の 、 最 も 不思議 な も の 、 最 も 有り 難い も 
の を 見 、 聞 き 、 ふ れ た 。 

15 章 で 悪人 の 霊 の 魔術 に つい て 話す つも り で ある 。 

13 章 で は 死ん だ 者 を 呼び 出す 降 霊 術 に つい て だ け 話 す 。 

精神 的 な 動揺 か ら 解 脱 す る た め に 、 邪 魔 さ れず に 学問 に 身 を ささ 
げ る た め に 、1854 年 の 春 に エリ ファ ス レヴ ィ は ロン ドン へ 旅行 し 
た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 超 自然 の 世界 か ら の 背 示 を 望む お 、 著 名 人 へ 
の 紹介 状 を 持っ て いた 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 数 人 の 著名 人 と 知り 合っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 数 人 の 著名 人 の 丁重 な 態度 の 中 に 深い 無関心 
か 深い 不 真面目 さ を 見 つけ た 。 


数 人 の 著名 人 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 詐欺 師 で ある か の 様 に 、 す 
ぐに 奇跡 を 起こ す 様 に エリ ファ ス レヴ ィ に 求め た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 少し 失望 し た 。 

な ぜ な ら 、 率 走 に 話す と 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 儀式 の 魔術 の 神秘 
へ 他人 を 入門 させ る 気 が 無かっ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 最初 か ら 儀式 の 魔術 の 幻覚 と 疲労 を 避け て い 
た 。 

さら に 、 魔 術 の 儀式 に は 高価 で 集め る の が 難し い 道 具 が 必要 で あ 


エリ ファ ス レヴ ィ は 超越 的 な カバ ラ の 研究 に 没頭 し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は イギリス の 達 道 者 と 関わ ろう と し な か っ た 。 
ある 日 エリ ファ ス レヴ ィ は ホテ ル に 戻っ た 時 に エリ ファ ス レ 
ヴィ 宛 の 手紙 を 見 つけ た 。 

手 径 に は 横 に 半分 に 切ら れ た 1 枚 の カー ド が 入っ て いた 。 

カー ド に は ソロ モン の 封印 、 六 蘭 星 が 描か れ て いる と すぐ に 分 
か っ た 。 

手 多 に は 後記 の 様 に 書か れ て いた 。 

「 明 日 、 午 後 3 時 に 、 ウ ェ ス トミ ンス ター 寺院 の 前 で 、 あ な た に 残 
け 半 分 の カー ド を 渡し ます 」 

エリ ファ ス レヴ ィ は 前 記 の 密会 の 約束 を 守っ て 翌日 の 午後 3 時 に 
ウェ スト ミン スタ ー 寺 院 の 前 に 行っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 止ま っ て いる 馬車 を 見 つけ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 半分 に 切ら れ た カー ド を 手 に 持っ て 見 せる 
と 、 従 者 が 近づき 合図 し て 馬車 の ドア を 開け た 。 

馬車 に は 黒衣 の 女性 が 乗っ て いた 。 

黒衣 の 女性 は 厚い ヴェ ー ル を か ぶっ て いた 。 

黒衣 の 女性 は 残り 半分 の カー ド を 見 せ て 隣 に 座る 様 に 合図 し た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 馬車 に 乗っ た 。 

馬車 の ドア が 閉じ られ た 。 

馬車 が 走り 始め た 。 

馬車 は ウェ スト ミン スタ ー 寺 院 の 前 を 去っ た 。 

黒衣 の 女性 は ヴェ ー ル を 外 し た 。 

黒衣 の 女性 は 老人 で あっ た 。 

黒衣 の 女性 の まゆ 毛 は 友 色 で あっ た 。 

黒衣 の 女性 は 黒目 で あっ た 。 

黒衣 の 女性 の 目 は 不思議 に 輝 いて いた 。 

黒衣 の 女性 の 目 つ き は 不思議 と 決 然 と し て いた 。 

黒衣 の 女性 は 「 エ リフ ァ ス レヴ ィ 」 と 強い イギリス な まり で 話し 
始め た 。 

「 私 は 知っ て いま す 。 


達 道 者 は 秘密 を 上 厳し く 守 る の が 法 で ある と 。 
エリ ファ ス レヴ ィ が 会 っ た BOO 〇 L 〇 〇 〇 は 私 の 友人 で す 。 
私 は 知っ て いま す 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 奇跡 を 起こ す 様 に 求め られ た 事 を 。 
そし て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 他人 の 好奇 心 を 満た す た め に 奇跡 を 起 
こす 事 を 断っ た 事 を 。 
多分 エリ ファ ス レヴ ィ は 魔術 の 儀式 に 必要 な 物 を 持っ て いな か っ た 
の で し ょ っ つ 。 
私 が 完全 な 魔術 の 小 部 屋 を エリ ファ ス レヴ ィ に 見 せま し ょ う 。 
し か し 、 先 に 私 は エリ ファ ス レヴ ィ に 秘密 を 守る 神聖 な 約束 を し て 
も ら つ 必要 が 有る 。 
も し エリ ファ ス レヴ ィ が 自身 の 名 誉 に か け て 秘密 を 守る と 約束 し て 
くれ な いな ら ば 、 私 は エリ ファ ス レヴ ィ を ホテ ル ま で 送る 様 に 従者 
に 命令 する つも り で す 」 

エリ ファ ス レヴ ィ は 秘密 を 守る と 約束 し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 誠実 に 黒衣 の 女性 の 名 前 、 地 位 、 住 所 の 秘密 
を 守っ て いる 。 

すぐ に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 黒 衣 の 女性 が 、 無 上 の 秘伝 伝授 者 で 
は な い が 、 博識 な 学者 で ある と 分 か っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 黒衣 の 女性 と 何 度 か 長く 話し 合っ た が 、 い つ 
も 黒衣 の 女性 は 秘伝 伝授 の 完成 の た め に 実践 、 経 験 が 必要 で ある と 
力説 し た 。 

黒衣 の 女性 は 集め た 魔術 の 衣 と 魔術 の 道具 を エリ ファ ス レヴ ィ に 
見 せ た 。 

黒衣 の 女性 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 必要 と し て いた 、 い くつ か の 
入手 し 難い 珍し い 本 を エリ ファ ス レヴ ィ に 貸し て くれ た 。 

結局 、 黒 衣 の 女性 は エリ ファ ス レヴ ィ に 黒衣 の 女性 の 家 で 完全 な 
降 霊 術 の 実験 を 試み る 事 を 決心 させ た 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 13 章 で 話す つも り で ある 法 を 上 央 し く 守 っ て 
降 圭 術 の 実験 の た め に エリ ファ ス レヴ ィ は 21 日 間 用 意 し た 。 

7 月 24 日 に 試練 が 終わ っ た 。 

神 の 様 な 者 で ある ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 の 降 吉 を 試み た 。 
ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 に 2 つの 質問 を する た め に 。 

一 方 の 質問 は エリ ファ ス レヴ ィ に 関係 する も の で あっ た 。 

他方 の 質問 は 黒衣 の 女性 に 関係 する も の で あっ た 。 

黒衣 の 女性 は ある 信頼 で きる 人 物 を 降 霊 術 に 参加 させ る つも り で 
あっ た が 降 霊 術 を 実験 する 証 前 に 成っ て 勝 病 風 に 吹か れ て 辞退 し 
『 

魔術 の 儀式 に は 単 一 か 3 つ 1 組 が 絶対 に 必要 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 単独 で 降 霊 術 の 実験 を 行っ た 。 


培 の 中 に 降 圭 術 の た め に 用 意 さ れ た 小 部 屋 は 有 っ た 。 
小 部 屋 は 4 つの くぼん だ 鏡 に 囲ま れ て いた 。 
雄 化 され た 鉄 の 鎖 を 巻き つか せ た 、 上 部 が 白い 大 理 石 で ある 、 一 
種 の 祭壇 が 有 っ た 。 
5 章 の 五星 の 絵 を 祭壇 の 白い 大 理 石 の 表面 に 金 の めっき で 記し 
た 。 
5 章 の 五 蘭 星 の 絵 を 祭壇 の も と に 引い た 新しい 白い 子羊 の 皮 に 色 
と り ど り で 記し た 。 
白い 大 理 石 の 祭壇 の 中 央 に は ハル ハンノキ と 月 桂樹 の 木 門 が 入っ た 小 
さ な 簿 の 上 に 載せ た 小さ な 銅 の 器 が 有 っ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ の 前 に は 三脚 の 上 に 載せ た 小さ な 息 の 上 に 載せ 
た 小さ な 器 が 有 っ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 白い 衣 を 着 て いた 。 
白い 衣 は カト リッ ク の 祭司 の 衣 に 似 て いた が 、 よ り 長 く よ り 幅 が 
広かっ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は バー ベイ ン と 金 の 鎖 が か ら み 合っ た 王冠 を か 
3 で だ 
エリ ファ ス レヴ ィ は 一 方 の 手 に 新しい 剣 を 持っ て いた 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 他方 の 手 に 典礼 書 を 持っ て いた 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 用 意 さ れ た 必要 な 物 に 2 つの 火 を つけ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 典礼 書 の 霊 に 呼び か ける 詩 葉 を 読ん だ 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 典礼 書 の 霊 に 呼び か ける 吉 葉 を 最初 は 小さ な 
声 で 読ん だ 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 典礼 書 の 霊 に 呼び か ける 吉 葉 を 徐々 に 声 を 大 
きく し て 読ん だ 。 
煙 が 広がっ た 。 
火 で 物 が 揺るが され て 見 えた 。 
火 が 消え た 。 
白い 煙 が 白い 大 理 石 の 祭壇 の 辺り を ゆっ くり と 浮遊 し た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 地 が 揺るが され た 様 に 感じ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ の 耳 の 神経 が 刺激 され た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ の 心臓 の 鼓動 が 速 ま っ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は さら に 枝 と 香 を 小さ な の 上 に 載せ た 小さ な 
器 に 積み 重ね た 。 
火 が 再び 燃え 上 が っ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 祭壇 の 前 に 巨大 な 人 の 形 を 明らか に 見 た 。 
巨大 な 人 の 形 は 溶け て 消え た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 降 霊 術 を や り 衣 し た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 三脚 と 祭壇 の 間 に 事 前 に 記し た 円 の 中 に い 
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祭壇 の 後ろ の くぼん だ 鏡 の 深い 部 分 が 明る く 成 っ た 様 に 見 えた 。 
祭壇 の 後ろ の くぼん だ 鏡 の 中 に 形 が 弱く 映っ た 。 

祭壇 の 後ろ の くぼん だ 鏡 の 中 の 形 は 強まっ た 。 

祭壇 の 後ろ の くぼん だ 鏡 の 中 の 形 が 徐々 に 近づく 様 に 見 えた 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 目 を 閉じ て 3 回 ティ アナ の アポ ロニ ウス を 呼 
ん だ 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 目 を 開け る と 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 前 に 白 
より 友 色 に 見 える 一 種 の 恨 衣 で 頭 か ら 足 まで 覆 わ れ た 1 人 の 男性 が 
いた 。 

恨 衣 で 覆 わ れ た 男性 は や せ て いた 。 

恨 衣 で 覆 わ れ た 男性 は 起 し そう で あっ た 。 

恨 衣 で 覆 わ れ た 男性 は ひげ が 無かっ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 事前 に 考え て いた ティ アナ の アポ ロニ ウス 像 
と 慣 衣 で 覆 わ れ た 男性 は 全く 一 致し な か っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 超常 的 な 塞 気 を 感じ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 霊 に 質問 し よう と 試み た が 、 一 吉 も 話せ な 
か っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 一 方 の 手 に 持っ た 剣 の 先 を 霊 に 向け て 、 他 
方 の 手 を 五 蘭 星 の 絵 の 上 に 置い て 、 神 の 象徴 で ある 五 蘭 星 の 力 に 
よっ て 、 心 の 中 で 霊 に エリ ファ ス レヴ ィ に 従い エリ ファ ス レヴ ィ 
を 恐れ させ な い 様 に 命 念 し た 。 

霊 の 形 は 溶け て 突然 消え た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 霊 に 表れ る 様 に 命 多 し た 。 

すぐ に エリ ファ ス レヴ ィ は 息 の 様 な も の を 近く に 感じ た 。 

何 も の か が エリ ファ ス レヴ ィ の 剣 を 持っ た 手 に ふれ た 。 

すぐ に エリ ファ ス レヴ ィ の 剣 を 持っ た 手 は ひじ まで し びれ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 剣 が 霊 を 不快 に させ た と 見 抜い た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 剣 の 先 を 下 に 向け 円 の 中 に 近く に 買い た 。 
すぐ に 再び 人 の 形 は 表れ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 突然 の 喪 弱 を 手足 に 感じ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 気絶 し そう に 成っ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 2 歩 歩い て 座っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 深く 賢 睡 し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 夢 を 見 た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 気がつい た 時 に は 夢 の 乱 れ た 記憶 し か な か っ 
誠 。 

数 日 間 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 腕 は し びれ て 痛い まま で あっ た 。 
霊 は エリ ファ ス レヴ ィ に 話さ な か っ た 。 

し か し 、 霊 に 質問 し よう と 試み た 質問 の 答え は 自然 と エリ ファ ス 
レヴ ィ の 心 の 中 に 有 っ た 。 


エリ ファ ス レヴ ィ の 心 の 声 が 黒衣 の 女性 の 質問 に 答え た 。 
「 死 !」 
黒衣 の 女性 は ある 男性 の 消息 を 知り た か っ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は エリ ファ ス レヴ ィ の 思考 を 占め て いた 2 人 の 
人 が 和解 し 許し 合え る か 知り た か っ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ の 不動 の 心 の 声 が エリ ファ ス レヴ ィ の 質問 に 
答え た 。 
「 死 ん で いる 「! 」 
エリ ファ ス レヴ ィ は 起き た 事実 を 話し て いる 。 
し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 前 記 を 信じ る 様 に 強制 する つも り けり は 
無い 。 
降 霊 術 の 実験 の 結果 は 説明 不可 能 で あっ た 。 
私 は も は や 以前 と 同じ で は な か っ た 。 
別世界 の 何 も の か が 私 の 中 を 通過 し た 。 
私 は も は や 俗 世 の 款 し み も 俗 世 の 喜 び も 感じ な く な っ た 。 
私 は 死に 超常 的 に 引か れ た 。 
し か し 、 自 殺し よう と は 思わ な か っ た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 降 霊 術 の 実験 で 経験 し た も の を 用 心して 分 析 
だ 
強い 神経 的 な 嫌悪 感 に も か か わら ず 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 降 霊 術 
の 実験 を さら に 数 日 お き に 2 回 行っ た 。 
し か し 、3 回 の 降 霊 術 の 実験 で 起き た 現象 間 に 大 き な 差 異 は 無 
か っ た 。 
2 回 目 と 3 回 目 の 降 霊 術 の 実験 に つい て 話す の は 多分 長 過ぎ る 。 
し か し 、2 回 目 と 3 回 目 の 降 霊 術 の 実験 の 結果 は 2 つの カバ ラ の 秘 
密 を エリ ファ ス レヴ ィ に 明らか に し た 。 
2 つの カバ ラ の 秘密 は 、 も し 大 衆 に 知ら れ た な ら ば 、 短 期間 で 社 
会 全体 の 法 の 基礎 を 変え る で あろ うつ 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 大 いな る ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 自体 を 
呼び 出し 、 見 、 ふ れ た と 断定 で きる で あろ うつ か? 
エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 自体 を 呼び 出 
し 、 見 、 ふ れ た と 断 吉 する ほど 夢見 が ち で は な い 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス の 霊 自体 を 呼び 出 
し 、 見 、 ふ れ た と 信じ る ほど 真剣 さ に 欠け て は いな い 。 
試練 、 香 、 鏡 、pantacle は 想像 力 の 本 町 を 実際 に も た ら す 。 
想像 力 の 本 町 は 神経 質 で は な い 感 じ 易 く な い 人 に も 強く 作用 する 
は ず で ある 。 
見 、 ふ れ た 霊 に よっ て 自然 科学 の 法則 を 説明 する つも り は 無い 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 夢 の 中 で は な く 起 きた 状態 で 、 見 た 様 に 感 
じ た と 断 吉 する だ け で ある 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 夢 の 中 で は な く 起 きた 状態 で 、 ふ れ た 様 に 
感じ た と 断 吉 する だ け で ある 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 夢 の 中 で は な く 起 きた 状態 で 、 明 ら か に 見 
た 様 に 感じ た と 断 吉 する だ け で ある 。 
( 星 の 光 が 神経 を 刺激 し て 脳 を 刺激 し た 。) 
te の 旧 条 の 細江 の 玉 移 の 人 東征 守る に 区 ) で ある 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 降 霊 術 の 実践 は 有害 で 危険 で ある と 考え て い 
る 。 
も し 降 霊 術 の 実践 が 常習 的 に 成 れ ば 、 心 の 健康 を 保持 で き な く な 
る で あろ つ 。 
も し 降 霊 術 の 実践 が 常習 的 に 成 れ ば 、 体 の 健康 を 保持 で き な く な 
る で あろ っ つ 。 
黒衣 の 女性 は 降 霊 術 の 実践 が 常習 的 に 成り 心 の 健康 を 保持 で き な 
く な っ て いる と エリ ファ ス レヴ ィ は 類推 し ちあ われ ん で いる 。 
黒衣 の 女性 は 降 霊 術 を 常習 的 に 実践 し て いな いと 断 吉 し て いた 
が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 黒衣 の 女性 が 降 霊 術 と ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 
霊 の 魔術 を 常習 的 に 実践 し て いた と 確 合 し て いる 。 
黒衣 の 女性 は 時 々 自制 心 を 完全 に 失っ た 。 
黒衣 の 女性 は 時 々 原因 が 分 か けり 難い 意味 不明 な 激しい 感情 の 発作 
に 圧倒 され た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 黒衣 の 女性 に 別れ を 告げ ず に ロン ドン を 離れ 
だ 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 黒 衣 の 女性 の 名 前 や 身分 の 手がかり を 一 え 
な い 事 に よっ て 、 黒 衣 の 女性 の 秘密 を 守る 約束 を 固く 守る つも り で 
ある 。 
仮に 黒衣 の 女性 の 名 前 と 降 霊 術 の 実践 が つなが れ ば 、 黒 衣 の 女性 
の 家族 を 苦し め る で あろ っ う 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 黒 衣 の 女性 の 家族 に つい て は 知ら な い が 、 
多分 、 黒 衣 の 女性 の 家族 た ち は 丘 常に 高い 地位 に ある と 信じ て い 
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知 に よる 降 霊 術 、 愛 に よる 降 霊 術 、 憎 悪 に よる 降 霊 術 が 存在 す 
る 


し か し 、 改 め て 、 降 霊 者 と 交流 する た め に 霊 が 上 の 領域 を 実際 に 

離れ て いる 証拠 は 邊 在 し な い 。 
と 交流 する た め に 降 圭 者 の 魂 が 下 の 領域 を 離れ て いる か も し れ 

な い 。 

降 雲 者 は 霊 が 星 の 光 に 残し た 記憶 を 呼び 出す 。 

星 の 光 は 普遍 の 雄 気 の 共通 の 宝庫 で ある 。 

星 の 光 の 中 で ユリ アヌ ス 和 帝 は ギリ シャ の 神々 が 老い た 、 病 ん だ 、 
弱っ た 姿 で 表れ た の を 見 た 。 


星 の 光 の 中 で ユリ アヌ ス 帝 が ギリ シャ の 神々 が 老い た 、 病 ん だ 、 
弱っ た 姿 で 表れ た の を 見 た の は 、 魔 術 の 代行 者 、 星 の 光 の 反映 の 流 
れ や 大 則 に 認 め ら ら れ た 世論 に よ つ て 作用 が 運動 する 新 し し 1 証拠 で あ 


魔術 の 代行 者 、 星 の 光 が テ ー ブ ル ター ニン グ で テー ブル に 話さ せ 


る 。 

星 の 光 が 壁 を た た いて 答え て 話さ せる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス を 降 霊 し た 後 で 、 エ 
リフ ァ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス の 人 生 に つい て の 歴史 書 
を 用 心 し て 再び 読ん だ 。 

歴史 家 た ち は テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス を 古代 の 美 と 優雅 さ の 理想 
と し て 描い て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は ティ アナ の アポ ロニ ウス が 人 生 の 終わ り 頃 に 
定 獄 で 錠 え させ られ 苦し め ら れ た 事実 に 気づい た 。 

知ら な いで 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 記憶 に 残っ て いた の か も し れ な 
い 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス が 人 生 の 終わ り 頃 に 定 獄 で 飼え させ ら 
れ 苦 し め ら れ た 事実 が 、 エリ ファ ス レヴ ィ の 起き た まま の 意識 の 有 
る 夢 で ある と 考え られ る 映像 で の 、 テ ィ ア ナ の アボ ポロ ニウス の や せ 
た 慈 し そ うな 形 を 決定 し た の か も し れ な い 。 

名 前 を 明か す つ も り は 無い が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 2 回 目 と 3 回 
目 の 降 霊 術 の 実験 で ティ アナ の アポ ロニ ウス 以外 の 2 人 の 霊 を 見 た 
が 、2 人 共 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 予想 と は 違う 、 服 装 と 姿 で あっ 
六 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 降 霊 術 の 実験 を 試み よう と する 者 に 大 い に 注 
意 す る 事 を すす め る 。 

降 霊 術 は 激しい 疲労 を も た ら す 。 

降 圭 術 は 時 々 病気 を 引き 起こ す ほ どの 衝撃 を も た ら す 。 

13 章 で エリ ファ ス レヴ ィ は 何人 か の カバ リス ト の 不思議 な 考え 
を 話す 必要 が 有る 。 

何人 か の カバ リス ト は 外見 上 の 死 と 本 当 の 死 を 区 別して いる 。 

何人 か の カバ リス ト は 外見 上 の 死 と 本 当 の 死 は ほとん ど 同 時 に 起 
こら な いと 考え て いる 。 

何人 か の カバ リス ト の 考え で は 、 土 葬 さ れ た ば か り の 人 の 多数 は 
未だ 生き て いる 。 

一 方 、 生 き て いる と 考え られ て いる 人 の 多数 は 実際 に は 心 が 死 ん 
で いる 。 

例え ば 、 星 の 体 の 全く 直感 的 な 制御 下 に 地上 の 肉体 と いう 身 を 委 
ね る 、 矯 正 で き な い 狂気 は 、 不 完全 で は ある が 実際 の 心 の 死 で あ 


人 の 魂 は 、 耐え られ な い ハ 衝 撃 を 経験 し た 時 に 、 肉 体 か ら 分 離し 、 


動物 的 な 人 の 魂 ま た は 星 の 体 を 肉体 に 残し 、 動 物 よ り 生 き て いな い 
動物 的 な 人 と し て 生き る 。 

心 が 死ん だ 人 は 、 倫 理 感 が 完全 に 死ん だ 人 、 道 徳 感 が 完全 に 死ん 
だ 人 、 思 いや り が 完全 に 死ん だ 人 と 吉 え る 。 

心 が 死 ん だ 人 は 悪人 で も 善人 で も な い 。 

心 が 死 ん だ 人 は 死人 で ある 。 

心 が 死 ん だ 人 は 人 類 の 毒 き の こ で ある 。 

心 が 死ん だ 人 は 可能 な 限り 生き て いる も の の 命 を 奪う 。 

心 が 死 ん だ 人 は 可能 な 限り 生き て いる も の の 心 の 命 を 奪う 。 

心 が 死ん だ 人 は 近づい た も の の 民 を 凍ら せ 、 し びれ させ 、 無 感覚 
に する 。 

心 が 死 ん だ 人 は 近づい た も の の 心 を 角 す 。 

心 が 死 ん だ 人 は 近づい た も の の 思い や けり を 導 す 。 

も し 死体 の 様 な 生き も の で ある 心 が 死ん だ 人 が 実際 に 存在 する の 
で あれ ば 、 過 去 の 吸血 鬼 の 物語 の 全て を 実現 する で あろ う 。 

も し 死体 の 様 な 生き も の で ある 心 が 死 ん だ 人 が 実際 に 存在 する の 
で あれ ば 、 過 去 の brocalaques の 物語 の 全て を 実現 する で あろ っ う 。 

面前 に 近づい た ら 、 知 性 、 徳 、 時 に は 正直 さす ら 、 時 に は 誠実 さ 
すら 失わ れる 様 に 感じ る 人 々 が 存在 し な いで あろ うか ? は い ! 
近づい た も の の 知性 、 徳 、 正 長 さ 、 誠 実 さ を 失 わせ る 人 々 が 人 存在 す 
る 。 
近づい た も の の 全て の 付 心 、 全 て の 熱意 を 失わ せる 人 々 が 存在 し 
な いか ?2 は い ! 近づい た も の の 舘 心 、 熱 意 を 失わ せる 人 々 が 人 存 
在 す る ! 

あな た の 弱 さ に つけ こん で 、 あ な た を ( 悪 に ) 引 きず けり 込む び 人 々 が 
存在 し な いか ? は い ! あな た の 弱 さ に つけ こん で 、 あ な た を 
( 悪 に 引きずり込む 人 々 が 存在 する ! 

あな た の 悪い 傾向 に よっ て 、 あ な た を 支配 する 人 々 が 存在 し な い 
か ? は い ! あな た の 悪い 傾向 に よっ て 、 あ な た を 支配 する 人 々 
が 存在 する ! 

メ ゼ ン テ ィ ウ ス の 様 に あな た を 苦し め な が ら 、 あ な た を 徐々 に 倫 
理 道徳 的 に す 人 々 が 存在 し な いか ? は い ! 苦し め な が ら 、 あ 
な た を 徐々 に 倫理 道徳 的 に 毅 す 人 々 が 存在 する ! 

生き て いる 存在 で ある と 問 解 し が ち で ある が 、 心 が 死ん だ 人 々 は 
死ん で いる 人 々 で ある 。 

友人 で ある と 詳 和解 し が ち で ある が 、 心 が 死ん だ 人 々 は 吸血 史 で あ 
る ! 


14 
メン 
O 
変形 
月 の 球体 
永遠 


助け 


アウ グ ス テ ィ ヌ ス は テッ サリ ア の 魔女 に よっ て アプ レイ ウス が 口 
ババ に 変 肌 し た か 真剣 に 続 っ た 。 

神学 者 た ち は ダ ニ エ ル 書 4 章 33 節 で ネプ カド ネ ザ ル 2 世 が 獣 に 変身 
し た か 長い 間 考 えた 。 

アウ グ ス テ ィ ヌ ス が テッ サリ ア の 魔女 に よっ て アプ レイ ウス が 口 
八 に 変 興 し た か 真剣 に 疑っ た 事 は 、 ヒ ッ ポ の 雄 人 弁 な 学者 アウ グ ス 
ティ ヌス が 魔術 の 秘密 を 知ら な か っ た 事 を 単に 証明 する 。 

神学 者 た ち が ダ ニ エ ル 書 4 章 33 節 で ネプ カド ネ ザ ル 2 世 が 獣 に 変身 
し た か 長い 間 考 えた 事 は 、 神 学者 た ち が 聖 書 の 解釈 か ら 前 進 し な 
か っ た 事 を 単に 証明 する 。 

14 章 で は 様々 な 、 よ り 舘 じ 難 い が 、 議 論 の 余地 の 無い 不思議 に つ 
いて 話す 。 

14 章 で は 人 が オオ カミ へ 変 彗 する 事 に つい て 話す 。 

14 章 で は 人 が オオ カミ へ 夜 に 変 肌 す る 事 に つい て 話す 。 

人 が オオ カミ へ 夜 に 変身 する 事 は 、 狼 男 の 歴 史 に よっ て 、 黄 賢 の 
いな か の 話 で 、 非 常に 有名 で ある 。 

狼 男 の 歴史 は 疾 常 に 証明 され て いる 。 

狼 男 を 説明 する た め に 、 疑 い 深 い 自 然 科学 は 怒り 狂っ た 熱狂 と 動 
物 の 仮装 に 助け を 求め た 。 

し か し 、 狼 男 は 熱狂 と 動物 の 仮装 で ある と いう 仮説 は 幼稚 で あり 
何 も 説明 し て いな いり 。 

狼 男 は 熱狂 と 動物 の 仮装 で ある と いう 仮説 以外 に 狼 男 に つい て 認 
め ら れ た 現象 の 秘密 を 探求 し よう 。 

狼 男 に つい て 認め られ た 現象 を 確立 する 事 か ら 始め よう 。 


1。 
出血 無し に 傷 無し に 、 狼 男 は 窒息 に よっ て の み 人 を 終 し た 。 


2。 
狼 男 は 追わ れ 傷 つけ られ さえ し た が 現場 で 級 さ れ た 事 は 無い 。 


3。 

狼 男 が 追撃 され た 後 で 、 多 か れ 少 な か れ 傷 つき 時 に は 死ん で いた 
が 、 狼 男 に 変身 し た と 疑わ れる 人 々 は 常に 家 で 常に 自然 な 人 の 姿 で 
見 つか っ た 。 


次 に 、 狼 男 に 似 た 現象 を 確立 し よう 。 

ロー マ か ら 遠 く 離 れ た 家 で 祈り 忘 我 状 態 で ある 所 を 見 られ て いた 
アル フォ ン ソ デ リ ゴ リ が 同時 に ロー マ で 死に か か っ て いる 法王 の 
そば に いる 所 を 見 られ て いた 事 よ り 良 い 証 拠 は 世界 に 無い 。 

さら に 、 あ る 時 、 伝 道 師 フラ ン シ ス コ ザビ エル が 複数 の 場所 に 同 
時 に 存在 し た 事 は 上 厳しく 証明 され て いる 。 

大 則 は アル フォ ン ソ デリ ゴ リ と フラ ン シ ス コ ザビ エル が 複数 の 
場所 に 同時 に 存在 し た 事 は 奇跡 で ある と 話す で あろ っ うつ 。 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 奇跡 が 本 当 の 事 で ある 時 は 奇跡 は 自 
然 科 学 に と っ て 単純 な 事実 で ある と 答え て 話す 。 

親密 な 人 の 霊 が 死ぬ 時 に 表れ る 現象 は 、 狼 男 の 現象 や 、 ア ルフ ォ 
ン ソ デリ ゴリ と フラ ン シ ス コ ザビ エル が 複数 の 場所 に 同時 に 存在 
し た 現象 と 、 同 じ 種 類 の 現象 で あり 、 原 因 が 同じ 現象 で ある 。 

星 の 体 は 魂 と 肉体 の 間 を 仲介 する も の で ある と 話し た 。 

肉体 が 眠っ て いる 間 に 星 の 体 が 起き た まま で ある 時 が 存在 する 。 
肉体 が 眠っ て いる 間 に 星 の 体 が 起き た まま で ある 時 に 、 星 の 体 は 
普通 の 磁化 が 開く 全て の 空間 に 通じ る 。 

星 の 体 は 共感 の 鎖 を 壊さ な いで 伸び る 。 

共感 の 鎖 が 星 の 体 を 肉体 の 心臓 と 肉体 の 脳 に 結び 付け て いる 。 
前 記 の 理由 か ら 、 上 眠っ て いる 者 を 突然 起こ す の は 危険 で ある 。 
事実 、 眠 っ て いる 者 を 急 に 起こ す と 共感 の 鎖 を すぐ に 壊し 急死 の 
原因 に 成る か も し れ な し |!。 

星 の 体 は 常習 的 な 思考 に 対応 し た 形 に 成る 。 

結局 、 長期 的 に は 、 星 の 体 は 肉体 の 特徴 を 変え る 。 

常習 的 な 思考 は 肉体 の 特徴 を 変え る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 時 々 、 下 感 的 な 催眠 状態 で 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル 
グ は 様々 な 動物 の 姿 を し た 霊 を 見 た 。 

大 胆 に 話す と 、 狼 男 は 人 の 星 の 体 で ある 。 

オオ カミ は 人 の 野生 の 血 の 本 能 の 象徴 で ある 。 

狼 男 の 人 の 幻 の 体 、 狼 男 の 人 の 星 の 体 が いな か を さま よっ て いる 
間 、 狼 男 の 人 は ベッ ド の 中 で 苦し ん で 眠っ て いる 。 

狼 男 の 人 の 星 の 体 が いな か を さま よっ て いる 間 、 狼 男 の 人 は 自身 
が オオ カミ に 成っ た 夢 を 見 て いる 。 

狼 男 を 見 える も の に し て いる も の は 、 狼 男 の 人 の 星 の 体 を 見 える 
も の に し て いる も の は 、 狼 男 の 人 の 星 の 体 を 見 て いる 者 の 恐怖 に よ 


る 催眠 状態 の 動揺 か 、 特 に 単純 な いな か の 人 に 多い 星 の 光 と 直接 的 

に 交流 する 傾向 で ある 。 

星 の 光 は 幻視 と 夢 を 共通 に 仲介 する も の で ある 。 

星 の 光 、 オド の 共鳴 の 過剰 に よっ て 、 星 の 体 と 肉体 の 交流 に よっ 
て 、 狼 男 を 傷つけ る と 、 狼 男 の 人 の 星 の 体 を 傷つけ る と 、 狼 男 の 人 
の 肉体 を 傷つけ る 事 に 成る 。 

前 記 を 読む と 、 多 数 の 人 々 は 自身 が 夢 を 見 て いる か の 様 に 思う で 


あろ っ つ 。 
前 記 か ら 、 多 数 の 人 々 は エリ ファ ス レヴ ィ は 本 当 に 目 が 覚め て い 
る の か どう か た ず ね る で あろ > う 。 


し か し 、 知 の 有る 人 々 に 、 車 裂き の 刑 を 見 た 女性 が 四肢 が 裂 か れ 
た 子 を 産ん だ 、 懐胎 の 現象 を 考え る 様 に 求め る だ け で ある 。 

知 の 有る 人 々 に 、 車 裂き の 刑 を 見 た 女性 が 四肢 が 旭 か れ た 子 を 産 
ん だ 、 子 の 形成 へ の 女性 の 想像 力 の 作用 を 考え る 様 に 求め る だ け で 
ある 。 

車 烈 き の 刑 を 見 た 女性 は 四肢 が 裂 か れ た 子 を 産ん だ 。 

誰か 、 ど の よう に 車 裂 き の 刑 と いう 恐ろし い 見 せ 物 が 母 の 魂 に も 
た らし た 印象 が 子 に 作用 し た か 説明 し て みる が 良い !。 

どの よう に 夢 の 中 で 傷つく と 肉体 が 傷つく の か 説明 する 。 

どの よう に 想像 の 中 で 傷つく と 肉体 が 傷つく の か 説明 する 。 

0 電 た MMe の 作用 を 受容 し 従っ て いる 時 に 、 ど の よ 

夢 や 想像 の 中 で 傷つく と 肉体 が 傷つく の か 説明 する 。 

1 生還 の 油 所 だ 還 記 の 泊 況 生じ る 陣 古 湊 に は 
い の 作 用 に つい て 話す 必要 が 有る 。 

16 章 で 呪い に つい て 話す つも り で ある 。 

悪人 の 霊 の 引 依 と 、 脳 に 作用 する 神経 の 病気 の 多数 は 、 星 の 光 の 
異常 な つり 合い で の 同化 また は 放射 に よる 、 神 経 償 の 傷 に よる 物 で 
ある 。 

意思 が 異常 に 不 自然 に 緊張 し て いる と 悪人 の 霊 に 二 依 され 易く 成 
けり 神経 の 病気 に か か り 易 く 成 る 。 

強制 され た 禁欲 、 憎悪 、 野 心 、 拒 絶 され た 性 欲 は 地獄 の 形 と 作用 
を 創造 する 原理 で ある 。 

パラ ケル スス は 「 女 性 の 月 経 の 血 は 霊 を 大 気 中 に 生む お 」 と 話し 
た 。 

前 記 の 観点 か ら 、 女 性 の 修道 院 は 夢魔 の た め の 神 学校 で ある 。 
(悪魔 は 存在 し な い 。 悪 人 の 霊 は 存在 する 。) 

悪人 の 霊 は レル ネ の ヒュ ドラ の 頭 に 例え られ る か も し れ な い 。 

ヒュ ドラ の 頭 は 自身 の 傷 か ら 流れ 出る 血 の 中 で 永遠 に 再生 し 増え 


ユル バン グラ ン デ ィ エ を 死に 至ら し め た ルー ダン の ウル スラ 会 修 


道 院 の 粘 信 の 現象 は 問 解 さ れ て いる 。 

ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 修道 女 は 病 的 興奮 に と りつ か れ 
た 。 

ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 修道 女 は 、 星 の 光 に よっ て 神経 組 
織 に 伝え られ た 、 悪 寺 払 い 師 の 下心 を 模 條 し た い 狂 気 に と りつ か れ 
た 。 

ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 修道 女 は 不運 な 祭司 ユル バン グラ 
ン デ ィ エ が 呼び 出し た ユル バン グラ ン デ ィ エ へ の 全て の うら み の P 印 
象 を 星 の 光 か ら 受 容 し た 。 

ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 修道 女 と ユル バン グラ ン デ ィ エ に 
は 星 の 光 に よる 精神 的 な 交流 が 悪霊 的 な も の 、 奇 跡 的 な も の に 思わ 
れ た 。 

前 記 の 様 に 、 ルー ダン の ウル スラ 会 修道 院 の 海 依 と いう 慈 劇 的 な 
事件 で は 全て の 者 が 真剣 に 行動 し た 。 

リシュリュー の 介 見 を 盲目 的 に 実行 し た ロー バル ドモ ン で すら 自 
身 は 正しい 裁き の 務め を 果たし て いる と 信じ て いた 。 

ロー バル ドモ ン は イエ ス を 処刑 し た ピラ ト の 模 信 者 で ある 小さ な 
疑い が 有る 。 

放 湯 な サン ピエ ー ル デュ マル シュ の 教区 司祭 ユル バン グラ ン 
ディ エ は イエ ス キリ スト の 弟子 、 狗 教 者 で あっ た 。 

ルビ エ の 修道 女 の 粘 依 は ルー ダン の 修道 女 の 純 依 の 模 信 よ り 恐 ろ 
し い 。 

悪人 の 霊 は 新しい も の を 発明 する 事 は ほとん ど 無 い 。 

悪人 の 霊 は 相互 に 次 用 し 合う 。 

ゴー フリ ディ と Magdalen de la Palud の 場合 は 犠牲 者 は 自身 を 告 
発し た と いう 不思議 な 特徴 を 持っ て いる 。 

ゴー フリ ディ は 上 息 を 鼻 に 吹き か け て 誘惑 に 対し て 自身 を 守る 力 を 
多数 の 女性 か ら 奪 っ た と いう 因 を 犯し た と 話し た 。 

ゴー フリ ディ に 息 を 鼻 に 吹き か けら れ た 、 若 く 美 し い 高 貴 な 家 の 
女の子 は 、 奇 形 の も の と 競う か の 様 に 、 み だ ら な 光景 を 詳細 に 記し 
て いる 。 

前 記 は 偽り の 神秘 主義 と 、 す さん だ 禁欲 に あたり まえ の 幻覚 、 妄 
想 で ある 。 

ゴー フリ ディ と 被害 女性 た ち は 一 方 の 悪夢 を 他方 の 脳 に 反映 する 
相互 の 共通 の キマ イラ の 様 な 妄想 に と りつ か れ た 。 

マル キ ド サド は 消耗 し た 病 ん だ 性 質 の 者 に と っ て 伝染 病 の 様 な 
者 で は な いか ?2 は い ! マル キ ド サド は 消耗 し た 病 ん だ 者 に 
と っ て 伝染 病 の 様 な 者 で ある ! 

ジラ ー ル 神父 の 外 聞 の 悪い 裁 剤 は 神秘 主義 の 精神 錯乱 と 神秘 主義 
に 必然 的 に 伴う 異常 な 神経 の 病気 の 新しい 証拠 で ある 。 


カ デ ィ エ ー ル の 催眠 状態 、 忘 我 状態 、 聖 痕 は 全て 現実 で あっ た 。 

ジラ ー ル の 無 分 別 と 多分 、 無 意識 の 放 湯 は 全て 現実 で あっ た 。 

ジラ ー ル が カ デ ィ エ ー ル か ら 手 を 引 こ うと し た の で 、 カ ディ エー 
ル は ジラ ー ル を 告発 し た 。 

若い 女性 カ デ ィ エ ー ル の 改 款 は ジラ ー ル へ の 報復 で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 悪 く 成 っ た 肉欲 ほど 無情 な も の は 無い 。 

異端 者 に 成る 可能 性 が 有 っ た グラ ン デ ィ エ を 破滅 させ る た め に グ 
ラン ディ エ の 二 剤 に 介入 し た 、 あ る 力 の 有る 団体 は 、 修 道 院 の 名 誉 
の た め に ジラ ー ル を 救っ た 。 

さら に 、 グ ラン ディ エ と ジラ ー ル は 異な る 手段 に よっ て 同じ 結果 
に 到達 し た 。 

16 章 で 特に 話す つも り で ある 。 

人 は 自身 の 想像 力 に よっ て 他人 の 想像 力 に 作用 する 。 

人 は 自身 の 星 の 体 に よっ て 他人 の 星 の 体 に 作用 する 。 

人 は 自身 の 器官 に よっ て 他人 の 器官 に 作用 する 。 

傾向 の 共感 に に っ て 、 ま た は 、 寺 依 の 共感 に よっ て 、 人 は 相互 に 
絡 依 し 合う 。 

人 は 作用 し た い 者 と 共感 する 。 

前 記 の 支配 、 作 用 、 共 感 に 対す る 、 反 作用 は 最も 明らか な 反感 と 
成る 時 が 有る 。 

反作用 、 反 感 は 共感 を 強め る 時 が 有る 。 

愛 に は 存在 する も の を 1 つ に する 傾向 が 有る 。 

も し 二 者 の 性 質 の 深い 所 に 自尊 心 と いっ た 三 社 交 的 な 傾向 が 有る 
場合 は 、 愛 の 結合 力 は 二 者 を 競い 合わ せ 対 立 さ せる 時 が 有る 。 

2 つの 一 致し て いる 殊 を 対等 な 自尊 心 で 満た す 事 は 、 二 者 を 競い 
合わ せ て 解体 する 事 で ある 。 

対立 は 神々 の 複数 性 の 必然 の 結果 で ある 。 

生き て いる 人 を 夢 で 見 る 時 は 、 星 の 光 の 中 で 、 生 き て いる 人 の 星 
の 体 が 表れ て いる か 、 生 き て いる 人 の 星 の 体 の 反映 が 表れ て いる 。 

生き て いる 人 を 夢 で 見 た 時 に 受け た 印象 は 生き て いる 人 の 隠れ た 
気持 ち を 教え る 時 が 有る 。 

例え ば 、 愛 は 一 方 の 星 の 体 を 他方 に 似せ る 。 

星 の 体 は プシ ュ ケ と 肉体 を 仲介 する も の で ある 。 

星 の 体 は 魂 と 肉体 を 仲介 する も の で ある 。 

それ で 、 女 性 の 星 の 体 は 女性 が 愛し て いる 男性 に 似る 。 

男性 の 星 の 体 は 男性 が 愛し て いる 女性 に 似る 。 

後記 の 様 に カバ リス ト は 創世 記 2 章 22 節 の 世に 知ら れ て いな い 詩 
葉 を 説明 し て 、 前 記 の 変形 を 隠さ れ た 学問 で 説明 し よう と し た 。 


「 神 は 男性 アダ ム の 胸 の 中 の 助 骨 を 女性 エヴァ の 胸 の 中 に 置い て 愛 


を 創造 し た 。 
神 は 男性 アダ ム の 胸 の 中 の 助 骨 で 女性 エヴァ の 肉 を 創造 し た 。 
女性 の 胸 の 底 に は 男性 の 骨 が 存在 する 。 
男性 の 胸 の 底 に は 女性 の 肉 が 存在 する 」 

( 

創世 記 2 章 22 人 節 の 例え 話 で 神 は 男性 アダ ム の 助 骨 か ら 女 性 エヴァ 
を 創造 し た 。 
創世 記 2 章 23 節 「 男 性 アダ ム は 『 女 性 エヴァ は 骨 の 中 の 骨 で ある 。 
女性 エヴァ は 肉 の 中 の 肉 で ある 』 と 話し た 」 

) 


前 記 の 例え 話 は 深く 美しい !。 

13 章 で カバ ラ の 達 道 者 は 苦し ん で いる 魂 が 生き て いる 者 の 肉体 の 
中 に 入り 住む 状態 を 「 胎 児 の 様 に 」 と 呼ん で いる 事 を 話し た 。 

完全 に 死ん だ 後 の 人 が 他 の 者 に 混信 す る 状態 は 、 引 依 され る 者 が 
生存 中 に 、 旨 依 され る 者 の 強迫 観念 また は 愛着 に よっ て 始ま る 時 が 
有る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 、 あ る 若い 女性 は 、 両 親 に 脅 さ れ 
て いた が 、 突 然 、 両 親 に 脅 さ れ て いた 行為 を 罪 の 無い 人 に する 様 に 
成っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 知っ て いる 、 別 の 人 は 、 奇 行 に よっ て 来世 で 

苦し ん で いる 因 人 の 女性 を 呼び 出す 降 霊 術 に 参 加 し た 後 で 、 理由 も 
無く 、 死 人 の 奇行 を 模 信 し 始め た 。 

地上 の 全て の 民 は 隠さ れ た 力 が 原因 で ある 親 の 呪い の 胃 散 する べ 
き 感 化 力 を 景 散 し て いる 。 

本 物 の 達 道 者 の 独立 に 到達 し て いな い 者 で ある 時 は 魔術 の 実践 は 
危険 で ある 。 

愛 に 本 当 に 存在 する 、 星 の 体 の 変形 の 力 は 、 キ ルケ の 杖 の 例え 話 
の 不思議 を 説明 する 。 

EE 

と 話し て いる 。 

生日 PH ウス は あの 計 5 層 入 の の 補 を 知る た め 
に 女性 の 召使 い の 愛 を 勝ち 取っ た 。 黄金 の ロバ で ルキ ウス は ロバ に 
変身 する だ け に 過ぎ な か っ た 。 

黄金 の ロバ の 例え 話 は 愛 の 無 上 の 隠さ れ た 秘密 を 含ん で いる 。 

さら に 、 カ バリ スト は 、 男 性 が ウン ディ ー ネ 、 シ ルフ ィ ー ド 、 
ノー ミー ド と いっ た 女性 の 四 大 元素 の 霊 と 恋 に 落ち た 時 は 、 女 性 の 
四 大 元素 の 霊 が 男性 と 共に 神 に 成る か 、 男 性 が 女性 の 四 大 元素 の 霊 
と 共に 死ぬ し か な い 、 と 話し て いる 。 

4 章 で 四 大 元素 の 雲 は 不 完全 な 未だ 死ぬ べき で ある 人 の 雲 で ある 


と 説明 し た 。 

前 記 の 話 は 紗 示 で ある 。 

前 記 の 話 は 作り 話 に 過ぎ な いと 考え られ て きた 。 

前 記 の 話 は 愛 に お ける 精神 的 な 連帯 の 考え で ある 。 

連帯 自体 が 愛 の 基礎 で ある 。 

連帯 は 愛 の 神聖 さ の 全て を 説明 する 。 

連帯 は 愛 の 力 の 全て を 説明 する 。 

キル ケ を 敬礼 する 者 た ち を 肘 の 和 群れ に 変 夏 させ る が 、( オ デュ ッ 
セ ウ ス と 妻 の 愛 の きず な と いっ た ) 愛 の きず な に 従 つ 、 キ ルケ と は 
何者 か ? 

誘惑 術 が 破壊 的 で ある 、 キ ルケ と は 何者 か ? 

古代 の 遊女 で ある 。 

全て の 時 代 の 無情 な 女性 で ある 。 

愛 無し に 奪う 女性 で ある 。 

近づく 全て の 男性 を 堕落 させ る 女性 で ある 。 

他方 、 愛 を 知っ て いる 女性 は 熱意 、 気 高 さ 、 癌 を 満ち あふ れ さ せ 


る 。 

19 世 紀 は 詐欺 師 と 疾 難 され て いる 達 道 者 カリ オス トロ に つい て の 
多数 の 話 が 存在 する 。 

カリ オス ト 口 は 生前 に 「 神 の 様 な 者 」 と 呼ば れ た 。 

カリ オス トロ は 降 霊 術 を 実践 し た 事 が 知ら れ て いる 。 

シュ レプ ファ ー を 除い て 、 降 霊 術 で カリ オス トロ を 超え る 者 は い 
な い !。 

%「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 降 霊 術 の シュ レプ ファ ー の 秘訣 と 方 法 を 
説明 する つも り で ある 。 

カリ オス トロ は 共感 を 結び つけ る 力 が 有る と 豪語 し て いた と 吉 わ 
れ て いる 。 

カリ オス トロ は 大 いな る 務め の 秘密 を 保有 し て いる と 豪語 し て い 
た と 吉 わ れ て いる 。 

し か し 、 カ リオ スト ロロ を より 有名 に し た 物 は 、 い くつ か の 命 の 若 
返り 薬 エ リク サー で ある 。 

若返り 薬 エ リク サー は 若い 時 の 力 と 心 を 老い た 者 に す ぐに 復活 さ 
せる 。 

カカ リ オス トロ の 若返り 薬 エ リ クサ ー と いう 混合 物 の 主 成分 け は マル 
ヴォ ワ ジ ー ワイ ン で ある 。 

カリ オス トロ の 若返り 薬 エ リク サー は マル ヴォ ワ ジ ー ワイ ン に い 
くつ か の 動物 の 精液 と いく つか の 植物 の 樹液 を 蒸留 し て 加え た 混合 
物 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は カリ オス トロ の 若返り 薬 エ リク サー の 処方 せ 
ん を 持っ て いる 。 


し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が カリ オス トロ の 若返り 薬 エ リク サー 
の 処方 せん を 与え な い 理 由 は 容易 に 理解 し て も ら え る で あろ つう 。 
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サメ ク 

P 

黒 魔 術 

神 の 毒 を 意味 する サマ エル 
助け に 成る も の 


黒 魔術 の 神秘 に 近づこ う 。 

サバ ト の 黒い 神 、 メ ン デ ス の 明 散 する べき ヤギ に 聖 所 で 大 胆 に 立 
ち 向 か お うつ 。 

(邪神 は 存在 し な い 。) 

恐怖 を 感じ 易い 人 々 は 本 書 を 閉じ る べき で ある 。 

神経 質 な E 象 の 犠牲 に 成る 人 々 は 本 書か ら 気 を そ すら すか 本 書 を 読 
む お の を や め る の が 良い で あろ っ つ 。 

悪魔 の 化け の 皮 を は が す 事 を 務め と する 。 悪魔 の 化け の 皮 を は が 
す 必 要 が 有る 。 

第 一 に 、 悪 魔 に つい て の 疑問 に 率 盲 に 大 胆 に 取り 組 も う 。 
悪魔 は 存在 する の か ? 

悪魔 と は 何 か ? 

悪魔 は 存在 する の か ? と いう 疑問 に 対し て 、 自 然 科 学 は 沈黙 す 
る 。 
哲学 は 可能 性 を 否定 する 。 
款 教 だ けが (一 見 ) 育 定 的 に 答え る 。 
悪魔 と は 何 か ? と いう 疑問 に 対し て 、 宗 教 は 「 悪 魔 は 堕天 使 で 
ある 」 と (いい 1 う 例 え 話 を ) 話 す 。 

隠さ れ た 哲学 は 「 悪魔 は 堕天 使 で ある 」 と いう (例え ) 話 を 受け 取 
説明 する 。 

10 章 で 「 悪魔 は 堕天 使 で ある 」 は 例え で ある と 話し た 。 

さら に 、 こ こ で 、 記 示 を 加え よっ う 。 

黒 魔術 で は 悪魔 は 悪い 意思 に よっ て 悪い 意図 に 応用 され た 大 いな 
る 魔術 の 代行 者 で ある 。 

創世 記 3 章 の 伝説 の 古い 蛇 は 普遍 の 代行 者 、 地 上 の 命 の 永遠 の 
火 、 地 の 魂 、 地 獄 の 生き て いる 源泉 (、 星 の 光 ) で ある 。 

星 の 光 は 形 の 貯蔵 所 で ある と 話し た 。 

理性 が 呼び 出す 時 は 星 の 光 か ら 平 和 に 形 は も た ら さ れる 。 

し か し 、 狂 気 が 呼 び 出 す 時 は 星 の 光 か ら 形 は 乱れ て 奇形 で 表れ 


る 。 
星 の 光 が 「 聖 アン トニ ウス の 誘惑 」 の 夢魔 と サバ ト の 霊 の 源 で あ 


Oo 


ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 降 霊 術 と 悪人 の 霊 に 混 信 さ れ て い 
る と いつ 妄 想 に は 実際 の 結果 が 有る の か ? 

は い ! 確実 に ! 議論 の 余地 無く ! 伝説 で 話さ れ て いる より 
恐ろし い 結 果 が 悪人 の 霊 の 魔術 に は 有る ! 

意図 し た 儀式 で 悪人 の 霊 を 呼び 出し た 時 に 、 悪 人 の 霊 は 表れ 、 悪 
人 の 霊 を 見 れる 。 

悪人 の 霊 を 見 た 恐怖 か ら 、 死 ぬ 事 を 免れ る た め に は 、 強硬 症 カ タ 
レプ シー また は 重度 の 知 的 障害 に 成る 事 を 免れ る た め に は 、 す で に 
狂っ て いる 必要 が 有る 。 

グ ゲ グランディ エ は 無 信心 に よっ て 放 湯 者 で あっ た 。 

グラ ン デ ィ エ は 多分 、 疑 い 深 さ に よっ て 放 湯 者 で あっ た 。 

熱心 過ぎ て 、 異 常 な 苦行 に よっ て 、 盲信 に よっ て 、 ジ ラー ル は 堕 
落 し た 。 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 15 章 で 悪人 の 霊 の 降 圭 術 と 黒 魔術 の 実践 に 
つい て 全て 話す つも り で ある が 、 利 用 し て も ら う つた めで は な く 、 
知っ て も らい 判断 し て も ら う た めで あり 、 黒 魔術 と いう 狂気 に よる 
愚行 を 利用 する の を 永遠 に や め て も ら つ うつ た めで ある 。 

19 世 紀 に テー ブル ター ニン グ に つい て の 著書 が 少 人 
NR SSR 題 の 解決 策 は 満足 な 部 
と 不満 な 部 分 が 多分 有る で あろ っ つ 。 

実際 、Mirville の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 黒 魔術 と いう 事実 の 
実在 と 不思議 な 性 質 を 断 吉 する 。 

Mirville の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 古い 蛇 が 黒 魔術 の 原因 で あ 
る と する 。 

古い 蛇 は 、 こ の 世界 の 隠れ た 王者 で ある 。 

し か し 、 Mirville と エリ ファ ス レヴ ィ は 盲目 の 代行 者 の 性 質 に つ 
いて は 一 致し な い )。 

盲目 の 代行 者 、 星 の 光 は 全て の 善 の 道具 で ある と 同時 に 全て の 悪 
の 道具 で ある 。 

星 の 光 は 預 吉 者 の 使い で ある 。 

星 の 光 は デル ポイ の 巫女 に 霊感 を 弓 え た も の で ある 。 

要する に 、 神 の 聖霊 の 魔術 師 に と っ て 、 悪 魔 と は 一 時 的 に 誤っ た 
力 で ある 。 

神 の 聖 寺 の 魔術 師 に と っ て 、 地 獄 に 堕ち る 大 晶 と は 義 論 理 的 な も 
の へ の 意思 の 固執 で ある 。 

Mirville は 千 回 正しかっ た が 1 回 大 きく 斉 っ た 。 

特に 、 存 在 の 領域 か ら 記 っ た 気まぐれ 、 誠 っ た 独断 を 取り 除く 必 
要 が 有る 。 

偶然 に 起こ る も の は 存在 しない)。 

善意 また は 悪意 に よる 誤っ た 独断 に よっ て 起こ る も の は 存在 し な 


し 1。 

天 に は 善 と 悪 の 両院 が 存在 する 。 

善 と 悪 の 両極 性 の 中 で 神 の 知 と いう 上 院 が サタ ン と いう 下院 を 制 
限 し て いる 。 


マタ イ に よる 福音 5 章 28 節 で 大 いな る 主 イ エス は 「 性 欲 を 持っ て 
女性 を 見 る 者 は ( 心 の 中 で ) 女 性 を 犯し て いる 」 と 話し て いる 。 

意思 し 続け る 事 は 行わ れる 。 

行動 は 全て の 本 当 の 意思 を 確証 する 。 

行動 に よっ て 確証 され た 全て の 意思 が 行動 で ある 。 

神 は 全て の 行動 を 裁く 。 

神 の 裁き は 永遠 で ある 。 

意思 は 行動 に 表れ る 事 は 考え で ある 。 

意思 は 行動 に 表れ る 事 は 原理 で ある 。 

も し 行動 が 意思 を 確 計 する の で あれ ば 、 も し 行動 が 決意 を 固定 す 
る の で あれ ば 、 善 意 か ら で あ れ 悪 意 か ら で あ れ 、 自 身 に 対し て の 様 
に 他 の も の に 対し て 、 意 思 の 能力 に 対応 し て 、 行動 の 範囲 内 で 、 意 
思 は 間違い 無く 行わ れる 。 

行動 は 意思 か ら 類 推 可能 で ある 。 

意思 は 行動 か ら 類 推 可 能 で ある 。 

得 つ ける 意思 を 有効 に する た め に は 憎悪 の 行動 で 意思 を 確証 する 
必要 が 有る 。 

愛 を 引き 起こ す 意 思 を 有効 に する た め に は 愛 の 行動 で 意思 を 確証 
する 必要 が 有る 。 

人 の 穫 が 抱い た 印象 は 自分 の 魂 の 物 と 成る 。 

吉 葉 の 広い 意味 で 、 人 が 全て の 手段 で 自分 の 物 に し た 物 は 自分 の 
体 に 成る 。 

人 の 魂 は 自分 の 体 、 自 分 の 物 に 行わ れ た 全て の も の を 間接 的 に か 
在 接 的 に 感じ る 。 

人 の 魂 は 自分 の 体 、 自 分 の 物 に 行わ れ た 全て の も の か ら 間 接 的 に 
か 下 接 的 に 影響 を 受け る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 倫 理 道徳 と 神学 は 隣人 へ の 全て の 敵対 行為 を 級 
人 の 始ま り で ある と 考え る 。 

呪っ 事 は 角 人 で ある 。 
呪っ 事 は 殺人 より 悪い 事 で ある 。 

な ぜ な ら 、 呪 い の 犠 牲 者 は 呪い か ら 自 身 を 守れ な い )。 


呪い は 法 の 六 を すり抜け る 。 

人 々 の 良心 を 自由 に する た め に 、 弱 い 器 の 人 々 を 戒め る た め に 、 
呪い は 可能 で ある と いつ 原理 を 大 胆 に 断 吉 し 、 さ ら に 、 呪 い は 可能 
で ある だ け で は な く 、 あ る 意味 、 呪 い は 必然 で 避け 難い も の で ある 
と いう 原理 を 大 胆 に 断 吉 し よう 。 

社会 で は 人 は 無意識 に 呪っ て いる 。 

社会 で は 人 は 知ら な いで 呪 わ れ て いる 。 

無意識 の 呪い は 人 の 命 の 最も 胃 散 する べき 危険 の 1 つ で ある 。 

肉欲 の 共感 は 最も 熱い 欲望 を 必然 的 に 最も 力 が 有る 意思 に 従わ せ 
る 。 
心 の 病気 は 肉体 の 病気 より 伝染 し 易い 。 
いく つか の 精神 的 な 流行 は 皮膚 病 や コレ ラ の 流行 に 例え られ る 。 
人 は 伝染 病 の 保菌 者 と の 接触 に よっ て 死ぬ か も し れ な い の と 同様 
に 悪い 知識 に よっ て 死ぬ か も し れ な い 。 

最近 の 世紀 の ヨー ロッ パ で の 愛 の 神秘 へ の 冒 へ の 報復 で ある 、 
長 散 する べき 性 病 の 伝染 病 は 、 自 然 の 類推 可能 性 の 法 の 紀 示 で あ 
る 。 

長 散 する べき 性 病 の 伝染 病 は 、 日 々 いか が わし い 共 感 に 従っ て い 
る 心 の 堕落 の 弱い 映像 を も た らし て いる だ け で ある 。 

ある 妨 始 深い 邪悪 な 男性 は 、 忘 敵 の 男性 に 復讐 する た め に 、 不 治 
の 伝染 病 に 故意 に か か り 、 天 罰 と し て 呪い と し て 、 ベ ッ ド を 共に し 
て いた 女性 と 恋敵 の 男性 に 不 治 の 伝 染 病 を うつ し た 、 と いう 話 が 存 
在 する 。 

伝染 病 に 故意 に か か っ て つつ す 話 は 、 全 て の 神 の 聖霊 の 魔術 師 の 
話 と 吉 つ うつ より は お むしろ 、 呪 い を 実践 し て いる 全て の 悪人 の 霊 の 魔術 
師 の 話 で ある 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 他 者 を 毒 する 事 が 可能 で ある 様 に 自身 を 毒 す 


る 。 
書 人 の 霊 の 魔術 師 は 他 者 を 苦し め ら れる 様 に 自身 を 地獄 に 也 と 
す 。 
悪人 の 霊 の 魔術 師 は 息 で 地獄 を 放射 で きる 様 に 息 で 地獄 を 引き 寄 
る 


悪人 の 霊 の 魔術 師 は 死 を 他 者 に 与え られ る 様 に 自身 を 致命 的 に 傷 
つけ る 。 

し か し 、 他 者 を 毒 し 紋 す た め に 自身 を 毒 し 傷つけ る 不幸 の 大 胆 さ 
を 持つ 者 は 、 邪 悪 な 意思 の 放射 だ け で 、( 他 者 か 自身 と いっ た 何者 
か を ) 毒 し 殺す で あろ う 事 は 確か で ある 。 

憎悪 と 同様 に 致命 的 で ある 愛 の 形 が いく つか 存在 する 。 

善意 に よる 呪い に も 似 た 祈り は 悪人 を 苦し め る 。 

改心 を 望ま な い 者 の 改心 の 祈り を 神 に ささ げ る 事 は 改心 を 望ま な 


い 者 に 不幸 を も た ら す 。 

すでに 話し た 様 に 、 力 を 合わ せ た 複 数 の 意思 の 鎖 に よる 流体 の 流 
れ と 戦う 事 は 疲労 を も た ら す し 危険 で ある 。 

意識 的 な 呪い と 無意識 の 呪い と いう 2 種類 の 呪い が 存在 する 。 

肉体 的 な 呪い と 精神 的 な 呪い と いう 2 種類 の 呪い に 区 別 で きる 。 

力 は 力 を 引き 寄せ る 。 

命 は 命 を 引き 寄せ る 。 

健全 さ は 健全 さ を 引 き 寄 せる 。 

力 が 力 を 引き 寄せ る 事 は 自然 の 法 で ある 。 

健全 さ が 健 全 さ を 引き 寄せ る 事 は 自然 の 法 で ある 。 

も し 2 人 の 子供 が 一 緒 に 生き て いて 、 特 に 一 緒 に 眠っ て いて 、 一 
方 の 子供 は 弱い が 、 他 方 の 子供 が 強けれ ば 、 強 い 子 供 は 弱い 子供 か 
ら 力 を 奪い 、 弱 い 子 供 は 衰弱 する で あろ う 。 

前 記 の 理由 か ら 、 子 供 は 独り で 眠る べき で ある 事 が 重要 で ある 。 

共同 生活 の 神学 校 で は 何人 か の 学徒 が 他 者 の 知 を 奪う 。 

全て の 人 の 輪 で は 他 者 の 意思 を 応用 する 個人 が 速やか に 現れ る 。 

流れ に よる 呪い \ は あり ふれ て いる 。 

すでに 話 し た 様 に 。 

物理 的 に と 同様 に 精神 的 に 、 大 部 分 の 人 々 は 大 則 に よっ て 流さ れ 
る 。 
し か し 、1e 章 で 特に エリ ファ ス レヴ ィ が 表し た いも の は 、 自 身 
の 行動 を 決定 する 人 の 意思 の ほとん ど 絶 対 的 な 力 と 、 物 質 的 な 物 で 
物質 的 に 証明 され て いる 感化 力 で ある 。 

いな か で は 意識 的 な 呪い は あり ふれ て いる 。 

な ぜ な ら 、 無知 な 孤立 し た 人 々 の 中 を 、 あ ら ゆ る 疑い 気晴らし 気 
を そら す 事 に よる 減 豆 無し に 、 自 然 の 力 は 作用 で きる 。 

拒絶 され た 肉欲 か ら で は な い 私 利 私 欲 か ら で は な い 率 直 な 絶対 な 
憎悪 は 、 い くつ か の 祭 件 の 下 で は 、 死 の 宣告 に 成る 。 

性 欲 や 貧 欲 が 混じっ て いな い 憎 悪 は 、 い くつ か の 祭 件 の 下 で は 、 
死 の 宣告 に 成る 。 

な ぜ な ら 、 谷 望 は 引き 寄せ る 。 

欲望 の 引き 寄せ る 力 は 憎悪 の 放射 する 力 を 相 毅 する 。 

例え ば 、 怒 始 深い 人 は 恋敵 を 効果 的 に 呪っ 事 は で き な い 。 

次 欲 な 遺産 相続 人 は けち で 長生 き な 伯父 さん 、 叔 父さん の 命 を 縮 
め る 事 は で き な し !。 

肉欲 か ら 呪 つと 呪い は 呪い を か けた 人 に は ね 返っ て くる 。 

肉欲 か ら 呪 つと 呪 わ れ た 人 を 傷つけ る どこ ろか 、 呪 われ た 人 を 敵 
対 行動 か ら 自 由 に する 。 

肉欲 か ら 呪 つと 呪 わ れ た 人 を 傷つけ る どこ ろか 、 呪 われ た 人 を 呪 
いか ら 自 由 に する 。 


過ぎ た 詩 葉 や 行動 は 呪い を 無効 化す る 。 

ゲー ル 語 の envoutement は 呪い を 意味 する 。 

envoutement は 何 も の か を 閉じ 込め る 行動 を 意味 する 。 

呪い は 何 も の か を 明らか に し た 意思 の 中 に 閉じ 込め る 行動 を 意味 
する 、 と 吉 え る 。 

呪い の 手段 は 大 いな る 魔術 の 代行 者 で ある 。 

大 いな る 魔術 の 代行 者 は 邪悪 な 意思 の 下 で は 悪人 の 霊 的 な も の に 
成る 。 

witchcraft は 呪い の 業 で ある 。 

呪い の 業 は 呪う 意思 を 持っ て 行動 する 儀式 で ある 。 

witchcraft、 呪い の 業 、 呪 い の 儀式 は 呪っ 意思 を 苦労 し て 明らか 
に し 続け る 事 に よっ て 呪い を か ける 人 の 意思 を 固定 する 作用 だ けが 
有る 。 

苦労 する 事 と 続け る 事 と いう 2 つの 事 が 意思 の 力 を 有効 に する 。 

行動 が 、 よ り 難 し い ほ ど 、 よ り 恐 ろ し い ほ ど 、 行 動 の 力 は より 大 
きく 成る 。 

な ぜ な ら 、 行動 が 、 よ り 難 し い ほ ど 、 よ り 恐 ろ し い ほ ど 、 行 動 は 
より 強く 想像 力 に 働き か ける 。 

行動 は 抵抗 に 比例 し て 努力 を 確証 する 。 

行動 は 抵抗 に 比例 し て 努力 を 固め る 。 

前 記 は 黒 魔術 に お ける 行動 の 異常 な 性 質 と 残 妨 な 性 質 を 説明 す 
る 。 
(正常 な 人 は 残 妨 な 行動 を 嫌う 。) 
古代 と 中 世 の 大 則 は 、 地 を は つ 克 虫 類 、 流 血 、 人 の いけ に えと 
いっ た 異常 な も の を ささ げ て 、 悪 人 の 霊 の ミサ 、 悪 人 の 霊 の 聖 約 を 
実践 し た 。 

地 を は う 訂 虫 類 、 流 和 皿 、 人 の いけ に えと いっ た も の を ささ げ る 事 
は ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 、 黒 魔術 の 本 質 で ある 。 

地 を は つう 訂 虫 類 、 流 箇 、 人 の いけ に えと いっ た も の を ささ げ る 事 
は ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 、 黒 魔術 の 現実 で ある 。 

法 の 正しい 弾圧 は 流血 、 人 の いけ に え を ささ げ る 悪人 の 霊 の 魔術 
師 を 常に 打ち 倒し て きた 。 

黒 魔術 は 本 当 に 段階 的 な 神 へ の 冒 涯 へ の 一 致 に 過ぎ な い !。 

黒 魔術 は 人 の 意思 の 永遠 の 転倒 の た め の 級 人 で ある 。 

黒 魔術 は 生き て いる 人 の 中 に 憎む べき 悪人 の 霊 を 実現 する た め の 
級 人 で ある 。 

悪人 の 霊 の 魔術 は 、 悪 人 の 霊 の 宗教 、 導 の 儀式 、 発 作 的 な も の に 
まで 高め られ た 善 へ の 憎悪 で ある 。 

悪人 の 霊 の 魔術 は 、 死 が 人 に 成っ た も の 、 地 獄 の 絶え 間 無 い 創造 
で ある 。 


大 則 は カバ ラ を か じ っ た ボ ダ ン を 弱い 心 と 迷信 深い 精神 の 持ち 主 
で ある と 斉 解 し て いる 。 

ボ ダ ン は 不信 の 危う さ を 人 々 に 警告 する た め に 「 悪 魔 濾 き 」 と い 
う 本 を 書い た 。 

カバ ラ の 探求 に よっ て 魔術 の 本 物 の 秘密 に 入門 し た 者 は 、 人 の 邪 
悪さ に 身 を 任せ た 呪い の 力 に さら され て いる 社会 の 危う さ を 心 配 す 
る 。 
前 記 の 様 な 理由 か ら 、19 世 紀 に Mirville が テー ブル ター ニン グ に 
つい て の 本 を 書い た 様 に 、 ボ ダン は 1580 年 に 「 悪魔 湖 き 」 と いう 本 
を 書い た 。 

ボ ダ ン は 解釈 無し で 呪い に つい て の 事実 の 情報 を 集め た 。 

自然 科学 が 呪い に 気 を 使わ な い に も か か わら ず 、 自 然 科学 が 呪い 
以外 の も の に 気 を 取ら れ て いる に も か か わら ず 、 ボ ダン は 、 呪 いと 
いう 、 隠 され た 感化 力 の 存在 と 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 犯 居 行 為 を 確認 
し た 。 

1580 年 の 大 則 は ボ ダ ン に 注目 し な か っ た 様 に 、19 世 紀 の 大 則 は 
Mirville に 注目 し な いで あろ っ つう 。 

な ぜ な ら 、 真 剣 な 人 々 を 動か す に は 、 呪 い の 現 象 を 示し 呪い の 原 
因 に つい て 早まっ た 痢 断 を する だ け で は 不 十分 で ある 。 

人 は 呪い の 原因 を 探求 し 説明 し 実証 する 必要 が 有る 。 

呪い の 原因 を 探求 し 説明 し 実証 する 事 は エリ ファ ス レヴ ィ が まさ 
に 試み て いる 事 で ある 。 

呪い の 原因 を 探求 し 説明 し 実証 する 人 々 は より 良い 成功 と 名 誉 を 
得 ら れる で あろ つか? いい え ! 

憎悪 に よる 呪い の 様 に 、 愛 に よる 呪い に も 似 た 祈り に よっ て 、 人 
は 死ぬ 可能 性 が 有る 。 

息 の 下 に いる と 吸血 鬼 の 花嫁 の 様 に 自身 が 消耗 する 様 に 感じ る 、 
他人 か ら 力 を 奪う 肉欲 が 存在 する 。 

悪人 が 善人 を 苦し め る だ け で は な く 善 人 は 知ら な いで 悪人 を 苦し 
め る 。 

アベ ル の 思い や り は 、 カ イン の 激 し さ に と っ て 、 長 く 苦 し い 呪 い 
で あっ た 。 

悪人 が 善人 を 憎む 源 は 自己 保存 し よう と する 先天 的 な も の で あ 

( 

悪人 は 自己 保存 し よう と 試み る 。 

人 が 自己 保存 し よう と 試み る の は 先天 的 な も の で ある 。 

) 

さら に 、 悪 人 は 善 が 悪人 を 苦し め て いる 事 を 認め な いで 心 の 平静 
の た め に 悪 を 正当 化す る 。 


カイ ン の 目 に は アベ ル は 猫 を か ぶっ た 者 に 見 えた 。 

カイ ン の 目 に は アベ ル は 有 病 者 に 見 えた 。 

カイ ン の 目 に は アベ ル は 神 へ の 恥ず べき 従順 に よっ て 人 性 と 自尊 
心 を 裏切っ て いる 者 に 見 えた 。 

アベ ル を 終 す 前 に カイ ン は どれ ほど 苦し ん だ 事 か ! 

仮に アベ ル が 悪人 は 善人 に よっ て 苦し お む 事 を 理解 し て いれ ば 、 ア 
ベル は 悪人 を 嫌がっ た で あろ うつ 。 

反感 は 呪い の 予感 で ある 。 

反感 は 憎悪 に よる 呪い の 予感 で ある 。 

反感 は 愛 に よる 呪い に も 似 た も の の 予感 で ある 。 

な ぜ な ら 、 反 感 の 後に 愛 が 起き る 時 が 有る 。 

反発 の 後に 愛 が 起き る 時 が 有る 。 

星 の 光 は 、 愛 や 呪い と いっ た 感化 力 が 来る 事 を 、 多 か れ 少 な か れ 
知覚 で きる 様 に 、 多 か れ 少 な か れ 自 発 的 に 、 神 経 組 織 に 作用 する 事 
に よっ て 、 人 に 知ら せる 。 

すぐ の 意気 投合 と いっ た すぐ の 共感 、 電 撃 的 な 恋愛 は 、 強 力 な 磁 
気 の 電池 の 放電 の 様 に 、 正 確 に 数 学 的 に 明らか で ある 、 星 の 光 の 爆 
発 で ある 。 

秘伝 伝授 者 で は な い 人 が 呪い と いっ た も の を 実践 する 事 は 、 見 え 
な い 火 薬 の 近く で 火 を 絶え ず も て あそぶ 人 を 突然 の 危険 が 襲う か も 
し れ な い 様 な も の で ある 事 を 理解 で きる 。 

星 の 光 は 人 に 浸透 し て いる 。 

星 の 光 で 人 は 満ち ちあ ふれ て いる 。 

人 は 場所 を 空け る た め に 星 の 光 を 絶え 間 無く 放射 し て 新しい 星 の 
光 を 引き 寄せ る 。 

特に 、 目 と 手 は 星 の 光 を 引き 寄せ た り 放 射す る 様 に 創造 され て い 
る 神経 の 道具 で ある 。 

親指 に は 手 の 両 極性 が 存在 する 。 

前 記 の 理由 か ら 、 い な か で 未だ に 生き 残っ て いる 魔術 的 な 口伝 で 
は 、 疑 わし い 人 々 の 集まり に いる 時 は 、 親 指 を 2 つ に 折り た た ん で 
手 の 中 に 隠す べき で ある 。 

疑わ し い 人 に 視線 を 固定 する の を 避け る べき で ある 。 

予期 し な い 流体 の 放射 と 、 引 き 寄 せる 視線 を 避け る た め に 、 恐 れ 
る べき 人 を 先 に 見 分 ける べき で ある 。 

固有 の 同化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持つ 何 種類 か の 
動物 が 存在 する 。 

同化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持つ 動物 は 人 に 激しい 
反感 を 抱く 。 

同化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持つ 動物 は 目 に いく ら 
か の 呪う 力 を 持っ て いる 。 


例え ば 、 同 化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持つ 動物 は ヒ 
キ ガ エル 、 バ シリ スク 、tard で ある 。 

ヒキ ガエル と いっ た 同化 に よっ て 星 の 光 の 流れ を 破壊 する 力 を 持 
つっ 動物 を 、 飼 いな らし 生き た まま 持ち 運び 同室 させ る と 、 星 の 光 に 
よる 本 町 に よる 幻 や 誘惑 へ の 身代わり に 成る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が ここ で 初め て 星 の 光 に よる 本 町 と いう 吉 葉 を 
使っ た 。 

星 の 光 に よる 本 町 が 抑え られ な い 肉 欲 、 精 神 的 な 高まり 、 愚 か さ 
の 全て の 現象 を 説明 する 。 

ヴォ ル テ ー ル の 弟子 は 「 ヒキガエル 、tard を 飼え 。 ヒキ ガエル 、 
tard を 持ち 運べ 。 これ 以上 馬鹿 げた 事 は 書く な 」 と エリ ファ ス レ 
ヴィ に 吉 う で あろ う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 答え て 後記 の 様 に 話す で あろ っ つ 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 理 解 で き な い も の を 笑い も の に し た いい 誘惑 
を 感じ た ら 、 理 解 で き な か っ た 知 を 持つ 人 々 を 愚者 また は 狂人 と し 
て あつ か いた い 誘 惑 を 感じ た ら 、 理 解 で き な い も の に つい て 真剣 に 
考え る 様 に し て きた 。 

大 いな る キリ スト 教徒 の マギ で ある パラ ケル スス は 呪い を 呪い に 
対立 させ た 。 

パラ ケル スス は 反対 の 呪い の 実践 に よっ て 呪い を 呪い に 対立 させ 
だ 。 

パラ ケル スス は 共感 に よる 治療 の 基礎 を 成 し た 。 

パラ ケル スス は 共感 に よる 治療 を 苦し ん で いる 患者 本 人 に で は な 
く 患者 の 像 に 応用 し た 。 

パラ ケル スス は 患 者 の 像 を 魔術 の 儀式 に よっ て 形成 し 聖 別 し た 。 

パラ ケル スス の 成功 は 合 じ られ な い ほ ど 驚 くべ きも の で あっ た 。 

パラ ケル スス の 段階 に 到達 し た 治療 者 は いな か っ た 。 

パラ ケル スス の 治療 の 不思議 に 到達 し た 治療 者 は いな か っ た 。 

パラ ケル スス は メス メル より 前 に 動物 磁気 を 見 つけ た 。 

パラ ケル スス は 動物 磁気 と いう 光 の 発見 か ら 究極 の 結果 へ 到達 し 
た 。 

と 吉 つ うつ より は お しろ 、 パ ラケル スス は 動物 磁気 と いう 古代 人 の 魔 
術 へ の 入門 か ら 究 極 の 結果 へ 到達 し た 。 

古代 人 は 現代 人 より 大 いな る 魔術 の 代行 者 を 理解 し て いた 。 

古代 人 は 星 の 光 、Azoth、 賢 者 の 普通 の マグ ネシア を 被 造物 の 個 
体 だ けが 放射 する 動物 固有 の 流体 で ある と 考え な か っ た 。 

隠さ れ た 哲学 で 、 パ ラケル スス は 儀式 の 魔術 に 反対 し て いる 。 

パラ ケル スス は 確か に 儀式 の 魔術 の 胃 散 する べき 力 を 無視 し な 
か っ た 。 

パラ ケル スス は 疑わ し い 黒 魔術 の た め の 儀式 の 魔術 の 実践 を と が 


め よ うと 試み た 。 
パラ ケル スス は 心 の 隠さ れ た 磁石 に よっ て 魔術 師 の 全能 性 に 到達 


じ た 。 
現代 の 誤 練 の 催眠 術 師 達 は パラ ケル スス より 自身 を 上 手 に 吉 い 表 
せな い )。 


パラ ケル スス は 病気 を 治す た め に 魔術 の 象徴 の 応用 、 特 に タリ ス 
マン の 応用 を すす め て いる 。 

18 章 で パラ ケル スス の タリ スマ ン と ガ フ ァ レ ル の 隠さ れ た 図像 学 
と 古銭 学 に つい て 話す つも り で ある 。 

可能 な 場合 は 、 代 償 に よっ て 、 星 の 光 の 流れ を 断絶 する 事 に よっ 
て 、 ま た は 、 星 の 光 の 流れ を そら す 事 に よっ て 、 呪 い を 治す 事 が 可 
能 で ある 。 

可能 な 場合 に 、 代 償 に よっ て 、 星 の 光 の 流れ を 断絶 する 事 に よっ 
て 、 ま た は 、 星 の 光 の 流れ を そら す 事 に よっ て 、 呪 い を 治す 全て の 
方 法 に つい て の ヨー ロッ パ の いな か の 口伝 は 見 事 で あり 疑う 余地 無 
く 古 代 か ら の も の で ある 。 

可能 な 場合 に 、 代 償 に よっ て 、 星 の 光 の 流れ を 断絶 する 事 に よっ 
て 、 ま た は 、 星 の 光 の 流れ を そら す 事 に よっ て 、 呪 い を 治す 方 法 の 
ヨー ロッ パ の いな か の 口伝 は ドル イド の 教え の 残骸 で ある 。 

ドル イド は 旅 し て いた 秘 儀 祭 司 に よっ て エジプト と イン ド の 神秘 
に 入門 し た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 で は 、 呪 い 、 悪 意 が 有る 行動 が 持続 的 に 確証 し た 
悪意 は 、 常 に 実現 する 。 

悪人 の 霊 の 魔術 で は 、 呪 い 、 悪 意 が 有る 行動 が 持続 的 に 確証 し た 
悪意 か ら 手 を 引い て や め た けり 、 た め ら うと 、 死 ぬ 危 険 性 が 有る 。 
ある 人 へ の 呪い を や め た い 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 別 の 人 を 悪意 で 
呪 わ な けれ ば いけ な し いり 。 

さも な けれ ば 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 身 の 呪 い の 犠 牲 と し て 、 
呪い に 打 た れ て 破滅 する の は 確実 で ある 。 

星 の 光 の 動き は 循環 性 で ある 。 

全て の Azoth ま た は 磁気 の 力 の 放射 は 、 中 間 物 ま た は 中 間 者 に 出 
会 わな 場合 は 、 放 射 し た も の の 元 に 戻る 。 

前 記 は 、 マ ルコ に よる 福音 5 章 の 、 汚 れ た 霊 が 豚 の 群れ の 中 に 移 
され 、 汚 れ た 霊 が 中 に 移さ れ た 肘 の 群れ が 湖 の 中 に 身 を 投げ た 、 不 
思 議 な 話 の 説明 で ある 。 


( 
マル コ に よる 福音 5 章 の 汚れ た 霊 は 悪意 に 汚染 され た 星 の 光 の 流 
れ の 例え で ある 。 


豚 の 群れ が 身代わり に 成っ て くれ た 。 
豚 の 群れ が 中 間 者 に 成っ て くれ た 。 


) 

マル コ に よる 福音 5 章 の 天 の 秘 伝 伝授 の 行動 は 悪意 に 汚染 され た 
磯 気 の 流れ を 断絶 する 事 で ある 。 

マル コ に よる 福音 5 章 で 汚れ た 霊 に と りつ か れ た 者 は 直感 で 
「 我 々 の 名 前 は 軍団 で ある 。 な ぜ な ら 、 多 数 で ある 」 と 話す 。 

悪人 の 霊 に よる 富 依 は 呪い で ある 。 

現在 で は 悪人 の 霊 に よる 知 依 は 無数 に 存在 する 。 

現在 で は 呪い は 無数 に 存在 する 。 

Hilarion Tissot は 狂人 の 治療 に 献 映 し て いる 祭司 で ある 。 

Hilarion Tissot は 、 長 い 和 経験 と 絶え 間 無い 実践 に に っ て 、 パ ラ ケ 
ルス ス の 磁気 学 を 知ら な いで 応用 する 事 に よっ て 、 多 数 の 狂人 の 治 
療 に 成功 し て いる 。 

Hilarion Tissot は 狂気 の 原因 が 意思 の 病気 か 外 か ら の 意思 の 邪悪 
な 影 響 で ある と 考え る 。 

Hilarion Tissot は 全て の 悪行 を 狂気 に よる 行動 と 考え る 。 

Hilarion Tissot は 、 悪 人 を 怒ら せな いで 、 悪 人 を 矯正 不能 に し な 
いで 、 悪 人 を 罰する ふり けり を し て 、 悪 人 を 病人 と し て あつ か う 。 

Hilarion Tissot が 天 オ と 認め られ る まで に 、 ど れ ほ どの 時 間 が 必 
要 で あろ つう か? 

16 章 を 読ん だ 時 に 、 多 数 の 大 則 は 、Hilarion Tissot と エリ ファ ス 
レヴ ィ は 互い を 狂人 と し て 、 あ つか うべ き で ある 、 と 話す で あろ 
う 】 

多数 の 大 衆 は 、 狂 人 と いつ 不治の病 の た め の 病 院 へ 入院 する べき 
で ある と 考え られ た く な いな ら ば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は エリ ファ ス 
レヴ ィ の 理論 の 公開 を や め る べき で ある 、 と 話す で あろ う ! 

ガリ レオ は 地 を ふん で 「 それ で も 地球 は まわ っ て いる 」 と 話し 
た 。 

ヨハ ルネ に よる 福音 8 章 32 節 で 人 の 救い 主 イ エス は 「 あな た が 真理 
を 知れ ば 、 真 理 は あな た を 自由 に する 」 と 話し て いる 。 

ヨハ ルネ に よる 福音 8 章 32 節 「 あ な た が 真理 を 知れ ば 、 真 理 は あな 
た を 自由 に する 」 に 付け 加え れ ば 、 あ な た が 正義 を 愛せ ば 、 正 義 は 
あな た を 健全 な 人 に する 。 

悪徳 は 毒 で ある 。 

悪徳 は 肉体 に と っ て すら 毒 で ある 。 

本 物 の 徳 は 長生 き を 約束 する 。 

儀式 の 呪い の 方 法 は 時 間 と 人 と 共に 変わ る 。 

全て の 導 猫 な 仙 慢 な 人 々 は 呪い の 秘訣 と 呪い の 実践 方 法 を 論理 無 
し に 自身 の 中 に 見 つけ る 。 

狗 独 な 仙 慢 な 人 々 は 大 いな る 代行 者 の 霊感 の 直 感 に 従う 。 

大 いな る 代行 者 は 人 の 悪徳 や 人 の 徳 に 応じ る 。 


自身 の 傾向 の 類似 に よっ て 、 特 に 、 自 身 の 欠 点 の 類似 に よっ て 、 
大 喜 は 他 者 た ちの 意思 に 従 つ と 吉 え る 。 

個人 の 欠点 を 甘やかす 事 は 欠点 を 甘やかさ れ た 個人 を 手 に 入れ る 
事 で ある 。 

個人 の 欠点 を 甘やかす 事 は 欠点 を 甘やかさ れ た 個人 を 類似 し た 同 
様 の 欠点 の 道具 に 変え る 事 で ある 。 

類似 し た 欠点 を 持つ 弱い 者 が 強い 者 に 従う 時 、 弱 い 者 は 強い 者 の 
代行 者 に 成る 。 

弱い 者 の 精神 は 強い 者 の 精神 に と りつ か れる 。 

弱い 者 は 強い 者 と 戦い 反抗 し よう と 試み る が 、 よ り 深 い 奴隷 状態 
に 陥る だ け で ある 。 

ルイ 13 世 は リシュリュー に 対し て 共謀 を 企 て た が 、 結 局 、 共 課 者 
に 見 捨て られ て ルイ 13 世 は リシュリュー に 許し を 求め た 。 

人 は 支配 的 な 欠点 を 持っ て いる 。 

全て の 人 が 支配 的 な 欠点 を 持っ て いる 。 

人 が 持つ 支配 的 な 欠点 は 、 魂 に と っ て 、 因 深い 生ま れ の 、 へ その 
緒 の 様 な も の で ある 。 

人 は 、 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 に よっ て 、 敵 に 常に と ら え られ る 。 
ある 人 た ち は 、 う ぬ ぼ れ に よっ て 、 敵 に と ら え られ る 。 

ある 人 た ち は 、 怠 愉 に よっ て 、 敵 に と ら え られ る 。 

多数 の 人 た ち は 、 利 己 主 義 に よっ て 、 敵 に と ら え られ る 。 

邪悪 な 殺 獲 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 詞 を 応 
用 させ れ ば 、 人 は 滅ぶ 。 

邪悪 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 させ 
れ ば 、 人 は 狂人 や 愚者 に な ら な いか も し れ な い が 、 人 々 は 分 肌 す 
る 。 
前 記 の 全て を 力 、 星 の 光 が 説 明 す る 。 
邪悪 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 させ 
れ ば 、 人 は 外 か ら の 刺激 に 従う 。 

邪悪 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 させ 
れ ば 、 人 は 外 か ら の 力 に 従う 。 

邪悪 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 させ 
れ ば 、 人 は 直感 的 に 理性 に 連れ 戻す 全て の も の を 恐れ る 。 

邪悪 な 精神 の 持ち 主 に 人 が 持つ 支配 的 な 欠点 と いう 罠 を 応用 させ 
れ ば 、 人 は 夢中 に 成っ て いる も の と 正反対 の も の の 吉 う 事 は 聞か な 
し 1。 

心 に 自然 に 作用 で きる 病気 が 最も 危険 な 病気 で ある 。 

心 に 自然 に 作用 する 病気 、 呪 い 、 狂 気 を 治す た め に は 狂気 自体 を 
応用 する 事 が 唯一 の 治療 方 法 で ある 。 

心 に 自然 に 作用 する 病気 、 呪 い 、 狂 気 を 治す た め に は 狂人 が 夢中 


に 成っ て いる も の と は 正反対 の 想像 上 の 満足 を 狂人 に も た ら す 事 が 
唯一 の 治療 方 法 で ある 。 


例え ば 、 天 の 貯 光 を 求め させ る 事 に よっ て 、 俗 世 の も の へ の 野心 
を 治 そ うと 試み な さい )。 
神秘 の 治療 。 


本 物 の 愛 に よっ て 、 放 湯 を 治し な さい 。 
自然 な 治療 。 


名 誉 ある 成功 を 手 に 入れ させ て 、 う ぬ ば ぼれ を 治し な さい 。 
無 私 利他 、 少 欲 を 見 せ て 、 偵 欲 を 治し な さい 。 


名 誉 あ る 参加 に よっ て 合法 な 利益 を 思い や り の ある 企業 に 手 に 入 
れ さ せ て 利己 主義 的 な 企業 を 治し な さい )。 


な ど 。 


前 記 の 様 に 、 心 に 自然 に 作用 する 事 に よっ て 、 多 数 の 肉体 の 病気 

治せ る で あろ っ う 。 

な ぜ な ら 、 心 は 肉体 に 作用 する 。 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」、「 下 の も の は 上 の 
も の に 似る 」 と いう 魔術 の 原理 の 力 、 徳 に よっ て 、 心 は 肉体 に 作用 
する 。 

前 記 の 理由 か ら 、 ル カ に よる 福音 13 章 16 館 で 主 イ エス は 体 が 曲 
が っ た まま 麻痺 し て いた 女性 に つい て 「 サ タン が 女性 を し ば っ て い 
た 」 と 話し て いる 。 (悪魔 は 存在 し な い ) 

肉体 の 病気 の 原因 は 常に 肉体 的 な 欠陥 、 精 神 的 な 欠陥 か 行き 過ぎ 
た 行為 で ある 。 

肉体 的 な 悪さ の 根源 に は 常に 精神 的 な 病気 が 見 つか る で あろ う 。 

肉体 の 病気 の 原因 は 常に 肉体 的 な 欠陥 、 精 神 的 な 欠陥 か 行き 過ぎ 
た 行為 で ある 事 と 、 肉 体 的 な 悪さ の 根源 に は 常に 精神 的 な 病気 が 見 
つか る 事 は 、 自 然 の 不変 の 法 で ある 。 


日 

屈曲 

古代 の マギ の 知 が 源 で ある 全て の 術 の 中 で 、 占 星 術 は 現在 最も 斉 
oe 

自然 の 普遍 の 一 致 を 信じ る 人 は 大 則 に は 最早 いな い 。 

全て の 原因 と 全て の 結果 の 必然 の 織り 交 ざ り を 信じ る 人 は 大 則 に 
は いな し !。 

さら に 、 堕 落し た ギリ シャ 人 と ロー マ 人 は 、 カ バラ の 唯一 
考え に つなが る 、 本 物 の 占星 術 を 改悪 し た 。 

セ フ ィ ロ ト の 10 つ 1 組 か ら も た ら さ れ た 7 つの 天体 と 3 つの 動力 因 
の 考え 。 

ギリ シャ と ロー マ の 多神教 の 神々 の 名 前 に 変え られ た 、 天 使 、 神 
の 回 霊 が 統治 する 7 惑星 の 特徴 。 

相互 に 作用 する 天体 。 

数 に 結び つけ られ た 運命 。 

天 の 位 階 と 人 の 位階 の 対応 。 

天 の 位 階 と 人 の 位階 の つり 合い の も の さ し 。 

堕落 し た ギリ シャ 時 代 、 堕 落し た ロー マ 時 代 、 中 世 の 、 誕 生日 の 
星 の 位 置 に よる 占い と 星 占 い の 創 作者 た ち が 本 物 の 占星 術 を 迷信 に 
まで 改悪 し 物質 化し た 。 

占星 術 を 原初 の 純粋 さ に 戻す 事 は 、 あ る 意味 、 新 し い 学 問 全 体 を 
創造 する 事 で あろ う 。 

より 近い 結果 と 共に 、 本 物 の 占星 術 の 無 上 の 原理 を 示す 事 だ け を 
試み よう 。 

すでに 話し た 様 に 、 星 の 光 は 全て の 見 える も の の 印象 を 受容 し 保 
存 し て いる 。 

前 記 か ら 、 天 の 日 々 の 配置 が 星 の 光 の 中 に 反映 され て いる 。 

星 の 光 は 命 の 主 な 代行 者 に 成る 。 

星 の 光 は 概念 に 作用 する 。 

星 の 光 は 形成 に 作用 する 。 

星 の 光 が 形 成 に 作用 する と いう 目的 に 自然 に 設計 され た 連 の 器 
官 に よっ て 、 星 の 光 は 幼子 の 誕生 に 作用 する 。 

も し 母 の 想像 や 欲望 の 見 える 印象 を 幼子 と いう 母胎 の 結果 に 伝え 


る ほど 星 の 光 に 十分 な 映像 の 豊富 さ が 有 れ ば 、 さ ら に 星 の 光 は 大 気 
中 の 印象 と 様々 な 全 惑 星 系 で の 星々 の 固有 の 配置 が も た ら す 時 機 の 
結果 の 感化 を 新しく 生ま れ た 幼子 の 、 思 い 通 り の 形 に で きる 不 確 定 
な 気質 に 伝え る で あろ うっ 。 

自然 に は 無関係 な も の は 存在 し な い 。 

道 の 石 の 多い 少な い が 偉 人 や 大 帝国 の 運命 を 破壊 する か 完全 に 変 
える か も し れ な い 。 

空 の 星 の 配置 は 生ま れ た 幼子 に 感化 を 所 える で あろ うっ 。 

空 の 星 の 配置 は まさ に 生ま れ た 事実 に よっ て 星 の 世 界 の 普遍 の 調 
和 に 入っ た 効 子 に 感化 を 己 え る で あろ うつ 。 

星々 を つり 合い に 保持 する 、 星 々 を 室 間 の 中 で 統一 的 に 動か す 原 
因 で ある 、 引 き 寄 せる 力 に よっ て 、 星 々 は 相互 に し ば られ て いる 。 
全て の 天体 か ら 全 て の 天体 へ 、 引 き 寄 せる 力 と いう 、 星 の 光 の 不 
壊 の 余 が 伸び て いる 。 

引き 寄せ る 力 と いう 、 星 の 光 の 不 壊 の 余 が 結び つい て いな い 点 は 
惑星 上 に 存在 し な い 。 

まず 、 占 星 術 の 本 物 の 達 道 者 は 占う 相手 が 生ま れ た 正確 な 時 間 と 
場所 に 注意 する 。 

次 に 、 星 の 光 の 影響 の 正確 な 計算 の 後に 、 占 星 術 の 達 道 者 は 地位 
に よる 機会 の 多 さ 少な さ を 計 算 する 。 

占星 術 の 達 道 者 は 運命 の 成就 に お ける 地位 、 血 族 、 相 続 し た 傾 
向 、 生 まれ つき の 気質 に よっ て 幼子 が いつ か 出会う で あろ う 利 益 
た は 障害 を 計算 する 。 

最後 に 、 占 星 術 の 達 道 者 は 人 の 自由 と 人 の 自由 の 自発 性 を 考慮 に 
入れ る 必要 が 有る 。 

占星 術 の 達 道 者 は 幼子 が 本 物 の 人 に 成っ て 大 胆 な 意思 に よっ て 運 
癌 の 鎖 か ら 運 命 的 な 影響 か ら 独立 する 可能 性 を 考慮 に 入れ る べき で 
ある 。 

占星 術 の 達 道 者 は 幼子 が 本 物 の 大 人 に 成っ て 大 胆 な 意思 に よっ て 
運命 の 鎖 か ら 運 命 的 な 影響 か ら 独 立 する 可能 性 を 考慮 に 入れ る べき 
で ある 。 

占星 術 に 余地 を 所 え 過ぎ な い が 、 占 星 術 は 疑う 余地 が 無い 。 
占星 術 は 学問 的 な 魔術 的 な 可能 性 の 計算 で ある 。 

占星 術 は 天文 学 と 同じ くら い 古 い 。 

実は 、 古 星 術 は 天文 学 より 古い 。 

聡明 な 古代 の 全て の 予見 者 は 自身 の 確信 の 最大 限 を 占星 術 に 与え 
て いる 。 

古代 人 と いっ た 大 いな る 専門 家達 が 保証 し 支持 する 全て の も の を 
洲 は か に 非難 し 拒絶 し て は いけ な い 。 

長い 忍耐 強い 観察 、 徹 底 的 な 比較 、 頻 繁 に くり 返さ れ た 経験 が 古 


代 の 賢者 達 を 占星 術 と いう 決断 に 導い た に 違い な い 。 

古代 の 賢者 達 を 論破 する に は 、 正 反対 の 立場 か ら の 、 同 じ 労 力 が 
必要 で ある 。 

多分 パラ ケル スス は 最後 の 大 いな る 実践 的 な 占星 術 師 で あっ た 。 

星 の 感化 力 の 下 で 形成 し た タリ スマ ン に よっ て パラ ケル スス は 病 
気 を 治し た 。 

パラ ケル スス は 全て の 肉体 の 上 に 統治 する 星 の 印 を 認め た 。 

パラ ケル スス に よれ ば 、 本 物 の 万 能 薬 、 自 然 に つい て の 絶対 の 知 
が 存在 する 。 

パラ ケル スス に よれ ば 、 人 の 過失 に よっ て 、 有 万 能 薬 、 自 然 に つい 
て の 絶対 の 知 は 失わ れ た 。 

パラ ケル スス に よれ ば 、 少 数 の 秘伝 伝授 者 だ けが 、 万 能 薬 、 自 然 
に つい て の 絶対 の 知 を 復活 させ た 。 

人 、 動 物 、 植 物 の 上 に 星 の 印 を 認め る 事 は ソロ モン の 本 物 の 自然 
に つい て の 知 で ある 。 

大 衆 は ソロ モン の 自然 に つい て の 知 は 失わ れ た と 話し て いる 。 

し か し 、 他 の 全て の 秘密 の 様 に 、 カ バラ の 象徴 の 中 に 、 ソ ロモ ン 
の 自然 に つい て の 知 の 原理 は 保存 され て いる 。 

星々 を 読み 取る た め に は 星々 自体 を 知る 必要 が 有る と 容易 に 理解 
で きる で あろ っ つ 。 

空 の カバ ラ の 天 を 12 分 割 し た 考え に よっ て 、 星 々 自体 の 知 は 獲得 
で き る 。 

ガ フ ァ レ ル が 復活 させ 説明 し た 天 の 平 面 天体 図 の 理解 に よっ て 、 
星々 自体 の 知 は 獲得 で きる 。 

ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 還 で は 、 星 座 は へ プラ イ 文 字 の 形 に 成っ て 
いる 。 

星座 の 神話 の 象徴 は タカ ロット の 象徴 に 置き 換え られ て いる 。 

ガ フ ァ レ ル は ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 で 祖 の 文字 を 元 と し て 参考 


に し た 。 

ガ フ ァ レ ル は ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 で 第 7 祖 エ ノ ク の へ ブラ イ 
文字 を 元 と し て 参考 に し た 。 

星 の 引 き 寄 せる 力 の 鎖 に 原初 の 文字 ヘブライ 文字 の 無 上 の 線 状 構 
造 線 が 良く 見 つか る 。 

ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 還 は エノク の へ プラ イ 文 字 の 原形 と し て 役 
9。 


カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある へ プ ブライ 文字 は 空 全体 の 一 覧 表 で 
ある 。 
前 記 は 詩 に お いて 十分 で ある 。 
特に 、 前 記 は 可能 性 に お いて 十分 で ある 。 

学 の 有る ギヨーム ポス テル が 見 抜い た 様 に 、 タ ロッ ト は 明らか に 


エノク の 原初 の 象徴 的 な 作品 で ある 。 

前 記 を 確信 する に は タロ ッ ト の 研究 で 十分 で ある 。 

賢者 達 が 見 つけ た 様 に 、 星 々 の 反映 と 引き 寄せ る 力 に よっ て 星 の 
光 の 中 に 記さ れ て いる 印 は 全て の 肉体 の 上 に 再生 され る 。 

星 の 光 の 結合 が 全て の 肉体 を 形成 し て いる 。 

人 は 自身 の 星 の EI を ひたい と 手 に 持っ て いる 。 

人 は 自身 の 星 の Eh を 主 に ひたい に 持っ て いる 。 

動物 は 自身 の 星 の EH を 姿 全体 と 個性 的 な 特徴 に 持っ て いる 。 
植物 は 自身 の 星 の 印 を 葉 と 種 に 持っ て いる 。 

鉱物 は 自身 の 星 の Eh を 鉱脈 と 模様 に 持っ て いる 。 

人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の 星 の EH の 特徴 の 研究 が パラ ケル スス の 一 
生 を か けた 作業 の 全て で あっ た 。 

パラ ケル スス の タリ スマ ン の 象徴 は パラ ケル スス の 人 、 動 物 、 植 
物 、 鉱 物 の 星 の Eh の 特徴 の 研究 の 結果 で ある 。 

し か し 、 パ ラケル スス は 人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の 星 の 印 の 特徴 の 
鍵 を 残さ な か っ た 。 

星 の カ バラ の アル ファ ベッ ト と 人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の 特徴 の 対 
応 は 研究 され る べき も の と し て 未だ 残っ て いる 。 

知ら れ て いる 事 に つい て 考え る と 、 慣 習 に と ら わ れ な い 魔 術 的 な 
文字 の 知 は ガ フ ァ レ ル の 平面 天体 図 で 止ま っ て いる 。 

占い の 真剣 な わざ は 全て 人 、 動 物 、 植 物 、 鉱 物 の 星 の EH の 知 に 
眠っ て いる 。 

手相 占い は 手 の 線 の 中 に 星々 の 文字 を 読み 取る わざ で ある 。 

人 相 占 い は 占う 相手 の 人 相 に 手相 占い と 同じ また は 類似 し た 特徴 
を 探す 。 

事実 、 神 経 の 収 綱 に より 人 の 顔 に 形成 され る 線 は 運命 的 に 決め ら 
れ て いる 。 

神経 組織 の 放射 綱 は 星 の 引き 寄せ る 力 の 鎖 に よる 世界 間 に 形 成 さ 
れ て いる 星 の 光 の 綱 に 絶対 に 類似 し て いる 。 

人 生 の 運命 は 必然 的 に 皮膚 の し わ に 記さ れ て いる 。 

見 知ら ぬ 人 の ひたい の 上 に 一 目 で カバ ラ の 平面 天体 図 の 神秘 の 文 
字 へ ブライ 文字 が 1 つ 以 上 時 々 明らか に 成る 。 

仮に 、 ひ た いや 手 に へ ブラ イ 文 字 が ギザ ギザ に 苦し げに 記さ れ て 
いる な ら ば 、 意 思 と 運命 の 戦い が 存在 する 。 

仮に 、 ひ た いや 手 に へ ブラ イ 文 字 が ギザ ギザ に 苦し げに 記さ れ て 
いる な ら ば 、 最 も 有力 な 感情 と 傾向 で の 、 個 人 の 過去 全体 が 魔術 師 
に は 明らか で ある 。 

前 記 か ら 、 未 来 を 類推 する の は 容易 に 成る 。 

も し 出来 事 が 占い 師 の 知 慮 と 異な る 時 が 有 っ て も 、 達 道 者 の 超人 
的 な 知 が 占う 相手 を 驚か せ 確 信 を 抱か せる で あろ っ う 。 


天体 を 元 に 人 の 頭 は 形成 され る 。 

幼子 の 受胎 に お いて 、 天 体 は 引き 寄せ て 放射 し て 、 人 の 頭 は 最初 
に 形成 され 表れ る 。 

前 記 の 理由 か ら 、 人 の 頭 は 絶対 的 に 星 の 感 化 力 に 従っ て いる 。 
人 の 頭 は 人 の 頭 の 様々 な 隆起 に よっ て 星々 の 各自 の 引き 寄せ る 力 
を 証明 する 。 

骨 相 占い の 究極 の 吉 葉 は 学問 的 な 純粋 な 占星 術 の 中 に 見 つけ る べ ベ 
き で ある 。 

占星 術 を 純化 する た め の 問 題 を 学者 の 妨 耐 力 と 誠意 に 指示 する 。 
プトレマイオス に よれ ば 、 大 陽 は 乾かし 月 は 潤す 。 

カバ リス ト に よれ ば 、 太 陽 は 正義 の 厳し さ を 表 し 月 は 思い や けり で 
ある 。 

太陽 は 優し い 大 気 の 圧 力 の 様 な も の に よっ て 嵐 を も た らし 月 は 満 
ち 引 きま た は 海 の 呼吸 の 様 な も の を も た ら す 。 

後記 の 様 に 、 カ バラ の 大 いな る 神 の 書物 の 1 つ で ある 、「 光 輝 の 
書 」 に は 記さ れ て いる 。 


「 魔術 の 蛇 、 太 陽 の 息子 が 世界 を 飲み 込み か けた 時 に 海 、 月 の 娘 が 
魔術 の 蛇 の 頭 の 上 に 足 を 置い て 魔術 の 蛇 を 和らげ た 」 


前 記 の 理由 か ら 、 古 代 人 に は 、 ヴ ィ ー ナ ス は 海 の 娘 で あっ た 。 
ディ アナ が 月 で あっ た 様 に 。 

前 記 の 理由 か ら 、 マ リア と いう 名 前 は 星 ま た は 海 の 塩 を 表す 。 
前 記 の カバ ラ の 考え を 大 衆 の 信仰 の 中 で 聖 別 す る た め に 、 創 世 記 
3 章 15 節 で 神 は 「 女性 は 、( か か と で ) 蛇 の 頭 を 圧倒 する で あろ う 」 
と 話し て いる 。 

カル ダー ノ は 大 胆 な 学徒 の 1 人 で ある 。 

カル ダー ノ は 当時 の 最も 熟練 し た 占星 術 師 へ の 反対 を 超越 し て い 
me 

も し カル ダー ノ の 死 の 伝説 を 信じ る の で あれ ば 、 カ ル ダ ー ノ は 占 
星 術 に お ける 確信 の 狗 教 者 で あっ た 。 

カル ダー ノノ は 全て の 人 が 自身 の 人 生 の 全て の 年 の 幸運 と 不運 を 予 
見 で きる 計算 方 法 を 残し た 。 

カル ダー ノ の 理論 は カル ダー ノ 自 身 の 和 経験 に 基づい て いる 。 

カル ダー ノ は 人 生 の 全て の 年 の 幸運 と 不運 を 予見 で きる 計算 方 法 
が 実際 と 異な っ た 事 は 無い と 保証 し て いる 。 

カル ダー ノ の 人 生 の ある 年 の 幸運 と 不運 を 予見 で きる 計算 方 法 で 
は 、 あ る 年 の 運命 を 知る に は 、4 年 前 、8 年 前 、12 年 前 、19 年 前 、 
30 年 前 の 出来 事 を 要約 する 。 

数 4 は 実現 の 数 で ある 。 


8 は 金星 の 数 また は 自然 の も の の 数 で ある 。 

(8 年 周期 で 五 蘭 星 を 描く 様 に 5 回 、 太 陽 、 金 星 、 地 球 は 一 貴 線 に 
並ぶ 。) 

12 は 木星 の 周期 で ある 。 

(木星 の 公転 周期 は 約 12 年 で ある 。) 

12 は 成功 に 対応 する 。 

19 は 月 と 火星 の 周期 で ある 。 

(月 の メト ン 周 期 は 19 年 で ある 。) 

数 30 は 土星 の 数 また は 運命 の 数 で ある 。 

(土星 の 公転 周期 は 約 30 年 で ある 。) 

前 記 か ら 、 例え ば 、 エリ ファ ス レヴ ィ は 1855 年 に 自身 に 起こ る 
で あろ う 事 を 知り た し いり 。 

4 年 前 に 起き た 人 生 と 進歩 に 決定 的 な 出来 事 を 思い 出す 。 

8 年 前 の 自然 な 幸せ すま た は 自然 な 不運 を 思い 出す 。 

12 年 前 の 成功 また は 失敗 を 思い 出す 。 

19 年 前 の 人 生 の 変化 と 不幸 また は 病気 を 思い 出す 。 

30 年 前 の 悲劇 的 な 経験 また は 運命 的 な 経験 を 思い 出す 。 

そし て 、 変 更 不可 能 な 既成 の 事実 と 時 の 進歩 を 考慮 に 入れ て 、 惑 
星 の 感化 力 か ら 類 推 可能 で ある 運 を 計算 する 。 

後記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 結 褒 し た 。 

4 年 前 の 1851 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 控え め に し が し キ う 分 な 報 
酬 の 仕事 を し て いた 。 

地位 に よる いく つか の 困難 が 有 っ た 。 

8 年 前 の 1847 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 家 族 か ら 乱 暴 に 引き 離さ 
れ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ と エリ ファ ス レヴ ィ の 家族 は 大 いな る 苦し み 

を 受け た 。 

12 年 前 の 1843 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 使 徒 と し て 旅 を し て い 
容 2 

人 々 に 教え を 説い た 。 

悪意 有る 人 々 か ら 迫 害 を 受け た 。 

簡潔 に 吉 え ば 、 名 誉 と 迫害 を 受け た 。 

30 年 前 の 1825 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 、 神 学校 に 入学 し て 、 家 
族 生 活 は 終わ り 、 知 と 不 : 運 に 至る 運命 的 な 経路 に 確か に 入っ た 。 

1855 年 に エリ ファ ス レヴ ィ は 余生 を 決定 する 苦労 、 貧 乏 、 苦 し 
み 、 精 神 的 な 国外 追放 、 立 場 の 変化 、 世 に 知ら れる 事 、 反 対 を 経験 
する で あろ うと 考え る 。 

前 記 の 予想 を 現在 の 全て の 兆候 が 認め させ る 。 

前 記 の 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 結論 する 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 1855 年 に カル ダー ノ の 占星 術 の 計算 の 正確 


さ を 完 全 に 確証 する 経験 を する 。 

さら に 、 カ ル ダ ー ノ の 占星 術 の 計算 は 古代 の 占星 術 師 の 転換 期 の 
年 に つなが る 。 

「 climacteric」、「 転 換 期 」 と いう 詩 葉 は 、「 は し ご の 横木 」 を 
意味 する 。 

「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 で トリ テ ミ ウ ス は 世界 の 全て の 国々 
の 運 の 回 帰 ま た は 不運 の 年 の 不思議 な 計算 を し た 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 21 章 で トリ テ ミ ウ ス の 「 七 つの 第 二 原因 に 
つい て 」 の 正確 な 分 析 に つい て 、「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 よ り 
分 か り 易 く 、 フ ラン ス 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 世 界 の 近 未 来 に つい て の 、 ト 
リ テ ミ ウス の 計算 し た 時 代 か ら 現代 まで の 計算 を トリ テ ミ ウ ス の 魔 
術 の も の さ し を 応用 し て 話す つも り で ある 。 

占星 術 の 全て の 大 いな る 達 道 者 に よれ ば 、 在 星 は 超人 的 な 英雄 の 
星 で ある 。 

替 星 は 大 いな る 変化 を 知ら せる た め だ け に 地球 を 訪れ る 。 

惑星 は 存在 を 集団 的 に 統治 する 。 

惑星 は 人 の 運命 を 集団 的 に 変え る 。 

太陽 以外 の 恒星 は 惑星 より 遠く に 存在 する 。 

太陽 以外 の 恒星 の 作用 は 惑星 より 弱い 。 

恒星 は 個人 を 引き 寄せ る 。 

恒星 は 個人 の 傾向 を 決定 する 。 

星々 の 集団 が 結び つい て 1 人 の 人 の 運命 に 作用 する 場合 が 有り 、 
遠く の 1 つの 恒星 の 光線 が 多数 の 人 々 の 精神 を 引き 寄せ る 場合 が 有 
る 。 

人 が 死ぬ と 、 星 が 人 の 心 の 光 を 引き 寄せ る 。 

前 記 の 様 に 、 魂 は 魂 の 美 し さ の 進歩 また は 退化 に 対応 し た 星 の 体 
と いう 新しい 衣 を 創造 し て 他 の 世界 で 再び 生き る 。 

魂 が 肉体 か ら 分 離す る と 、 星 の 体 は 星 に 似 て 回 転 する 。 

星 の 体 は 生き て いる 光 の 小 球 体 の 集合 で ある 。 

生き て いる 光 は 自身 の つり 合い と 自身 の 本 当 の 動き を 復活 させ る 
た め に 常に 自身 の 中 心 を 求め る 。 

し か し 、 最 初 に 、 魂 は 蛇 、 未 だ 清め られ て いな い 星 の 光 の 年 獄 か 
ら 自 身 を 自由 に する 必要 が 有る 。 

魂 の 意思 の 力 が 未だ 清め られ て いな い 星 の 光 を 乗り 越え る まで 、 
未だ 清め られ て いな い 星 の 光 は 魂 を 包み 込み 宇 獄 と 成っ て 定 獄 に 閉 
じ 込 め る 。 

生き て いる 星 、 魂 が 死ん だ 光 、 未 だ 清め られ て いな い 星 の 光 に 浸 
る 事 は 、 メ ゼン ティ ウス の 様 に 苦し め な が ら 徐 々 に 精神 的 に 殺す 、 
恐ろし い 苦し み で ある 。 

未だ 清め られ て いな い 星 の 光 は 魂 を 凍ら せる と 同時 に 燃やす 。 


未だ 清め られ て いな い 魂 が 、 未 だ 清め られ て いな い 星 の 光 か ら 自 
由 に 成る に は 、 形 の 流れ に 再び 入っ て 、 新 し い 肉 体 と いう 外皮 を と 
る し か な い 。 

魂 は 、 魂 に 光 を 照ら し 微笑 ん で くれ る 慰め の 星 へ 肉欲 へ の 勝利 の 
中 を 飛ん で 行く た め に 、 死 の 動き の 際 に 地上 的 な も の で ある 肉欲 の 
鎖 を 破壊 する た め に 、 心 の 自由 を 強め る た め に 、 先天 的 な も の で あ 
る 肉欲 と 自発 的 に 戦う 事 に 成る 。 

前 記 の 手がかり か ら 、 地 獄 の 火 、 悪 魔 の 様 な も の 、 古 い 蛇 の 性 質 
を 理解 で きる 。 

人 の 救い と 永遠 の が 星 の 光 に 存在 する と 知る 事 が で きる 。 

全て の 人 が 要求 され る 。 

自身 の 過失 に よっ て 永遠 の 火 の 中 に 陥る 危険 を お か し た 後 で 、 少 
数 の 人 の 全て が 連続 し て 選ば れる 。 

前 記 が 、 マ ギ の 大 いな る 崇高 な 刻 示 で ある 。 

全て の 象徴 の 母 で ある 啓示 で ある 。 

全て の 考え の 母 で ある 啓示 で ある 。 

全て の 神 の 教え の 母 で ある 訪 示 で ある 。 

全て の 宗教 の 母 で ある 啓示 で ある 。 

序文 で デュ ピュ イ は 天文 学 が 全て の 宗教 の 源泉 で ある と 詳解 し た 

と 話し た 。 

正反対 に 、 占 星 術 が 天文 学 の 源泉 で ある 。 

原初 の 本 物 の 占星 術 は 神 の カバ ラ の 枝 の 1 つ で ある 。 

本 物 の 占星 術 は 知 の 中 の 知 、 神 の 知 で ある 。 

本 物 の 占星 術 は 学問 の 中 の 学問 、 神 の 学問 で ある 。 

本 物 の 占星 術 は 宗教 の 中 の 宗教 で ある 。 

タロ ッ ト の 17 ペ ー ジ 目 で 見 事 な 象 徴 が 見 つか る 。 

タロ ッ ト の 17 ペ ー ジ 目 に は 裸 の 女性 が 描か れ て いる 。 

裸 の 女性 は 真理 、 自 然 、 知 を 表す 。 

裸 の 女性 は 2 つの 器 の 口 を 地 に 向け て 一 方 の 器 か ら 火 を 他方 の 器 
か ら 水 を 地上 に 注い で いる 。 

裸 の 女性 の 頭上 に は 八 蘭 星 と 7 つ 1 組 の 星々 が 光輝 いて いる 。 

八 蘭 星 は 金星 で ある 。 

(8 年 周期 で 五 蘭 星 を 描く 様 に 5 回 、 太 陽 、 金 星 、 地 球 は 一 貴 線 に 
並ぶ 。) 

金星 は 平和 と 愛 の 象徴 で ある 。 

裸 の 女性 の 周り に は 地 の 草 木 が 驚 補 し て いる 。 

地 の 草 木 の 1 つ に プシ ュ ケ の 蝶 が 止ま っ て いる 。 

プシ ュ ケ 、 蝶 は 更 の 象徴 で ある 。 

より エジプト の 多分 より 古代 の いく つか の 写し で は 、 プ シュ ケ の 
蝶 で は な く 、 鳥 が 地 の 草 木 の 1 つ に 止ま っ て いる 。 


近代 の タロ ッ ト の 17 ペ ー ジ 目 の 名 前 は 光輝 く 星 で ある 。 

タロ ッ ト の 17 ペ ー ジ 目 の 象 徴 は ヘル メス の 象徴 の い \ く つか と 類似 
し て いる 。 

タロ ッ ト の 17 ペ ー ジ 目 の 象 微 は 、 薔 薇 十字 団 の 秘密 の 考え の 神秘 
の 多数 を 表す 、 メ ー ソ ン の 秘伝 伝授 者 の 燃え る 星 に 対応 し て いる 。 
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魔術 の 学問 の 最も 嘆かわしい 悪用 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ が 毒 
の 魔術 と 呼ん で いる も の 、 と 吉 う より は むし ろ 、 悪 人 の 霊 の 魔術 に 
取り 組む 必要 が 有る 。 

教え る た めで は な く 和 警告 する た め に エリ ファ ス レヴ ィ は 悪人 の 霊 
の 魔術 に つい て 書く 事 を 理解 し な さい り 。 

達 道 者 を 迫害 する 代わ り に 、 も し 人 の 正義 が 黒 魔術 の 魔術 師 、 人 

を 毒 級 す る 悪人 の 霊 の 魔術 師 だ け を 迫害 し て いれ ば 、 す で に 話し た 
様 に 、 正 義 の 上 厳し さ は 良い 立場 に 有 っ た 事 と 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 実 
践 と いっ た 犯 加 行 為 へ の 最も 厳し い 太 は 極端 で は な い 事 は 、 確実 で 
ある 。 

ひそ か に 神 の 聖霊 の 魔術 師 の も の で ある 、 命 と 死 の 正義 が 、 憎 む 
べき 報復 を 満た す た め に 、 ま た は 、 よ り 憎 むべ き 金 銭 へ の 條 欲 の た 
め に 、 常 に 発揮 され て きた と 考え て は いけ な い 。 

古代 の 世界 の 様 に 、 中 世 で は 、 魔 術 の 結社 は 神秘 の 暴露 者 また は 
冒 流 者 を 徐々 に 打ち 倒す か 破滅 させ た 。 

魔術 の 剣 で 打ち 倒す 事 を 控え る 時 は 、 流 血 が 物騒 で ある 時 は 、 ト 
ファ ノ ナ 水 、 毒 の 花束 、 ネッ ソス の 外 衣 と いっ た 不思議 な 知ら れ て い 
な い 致 死 性 の 毒 が 遅かれ 早かれ 自由 な 博 き の 明 散 する べき 刑 を 執行 
する た め に 用 いら れ た 。 

すでに 話し た 様 に 、 魔 術 に は 大 いな る 話し て は いけ な い 秘 密 が 存 
在 す る 。 

魔術 に は 達 道 者 同士 で も 話し て は いけ な い 秘 密 が 存在 する 。 

魔術 に は 特に 大 軍 に 推測 させ て は いけ な し! ! 秘 密 が 存在 する 。 

以前 は 、 魔 術 の 話し て は いけ な い 無 上 の 秘密 の 鍵 を 暴露 する か 無 
思 應 な 紀 示 で 他人 に 見 つけ させ た 者 は すぐ に 死ぬ べき で ある と 皇 難 
され 自 す る よう 追い 込ま れる 時 も 有 っ た 。 


中 略 


コル ネリ ウス アグ リッ バ が 毒 の 魔術 と 呼ん で いる も の に 戻 ろう 。 
「 モ ン テ クリ スト 伯 」 で アレ クサ ンド ル デュ マ は コル ネリ ウス 


アグ リッ パ が 毒 の 魔術 と 呼ん で いる も の 、 劣 悪 な 学問 の 実践 方 法 を 
いく つか 明らか に し て いる 。 


中 申 


ヒキ ガエル 自体 に は 毒 は 無い 。 
し か し 、 ヒ キ ガ エル は 毒 を 取り 込み 易い 。 
ヒキ ガエル は 動物 界 の きのこ で ある 。 


中 略 


中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は サバ ト で 毒 の 粉 を 受け 取っ た ふけ を し 
た だ 。 

(実際 は 中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 憎む べき 無情 な 方 法 で 毒 を 
必 紀 だ 。.) 

中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 毒 を 悪人 や 無知 な 人 に 高値 で 売っ た 。 

中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 が 毒 を 悪人 に 売っ た 秘密 の 口伝 が いな か 
に 恐怖 を 広め て 、 魔 術 師 は 呪文 と いう 行動 で 人 を 毅 せ る と いう 話 に 
成っ た 。 

想像 力 が 一 度 強 まる と 、 神 経 組織 が 一 度 悩ま せら れる と 、 邊 牲 者 
は 速やか に 喪 弱 す る し 、 血 族 や 友人 の 恐怖 が 犠牲 者 に 作用 し て 犠牲 
者 へ の 損害 を 確証 する 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 、 魔 女 は 長い 間 妨 耐 し て きた つら み で ふく れ あ 
が っ た ヒキ ガエル の 様 な 人 で ある 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 貧乏 と 冷た く あ し ら わ れ た 事 で 憎しみ に 満ち 
て いる 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 が 恐怖 を も た ら す の は 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 慰め 
で あり 報復 で ある 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 社会 に 奏 され た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 社会 で 塵 と 悪徳 だ け を 経験 し た 。 

社会 に 毒 さ れ た 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 悪人 の 霊 の 魔術 師 を 恐れ る 全 
て の 弱い 人 を 毒 し た 。 

若 さ と 美 に 対し て 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 自身 の 呪 わ れ た 老い と ひど 
い 醒 さ の 報復 を する 。 

前 記 の 、 悪 行 と 憎む べき 秘密 の 実践 が 、 悪 魔 と の 契約 と 呼ば れ て 
いた 物 で ある 。 

悪 に 自 と 心 を ささ げた 人 が 、 地 獄 に 例え られ る 普遍 の 変更 不可 能 
の 永遠 の 神 を 当然 の 報い と し て 受け る の は 、 確 実 で ある 。 

人 の 示 が 悪人 の 霊 の 魔術 と いう 因 E の 深淵 と 狂気 に 堕ち る 事 が で き 
る と いう 事 は 確か に 人 を 驚か せ 深 く 慈 し ませ る 。 


し か し 、 無 上 の 宗 高 な 徳 の 高 さ の た め の 基 礎 と し て 悪人 の 霊 の 魔 
術 と いう 悪徳 の 深淵 は 必要 で は な いか ? は い ! 悪人 の 霊 の 魔術 
と いう 悪徳 の 深淵 は 徳 の 高 さ の た め の 基 礎 と し て 必要 で ある ! 

地獄 の 深 さ は 、 正 反対 の も の で ある 、 無 限 の 高 さ と 天 の 崇 高 さ を 
実証 する の で は な いか ?2 は い ! 地獄 の 深 さ は 、 正 反対 の も の で 
ある 、 無 限 の 高 さ と 天 の 宗 高 さ を 実証 する ! 

北国 で は 先天 的 な も の で ある 肉欲 は より 抑 上 圧 さ れ 生 き 生 き と し て 
いる 。 

イタ リア で は 肉欲 は より 拡 散 し 易く 火 の 様 で ある 。 

イタ リア で は 誘惑 と 邪 視 は 未だ に 恐れ られ て いる 。 

ナポリ の 大 衆 は 、 邪 視 に 立ち 向かう と 無事 で は すま な い 、 と 話し 
て いる 。 

ナポリ の 大 箇 は 、 邪 視 の 能力 を 所 えら れ て いる 人 を 外見 で 見 分 け 
られ る 、 と 話し て いる 。 

達 道 者 は 「 邪 視 か ら 身 を 守る た め に は 角 を 持つ 必要 が 有る 」 と い 
う 例え 話 を 話し て いる 。 

文字 通り に 全て の も の を 受け 取る 大 斎 は 慌て て 小さ な 角 で 身 を 飾 
生き _ 邪 視 か ら 身 を 守る た め に は 負 を 持つ 必要 が 有る 」 と い 

ユピテル アモ ン 、 江 力 欠 、。 所 江 の 特 届 で お る 号 は の また 
は 熱意 の 象徴 で ある 。 

達 道 者 、 魔 術 師 の 「 邪 視 か ら 身 を 守る た め に は 角 を 持つ 必要 が 有 
9 2 2 履 視 か ら 呈 を 守る た め に は Ns 
久 の 役人 60 な 流れ を 欠 治 する 必要 が 有る 事 を 意 味 する 。 

前 記 の 様 に 、 ほ ぼ 全 て の 大 則 の 迷信 は 隠さ れ た 知 の 大 いな る 詩 葉 
また は 不思議 な 秘密 を 大 衆 が 矢 朋 し た も の で ある 。 

ビ ピタ ゴラス は 、 賢 者 に は 完全 な 哲学 で ある 見 事 な 例え 話 を 、 大 香 
に は 一 連 の 新 し し ! 虚 し い 儀 式 と 可笑し い 実 践 を も た らし た の で は な 
いか ?2 は いい! 

ビ ピタ ゴラス は 「 社会 的 な また は 個人 的 な 思い や り を すす め る 」 意 
味 を 教え る た め に 「 テ ー ブ ル か ら 沙 ち た (食べ ) 物 を 拾っ て は いけ な 
い (。 犬 の 物 だ か ら )。 大 いな る 公道 の 木 を 切り 倒し て は いけ な い 。 
あな た の 庭 に 落ち た 蛇 を 級 し て は いけ な い 」 と いう 透明 な 例え 話 を 
話し て いる の で は な いか ? は い ! 

ピタ ゴラス は 「 本 物 の 自己 認識 は 不 自然 な 見 方 や 社会 の 先入観 と 
相反 する 」 と いう 意味 を 七 み に 教え る た め に 「 た いま つの 明か り に 
よっ て 、 鏡 の 中 の 自分 を 見 て は いけ な い 」 と いう 例え 話 を 話し て い 
る の で は な いか ? は い ! ! 

ビ ピタ ゴラス の 他 の 詩 葉 も 同様 で ある 。 


知 の 無い 偽物 の 弟子 た ち 、 大 軍 が ビタ ゴラス に 文字 通り に 従っ た 
事 が 良く 知ら れ て いる 。 

実に 、 い な か の 迷信 的 な 儀式 に は 疑い 無く ビ ピタ ゴラス の 例え 話 の 
原始 的 な 斉 解 に よる も の が 多数 存在 する 。 

「 迷信 」 を 意味 する superstition の 語源 は ラテ ン 語 で 「 上 に 立つ も 
の 」、「 生 き 残 っ た も の 」 を 意味 する superstitto で ある 。 

迷信 は 思考 や 意味 が 死ん だ 後 も 生き 残っ た 象徴 、 例 え で ある 。 
迷信 は 宗教 の 儀式 の 死体 で ある 。 

迷信 と 秘伝 伝授 の 関係 は 悪魔 の 概念 と 神 の 概念 の 関係 の 様 な も の 
で ある 。 

前 記 の 意味 で 、 偶 像 崇拝 は 禁止 され て いる 。 

精神 と 霊感 が 失わ れ た 時 に 元 は 無 上 の 神聖 な 考え は 迷信 的 な も 
の 、 不 信心 な も の に 成る 。 

迷信 は 、 無 上 の 論理 で ある 神 の 様 に 、 神 の 教え が 衣 を 変え た も の 
で ある 。 

迷信 は 、 邪 悪 な 人 と 無知 な 人 に よっ て 、 詐 欺 師 に 変わ っ た 聖職 者 
の 金銭 へ の 店 欲 と 悪事 に よっ て 、 古 い 儀式 が 見 捨て られ た も の で あ 
る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ア ミュ レッ ト や タリ スマ ン に 根拠 無し に 記 
され た 、 最 早 意味 が 理解 され な い 、 魔 術 の 象徴 と 文字 を 迷信 に 含め 


古代 人 の 魔術 の 象徴 は pantacle、 カ バラ の 総合 で あっ た 。 
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ピタ ゴラス の 車輪 は エ ゼ キ エ ル の 車輪 に 似 た pantacle で ある 。 

ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 と いう 2 つの 象徴 は 同じ 秘 
密 、 意 味 を 含ん で いる 。 

ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 と いう 2 つの 象徴 は 同じ 哲 
学 に よる も の で ある 。 

ピタ ゴラス の 車輪 と エ ゼ キ エ ル の 車輪 は 全て の pantacle の 鍵 で あ 
る 。 

前 記 に つい て すでに 話し た 。 

スフィンクス の 4 つの 獣 、 と 吉 う より は お むしろ 、4 つ の 獣 の 頭 を 
持っ た スフィンクス で ある 預 吉 者 エ ゼ キ エ ル の 智 天 使 ケ ルプ は 、 大 
いな る 秘密 に ふれ た 様 に 、 後 記 の 見 事 な イ ンド の 象徴 adda nari と 同 
じ で ある 。 


ヨハ ネ の 黙示 録 で 使徒 ヨハ ネ は 預 吉 者 エ ゼ キ エ ル の 象徴 に 従い 象 


微 を 創造 し た 。 
実に 、 不 思 議 な 書物 ヨ 人 ルネ の 黙示 録 の 不思議 な 多数 の 象徴 は 魔術 
の pantacle で ある 。 


カバ リス ト は ヨハ ネ の 黙示 録 の 象徴 の 鍵 を 容易 に 見 つけ られ る 。 
キリ スト 教徒 の 大 加 は キリ スト 教 へ の 信仰 を 広め る た め に 魔術 と 
いう 学問 を 拒絶 する 。 

キリ スト 教徒 の 大 吉 は 魔術 と いう 考え の 源泉 を 隠 そ うと 試み た 。 
キリ スト 教徒 の 大 則 は 全て の カバ ラ の 書物 と 全て の 魔術 の 書物 を 
火 で 燃やす 。 

原本 を 破壊 する 事 は 写本 を 原本 に する 事 で ある 、 と 吉 え る 。 


使徒 行 伝 19 章 19 侵 で 、 疑 い 無 く 、 ほ め る べき 意図 か ら 、 使徒 バ パウ 
口 は エフ ェ ソ ス の 大 香 が 隠さ れ た 学問 の 本 を 燃やす の を 止め な か っ 
7 だ 

642 年 順に イス ラム 教徒 の ウマ ル イブ プン ハッ ター プ ブ は コー ラン を 
原本 に する た め に アレ クサ ンド リア の 図書 館 を 破壊 し た 。 

新興 宗教 の た め に 、 新 興 宗教 の 書物 を 原本 に する た め に 、 誰 が 未 
来 の 新興 款 教 の 狂信 者 が 図書 館 を 燃やさ な いか どう か が 知る で あろ う 
か ? 

誰が 未来 の 新興 宗教 の 狂信 者 が 印刷 機 を 差し 押さ えな いか どう か 
知る で あろ うか ? 

タリ スマ ン と pantacle の 研究 は 魔術 の 無 上 の 不思議 の 1 つ で ある 。 

タリ スマ ン と pantacle の 研究 は 古銭 学 の 歴史 に つなが る 。 

イン ド の タリ スマ ン 、 エ ジ プ ト の タリ スマ ン 、 ギ リ シ ャ の タリ ス 
マン 、 古 代 ヘ へ ブ プライ 人 の カバ ラ の メダ ル 、 近 代 の へ ブラ イ 人 の カバ 
ラ の メダ ル 、 グ ノー シス 主義 者 の アプ ラク サス の 象徴 、 秘 密 結 社 の 
隠さ れ た 象徴 、 サ バト の 貨幣 と 呼ば れる 物 が 存在 する 。 

神殿 騎士 団 の メダ ル と フリ ー メ ー ソ ン の 宝石 が 存在 する 。 

Coglenius は 自然 の 不思議 に つい て の 論文 で ソロ モン の タリ スマ ン 
と Rabbi Chael の タリ スマ ン に つい て 記し て いる 。 

ティ コ ブラ ー エ の 魔術 の カレ ンダ ー、Duchentau の 魔術 の カレ ン 
ダー に 古代 の 多数 の 象徴 が 見 つか る 。 

巨大 な 学問 的 な ラゴン が 集め た 秘伝 伝授 の 古文 書 を 参照 する べき 
で ある 。 


19 


クオ ォ フ 

T 

賢者 の 石 

太陽 神 を 意味 する エラ ガバ ルス 
呼び 出す 

太陽 


レー 


平 


古代 人 は 、 太 陽 神 を 意味 する エラ ガバ ルス また は へ リオ ガバ ルス 
と 呼ん だ 、 黒 い 石 の 象徴 で 、 大 陽 を 敬礼 し た 。 

黒い 石 は 何 を 表す の か ? 

どう し て 黒い 石 が 大 陽 と いっ た 光 を 放つ 天体 の 無 上 の 光輝 の 象徴 
と 成っ た の か ? 

(エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」「 オ シリ ス は 黒い 神 で あ 
る 」 と 話す 事 に よっ て 祖 は 「 子 よ 、 あ な た は ラン プ を 大 陽 と 解 し 
て いる 様 な も の で ある 。 し か し 、 ラ ンプ は 夜 の 星 の 様 な も の に 過ぎ 
な い 様 な も の で ある 。 本物 の 太陽 が 存在 する 。 導 から 離れ な さい 。 
光 を 探し な さい 」 と 話し て いる 様 で ある 。) 

ヘル メス の 弟子 達 、 錬 金 術 師 達 は 、 若 返り 薬 エリ クサ ー に よる 長 
命 や 錬 金 の た め の 粉 を 達 道 者 に 約束 する 前 に 、 賢 者 の 石 を 探す 様 に 
すす め る 。 

賢者 の 石 と は 何 か ? 

な ぜ 石 な の か ? 

マタ イ に よる 福音 7 章 24 節 か ら 25 節 で キリ スト 教 の 大 いな る 祖 イ 
エス は イエ ス を 舘 じ る 者 達 に 、 も し 建て た も の が 壊れ 堕ち る 事 を 望 
まな い の で あれ ば 、 石 、 岩 の 上 に 建て る 様 に すす め て いる 。 

(マタ イ に よる 福音 7 章 24 節 か ら 25 節 「 イエ ス の 吉 う 事 を 聞い て 行 
う 者 は 石 、 岩 の 上 に 家 を 建て た 賢者 に 似 て いる 。 雨 が 降っ て も 洪水 
が 来 て も 風 が 吹い て も 賢者 の 家 は 壊れ 墜ち な か っ た 。 な ぜ な ら 、 賢 
者 の 家 は 石 、 岩 の 上 に 基礎 が 有 っ た 」) 

マタ イ に よる 福音 21 章 42 人 節 で イエ ス は イエ ス 自 身 を すみ の 基礎 の 
石 、 す み の 要 石 と 呼ん で いる 。 

マタ イ に よる 福音 16 章 18 侵 で イエ ス は 最も 信心 深い 使徒 ベト ロ に 
「 あ な た は ペトロ で ある 。(『 ベ トロ 』 は 石 、 岩 を 意味 する 。) 私 イ 
エス は ペトロ と いう 石 、 岩 の 上 に 教会 を 建て る で あろ う 」 と 話し て 
いる 。 

錬金術 の 達 道 者 達 は 「 基礎 の 石 が 、Azoth の 第 3 要素 で ある 、 本 物 
の 覧 者 の 塩 で ある 」 と 話し て いる 。 


Azoth は 大 いな る ヘル メス の 代行 者 の 名 前 で ある 。 

Azoth は 本 物 の 賢者 の 代行 者 の 名 前 で ある 。 

さら に 、 バ シレ ウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 の 鍵 に 見 られ る 様 
に 、 ベ ルナ ー ル トレ ヴィ サン の 象徴 に 見 られ る 様 に 、 賢 者 の 塩 、 基 

礎 の 石 は 立方 体 の 石 の 形 で 表 さ れる 。 

も う 1 度 くり 返し て 、 基 礎 の 石 と は 実際 に 何 か ? 

基礎 の 石 と は 絶対 の 哲学 の 基礎 で ある 。 

基礎 の 石 と は 無 上 の 論理 で ある 神 で ある 。 

基礎 の 石 と は 不動 の 論理 で ある 。 

錬 金 の 作業 を 夢見 る 前 に 、 人 は 自身 を 知 の 絶対 の 原理 に 永遠 に 回 
定 す る 必要 が 有る 。 

(基礎 の 石 と は 知 の 絶対 の 原理 で ある 。) 

人 は 真理 の 試 金石 、 基 準 と 成る 論理 を 保有 する 必要 が 有る 。 

(基礎 の 石 と は 真理 の 試 金 石 、 基 準 と 成る 論理 で ある 。) 

先入観 の 奴隷 で ある 人 は 自然 の 王者 に 成 れ な し !。 

先入観 の 奴隷 で ある 人 は 錬金術 師 に 成 れ な い 。 

賢者 の 石 が 第 一 に 必要 で ある 。 

し か し 、 ど の よう に し た ら 賢 者 の 石 は 見 つか る の か ? 

エメ ラル ド 板 で ヘル メス は 「 あな た は 、 濃 いも の か ら 薄 いも の 
を 、 徐 々 に 、 大 いな る 勤勉 に よっ て 、 分 離す べき で ある 」 と 賢者 の 
石 の 見 つけ 方 を 教え て 話し て いる 。 

人 は 、 固 定 さ れ た も の か ら 薄 いも の を 、 大 いな る 苦労 と 勤勉 な 集 
中 力 に よっ て 、 分 離す る 必要 が 有る 。 

人 は 、 信 じ て い る も の か ら 確 実 な も の を 、 分 離す る 必要 が 有る 。 

人 は 、 値 心 の 領域 か ら 学問 の 領域 を 、 鋭 く 切 り 込 ん で 、 区 別 する 
必要 が 有る 。 

人 は 知ら な いも の 、 知 る 事 が で き な い も の を 舘 じ る 事 を 理解 する 
必要 が 有る 。 

人 は 実際 に 知っ て いる も の を 舘 じ る 事 は で き な い 事 を 理解 する 必 
要 が 有る 。 

未知 の も の 、 不 明 な も の は 信じ る し か な い 。 

未知 の も の 、 不 明 な も の は 信心 の 領域 の も の で ある 。 

既知 の も の 、 明 ら め ら れ た も の は 知る し か な いし)。 

既知 の も の 、 に HMS 

0 論理 と 経験 で ある 、 と 類推 する 必要 が 有る 。 

信心 の 基礎 は 論理 と 心 で ある 。 

間 和仁 賢者 の 石 は 、 人 の 思慮 が 良心 的 な 探求 と 適切 な 疑 
い に 確 信 さ せ た 、 舘 心 深 い 熱 意 が 信心 に の み 帰 する 、 本 物 の 確信 で 
ある 。 

賢者 の 石 は 熱意 が 無い 論理 に は 存在 し な い 。 


賢者 の 石 は 論理 が 無い 熱意 に は 存在 し な い !。 

賢者 の 石 は 熱意 が 有る 論理 に 存在 する 。 

賢者 の 石 は 論理 が 有る 熱意 に 存在 する 。 

本 物 の 確信 は 論理 と 心 が 相互 に 従 つ 事 で ある 。 

本 物 の 確信 は 、 論 理 が 、 信 じ る 心 を 知る 事 で ある 。 

本 物 の 確信 は 、 心 が 、 知 っ て いる 論理 を 信じ る 事 で ある 。 

論理 と 信心 の 永遠 の 結合 は 、 論 理 と 信心 の 解体 や 分 像 か ら で は な 
く 、 論 理 と 信心 の 相互 の 統治 と 姉妹 の 様 な 一 致 か ら も た ら さ れる 。 
ソロ モン の 神殿 の 門 の 外 の 屋根 を 支え る 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン 
は 論理 と 信心 と いっ た 2 つ 1 組 の も の を 表す 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 白い 柱 と 黒い 柱 で ある 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 区 別 さ れ て いる 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 分 離さ れ て いる 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 正反対 に 見 える 。 

し か し 、 盲 目 の 力 が ボア ズ と ヤキ ン を くっ つけ て 、 い っ し ょ く た 
に し よう と 試み る と 、 神 殿 の 門 の 外 の 屋根 は 堕ち る 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 分 離さ れ て いる と 、 ボ アズ と ヤキ ン と いう 2 つ 
の 力 は 一 致す る 。 

ボア ズ と ヤキ ン を いっ し ょ く た に する と 、 ボ アズ と ヤキ ン と いう 
2 つの 力 は 相互 に 破壊 し 合う 。 

まさ に 同じ 理由 か ら 、 宗 教 的 な 権力 が 俗 世 の 権 力 を 奪 お うと 試み 
る と 、 宗 教 的 な 権力 は 弱め られ る 。 

俗 世 の 権力 が 宗教 的 な 権力 を 奪 お うと 試み る と 、 俗 世 の 権 力 は 款 
教 的 な 権力 に 侵食 され る 。 

法 モ グ レゴ リ ウ ワ ス 7 世 は 法王 の 権力 を 失っ た 。 

款 教 を 解体 、 分 像 し よう と 試み た 権力 者 は 権力 を 失っ た 。 
款 教 を 解体 、 分 像 し よう と 試み る 権力 者 は 権力 を 失う で あろ うつ 。 
人 の つり 合い は 両足 を 必要 と する 。 

引き 寄せ る 力 と し けり ぞ け る 力 と いう 2 つの 力 に よっ て 世界 は 引き 
寄せ 合っ つ 。 

生物 の 発生 に は 男性 と 女性 と いう 2 つの 性 が 必要 で ある 。 

前 記 が ボア ズ と ヤキ ン と いう ソロ モン の 神殿 の 門 の 外 の 2 つの 柱 
が 表す ソロ モン の 秘密 の 意味 で ある 。 

錬金術 師 の 太陽 と 月 は ボア ズ と ヤキ ン に 対応 し て いる 。 

_ 錬 交 術 師 の 太陽 と 月 の 一 致 、 ポ アズ と ヤキ ン の 一 致 は 賢者 の 石 の 
太陽 は 真理 の 象徴 で ある 。 

な ぜ な ら 、 太 陽 は 光 の 見 える 源泉 で ある 。 

黒い 原石 は 安定 の 象徴 で ある 。 

前 記 の 理由 か ら 、 古 代 人 は エラ ガバ ルス 、 へ リオ ガバ ルス 、 黒 い 


石 を 太陽 の 象徴 と し た 。 

前 記 の 理由 か ら 、 中 世 の 錬 金 術 師 達 は 、 賢 者 の 金 を 創造 する 第 一 
の 手段 と し て 、 賢 者 の 石 を 強調 する 。 

中 世 の 鍵 金 術 師 達 は 、6 つ の 卑 金属 を 金 、 大 陽 、 真 理 、 光 に 変え 
る 命 の 力 を 変え る 第 一 の 手段 と し て 、 賢 者 の 石 を 強調 する 。 

賢者 の 石 を 見 つけ る 事 は 、 大 いな る 務め の 第 一 の 絶対 必要 な 務め 
で ある 。 

賢者 の 石 は 副 次 的 に 応用 で きる 。 

本 物 の 錬金術 師 の 塩 、 水 銀 、 硫 黄 に よる 、 精 神 的 な 生き て いる 金 
の 所 有 者 は 、 賢 者 の 石 に よっ て 、 自 然 の 類推 に よっ て 、 自 然 の 金 を 
見 つけ られ る 。 

達 道 者 は 「 賢者 の 石 を 見 つけ る 事 は 絶対 を 見 つけ る 事 で ある 」 と 
話し て いる 。 

達 道 者 は 「 賢者 の 石 を 見 つけ る 事 は 神 を 見 つけ る 事 で ある 」 と 話 
し て いる 。 

絶対 は 話 り の 余地 が 無い 。 

絶対 は 気化 し 易い も の の 固定 で ある 。 

絶対 は 想像 力 の 統治 で ある 。 

絶対 は 存在 の 必然 で ある 。 

絶対 は 神 の 必然 で ある 。 

絶対 は 論理 と 真理 の 不変 の 法 で ある 。 

絶対 は 存在 する 事 で ある 。 

絶対 、 存 在 す る 事 は 人 が 存在 する より 前 か ら 存 在 し て いる 。 

神 自体 が 、 存 在 の 論理 無し で は 、 絶 対 無し で は 、 存 在 で き な い 。 

神 自体 が 、 無 上 の 論理 の 力 に よっ て の み 、 必 然 の 論理 の 力 に よっ 
て の み 、 絶 対 の 力 に よっ て の み 、 存 在 で きる 。 

無 上 の 論理 、 必 然 の 論理 は 絶対 の 論理 で ある 。 

も し 人 が 信心 の た め の 論 理 的 な 堅固 な 基礎 を 望む の で あれ ば 、 人 
は 絶対 を 信じ る 必要 が 有る 。 

最近 の 大 則 は 「 神 は 仮定 に 過ぎ な い 」 と 話し て いる 。 

し か し 、 絶 対 の 論理 は 仮定 で は な い 。 

絶対 は 存在 する の に 必要 な も の で ある 。 

トマ ス アク ィ イナ ス は 「 神 が 望ん だ か ら 正 し い の で は な く 正 し いか 
ら 神 は 望む お の で ある 」 と 話し た 事 が 有る 。 

に EE 
いか ら 神 は 望む の で ある 」 と いう 美しい 思考 か ら 全 て の 結果 を 論 
的 に 導き 出し て いた な ら ば 、 ト マス 生生 の 
た で あろ つう し 、 学 派 の 天使 に 成 れ た で あろ うし 、 宗 教 改革 者 に 成 れ 
た で あろ っ つ 。 

神 の 論理 性 と 論理 的 な 神 を 信じ る 事 は 無神論 を 不可 能 に する 。 


ヴォ ル テ ー ル は 「 も し 神 が 存 在 し な い の で あれ ば 、 神 を 創造 する 
必要 が 有る で あろ う 」 と 話し た 時 に 、 ヴ ォ ル テー ル は 神 の 中 の 論理 
性 を 理解 し た 、 と 吉 つ より は お むしろ 、 ヴ ォ ル テー ル は 神 の 中 の 論理 
性 を 感じ た 。 

実際 に 、 神 は 存在 する の か ? 

神 は 存在 する の か 実際 に 知る 事 は で き な い 。 

し か し 、 人 は 神 は 存在 する 様 に 望む 。 

人 は 神 は 存在 する と 信じ る 。 

論理 的 な 神 を 信じ る 事 は 論理 的 な 信心 で ある 。 

な ぜ な ら 、 論 理 的 な 神 を 信じ る 事 は 学問 に 疑う 余地 を 上 える 。 

事実 、 知 る 事 は で き な い が 可能 性 が 高い 様 に 見 える も の だ け を 儲 
じ る 事 が で きる 。 

「 知 る 事 は で き な い が 可能 性 が 高い 様 に 見 える も の だ け を 舘 じ る 
事 が で きる 」 と 考え な い 事 は 狂う 事 で ある 。 

「 知 る 事 は で き な い が 可能 性 が 高い 様 に 見 える も の だ け を 舘 じ る 
事 が で きる 」 と 話さ な い 事 は 、 光 に 照ら され た 者 の 様 に 話す 事 、 管 
示 を 受け た 者 の 様 に 話す 事 か 、 和 狂信 者 の 様 に 話す 事 で ある 。 

狂信 者 に は 覧 者 の 石 は 約束 され な い 。 

無知 な 大 衆 は 、 盲 信 を 知 の 代わ り に し て 、 妄 想 を 経験 の 代わ り に 
し て 、 現 実 離 れ し た 三 論 理 的 な 物 を 現実 の 代わ り に し て 、 キ リス ト 
教 を 道 か ら 逸 そら し た 。 

多数 の 時 代 の 宗教 裁 記 官 た ち は 魔 術 を 絶滅 させ よう と 戦っ て き 
た 。 

古代 人 は 人 の 精神 の 発見 を 聞 で 包み 込ん だ 。 

人 は 自然 の 現象 の 鍵 を 暗中 模索 し て いる 。 

唯一 不変 の 法 が 全て の 自然 の 現象 を 左右 する 。 

賢者 の 石 は 唯一 不変 の 法 を 表す 。 

立方 体 は 賢者 の 石 を 表す 。 

(立方 体 は 正方 形 だ け に よる 立体 で ある 。) 

カバ ラ で は 4 つ 1 組 が 唯一 不変 の 法 を 表す 。 

唯一 不変 の 法 は 神 の テト ラ グラ マト ン の 全て の 神秘 を へ プラ イ 人 
に 提 え た 。 

ヨハ ネ の 黙示 録 21 章 16 節 で 天 の エ ル サ レ ム が 正方 形 で ある 様 に 、 
あら ゆる 意味 で 賢者 の 石 は 正方 形 で ある 、 と 吉 え る か も し れ な い 。 

立方 体 の 一 方 の 面 に は ソロ モン 他方 の 面 に は 神 と 記さ れ て いる 。 

立方 体 の 一 方 の 面 に は アダ ム 他 方 の 面 に は エヴァ と 記さ れ て い 
る 。 
立方 体 の 一 方 の 面 に は Azoth 他 方 の 面 に は INRI と 記さ れ て いる 。 
立方 体 の 各 面 に は ソロ モン 、 神 、 ア ダム 、 エ ヴァ 、Azoth、INRI 
と 記さ れ て いる 。 


Sieur de Nuisement が フラ ンス 語 に 訳 し た 賢者 の 塩 に つい て の 書 
物 の 最初 に は 立方 体 の 上 に 立っ て いる 地 の 霊 、 地 上 の 霊 、 星 の 光 を 
表す 者 が 描か れ て いる 。 

星 の 光 を 表す 者 の 舌 は 火 の 舌 で ある 。 

星 の 光 を 表す 者 の 男性 器 は ケー リュ ケイ オン で ある 。 

星 の 光 を 表す 者 は 太陽 と 月 の 象徴 を 右 胸 と 左 胸 に つけ て いる 。 

星 の 光 を 表す 者 は あご ひげ を 生やし て いる 。 

星 の 光 を 表す 者 は 王冠 を か ぶっ て いる 。 

星 の 光 を 表す 者 は 王 科 を 手 に 持っ て いる 。 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 星 の 光 を 表す 者 は 塩 と 硫黄 の 台 の 上 の 賢 
者 の Azoth で ある 。 

星 の 光 を 表す 者 の 頭 は 象徴 的 な メン デス の ヤギ の 頭 で あ る 場合 が 
存在 する 。 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 星 の 光 を 表す 者 は 神殿 騎士 団 の バフ ォ 
メッ ト で ある 。 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 星 の 光 を 表す 者 は グノー シス w 主 義 者 の 神 
の 吉 葉 で ある 。 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 星 の 光 を 表す 者 と いう 奇形 の 象徴 は 、 賢 
者 に と っ て 思考 の 糧 を 己 え た 後に 、 大 斎 に と っ て 、 か か し に 成っ 
た 。 

立方 体 の 上 に 立っ て いる 星 の 光 を 表す 者 と いう 思考 と 信心 を 表す 
固 の 無い 象徴 は 激しい 迫害 の 口実 に 成っ た 。 

無知 な 人 は 何と あわ れ な 者 か ! 

し か し 、 も し 無知 な 人 が 知っ た ら 、 ど ん な に 無知 だ っ た 人 は 自身 
を 嫌 つ 事 か ! 


唯一 普遍 の 考え に よれ ば 、 類 推 可能 性 の 法 の 論理 に よっ て 、 心 の 
病気 が 肉体 の 病気 の 多数 を も た ら す 。 

大 き な 肉 欲 に 映 を 任せ る と 常に 対応 する 大 病 に か か る 。 

七 つ の 死に 至る 大 則 と 呼ば れ て いる も の が 存在 する 。 

( 

七 つ の 大 罪 、 七 つの 死に 至る 大 罪 は 仙 慢 、 金 銭 へ の 貧 欲 、 色 谷 、 
慣 怒 、 怠 必 、 暴 食 、 始 で ある 。 

七 つ の 徳 は 信仰 、 希 望 、 愛 、 勇 気 、 思 上 鹿 、 節 制 、 正 義 で ある 。 

) 

な ぜ な ら 、 七 つの 死に 至る 大 因 は 肉体 の 実際 の 死 の 原因 と 成る 。 

アレ クサ ンド ロス 大 王 は 仙 慢 に より 死ん だ 。 

アレ クサ ンド ロス 大 王 は ふだん は 人 艇 慢 で は な か っ た 。 

アレ クサ ンド ロス 大 王 は 仙 慢 に よっ て 死 の 原因 と 成っ た 行き 過ぎ 
た 行い に 従っ た 。 

フラ ン ソ ワ 1 世 は 色 欲 に より 死ん だ 。 

ルイ 15 世 は 「 鹿 の 園 」 と いう 個人 的 な 妨 館 に より 色 欲 に より 死ん 
だ 。 

マラ ー が 暗殺 され た 時 、 マ ラー は 慎 怒 と 怒 始 に より 腐敗 し て い 
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ー は 仙 慢 に より 狂っ て いた 。 
ー は 自分 だ けが 正しい 人 間 で ある と 信じ て いた 。 
ー は マラ ー で は な い 全 て の 人 を 角 そう と し て いた 。 

和 8 合 の ワラ ソス 1848 年 の 二 月 革命 の 後 で 数 人 が 堕落 し 
た 野心 に より 死ん だ 。 

人 が 意思 を 道理 に 反し た 傾向 に 変更 不可 能 な ほど に 固め る と すぐ 
に 、 人 は 死ん で いる 様 な も の で あり 、 人 が 当たっ て 砕け る 石 、 岩 は 
遠く な い 。 

(マタ イ に よる 福音 21 章 44 節 「 イ エス と いう 石 に つま ず き イ エス 
と いう 石 の 上 に 倒れ 堕 ちる 人 は 壊さ れる で あろ う 。 イ エス と いう 石 
を 倒し 堕 と し た 人 は 下敷 き に 成り 粉々 に 砕 か れる で あろ うつ 」) 

人 が 「 知 は 命 を 保っ た り 長 くす る 」 と 話し て いる 事 は 正しい !。 


ヨハ ネネ に よる 福音 6 章 55 侵 で 大 いな る 主 イ エス は 「 私 イエ ス の 肉 
は 本 物 の 食べ 物 で ある 。 私 イエ ス の 血 は 本 物 の 飲み 物 で ある (。 私 
イエ ス の 血 肉 、 精 神 を 自分 の 物 に し な さい )」 と 話し て いる 。 

ヨハ ルネ に よる 福音 6 章 54 節 で イエ ス は 「 私 イエ ス の 肉 を 食べ 私 イ 
エス の 血 を 飲ん だ 人 は 永遠 の 命 を 手 に 入れ る (。 私 イエ ス の 血 肉 、 
精神 を 自分 の 物 に し た 人 は 殊 の 永遠 の 命 を 手 に 入れ る ) 」 と 話し て 
いる 。 

ヨハ ネ に よる 福音 6 章 60 節 で 未だ 大 衆 で ある 弟子 た ち は イ エス の 
吉 葉 を 理解 で き な く て 「 物 質 的 に 息 と 肉 を 食べ な さい と は ひど い 吉 
葉 で ある 。 聞 いて いら れ な い 」 と 話し た 。 

ヨハ ルネ に よる 福音 6 章 63 人 節 で イエ ス は 「 物質 的 な 肉 は 精神 的 に は 
何 の 役 に も 立た な い 。 私 イエ ス が あな た に 話し て いる 吉 葉 が 精神 で 
あり 魂 の 永遠 の 命 で ある 」 と 話し た 。 

マタ イ に よる 福音 26 章 26 節 か ら 29 節 の 最後 の 晩 約 で 死ぬ 前 に イ 
エス は 、 イ エス の 命 の 記憶 を パン と いう 例え に 結び つけ 、 イ エス の 
精神 の 記憶 を ワイ ン と いう 例え に 結び つけ た 。 

イエ ス は 、 イ エス の 命 の 記憶 を パン と いう 例え に 結び つけ て 、 イ 
エス の 精神 の 記憶 を ワイ ン と いう 例え に 結び つけ て 、 付 仰 、 希 望 、 
愛 の 教会 を 創造 し た 。 

イエ ス が 「 イ エス の 血 肉 、 精 神 を 自分 の 物 に し な さい 」 と 話し て 
いる 様 に 、 ヘ ル メ ス の 達 道 者 達 、 錬 金 術 師 達 は 「 真理 を 自分 の 物 に 
し な さい 。 真理 を 日 々 飲む 源泉 と し な さい 。 真理 を 自分 の 物 に すれ 
ば 、 あ な た は 賢者 の 魂 の 不死 を 手 に 入れ る で あろ う 」 と いう 意味 で 
「 金 を 飲み 物 に し な さい 。 金 を 飲み 物 に すれ ば 、 万 能 薬 を 手 に 入れ 
る で あろ う 」 と 話し て いる 。 
節制 、 魂 の 平静 、 性 格 の 純粋 さ 、 意 思 の 平静 と 合理 性 は 人 を 幸せ 
に する だ け で は な く 強 くし 健全 に する 。 
論理 と 善 で の 成長 に よっ て 人 の 示 は 不死 に 成る 。 

人 は 自身 の 運命 の 創造 主 で ある 。 

神 は 人 自身 の 協力 無し で は 人 を 救え な いり!。 
賢者 に は 死 は 存在 しない!。 

死 は 妃 で ある 。 

大 衆 の 弱 さ と 無知 が 死 を 恐ろし いも の に する 。 
変化 は 動き の 現れ で ある 。 
動き は 命 を 明らか に する 。 

も し 死体 が 完全 に 死ん で いる の で あれ ば 、 死 体 は 分 解 さ れ な いで 
あろ っ つう 。 
全て の 死体 の 要素 で ある 分 子 は 生き て いる 。 
全て の 死体 の 要素 で ある 分 子 は 自由 に 動く 。 
全て の 死体 の 要素 で ある 分 子 は 分 解す る 。 


あな た た ち は 、 死 体 よ り 先 に 、 精 神 が 、 死 体 か ら 解 放さ れ て 自由 
に 成っ て 、 死 ん で いる か も し れ な い 、 と 夢想 し て いる ! 

あな た た ち は 最 も 濃い 物 で ある 肉体 が 消え な い 時 に 思考 や 思い や 
けが 死ぬ と 誠 っ て 信じ て いる ! 

も し 変化 を 死 と 呼ぶ の で あれ ば 、 人 は 日 々 死に 生ま れ 変 わっ て い 
る 。 

な ぜ な ら 、 人 の 肉体 は 日 々 変化 する 。 

肉体 や 星 の 体 と いう 魂 の 衣 を 汚す の を 恐れ な さい 。 

肉体 や 星 の 体 と いう 魂 の 衣 を 引き 前 く の を 恐れ な さい 。 

し か し 、 死 ぬ 時 が 近づい た 時 に 肉体 と いう 殊 の 衣 を 葬る 事 を 恐れ 
る な 。 

死体 の 防腐 保存 や ミイ ラ 化 は 自然 に 反する 迷信 で ある 。 

死体 の 防腐 保存 は 死 を 創造 する 試み で ある 。 

死体 の 防腐 保存 は 命 が 必 要 と し て いる 物質 の 無理 な 石化 で ある 。 

し か し 、 死 体 を 急 に 破壊 し て は いけ な いり 。 

自然 の わざ に 突然 は 無い 。 

魂 を 去ら せる た め に 肉体 と 魂 の つなが り を 急 に 断絶 する 危険 を お 
か し て は いけ な い !。 

人 は 一 瞬 で 死な な い 。 

眠り の 様 に 、 人 は 徐々 に 死ぬ 。 

血 が 温か い 限り 、 神 経 が 居 え る 限り 、 人 は 完全 に は 死ん で いな 
L 1。 

も し 肉体 の 器官 に 致命 的 な 破壊 が 無けれ ば 、 偶 然 に よっ て 、 ま た 
は 、 強 い 意 思 に よっ て 、 魂 を 肉体 に 呼び 戻す 事 が で きる 。 

学者 は 「 死 ん だ 人 の 復活 を 信じ る より は むし ろ 万 人 の 証 吉 を 疑 
つう 」 と 話し て いる 。 

し か し 、「 死 ん だ 人 の 復活 を 信じ る より は お むしろ 万 人 の 証 吉 を 疑 
う 」 と 話し て いる 学者 は 早まっ た 。 

な ぜ な ら 、 万 人 の 証 吉 を 信じ て 学者 は 復活 の 不可 能 性 を 信じ て い 
る 。 

仮に 復活 が 証明 され れ ば 、 何 が 起こ る で あろ うか ? 

証拠 を 否定 する 必要 が 有る か ? 

理性 を 放棄 する 必要 が 有る か ? 

「 死 ん だ 人 の 復活 を 信じ る より は お むしろ 万 人 の 証 吉 を 医 う 」 と 話 
す 事 は 非 論理 的 で ある 。 

復活 は 不可 能 で ある と 考え て 誤る より は むしろ 、 復 活 は 可能 で あ 
る と 類推 する べき で ある 。 

行わ れ た 事 か ら 可 能 性 へ 到達 で きる 。 

復活 は 可能 で ある と 大 胆 に 断 吉 し よう 。 
復活 は 思っ て いる より 頻 苫 に 起き て いる と 大 胆 に 断 吉 し よう 。 


法 的 に 死 が 証明 され た 多数 の 人 が 実際 は 西 の 中 に 入っ た 後 で 死ん 
で いる の が 学問 的 に 見 つか っ て いる 。 

枢 の 中 で 明らか に 復活 し た 人 が 学問 的 に 見 つか っ て いる 。 

筐 の 中 で 苦痛 か ら 逃 れる た め に 動脈 を 切り 開く た め に 纏 ら れ た 手 
を 噛ん で いた 人 が 学問 的 に 見 つか っ て いる 。 

医者 は 「 西 の 中 に 入っ た 後 で 死ん だ 人 は 死ん で いた の で は な く 邊 
睡 状態 で あっ た 」 と 話す で あろ うつ 。 

し か し 、 家 睡 状 態 と は 何 か ? 

睡 状態 は 復活 で きる 不 完全 な 死 で ある 。 

事実 を 説明 で き な い 時 に 吉 葉 に よっ て 困難 か ら 人 逃げ出す 事 は 簡単 
で ある 。 

感覚 に よっ て 魂 は 肉体 と つなが っ て いる 。 

感覚 が 無い 時 は 、 魂 が 肉体 か ら 去 ろう つと し て いる 確実 な 兆候 で あ 


催眠 状態 は 了 睡 状態 また は 思い 通り に 治せ る 人 為 的 な 死 で ある 。 
ジエチル エー テル に よる 麻酔 また は クロ ロホ ルム に よる 麻酔 は 死 
に 至る 時 が 有る 本 物 の 家 睡 状態 で ある 。 

肉体 か ら 一 時 的 に 自由 に 成っ て 忘 我 状態 に 成っ た 魂 が 意思 の 努力 
を 完全 に 自由 に する 時 に 、 地 獄 を 圧倒 する 事 が で きる 。 

肉体 か ら 一 時 的 に 自由 に 成っ て 忘 我 状 態 に 成っ た 魂 が 意思 の 努力 
を 完全 に 自由 に する 時 に 、 魂 の 心 の 力 は 星 の 引 き 寄 せる 力 を 超越 す 
る 。 

墓 の 中 で 復活 する の は 四 大 元素 の 霊 だ け で ある 。 

特に 墓 の 中 で 意 に 反し て 復活 する の は 四 大 元素 の 圭 だ け で ある 。 
大 いな る 人 、 本 物 の 賢者 は 生き 埋め に され る 事 は 無い 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 で 復活 の 理論 と 実践 方 法 を 話す つも り で あ 
る 。 

人 は エリ ファ ス レヴ ィ が 死ん だ 人 を 復活 させ た 事 が 有る か どう つか 
た ず ね る か も し れ な し いり 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 「 も し 私 エリ ファ ス レヴ ィ が 死ん だ 人 を 復 
活 さ せ た 事 が 有る と 此 定 し て 答え て 話し て も 人 々 は エリ ファ ス レ 
ヴィ を 信じ な いで あろ う 」 と 話す 。 

痛み を 無く す 事 が 可能 か どう か 考え る 。 

外科 の 手術 に クロ ロホ ルム に よる 麻酔 また は 催眠 術 を 用 いる 事 が 
健全 で ある か どう つか 考え る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 考え で は 、 自 然 科 学 が 認め る で あろ う が 、 感 
覚 を 無く す 事 に よっ て 人 は 命 を 弱 ら せる 。 

クロ ロホ ルム に よる 麻酔 また は 催眠 術 で 痛み を 減ら す と 死ぬ 可能 
性 が 高まる 。 

痛み は 命 の た め の 戦い に 証拠 を 后 え る 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 麻酔 の 下 で 手術 し た 人 が 傷 の 手当 て で 過度 に 
苦し お の を 見 た 。 

も し 傷 の 手当 て で クロ ロホ ルム に よる 麻酔 に 頼る と 、 患 者 が 死ぬ 
か 、 傷 を 手当 て し て いる 間 痛 み が 復 活 し 痛み が 続く 。 

視 を 受け な いで 自然 を お か す 事 は で き な い 。 

痛み 無し で 自然 を お か す 事 は で き な い 。 


本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 人 生 で 多数 の 
事 を 大 胆 に 行っ て きた 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 恐怖 で 思考 が と ら え られ た 事 が 無い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 論理 的 な 時 敬 の 念 を 持っ て 魔術 の 考え の 究極 
に 近づく 。 

ヴェ ー ル を 外し て 管 示 する 事 が 問題 で ある 、 と 吉 う より は むし 
ろ 、 目 覚め させ る 事 が 問題 で ある 。 

大 いな る 秘密 。 

長 散 する べき 秘密 。 

命 と 死 の 秘密 。 

創世 記 3 章 4 節 か ら 5 節 の 「 決 し て 、 あ な た 達 は 死な な いで あろ 
うつ 。 あな た 達 は 善 と 悪 を 知っ て 神 の 様 に 成る で あろ うつ 」 と いう つ 蛇 の 
長 散 する べき 象 微 的 な 吉 葉 が 表す も の 。 

蛇 自 体 が 象徴 的 で ある 。 

創世 記 3 章 4 節 か ら 5 節 で 蛇 は 女性 エヴァ に 「 決 し て 、 あ な た 達 は 
死な な いで あろ うつ 。 あ な た 達 は 善 と 悪 を 知っ て 神 の 様 に 成る で あろ 
う 」 と 話し て いる 。 

( 

本 物 の 正しい 人 は 死な な いで あろ うつ 。 

本 物 の 正しい 人 は 善 と 悪 を 知っ て 神 の 様 に 成る で あろ うつ 。 


) 
大 いな る 秘密 の 秘伝 伝授 者 へ の 恩恵 の 1 つ は 、 大 いな る 秘密 の 秘 
伝 伝授 者 へ の 恩恵 を 要約 する も の は 、 予 見 で ある 。 
大 喜 は 予見 は 未知 の も の の 推測 を 意味 する と 記 和 解 し て いる 。 
し か し 、 予 見 の 本 当 の 意味 は 崇高 で 吉 い 表し 難い 。 
予見 の 本 当 の 意味 は 崇高 で 神聖 で 塗り に 口 に で き な い 。 
予見 と は 神 性 を 発揮 する 事 で ある 。 
ラテ ン 語 の divinuns と いつ 言 葉 は 「 神 の 様 な も の 」 を 意味 する 。 
神 の 様 な 者 は 人 に 成っ た 神 で ある 。 
神 の 様 な 者 は 神 に 成っ た 人 で ある 。 
「 神 の 様 な も の 」 を 意味 する フラ ンス 語 の devin は 「 神 」 を 意味 


する ラテ ン 語 の dieu と いう 4 文字 の 吉 葉 に 文字 N を 加え た も の で あ 
る 。 
文字 N は 形 が へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 アレ フ 、KN に 対応 し て い 


文字 N、 へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 アレ フ 、N は 大 いな る 秘密 を カ 
バラ 的 に 象徴 的 に 表す 。 

へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 アレ フ 、KN に 対応 する タロ ッ ト の 1 ペー 
ジ 目 に は 魔術 師 が 描か れ て いる 。 

知 、 わ ざ 、 ま た は 、 力 を 究極 的 に 意味 する 文字 N に よっ て 増殖 し 
た へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 アレ フ 、N の 絶対 の 数 の 意味 を 完全 に 
理解 する 者 は 、 

5 の 中 の 4 に する 様 に 、4 の 中 の 3 に する 様 に 、3 の 中 の 2 に する 様 
に 、2 の 中 の 1 に する 様 に 、「 神 の 様 な も の 」 を 意味 する フラ ンス 語 
の devin と いう 吉 葉 の 5 文字 を 足し て 原初 の へ ブラ イ 文 字 で 解釈 する 
者 は 、 

大 いな る 秘密 の 隠さ れ た 名 前 を 書け る で あろ うし 、 

神 の テト ラ グラ マト ン 自 体 と 同じ に 過ぎ な い 吉 葉 と 神 の テト ラ グ 
ラマ トン 自体 の 象徴 に 過ぎ な い 言 葉 を 保有 すす る で あろ うっ う 。 

吉 葉 の 力 に よれ ば 、 占 い 師 に 成る 事 は 神 の 様 な 者 に 成る 事 で あ 


る 。 

吉 葉 の 力 に よれ ば 、 占い 師 diviner に 成る 事 は 神 の 様 な 者 divine に 
成る 事 で ある 。 

占い 師 に 成る 事 は より 神秘 的 な 何者 か に 成る 事 で ある 。 

人 の 神 性 また は 神 の 人 性 の 2 つの 表れ は 予 吉 と 奇跡 で ある 。 

予 吉 者 に 成る 事 は 原因 に 存在 する 結果 を 事前 に 見 る 事 で ある 。 

予言 者 に 成る 事 は 星 の 光 の 中 の も の を 読み 取る 事 で ある 。 

奇跡 を 起こ す 事 は 普遍 の 代行 者 に 作用 する 事 で ある 。 

奇跡 を 起こ す 事 は 普遍 の 代行 者 を 意思 に 従わ むせ る 事 で ある 。 

人 は 本 書 「 高等 魔術 の 教理 」 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 予 吉 者 、 
奇跡 を 起こ す 者 で ある か どう かたず ね る で あろ っ つ 。 

いく つか の 出来 事 が 世界 で 起き る 前 に エリ ファ ス レヴ ィ が 書い た 
全て の 書物 を 思い 出し な さい )。 

も し 超常 的 な 事 を 話し て も 、 話 し た けり 行っ た も の 以外 に つい て 、 
吉 葉 だ け で 信じ る で あろ うつ か? いい え ! 

さら に 、 予 吉 に 必要 な 条件 の 1 つ は 、 他 人 に 強制 され な い 事 で あ 
る 。 
予 癌 に 必要 な 祭 件 の 1 つ は 、 他 人 に 誘 惑 され な い 事 で ある 。 
喜 い 換え る と 、 予 吉 に 必要 な 祭 件 の 1 つ は 、 人 に 試さ れ な い 事 で 


知 の 達 道 者 は 他人 の 好奇 心 に 従っ て は いけ な い 。 


ロー マ の タル クィ ニウス 王 が 全 9 巻 の 「 シ ビュ ラ の 書 」 を 適切 な 
価値 で 評価 し な か っ た 時 に 、 シ ビュ ラ は 「 シ ビュ ラ の 書 」 の 全 9 巻 
の うつ ち 6 巻 を 燃やし た 。 

マタ イ に よる 福音 16 章 で 天 か ら の 微 を 求め られ た 時 に 大 いな る 主 
イエ ス は 天 か ら の 微 を 表 さ な か っ た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 星 占い を 求め られ た が 断っ て 貧困 に よ 
けり 死 ん だ 。 

知 の 存在 を 疑う 人 に 知 の 証拠 を 選 え る の は 、 資 格 が 無い 人 に 秘伝 
伝授 し て し まう 事 で ある 。 

知 の 存在 を 疑う 人 に 知 の 証拠 を 紀 え る の は 、 聖 所 の 金 を 冒 流す る 
事 で ある 。 

知 の 存在 を 疑う 人 に 知 の 証拠 を 選 え る 者 に は 賢者 か ら の 破門 、 除 
名 が ふさ わし い J。 

知 の 存在 を 疑う 人 に 知 の 証拠 を 与え る 裏 切 者 に は 死 が ふさ わし 
し 1。 

知 の 全て の 象徴 は 、 予 喜 の 実在 、 大 いな る 魔術 の 秘密 を 表す 。 

予 吉 の 実在 、 大 いな る 魔術 の 秘密 は 、 エ メラ ルド 板 の ヘ ル メ ス の 
唯一 の 古い 考え に 親密 に つなが る 。 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 絶 対 の 確信 を 哲学 に も た ら す 。 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 舘 心 の 普 包 の 秘訣 を 宗教 に も た ら す 。 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 混 合 物 、 分 解 、 再 構成 、 実 現 を 自然 科学 
に も た ら す 。 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 賢 者 の 水銀 の 応用 を 自然 科学 に も た ら 


錬金術 師 達 は 覧 者 の 水銀 を Azoth と 呼ん で いる 。 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 力 学 で は 、 永 久 機関 の 力 に よっ て 、 人 の 
力 を 増やす 。 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 神 秘 的 、 哲 学 的 、 物 質 的 で ある 。 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、3 つ の 世界 に 対応 し て いる 結果 を も た ら 
す 。 


( 

自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 

自由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領域 、 形 の 領域 。 

神 だ け の 楽園 、 圭 の 冥界 、 こ の 世界 。 

) 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 思 いや り を 神 に も た ら す 。 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 真 理 を 知 に も た ら す 。 

エメ ラル ド 板 の 考え は 、 金 を ( 心 が ) 富 ん で いる 人 達 に も た ら す 。 
な ぜ な ら 、 錬 金 は 例え 話 で ある と 同時 に 事実 で ある 。 

全て の 本 物 の 知 の 達 道 者 達 が 完全 に 良く 理解 し て いる 様 に 。 


イエ ス 。 
賢者 の 石 に よっ て 金 を 創造 する 事 が 実際 に 物質 的 に 可能 で ある 。 


賢者 の 石 は 、 三 重 の 昇華 と 三重 の 固定 に よっ て 、 塩 、 硫 黄 、 水 銀 
の 混合 物 を 3 回 Azoth に 結合 し た も の で ある 。 


イエ ス 。 
錬 金 は 易しい 場合 が 有る 。 


錬 金 は 1 日 で 終わ る 場合 が ボ 有 る か も し れ な い 。 

錬 金 は 一 瞬 で 終わ る 場合 が 有る か も し れ な い 。 

錬 金 に 何 か 月 間 か 必要 な 場合 が 有る 。 錬 金 に 何 年 間 か 必要 な 場 
が 有る 。 


し か し 、 大 いな る 務め を 果たす に は 、 錬 金 と いう 大 作業 に 成功 す 

金銭 利益 を 施す 者 に 成る た め に 、 私 事 を 犠牲 に し て 、 金銭 、 利 
益 を あき ら め る 事 が 絶対 に 必要 で ある 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 人 金 を 権力 者 た ち に 所 えた 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は ヨー ロッ パ に 施設 を 建て た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 貧し いま ま に と ど ま っ た 。 

ニコ ラ フラ メル は 肉体 が 不死 に 成っ た と いう 大 則 の 伝説 と は 異な 
肉体 は 死ん だ 。 

ニコ ラ フラ メル は 禁欲 に よっ て 金銭 飲 か ら 完 全 に 離れ た 時 に 錬 金 
と いう 大 作業 に 到達 し た 。 

ニコ ラ フラ メル は Asch Mezareph と いう 書物 を 突然 理解 し た 事 に 
よっ て 秘伝 伝授 者 に 成っ た 。 

カバ リス ト の アプ ブ プラハ ルム が へ プラ イ 語 で Asch Mezareph を 書い 
寺 。 

多分 カバ リス ト の アブ ラ ハ ム は 「 形 成 の 書 」 の 編集 者 で ある 。 

5 フラ メル が Asch Mezareph と いう 書物 を 突然 理解 し た 事 

当然 の 報い の 直感 に に る も の で ある 、 と 吉 う より は むし ろ 、 金 

的 の 示 人 と いう 加 道 者 に 成る た め の 個人 的 な 用 意 が 可能 に し た も 
の で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は エリ ファ ス レヴ ィ が 十分 に 話し た と 信じ 


る 。 

予見 は 直感 で ある 。 

予見 の 鍵 、 看 感 の 鍵 は 、 類 推 可 能 性 と いう 普遍 の 魔術 の 考え で あ 
る 。 


類推 可能 性 に よっ て 、 魔 術 師 は 夢 と いっ た 予見 し た も の を 解釈 す 


る 。 

創世 記 40 章 か ら 41 章 で エジプト で 24 祖 ヨセフ が 他人 の 夢 を 解釈 
し た 様 に 。 

星 の 光 の 反映 か ら の 類推 は 、 大 陽光 の 7 色 の スペ クト ル の 色合い 
と 同じ で 、 正 確 で ある 。 

大 いな る 正確 さ で 星 の 光 の 反映 か ら の 類推 を 計算 し 説明 する 事 が 
で きる 。 

し か し 、 夢 を 見 た 人 の 知 的 な 人 生 の 段階 を 知る 事 が 絶対 に 必要 で 
ある 。 

夢 を 見 た 人 は 夢 の 内 容 に よっ て 夢 を 見 た 人 の 知 の 段階 を 深く 驚 
くら しい 完全 に 明らか に する 。 

催眠 、 予 感 、 予 見 は 、 偶 然 に また は 人 為 的 に 、 意 識 が 有る 起き た 
まま の 眠り の 中 で 、 夢 を 見 る 傾向 で ある 。 

催眠 、 予 感 、 予 見 は 、 偶 然 に また は 人 為 的 に 、 星 の 光 の 反映 か ら 
の 類推 を 知覚 する 事 で ある 。 

「 高等 魔術 の 祭儀 」 で 催眠 を 適切 に も た らし 導く 待望 の 方 法 を 王 
えて 催眠 に つい て 話す つも り で ある 。 

予 喜 の 手段 と し て は 予 吉 者 と 相談 者 の 交流 が 簡潔 な 手段 で ある 。 

予 吉 者 と 相談 者 の 交流 は 、 予 吉 者 の 意思 と 相談 者 の 意思 と いう 2 
つの 意思 を 1 つの 象徴 に 固定 する の に 役立つ 。 

どう と も と れる 、 複雑 な 、 変 化す る 形 は 星 の 流体 の 反映 に 集中 す 
る 助け に 成る 。 

杯 の 底 に 残っ た コー ヒー の 模様 、 霧 、 卵 白 、 な ど は 、 透 明 な も 
の 、 想 像 を も た ら す 。 

杯 の 底 に 残っ た コー ヒー の 模様 、 霧 、 卵 白 、 な ど は 、 予 見 者 の 透 
明 な も の の 中 に だ け 存 在 す る 、 予 見 者 の 想像 力 の 中 に だ け 存 在 す 
る 、 予 吉 の 形 を も た ら す 。 

視神経 の くら み と 疲 労 が 映像 を 水 の 中 に も た ら す 。 

視神経 の くら み と 疲 労 は 見 る 機能 を 透明 な も の で ある 想像 力 に 任 
せる 。 

視神経 の くら み と 疲 労 は 、 星 の 光 の 反映 で ある 、 現 実 の 映像 に 解 
釈 で きる 、 幻 を 脳 に も た ら す 。 

前 記 の 理由 か ら 、 視 力 が 弱く 想像 力 が 豊か で ある 神経 質 な 人 が 前 
記 の 様 な 占い に 最も 適し て いる 。 

幼子 が 行う 時 に 前 記 の 様 な 占い は 最も 成功 する 。 

(幼子 は 前 記 の 様 な 占い に 適し て いる 。) 

予 斉 の わざ に お ける 想像 力 の 機能 を 斉 和解 し な いよ うに し よう 。 

想像 力 に よっ て 人 は 見 る 。 

想像 力 に よっ て 人 が 見 る 事 は 奇跡 の 自然 な 姿 で ある 。 


し か し 、 想 像 力 に よっ て 人 は 真実 の も の を 見 る 。 

想像 力 に よっ て 人 が 真実 の も の を 見 る 事 は 自然 の わざ の 不思議 な 
次 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の 本 物 の 達 道 者 の 経験 を 強調 する 。 

本 書 「 高 等 魔術 の 教理 」 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の 種類 の 
占い を 試し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 自然 科学 的 な 作業 の 厳し さと 相談 者 の 誠意 に 
比例 し た 結果 を 常に 手 に 入れ た 。 

タロ ッ ト は 、 古 代 の 全て の 神 加 な 書物 に 霊感 を 与え た 奇跡 の 作品 
で ある 。 

タロ ッ ト は 、 絵 と 数 の 正確 な 類推 の 論理 に よっ て 、 占 い の 無 上 の 
寺 全 な 道具 に 成る 。 

タロ ッ ト は 、 絵 と 数 の 正確 な 類推 の 論理 に よっ て 、 寺 全 な 確信 を 
持っ て 占い に 用 いる 事 が で きる 。 

少な く と も 、 あ る 意味 で 、 タ ロッ ト の 神託 は 常に 厳密 に 真実 で あ 


る 。 

タロ ッ ト を 占い に 用 いな い 場 合 で すら 、 タ ロッ ト は 秘密 を 明らか 
に する 。 

タロ ッ ト は 最も 賢明 な 助 吉 を 相談 者 に も た ら す 。 

18 世 紀 の ア リエ ッ ト は 理髪 師 か ら カ バリ スト に 成っ た 。 

アリ エッ ト は エッ ティ ラ と カバ ラ 的 に 名 乗っ た 。 

エッ ティ ラ 、Etteilla は アリ エッ ト 、Alliette を へ プラ イ 語 の 様 に 
逆 に 読ん だ も の で ある 。 

エッ ティ ラ は 、 タ ロッ ト を 30 年 間 研究 し て 、 タ ロッ ト と いう 驚 
べき 作品 に 隠さ れ た 全て の も の の 復活 に 近づい た 。 

し か し 、 エ ッ テ ィ ラ は タロ ッ ト と いう 鍵 を 置き 違え た 。 

(エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 絵 と 数 の 対応 を 誠 っ た 。) 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト を 正確 に 理解 し て いな か っ た 。 

(例え ば 、 エ ッ テ ィ ラ は タロ ッ ト の 12 ペ ー ジ 目 の 吊 る され た 男 を 
片足 立ち の 男 と 斉 解 し た 。) 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 絵 と 数 の 対応 を 謀っ た 。 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 特徴 を 謀っ た 。 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト の 類推 可能 性 は 完全 に 壊せ な か っ た 。 
それ ほど 、 タ ロッ ト の 共鳴 と 対応 は 大 いな る も の で ある 。 

エッ ティ ラ の 書物 は 現在 は 疾 常 に 稀 で ある 。 

エッ ティ ラ の 書物 は 曖昧 で ある 。 

エッ ティ ラ の 書物 は 読む お の に 疲れ る 。 

エッ ティ ラ の 書物 は 洗練 され て いな いり 。 

エッ ティ ラ の 書物 は 全て が Eh 刷 さ れ た わけ で は な いり 。 

エッ ティ ラ は 近代 の タロ ッ ト 占 い 師 の 父 で ある 。 


ある パリ の 本 屋 が いく つか の エッ ティ ラ の 手書き の 原稿 を 持っ て 
いる 。 
ある パリ の 本 屋 は いく つか の エッ ティ ラ の 手書き の 原稿 を エリ 
ファ ス レヴ ィ に 見 せ て くれ た 。 
エッ ティ ラ の 書物 の 注目 すべ き 点 は 著者 エッ ティ ラ の 固執 し た 自 
説 と 議論 の 余地 が 無い 誠意 で ある 。 
エッ ティ ラ は 人 生 の 全て で 隠さ れ た 学問 の 偉大 さ を 理解 し て い 
58 
し か し 、 エ ッ テ ィ ラ は ヴェ ー ル の 裏 を 見 通す 事 無 く 聖 所 の 入口 で 
死ん だ 。 
エッ ティ ラ は コル ネリ ウス アグ リッ パ を 少し 尊敬 し て いた 。 
エッ ティ ラ は Jean Belot を 尊敬 し た 。 
エッ ティ ラ は パラ ケル スス の 哲学 を 知ら な か っ た 。 
し か し 、 エ ッ テ ィ ラ は 高く 鍛え られ た 青 感 を 持っ て いた 。 
エッ ティ ラ は 最も 妨 耐 強し 1 意思 を 持っ て 【 1 た 。 
し か し 、 エ ッ テ ィ ラ は 思 慮 分 別 よ り 気 まで れ な 思い つき の 妄想 が 
強かっ た 。 
エッ ティ ラ は 魔術 師 に 成る 資格 が 不 十 分 で あっ た 。 


中 略 
エッ ティ ラ の タロ ッ ト は 流行 し た 。 エ ッ テ ィ ラ は 成功 し た 。 
中 略 


「 高等 魔術 の 祭儀 」 の 22 章 で 、 タ ロッ ト に つい て 最終 的 な 吉 葉 を 
話す 時 に 、 タロ ッ ト を 完全 に 読み 取る 方 法 を 話す つも けり で ある 。 

「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 22 章 で 、 神 の 7 つ 1 組 を 構成 する 3 つの 色 と 
4 つの 色合い で 、3 つ の 世界 の 類推 可能 性 の 位階 を 説明 する 時 に 、 運 
命 の 可能 性 が 高い 機会 だ け で は な く 特 に 哲学 と 宗教 の 問題 に つい 
て 、 タ ロッ ト が も た ら す 常に 確実 な 見 事 な 正 確 さ の 解決 を 話す つも 
けり で ある 。 

前 記 の 全て は 魔術 の 実践 で ある 。 

隠さ れ た 学問 と いう 名 前 の 下 で 知ら れ て いる 、 と いつ より は むし 
ろ 、 知 られ て いな い 超 越 的 な 知 の 哲学 的 な 宗教 的 な 鍵 と 、 超 越 的 な 
魔術 の 教理 に つい て だ け の 本 書 で は 、 魔 術 の 実践 の 要約 を 示す だ け 
に する 。 魔術 の 実践 の 理論 を 確立 する だ け に する 。 
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タウ 

Z 

4 つの 秘密 の 知 の 要約 と 普遍 の 鍵 
往 

トー ト 

パー ン 


原理 に よっ て 知 の 全て を 要約 し よう 。 

類推 可能 性 は 知 の 究極 の 吉 葉 で ある 。 

類推 可能 性 は 信心 の 無 上 の 吉 葉 で ある 。 

調和 は つり 合い に 存在 する 。 

一 致 は つり 合い に 存在 する 。 

つり 合い は 正反対 の も の の 類推 可能 性 に 存在 する 。 

絶対 の 統一 性 は も の の 無 上 の 究極 の 論理 で ある 。 

絶対 の 統一 性 と いう 論理 は 唯一 の 人 格 で も な いし 3 つの 人 格 で も 


な い )。 
絶対 の 統一 性 は 唯一 の 人 格 で も な いし 3 つの 人 格 で も な い 事 は 論 
理 で ある 。 


絶対 の 統一 性 は 唯一 の 人 格 で も な いし 3 つの 人 格 で も な い 事 は 大 
い に 論 理 で ある 。 

つり 合い を 創造 する に は 、 分 離 と 統一 が 必要 で ある 。 

つり 合い を 創造 する に は 、 両 極 に よる 分 離 と 中 央 に よる 統一 が 必 
要 で ある 。 

信心 に つい て 推測 する 事 は 信心 を 壊す 事 で ある 。 

哲学 に 神秘 主義 を 創造 する 事 は 論理 を 間 難 する 事 で ある 。 

哲学 に 神秘 的 な 直感 に よっ て の み 知 る 事 が で きる と いう 神秘 主義 
を 創造 する 事 は 論理 を 疾 難 する 事 で ある 。 

論理 と 信心 は 自然 に 相互 に し り ぞ け 合 う 。 

類推 可能 性 は 論理 と 信心 を 統一 する 。 

類推 可能 性 は 有限 と 無限 を 唯一 仲介 可能 な も の で ある 。 

考え は 仮定 で きる つり 合い が 常に 向上 し て いく 仮定 で ある 。 
無 学 な 人 に と っ て は 、 類推 可 能 性 に よる 論理 と 信心 の 統一 は 絶対 
の 育 定 で ある 仮定 で ある 。 

類推 可能 性 に よる 論理 と 信心 の 統一 は 仮定 で ある 絶対 の 育 定 で あ 
る 。 
知 に は 仮定 が 必要 で ある 。 
類推 可能 性 に よる 論理 と 信心 の 統一 と いう 仮定 の 理解 を 探求 する 
者 は 、 信 心 を 小さ くす る 事 無 し に 、 知 を 大 きく する 。 


な ぜ な ら 、 舘 心 の 向こう 側 は 無限 で ある 。 

人 は 、 知 ら な い が 論 理 が 認め させ る も の を 信じ る 。 

人 は 、 知 る 事 は で き な い が 論理 が 認め させ る も の を 舘 じ る 。 

信心 の も の を 限定 し 定義 する 事 は 未知 の も の を 定義 する 事 で あ 
る 。 
信仰 告白 は 人 の 無知 と 希望 を 明らか に 話す 事 で ある 。 

知 の 原理 は 人 の 勝利 の 記念 碑 で ある 。 知 の 原理 は 人 が 獲得 し た も 
の の 記念 碑 で ある 。 

神 を 否定 する 人 は 狂っ て いる 。 

神 を 斉 り 無く 定義 で きる と 考え る 人 が 狂っ て いる 様 に 。 

神 で は な いも の を 全て 数 え 上 げ る 事 に よっ て 人 は 神 を 定義 する 。 

小さ な も の か ら 大 き な も の を 類推 する 事 に よっ て 人 は 神 を 創造 す 
る 。 
前 記 か ら 、 人 に よる 神 の 概念 は 常に 無限 で ある 人 の 概念 で ある 。 
人 は 神 を 人 を 無限 に 拡大 し た も の と し て 考え る 。 
無限 で ある 人 の 概念 は 人 を 有限 の 神 に する 。 

神 を 人 を 無限 に 拡大 し た も の と し て 考え る 人 は 人 を 有限 の 神 で あ 
る と 考え る 。 

人 は 知 と いう ものさし に よっ て 信じ て いる も の を 実現 で きる 。 

人 は 知ら な い が 論 理 が 准 め させ る も の に よっ て 信じ て いる も の を 
実現 で きる 。 

人 は 知る 事 は で き な い が 論理 が 認め させ る も の に よっ て 値 じ て い 
る も の を 実現 で きる 。 

人 は 値 心 と いう も の さ し に よっ て 意思 する 全て の も の を 行う 事 が 
で きる 。 

人 は 知っ て いる 論理 に よっ て 意思 する 全て の も の を 行う 事 が で き 
る 。 
正反対 の も の の 類推 可能 性 と は 光 と 影 の つなが り で ある 。 
正反対 の も の の 類推 可能 性 と は 上 の も の と 下 の も の の つなが り で 
ある 。 

正反対 の も の の 類推 可能 性 と は 空間 と 充満 の つなが り で ある 。 

例え は 全て の 考え の 母 で ある 。 

例え は 封印 の 代わ り に EH 象 を も た ら す 。 

例え は 現実 の 代わ り に 映像 を も た ら す 。 

真実 の 例え 話 。 

例え 話 の 真実 。 

魔術 師 は 考え を 発明 し た わけ で は な い 。 

魔術 師 は 神 の 教え を 発明 し た わけ で は な い 。 

魔術 師 は 真理 に 例え と いう ヴェ ー ル を か けた 。 

魔術 師 は 真実 に 例え と いう ヴェ ー ル を か けた 。 


弱い 目 の た め に 例え と いう 影 が も た ら さ れ て いる 。 

祖 は 例え で だ まし て いる わけ で は な いしい)。 

祖 は 例え で 明らか に し た 。 

ラテ ン 語 re 一 velare は 「 ヴェ ー ル を 外し て 明らか に する 」 を 意味 
する 。 

re- に は 「 再 び 」 と いう 意味 も 有る 。 

ラテ ン 語 velare は 「 ヴェー ル で 覆い 隠す 」 を 意味 する 。 

ラテ ン 語 re velare は 「 再 び ヴ ェ ー ル で 覆い 隠す 」 と いう 意味 に 
解釈 で きる 。 

祖 は 再び 例え と いつ ヴェ ー ル で 覆い 隠し た 。 

祖 は 例え と いう 新しい 影 を 創造 し た 。 

類推 可能 性 は 自然 の 全て の 秘密 の 鍵 で ある 。 

類推 可能 性 は 全て の 管 示 の 唯一 の 基礎 の 論理 で ある 。 

類推 可能 性 と いう 理由 か ら 、 類 似 と いう 理由 か ら 、 神 の 教え は 天 
に 記さ れ て いる 。 

神 の 教え は 自然 の 全て に 記さ れ て いる 。 

神 の 教え は 自然 の 全て に 記さ れ て いる は ず で ある 。 

な ぜ な ら 、 神 の 作品 は 神 の 書物 で ある 。 

神 が 書 いた も の の 中 に 神 の 思考 の 表れ が 見 つか る は ず で ある 。 

神 の 作品 の 中 に 神 の 思考 の 表れ が 見 つか る は ず で ある 。 

結果 と し て 、 神 が 書い た も の の 中 に 神 の 存在 の 表れ が 見 つか る は 
ず で ある 。 

結果 と し て 、 神 の 作品 の 中 に 神 の 存在 の 表れ が 見 つか る は ず で あ 


だ か ら 、 人 は 神 を 無 上 の 思考 と し て 理解 する 。 

デュ ピュ イ と ヴォ ルネ イ は 自然 と いう 光輝 く 類 推 可能 性 の 中 に 盗 
用 の 様 な も の だ け を 見 た 。 

類推 可能 性 は 普遍 性 に 導く 。 

類推 可能 性 は デュ ピュ イ と ヴォ ルネ イ を 普 性 に 導い た か も し れ 
な か っ た 。 

普遍 性 は 類推 可能 性 に よっ て 啓示 され る 古代 の 唯一 の 魔術 と カバ 
ラ の 不変 の 考え の 普遍 性 で ある 。 

類推 可能 性 は 自然 の 全て の 力 を 魔術 師 に 与え る 。 

類推 可能 性 は 賢者 の 石 の 第 5 元素 で ある 。 

類推 可能 性 は 永久 機関 の 秘密 で ある 。 

類推 可能 性 は 円 積 問題 の 解決 で ある 。 

類推 可能 性 は ボア ズ と ヤキ ン と いう 2 つの 柱 の 上 に 休ん で いる 神 
殿 で ある 。 

類推 可能 性 は 大 いな る 秘密 の 鍵 で ある 。 

類推 可能 性 は 命 の 木の根 で ある 。 


類推 可能 性 は 善 と 悪 の 知 で ある 。 

知 に よっ て 見 える も の の 中 に 類推 可能 性 と いう 正確 な も の さ し を 
見 つけ る 事 は 、 信 心 の 基礎 を 固定 する 事 で ある 。 

知 に よっ て 見 える も の の 中 に 類推 可能 性 を 見 つけ て 信心 の 基礎 
固定 し た 人 は 、 奇 跡 を 起こ す 杖 を 持つ 様 に 成る 。 

原理 と 正確 な 吉 葉 が 存在 する 。 

原理 と 正確 な 吉 葉 と は 大 いな る 秘密 で ある 。 

賢者 は 大 いな る 秘密 を 探さ な い 。 

な ぜ な ら 、 賢 者 は すでに 大 いな る 秘密 を 見 つけ て いる 。 

大 衆 は 大 いな る 秘密 を 永遠 に 探す 。 

大 衆 は 大 いな る 秘密 を 見 つけ られ な いで あろ うっ う 。 

精神 的 な 錬 金 と 物質 的 な 錬 金 は 類推 可能 性 の 実際 的 な 鍵 に よっ て 
行わ れる 。 

隠さ れ た 薬 は 命 の 源泉 に 応用 され た 意思 で ある 。 

隠さ れ た 薬 は 星 の 光 に 応用 され た 意思 で ある 。 

星 の 光 の 存在 は 事実 で ある 。 

星 の 光 は 大 いな る 魔術 の 秘密 の 上 昇 と 下降 の も の さ し で ある 類推 
可能 性 に 従っ て 動く 。 

タロ ッ ト の 22 ペ ー ジ 目 に 描か れ て いる 裸 の 女性 は 、 普 遍 の 秘密 、 
超越 的 な 秘伝 伝授 の 究極 の 永遠 の 秘密 を 表す 。 

裸 の 女性 は 片足 立ち で ある 。 裸 の 女性 は 片足 だ けが 地上 に ふれ て 


いる 。 
裸 の 女性 は 右手 に 1 本 の 磯 気 の 杖 、 左 手 に 1 本 の 磯 気 の 杖 を 持っ て 
いる 。 


裸 の 女性 は 王冠 の 中 を 走っ て いる 様 に 見 える 。 

天使 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン が 王冠 を 持ち 上 げ て いる 。 

( 

人 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン が 王冠 を 持ち 上 げ て いる 。 

男性 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン が 王冠 を 持ち 上 げ て いる 。 

) 

基本 的 に 人 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン は エ ゼ キ エ ル の 智 天 使 ケ ルプ に 
似 て いる 。 

人 、 ワ シ 、 牛 、 ラ イオ ン は イン ド の 象徴 adda nari、Addhanari に 
似 て いる 。 

adda nari、Addhanari は エ ゼ キ エ ル の アド ナイ の 象徴 に 似 て い 
る 。 

( 

アド ナイ は 主 を 意味 する 。 

アド ナイ は 主 で ある 神 を 意味 する 。 

) 


タロ ッ ト の 22 ペ ー ジ 目 の 絵 の 理解 は 全て の 隠さ れ た 知 の 鍵 で あ 


本 書 の 読者 は 、 カ バラ の 象徴 を 知っ て いれ ば 、 タ ロッ ト の 22 ペ ー 
ジ 目 を 哲学 的 に 理解 し た は ず で ある 。 

大 いな る 務め 、 大 作業 の 第 2 の より 重要 な 作業 を 理解 する 。 

大 いな る 務め 、 大 作業 の 第 1 の 作業 は 、 疑 い 無 く 、 賢 者 の 石 を 見 
つけ る 事 で ある 。 

し か し 、 ど の よう に し て 賢者 の 石 を 錬 金 の た め の 粉 に する の か ? 
魔術 の 杖 は どの よう に 用 いる の か ? 

カバ ラ の 神 の 名 前 の 実際 の 力 は 何 か ? 

秘伝 伝授 者 は 知っ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 正確 に 示し た 多数 の も の に よっ て 、 も し 大 い 
な る 秘密 を 見 つけ れ ば 、 秘 伝 伝授 に ふさ わし い 人 は 知る で あろ うつ 。 
な ぜ 簡 潔 な 純粋 な 真理 を 永遠 に 隠す 必要 が 有る の か ? 

な ぜ な ら 、 理 解 力 を 持っ て いる 神 に 選ば れ た 民 は 地上 で は 常に 少 
数 で ある 。 

理解 力 を 持っ て いる 神 に 選ば れ た 民 は 愚者 と 邪悪 な 者 に 囲ま れ て 
いる 。 

ダニ エル 書 6 章 の ライ オン の 穴 の 中 の 預 吉 者 ダニ エル の 様 に 。 

さら に 、 類 推 可能 性 は 位階 の 法 を 教え る 。 
絶対 の 知 は 全能 で ある 。 

絶対 の 知 は 最も ふさ わし い 者 だ けが 持つ 必要 が 有る 。 

位階 の 混乱 は 社会 を 実際 に 破壊 し た 。 

マタ イ に よる 福音 15 章 14 人 節 で 主 イ エス は 「 も し 盲人 が 盲人 を 導 け 
ば 、 盲 人 は 諸 共に 穴 に 堕ち る で あろ う 」 と 話し て いる 。 

王者 と 祭司 へ の 秘伝 伝授 を 復活 させ る 事 。 

位階 の 秩序 を 再び も た ら す 事 。 

前 記 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 秘伝 伝授 に 最も ふさ わし い 人 に 求め 


る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の 危険 と 啓示 者 を 脅す 呪い に さら され て 
いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 人 性 の 中 に 生き て いる 神 の 息 を 社会 の 混 沖 へ 
吹き 込む の に 大 い に 役 に 立つ 事 を 行っ た と 信じ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 世界 の 未来 の た め に 王者 と 祭司 を 創造 する の 
に 役に立つ 事 を 行っ た と 信じ て いる 。 

学派 の 天使 トマ ス アク イィ ナス は 「 神 が 望ん だ か ら 正しい の で は な 
く 正 し いか ら 神 は 望む お の で ある 」 と 話し て いる 。 

トマ ス アク ィ ナ ス は 「 神 が 望ん だ か ら 正しい の で は な く 正 し いか 
ら 神 は 望む の で ある 」 と 話し て 「 神 は 論理 的 で ある 」 と 話し て いる 
か の 様 で ある 。 


論理 は 自立 し て 存在 し て いる 。 
論理 は 私 が 思考 する か ら 存 在 す る の で は な く 、 論 理 は 存在 する か 
ら 存 在 す る 。 
(デカ ルト は 「 私 は 思考 する 。 だ か ら 、 私 は 存在 する 」 と 話し て 
いる 。) 
論理 が 存在 する か 何 も 存在 し な いか の どちら か で ある 。 
あな た は 何 も の か が 論理 無し で 存在 する 事 を 望む で あろ うか ? 
狂気 自体 が 論理 無し で は 存在 し な い 。 
論理 は 必然 で ある 。 
論理 は 法 で ある 。 
論理 は 全て の 自由 の 法 で ある 。 
論理 は 全て の 先導 する 自発 性 を 導く も の で ある 。 
も し 神 が 存在 する の で あれ ば 、 神 は 論理 に よっ て 存在 する 。 
神 は 引 理 的 に 存在 する 。 
論理 と は 無関係 の 絶対 的 な 神 が 存 在 す る と いつ 概念 は 黒 魔術 の 偶 
像 で ある 
論理 と は 無人 の 絶対 的 な 神 が 存在 する と いう 格 信 は 衣 っ て い 


論理 と は 無関係 の 絶対 的 な 神 が 存 在 す る と いう 概念 は 悪人 の 霊 の 
幻 で ある 
悪人 の 霊 は 引 理 と は 無関係 の 絶対 的 な 神 が 存在 する と 詳解 し て い 


悪魔 は 命 と いう 衣 を 脱ぎ 捨て た 見 せ か け の 虚構 の 死 で ある 。 
悪魔 は 堕落 し た 文明 の 残骸 の 王座 に 座っ た Hirrenkesept の 妃 で あ 


る 。 
悪魔 は 人 に 成っ た 神 ヴ ィ シ ュ ヌ の 救い を 拒絶 し て 憎む べき 裸 を 隠 


oO 


